
    
      
        
      
    

  






























本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。













　目次







１　とある島に流された悪戯猫

２　星と太陽が殺し合い、赤い輪が生まれた

３　憎悪を糧に

４　悪鬼の進撃

５　幸福を摑んだ女

６　右手に剣を、左手に天秤を

７　人間か、英雄か、化物か

８　闇夜を照らせ

９　昇陽と落陽

10　赤い誕生日

11　覇道への誘い

12　二つの太陽

13　少女は変わり、少年は変わらなかった

14　私の幸せ

あとがき





































[image: ]




　五日間の船旅を終え、ノエルとリグレットはウィラ島に到着した。島には港があり、小型の漁船が停泊している。潮風が気持ちよく、水鳥たちの鳴き声がとてもにぎやかだ。天気も実に素晴らしい。

「よーし、ウィラ島一番乗り！」

「……いちいち声がでかいのよ。うっ、ほ、本当に吐きそう」

　ノエルは両手を上げて元気よく島に上陸した。そのまま島中を駆け回りそうなほどの勢いである。

　リグレットはこめかみを押さえながら、気けだるそうに歩いてくる。船酔いを必死に堪こらえていたので、相当消耗しているようだ。上陸時に波なみ飛沫しぶきの洗礼を受け、靴には砂が入ってしまったので更に不機嫌になっている。

「リグレット様、そして、あ、悪鬼ノエル殿！　我々ウィラ島民は、貴方あなたたちを心より歓迎いたします!!」

『悪鬼ノエル殿に敬礼！』

　老いた島長が緊張しきった様子で敬礼すると、居い並ならぶ兵たちも身体からだをがちがちに緊張させて後に続いた。

「えーと。挨あい拶さつは嬉うれしいけど、悪鬼は私の名前じゃないんだよね」

「お、お気に障さわったのなら謝罪いたします！　どうか、お怒りをお鎮しずめください！　島民の命だけはお許しをッ!!」

「あの、別に怒ってはいない──」

「申し訳ございません!!」

「……とりあえず、歩こうか。このままじゃ陽ひが暮れちゃうし」

　ノエルは面倒くさくなったので、さっさと先に進むことにした。後ろでは兵たちが直立不動で敬礼を続けている。

　島の古びた屋敷に案内されると、島長からこれからの暮らしについて説明される。

　屋敷にはノエルと監視役のリグレットが滞在し、女の使用人がつけられるとのこと。そして、衛兵が監視役として常に入り口に配備される。ノエルの行動は常に監視下に置くようにしろと、本土からの命令が出ているそうだ。わざわざ命令書まで見せてくれた。

「それじゃあ、私はこの家から出たらだめなのかな？」

「いえ、見張りの兵──ではなく衛兵に行き先を伝えていただければ、移動されても構いません」

「いいの？」

「はい、その際は衛兵も同行致しますので。ですが、島の者が無礼を働くかもしれません。何か粗そ相そうがありましたら、ただちに私にお言いつけください。早まった真似まねだけは、どうかなさらぬようお願い申し上げます。……何とぞ、お願い申し上げます」

　脅えきった島長が、青あお褪ざめた顔で念を押してくる。

　ノエルは眉まゆを顰ひそめる。なんというか、本物の鬼と思われているようだ。怒らせたりしたら、人を喰くらいだす鬼。一体どういう噂うわさが伝わっているのか知りたくなった。

「ね、私って、そんなにここで有名なの？」

「……バハール人を一万人斬きり伏せ、百もの兜かぶと首くびを取り、裏切ったコインブラ人は全員火炙あぶりにして、骨まで喰らったと。アミル様が貴方を罰しなかったのは、殺した後の祟たたりを恐れたとか。それゆえ、遙はるか遠くのこの島に流したのだと、人々は噂しております」

「馬ば鹿か馬ば鹿かしい。そんなわけがないでしょう。一人で一万人殺せるなら世の中苦労しないわ」

　完全に他人ひと事ごとのリグレットが島長を嘲あざわらっている。噂をばら撒まいた張本人であることを覚えているのだろうか。

「そっか。うん、とにかく言われた通りにするね」

「あ、ありがとうございます」

　どうするか一瞬だけ悩んだが、なんだか面白い噂だったのでノエルは訂正するのをあえて止やめておいた。そのうち祟りだーと白い鬼の面を被かぶり、島中を走り回ってやろうと心に決めて。噂に尾ひれがつき、そのうち悪鬼から別のものに進化したらもっと面白い。ついでにリグレットを脅かすことまでできる。

「……なんで、こっちを見てニヤついているんです？　鬱うっ陶とうしい」

「ううん、なんでもない」

　ノエルはとぼけておいた。楽しみは後にとっておかなくてはなるまい。

「悪鬼様にこのようなことを言うのは失礼とは思いますが。……決して一人で島から出ようとなさいますな。ここは大陸から離れた孤島。素人しろうとが一人で逃げ出そうとしても、絶対に上手うまくはいきませぬ」

「うん、分かった。それじゃ、試しにちょっと泳いでこよっかな。海でのんびりしたいし！」

「ノエル・ヴォスハイト殿。今の貴方は、罪人なのです。遊ぶ前に、教会に行って罪を悔くいたほうがよろしいかと。初日ぐらいは真ま面じ目めにやっていただかないと、私が困ります」

　リグレットが制止すると、ノエルは素直に頷うなずいた。

「そうだね。ちょっと眠いし」

「寝るのではなく、貴方は自らの罪を悔い改めるために祈るんです。教会は寝る場所ではありません」

「あはは、その通りだね。じゃあ、さっさと祈ってこよう！」

　寝る気満々のノエルは、欠伸あくびを嚙かみ殺して立ち上がる。祈るには目を瞑つむる必要がある。目を瞑ったら眠くなる。島での生活は長そうなのだから、気楽に過ごさないと疲れてしまう。

　一方、緊張から解放された島長はほっと安あん堵どの溜ため息いきを吐ついていた。




　一週間が経たっても、ノエルは他の島民とまともに話すことができなかった。暇つぶしにと声をかけてみるのだが、みんな悲鳴を上げて逃げ出していく。一番面白いのは、屋敷にいるこの女中だ。名前で呼んで構わないと言っているのに、聞く耳を持とうとしない。そのような失礼はできないと、ものすごい勢いでぶんぶんと首を横に振るのだ。

「あ、悪鬼様。お昼の準備ができました」

「うん、ありがとう。ね、今日のおかずは何かな？」

「ウィラピラという魚の、む、む、蒸し焼きとトウモロコシのスープ、それにパンでございます」

「美味おいしそうだね。ね、一緒に食べていく？　ほら、貴方もおなか減っているみたいだし。ほらほら、遠慮しなくていいからさ」

　ノエルがにこっと笑って近寄っていくと、いよいよ女中の顔が真っ青になっていく。怖がりらしいこの女中は、ノエルが近づくと身体が震えだす。からかっては悪いかなーと思いつつ、面白いから近寄ってしまう。

「お、お、お許しを!!　どうか私を食べるのだけはお許しをッ!!」

　今日もぎゃーと叫びながら、女中は屋敷を飛び出していった。ところが一時間もすると片付けにくるのだから律りち儀ぎな人間である。

「またやっているんですか。何度あの女中をからかえば気が済むんですか貴方は。いい加減、大人になってください」

「最初に腹を抱かかえて笑った人に言われたくないよ」

「ふふっ、あれを笑わずにいろというのは、至し難なんの業わざでしょうね」

　リグレットが鼻で笑う。女中が泣き叫びながら逃げ出し、ノエルが呆あっ気けに取られていたとき、リグレットは呼吸困難に陥りそうなほど笑い転げていた。ツボにはまったようで、お腹なかを苦しそうに押さえていた。

「そういえば、リグレットは島の人と仲よくなった？」

「いえ。私はあの者たちと喋しゃべる必要を全く感じませんので。大体、誼よしみを結んで何か得することがあるとは思えませんね」

「じゃ、ご飯食べたら、また遊ぼっか？」

「……まぁ、暇があったら、付き合って差し上げないこともありません」

　素直じゃないね、と言おうとしたが止めておく。言ったらきっと顔を真っ赤にして怒りだすだろう。そうすると遊べなくなる。よってここは我慢しておくことにした。人付き合いには我慢も重要だと、前にシンシアも言っていた。




　島に来てから二週間も経つと、さすがに島民も恐れより興味のほうが勝ってきたらしい。屋敷の窓からちらりとこちらを窺うかがう漁師の夫婦、声をかけようとして慌てて逃げ出す子供たち、何かを持ってこようとしてやっぱりやめる老婆、そして更に腰が曲がってしまった島長。

（天気も良いし、外でおもいきり遊びたいなぁ。リグレットと遊ぶのも面白いけど、たまには身体を動かしたいかな）

　リグレットとの盤上遊戯の勝負は、ノエルの二百三十五勝三十敗。成績はノエルが記録しているが、リグレットは一切それを確認しようとしない。勝ったときはこれでもかというほど得意気な顔をするくせに、負けると舌打ちしてなかったことにする。死ぬほど悔しいというのが一目で分かる。優勢、劣勢での顔の変化も面白い。いまだに飽きがこないので、このまま千勝負ぐらいできそうである。

　とはいえ、そろそろ島の人とも話をしてみたい。海で泳ぎたい。魚を釣りたい。船に乗りたい。お日様をこれでもかというほど浴びたい。こんな天気の日に家に閉じこもりっぱなしというのは、ある意味拷問に等しい。

「よし、今日は海に行こう。うん、絶対に行く！」

「私は遠慮しておきます。マドレスに送る報告書を纏まとめますので。適当に噓うそを書くのも結構疲れるんですよ」

「そっか。新人憲兵さんは大変だね」

「貴方は罪人のくせに、大変じゃなさそうですね。その吞のん気きさが羨うらやましいですよ」

「まぁね！」

　リグレットの嫌味を軽く受け流すと、ノエルは薄着に着替えて藁わらの帽子を被って海へと繰り出した。出てくるときに見張りと目が合ったので、行き先を告げておく。彼は軽く頷くだけで何も言ってはこなかった。少し警戒が緩くなっているらしい。やろうと思えば今すぐ島を征圧できる気もするが、焦っても仕方がない。今は海で遊ぶ方が大事である。

　全力で走り続け、広々とした砂浜に到着する。誰だれかがいる気配はするが、辺りには誰も見えない。

（ま、いっか。今日はお日様に当たってのんびりしていよう。帰りに貝でも拾って、リグレットにあげよっかな）

　そんなことを考えながら砂浜にゴロンと転がると、全身で太陽を浴びることにした。

　しばらくぼーっと寝ていると、大小様々な影が近づいてくる。薄目で確認すると、黒く日焼けした島の子供たちだった。まだ一度も話したことはない。

　ノエルはすくっと起き上がると、友好的な笑顔を浮かべてみた。

『……お、鬼が起きた！』

『く、喰われるかな』

『やべぇ！　どうしよう！』

　などと脅える声が聞こえてくる。中には、泣き出しそうな子供までいる。ノエルは、できるだけ警戒させないように、声をかけた。

「ね、もし良かったら、私も皆と一緒に遊びたいな。皆と、話をしてみたいんだけど」

　心底驚いた様子の子供たちだったが、全員が輪になって悩んだ後、こちらを向いてこくっと頷いた。

　最初はぎこちなかったものの、一時間もすれば完全に打ち解けて、海辺で皆で騒ぎ始める。元々ノエルの精神年齢が子供に近いこともあり、いわゆる恥ずかしさや壁といったものが存在しないのだ。

　色んな話を知っていて、泳ぎも一番速く、泳ぎまわる魚を簡単に捕らえてみせるノエルは、あっと言う間に子供たちの英雄となった。彼らは屋敷にまで遊びに来て、ノエルに話をねだった。小さな島では、娯楽も限られている。ノエルの話は彼らを心底ひきつけた。

「……貴方は、一体何をしてるんですか。子供たちの首領になって、島で天下でも取る気なんですか？」

「それ、すごくいいね！　ここで独立を宣言しちゃうとか。あ、リグレットも一緒に遊ぶ？」

「死んでも嫌いやです。私は子供が大嫌いなので。冗談じゃないわ」

　鋭く舌打ちするリグレット。子供の中には、ノエルも含まれているようだが、本人は全く気にしていなかった。

「明日は魚釣りをやるんだよ。穴場があるんだって。リグレットでもできると思うけど」

「……でも、という言い方が気になりますが。今はそんなことをしている場合ではありません。本土で大変なことが起きたんですよ」

「大変なこと？」

「ええ。バハール公が帝位を継承するのと同時に、ムンドノーヴォ大陸への遠征が発表されました。また、世の中動きますよ」

「ふーん」

　西の大陸には今は行きたくないし、アミルの皇帝就任を祝うつもりも当然ない。いずれ戻るときのために、情報は集めなければならないが、まだまだ時期尚しょう早そうだ。

「貴方もコインブラの千人長だったんですから、少しは興味を持ったらどうです。大事なお友達のシンシア様も巻き込まれるかもしれませんよ？　まぁ、あの人はわざわざ北コインブラに行ったようなので、多分大丈夫でしょうが」

　エルガーに付き添ったシンシアは、荒れ果てた北コインブラへと赴任している。リグレットの話だと、太守のガディスは嵌はめられたと、わめき散らしているそうだ。しかも、グロールが断念した金鉱採掘を企たくらんでいるらしい。

「本当に危なそうだったら助けに行くしね」

「はぁ？　どうやってです」

「もちろん船でだよ。奪おうと思えばいつでも奪えるし」

　ノエルが軽く指を鳴らすと、リグレットが目を細めて釘くぎを刺してくる。

「何かやるときは、絶対に私に言ってください。勝手にいなくなられたら──」

「あはは、置いて行く訳ないでしょ！」

　短く応こたえると、ノエルは子供たちから借りた釣つり竿ざおの準備を始める。

　船を奪って、本土に戻るのは最後の手段だ。それでは、あまり上手くない。どうせやるなら、色々なことを一気に引っくり返したい。そのほうが、きっと面白くなる。







　更に一ヶ月が経った。子供が打ち解けてくると、それにつられて大人たちもノエルに話しかけ始めてきた。

　子供がノエルと遊んでいると知った親たちは、最初はすさまじく狼ろう狽ばいしていたが、ノエルが問答無用に暴れる鬼ではないとようやく理解してくれたらしい。多少顔を引き攣つらせながらも、腫はれ物ものに触るような緩ゆるい交流が始まっていった。

「うーん」

「これ見よがしに何を悩んでいるんです。本当に邪魔くさいんですが」

「悩みというか、なんというか。仲良くなってきたのに、相変わらず、私の名前が悪鬼様のままなんだよね。子供たちも、大人たちも」

　笑顔で悪鬼様と呼ばれるのは、どこか釈然としないものがある。ノエルはそれだけが不満であった。

「嫌なんですか？」

「だって、ノエルって立派な名前があるのに」

「なら、名案がありますが」

「どんな？」

　どうせ碌ろくでもないことだろうと思いつつも、聞いてみる。多少の効果は見込めるが、大抵ノエルの評判が下がるような提案をリグレットはしてくる。多分わざとである。

「名前で呼ばないと全員殺すと言えば、皆すぐに改めますよ。例えば、一度間違えるごとに一人殺していけばいいんです」

「あはは、さすがリグレット。考えが陰険で邪悪だね！　まさに、悪鬼顔負けってやつかな」

「本物の悪鬼に言われたくないわ」

　不機嫌に吐き捨てるリグレット。この島に来てから舌打ちのキレが増している。なにせ、ほぼ一日中ノエルのそばにいるのだから。とはいえ、ストレスはあまり溜まっていないようだ。顔色が、とても良い。目の下のくまが取れ始めている。だが、色白なのは相変わらずだ。なぜならば、全く外に出ないから。

　軟禁生活にあるのは、実はリグレットではないかとノエルは思った。それを言うと、顔が茹ゆで蛸だこになりそうだったので、自重しておいた。ちなみに、この島の蛸料理は絶品である。

「それで、そんな格好で今日は一体どこに行くんです？」

　ノエルの格好は、頭にバンダナ、服は島伝統の漁師服。手には銛もりを持ち、やる気満々であった。

「今日は漁師の人たちと魚を取りに行くんだけど。狙ねらうのは、ウィラマグロ。骨まで美味しく食べられるし、本土に持っていけば高く売れるんだって！」

「はいはい、いってらっしゃいませ。そのまま沈んで魚の餌えさにならないといいですね」

　リグレットが軽く流して、書類へと視線を落とす。忙しいので、構っている暇がないらしい。ノエルは少しつまらないので、からかうことに決めた。

「あれ、止めないの？」

「貴方が何をしようと、あまり気にしないことにしたんです。どこぞの猿みたいに白しら髪がになりたくないので」

「そっか。じゃ、漁船に乗ってそのままコインブラに帰っちゃうね！」

「──な、何を馬鹿なことを！　アンタは自分の立場が分かってるの!?」

　リグレットが目を剝むいて立ち上がると、してやったりの表情のノエル。リグレットはやられたと舌打ちするが、時すでに遅し。

「あはは、もちろん噓だけど。あれれー、気にしないんじゃなかったの？」

「こ、この糞くそ餓鬼ッ！　さっさと出て行けッ！」

「あはは、いってきます！」

　近年、稀まれに見るほどの大漁だった。ノエルは心ゆくまで美味しい魚を味わった。




　それから半年もすると、ノエルは完全に島民と打ち解けていた。脅えていた島長も、今では酒と肴さかなを片手に吞のん気きに遊びに来るほどに。孫を相手にするかのように接し、今では言葉遣いも戻っている。屋敷の前の緊張しきった見張りもいなくなり、女中もにこやかに世話を焼くようになっていた。もうからかっても、軽く受け流されてしまう。

　たまにコインブラ本土から、ノエルの様子を窺いに憲兵がやってくる。ウィルムはまだノエルへの警戒を解いてはいないのだろう。リグレットに釘を刺す意味もあるのかもしれない。だから、そのときだけノエルは教会でお祈りをしたり、反省している振りをする。

　大真面目な顔で、悔い改めていますといった素振りをするものだから、島民たちは笑いをこらえるのに必死だった。リグレットは顔を歪ゆがませることで噴き出すのをこらえる。憲兵が満足そうにうんうんと頷いたときが一番危なかったと、リグレットは言っていた。

　結局、悪鬼様という呼称が変わることはなかったが、ノエルはもう気にすることはなくなっていた。周りの人と一緒に笑い、遊び、働くことで仲間の一人として認められたのだ。

　リグレットは相変わらず屋敷に籠こもり、暗い日々を送っていたが。それでも、たまに酒しゅ宴えんに付き合うようになり、本人は多少丸くなったと自覚するようになっていた。──本人だけは。




　ウィラ島に来てから一年が過ぎると、リベリカ大陸には暗雲が漂い始めていた。どこどこで反乱が起こっただの、謎なぞの疫えき病びょうが発生しているだの、税が重くなり身売りや子殺しが横行しているだの、鉱山では苛か酷こくな労働で死人が続出しているなど、散々な噂が島に流れてくる。どこまで本当かは分からないが、魚を売りにいった島民の顔がひどく沈んでいたのが印象に残っている。

　そして、大陸だけではなく、海の治安も悪化し始めた。海賊が出没し、交易船や漁船を見境なく襲い始めたのだ。その黒い波は、平穏なウィラ島にまで押し寄せてきた。

　ある日のこと、海賊船が島に現れ、海賊たちがウィラ島を占領しようと上陸してきたのだ。抵抗しようとした守備兵や島民は簡単に叩たたき潰つぶされ、食糧や金が奪われていく。あげく、島の女、子供たち、そしてリグレットも連れ去られそうになったとき、ようやくノエルが現れた。砂浜で昼寝をしていて遅れてしまったのだった。

「奪ったもの全部置いてくなら、見逃すけど。そうじゃないなら、全員殺す」

　激げき昂こうした海賊たちがノエルに襲い掛かるも、全員容易たやすく捌さばかれ、鉄てつ槌ついで急所を潰されていく。三十人たらずの海賊では、ノエルの相手にはとてもならなかった。

　ノエルは海賊船に単身乗り込み征圧すると、自分の船として手作りの二に槌ついの旗を勝手に掲げてしまった。

　この日、ノエルは島民の信頼を完全に獲得したのだった。

　これ以来、島民は自らの身を守る為ために、ノエルに依頼して訓練を開始。ウィラ島に駐留するコインブラの守備兵までもが参加してだ。自分たちの力のなさを思い知ったらしい。若者たち、更には女や子供、老人たちが自発的に身体を鍛え、武器の扱いや戦い方を学んでいく。

　誰かが守ってくれるなどと考える者は、もうこの島にはない。コインブラ本土から遠く離れたこの島では、そんな考えではいられないと、海賊の襲撃で分かったからだ。本土は本土で、厳しい状況にある。こんな辺へん鄙ぴな島を守ってくれるはずもない。

「ウィラ島の象徴なら、小魚の紋章の方がいいと思ったんだけどなぁ。そのほうが可か愛わいいよね」

　ノエルが布に、小さな魚を描かいて、ひらひらと翻す。小魚の目は×印。身体はなぜか骨だった。

「海賊を威嚇するのに、可愛くしてどうするんですか。少しはその軽い頭で考えてください」

「大事なのは、相手に覚えさせることなんだけどな。小魚を掲げる兵にやられたら、屈辱だよね」

　しかも半分骨だしと、ノエルが笑う。

「舐なめられないのも重要なんですよ。小魚じゃ、兵の士気が上がりません」

「それもそっか。じゃあ、やっぱりこれだね」

　ノエルは隠しておいた布を、見せてあげた。交差する銛の紋章。ノエルの鉄槌旗とお揃そろいだ。

　出来立ての旗を誇らしげに掲げ、島の周りを警戒して海賊の襲撃を防ぐ。たった百人の自警団だが、士気は非常に高い。隊長は一応いるが、実質的にはノエルが指示を出している。

　復ふく讐しゅうに燃える海賊たちの襲撃を何度も防ぎ、逆に襲い掛かって物資を奪っていくうちに、島は再び落ち着きを取り戻していった。海賊たちにとって失うものが大きいと分かったのだろう。そして、あの島には悪鬼が封じ込まれていると、また悪評が流れ始めたことも大きい。

　捕虜にした海賊も、今では汗水垂らして漁に励むようになっている。ノエルが恐怖を植えつけたのが功を奏したようだ。

「人が増えれば、島は豊かになる。もっと海賊がくればいいのにね。働き手と兵が増えて、万々歳だよ」

「馬鹿なことを言うのは、ここだけにしてください。私まで馬鹿に見られますから」

「あー、それなら大丈夫かな」

　子供たちから貰もらった椰や子しの実を、ひょいひょいと弄もてあそぶノエル。

「……何がです？」

「もう同類って思われてるみたい。子供たちに聞いたんだけど。悪鬼の右腕なんだってさ。やったね、リグレット！」

「う、噓でしょ」

「本当だよ」

「……そ、そんな馬鹿な。わ、私がこれと同類」

　リグレットはこめかみを押さえて、ベッドに横になってしまった。

「あーあ。シンシアや若君、ドルカスたちに会いたいなぁ。皆、元気にやってるかなぁ」

　カイとはたまに連絡をとり合っている。ゲンブ太守のシデンがノエルに興味があるようで、積極的に連絡を寄越してくるのだ。密みっ偵ていがたまに来て、お土産みやげと情報を置いていってくれる。来る方法はゲンブ自前の小船だ。こちらの吞気な警戒態勢に呆あきれ果てているらしいが、会うのが楽ならばそれに越したことはない。

「……白しら髪が猿ざるは知りませんが。エルガー様とシンシア様は、相変わらず北コインブラにいるようです。貴方と違って、苦労しているようです」

「そうなんだ。あ、シンシアと若君に手紙書いたら届くかな。後、塩漬けにした魚」

「無理に決まっています。そんな軽率なことをしたら、相手が困ります。何より、私が非常に迷惑するので止めてください」

「そっかー、残念！」

「……まぁ、貴方が、皇帝陛へい下かに仕えると言えば、すぐにこの軟禁は解かれますよ。陛下だけじゃなく、黒こく陽よう騎きの隊長からも勧誘が来ているみたいじゃないですか」

「あはは、でも、それは無理だよ。偉大な皇帝陛下は私の敵だからね」

　ノエルは冷たく笑って、一いっ蹴しゅうした。ファリドの誘いは嬉うれしいが、残念ながら、目指す場所が違う。ともに幸せになろうという目的は同じなのに。手紙にも記されていたが、彼の幸福とは、アミルの夢の実現なのだ。ノエルはそうは思わない。

「陛下のために剣を振るうと、黒陽騎の隊長と約束したんじゃないんですか？」

「約束はもちろん覚えているよ。だから、いつかすごい一撃をお見舞いしないとね！」

　そう言うと、ノエルは椰子の実を鉄槌で叩き割った。果汁がリグレットにまで降りかかり、ひどいことになってしまった。それから一時間、リグレットと一緒に掃除をする羽目になり、ぐちゃぐちゃの実は、罰として食べさせられた。まさに自業自得だった。

　──リベリカ本土とは異なり、ウィラ島はそこそこに平穏な日々を取り戻していた。
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　コインブラとバハールの戦争──通称、ヴァルデッカ継承戦争から三年の月日が経たった。ノエルが島に流されてからの時間と同様でもある。この間、世はまさに怒ど濤とうのごとく動いていた。

　反乱を起こしたコインブラ州は南北に分割して統治されることとなり、南はウィルム、北はガディスが太守として任命された。ゲンブやギヴ、カームビズといった親グロール派と見なされていた州には、大方の予想に反して目立った罰が与えられることはなかった。

「我が野望実現の時は来た。暁ぎょう光こう作戦を実行し、かの大陸への橋きょう頭とう堡ほを確保する！」

　ベフナムから皇帝の座を受け継いだアミルは、勝利の勢いのままに、西方ムンドノーヴォ大陸への遠征──〝暁光作戦〟の実施を宣言。コインブラとリベルダムを出発拠点と定め、前例のない規模の大船団を結成した。

　各州より兵十万と物資が集められ、ムンドノーヴォ大陸南東部を目指し出航。アミル自らが総大将となり、前線の指揮官には元げん帥すいへと昇進したファリドが任じられた。戦費の負担は、コインブラ、ゲンブ、ギヴの州に重く課せられることになった。先の戦いの意趣返しは、このとき行われたのだ。

　帝国軍が上陸した大陸南東部は、呆あっ気けないほど簡単に征圧が終了した。ムンドノーヴォ大陸の主教であり、大陸を名目上統治している星教会に対する不満が大きい地域だったこともある。この地の領主たちは、己の権力拡大の好機と見るや、率先して鞍くら替がえし勝ち馬に乗ろうと目もく論ろんだ。十万という大軍を前に、死を覚悟して抵抗しようという者などほとんどいなかったのだ。

「この新たな土地の獲得は、暁光作戦における第一歩に過ぎぬ。兵を押し進め、一挙に併合せよ！」

　アミルは獲得した領地を統合、新州ヴェルダンを設けて更なる支配圏の拡大を図る。太守には現地有力貴族のリゲルが任ぜられ、大陸宰相兼監視役としてエルナーズが派遣された。エルナーズは難色を示したが、アミルはその不安を一いっ蹴しゅうして強引に送り込んだ。リベリカ大陸に、彼の居場所はすでになかったのだ。粛しゅく清せいされなかっただけ幸運ともいえる。

　一方、先帝ベフナムは望み通り研究に没頭する日々を送っている。暁あかつき計画に続くものを作り出すという名目で、アミルに多額の資金をつぎ込ませてだ。それと引き換えに、アミルの行動には一切口を挟まず、政治に二度と関わらないという約定を交わしている。念願かなったベフナムは退位以来、表に出てくることは一切なくなった。

　ムンドノーヴォで新たな領土を獲得し、更に新州の樹立まで成し遂げたアミルは、太陽帝を超える者と大いに讃えられた。リベリカの民は誰もが歓喜し、これから訪れるであろう輝かしい未来に胸躍らせた。溢あふれるほどの資源、人員、金銀財宝、奇跡の品々。これらが大量にもたらされるだろうと期待したからだ。

　確かに、貴金属や財宝、希少な鉱石、そして大陸からの亡命者などは頻繁にやってきた。だが、期待されていたほどの資源がもたらされることはなかった。大陸全土を潤すには、ほど遠い。現地では未いまだ戦いが続いており、大量に得た資源を本国に送るほどの余裕はない。輸送にも経費と人手が掛かるのだから。




『異教徒を一人残らず滅すべし』。

　己の権威が失墜しかねない事態を、大陸の覇は権けんを握る星教会が黙って見ているはずもない。彼らは異教徒を打ち払うための討伐軍を編成してただちに派兵。教会連合軍とホルシード帝国軍の間で、激しい戦闘が勃ぼっ発ぱつした。最初の会戦では多くの犠牲者が出ることとなったが、両者が決着を避けたために勝敗はつかなかった。急きゅう遽きょ召集された連合軍は纏まとまりを欠き、また帝国軍もファリドの指示により防備に徹したため戦線は徐々に膠こう着ちゃく。両者決定打を欠いたまま戦は長期化の気配を見せ始めた。

「暁光作戦を円滑に進めるため、第二次暁計画の強化兵を送り込み、大陸における支配圏を更に拡大する。まやかしを用いる邪教の集団を打ち倒し、この地の民に太陽の威光をもたらすのだ！」

　アミルは軍事費を増大させ、第二次暁計画を実行。突貫生産した暁強化兵一万を、ヴェルダン州へと派遣。更に大陸北東部にも兵五万を送り二方面での攻勢を掛ける。

　迎え撃つ星教会側は、大陸技術を駆使してヴェルダン州奪還のため攻勢を掛けるも、暁強化兵の前に苦戦を強いられる。切り札とされた兵器は、思うように数が揃そろわなかったのだ。逆に、人間離れした暁強化兵の能力は、大陸でも十分な威力を発揮した。

「奇妙な技術を用いるようだが、我らの前に敵はない。邪教徒どもを打ち払え!!」

　ファリド率いる黒こく陽よう騎きの強襲により有力領主数人が討ち取られると、守勢に徹して拡大の阻止に努めざるを得なくなる。必死なのは権威を守りたい星教会だけであり、領主たちは自分の土地が無事ならそれでよかったからだ。民を守ろうなどという意志は一切存在しない。

　勢いを増す帝国軍は勢力圏をじわりと広げていく。しかし、大陸北東戦線においては状況が異なった。

『──全軍突撃。私の田畑を荒らした屑くずどもは、一人残らず皆殺しにしろ。絶対に生かして帰すな』

『応ッ!!』

　異国の者に故郷を奪われてなるものかと、住民が率先して義勇兵に参加。さらに白カラスの旗を掲げた星教会所属の騎兵隊も加わり、凄すさまじい逆襲を展開。帝国上陸兵は為なす術すべなく打ち破られた。長い航海で疲弊しており、すぐには戦える状態ではなかったことが最大の敗因だ。地元領主の協力を得られた前回とは、状況が全く違ったのだ。転進を余儀なくされた北東方面の船団は、ヴェルダン州に上陸して合流。南東部の維持、拡大へと方針を転換した。




「今は力を蓄たくわえねばならぬ。だが、余は決して諦あきらめぬ。二つの大陸を征服し、太陽帝に勝る名声を勝ち取ってみせる。世界に太陽は一つ、我がホルシードこそが支配者となるべきなのだ！　そのためならば、どれだけの犠牲も惜しむまい!!」

　思うように遠征が捗はかどらぬことに、若きアミルは焦っていた。初めて味わった挫折ともいえる。まるで、乾いた砂漠に水を撒まき続けているかのような感覚だった。今していることが、もはやリベリカ大陸に栄光をもたらすことはないと、頭では理解してしまっていたのだ。

　だが、皇帝は失敗を認めるわけにはいかない。失敗を認めることは、弱みとなり、権威の低下につながる。だから、絶対に続けなければならないのだ。一部の家臣が進言する、遠征中止、撤退などという選択肢は、もはや有り得なかった。

　結局、暁光作戦は、ヴェルダン州の獲得、防衛という目的は達成したが、領土の大幅な拡大には至らなかった。帝国の攻勢が止まった瞬間でもある。状況は痛み分けに思えるが、そうではない。敵対する星教会側はひたすら戦力増強に努められるが、帝国軍は兵を船団により派遣する必要がある。現地で徴兵するにしても限度がある。しかもいつ裏切るか分からない、信頼できない兵たちだ。故ゆえに、リベリカ大陸で兵を育てて逐次送り込まなければならない。結果として軍事費は更に増大、それは民への税と労役として重くのしかかることとなった。

　不満の高まりを抑えるため、アミルは一時帰還を決定する。これ以上、リベリカ本土を放って置くわけにはいかないという判断だ。その際、大陸での捕虜を人的資源としてリベリカに強制連行。奴隷階級に落とすことで、民の不満の解消を図った。一部の人間は満足したが、これは大した成果をもたらすことはなく、むしろ後の火種を抱かかえ込むことにつながった。

　そして、大陸からはもう一つのものが持ち込まれていた。人間の精神を破壊する〝咎とが草くさ〟と呼ばれる植物だ。誰が持ち込んだのかは分からないが、一部の貴族だけではなく、ホルシードの兵や将にまで蔓まん延えんし、もはや取り返しのつかない者まで現れる始末。取締りを強化するほど闇やみ市場では高値がつき、需要は留とどまるところを知らない。アミルはこの事態への対処にも苦慮させられることになった。

　このとき、領土は帝国史上最大の版図となっていたが、その土台は確実に揺らぎ始めていた。

　徴兵されて大陸に送り込まれた者は未だ帰らず、働き手が減ったため収穫量の減少に直結。各州の太守はその対応に頭を悩ませる。民は掌てのひらを返し、現皇帝アミルへの不満を急速に募らせていった。

　アミルはこれらの不満分子を抑えるため、帝国最強と名高いファリドと黒陽騎を召還せざるを得なくなる。不穏な動きを見せるギヴとゲンブの近隣、ホルムズ州へ派遣して睨みを利かせるためだ。ここは大陸北部に当たり、いざとなればロングストーム州と合同でギヴやゲンブに攻め入ることもできる。中央から北にそびえる防壁のようなものだ。

　このように、帝国の統治には暗い影が差し始めていたのだが、一定の秩序は保たれていた。確かに不平不満は渦巻いてはいたが、遠征さえ軌道に乗れば、今までの投資は返ってくると領主たちは楽観視していたからだ。アミルや新宰相ミルズが大陸の状況を上手うまく喧けん伝でんした賜たま物ものなのだが。

　──だが、それを待ってなどいられない、危機的状況にある州が二つあった。先の戦から未だ立ち直れない、南北コインブラの両州である。




「……ウィルムめ。いずれこうなると分かっていながら、私を嵌はめたのか。このような荒地に私を押し込めておきながら、一切援助を寄越そうとはせぬ。あの二枚舌の薄情者めがッ！」

　片足を失ったガディスが報告書を破りながら、一人愚ぐ痴ちる。ここは北コインブラの居城、エベール。復興の拠点として、ガディスが意気揚々と築城しようとしたもの。資金は、アミルから援助金が送られるはずだった。ペリウスの政策を引き継ぎ、少しずつ商業と農業を発展させようと考えていた。

　だが、外壁だけで工事は止まり、とても城などと呼べる代物ではない。以前の寂れた町の光景は今も残っている。その理由はたった一つ、金がないからだ。アミルの言った援助金などというのは、ただの空手形であった。

（まともな城さえ持つこともできぬとは。太守などと名ばかりではないか！）

　コインブラ南北分割の際、豊かな都市はすべて南部に持っていかれてしまい、北部には寂れた町や村、瘦やせた土地と鉱山が割り当てられた。それに異を唱えると、荒廃したロックベルを寄越すなどと言ってきたのでガディスは激げき昂こうし一蹴した。

　ウィルムが有利なほうを取るのは仕方がないと、ガディスもある程度は理解できる。内通の段取りを整えたのはウィルムだからだ。

　だがこれはあまりにも酷だ。金もなく、それを作り出す土台もない。確かに太守にはなれたが、この状況を打破する手段などあるはずもない。

（一体私にどうしろというのだ。この有様をなんとかできる者など、神以外にいようはずもない！）

　ならばとにかく金を寄越せとウィルムに詰め寄るも、こちらにもそのような余裕はないと断られる始末。皇帝アミルからは遠征費の負担を求められ、ガディスは苦境に立たされた。

　最後の手段として、ガディスは税を払えない民に、鉱山の採掘に当たらせる労役を課すことにした。鉱脈が見つかれば、たちまちにこの苦境から脱出できる。亡きグロールが追い求めた夢を、皮肉にも裏切ったガディスが引き継ぐ結果となった。

　働き手を取られた北コインブラ民の不満は一層溜まるが、鉱脈は出ない。重労働に耐え切れず、脱走する者が続出。更に、鉱山での崩落事故が多発し、夥おびただしい数の死者が出ている始末。

（鉱石に衝撃を加えたら破裂しただのと、監督官はくだらぬ妄言を述べて誤魔化しを図る。兵は俸給がなければ食っていけぬと、任務を放棄する者までいる。陛下だけではなく、味方からも見捨てられた私は、どうすればいいのだ？）

　大規模な反乱が起きていないのは、先の赤せき輪りん軍ぐんの敗北の記憶がまだ強くあるからだろうが、それを上回る憤怒が蓄積しつつある。もうガディスには止めようがない。

「鉱脈さえ、鉱脈さえ見つかればすべては上手くいくものを。そうすれば立て直すことができるものを。なぜ、なぜ、見つからぬのだ！　神が私を見捨てたというのか！　あの愚かなグロールのように！」

　追い詰められたガディスは精神的に衰弱していく。統治を遠縁の部下に丸投げし、ひたすら部屋に籠る日々を送った。家臣のほとんどは北部出身者、更にシンシアやエルガーといった旧グロール派の者までいる。

　南部出身、そして裏切り者のガディスは、まさに邪魔者扱いだったのである。近頃は、刺し客かくが放たれたという噂まで流れ始める始末。脅えるガディスは、身内以外は誰も近づけなくなり、政治は疎おろそかになり治安は更に悪化した。




　では南コインブラはというと、こちらも悲惨である。アミルの覚えをよくしたかったウィルムは、多額の遠征費を志願して捻出。リベルダムと共同で出発拠点になることを名乗り出た。ウィルムの頭には、十万の大軍で一挙に大陸を席巻──捕虜と大量の資源を獲得し、投資分はそれで釣りが来るほど賄まかなえるだろうという皮算用があった。

　大陸遠征という帝国史に確実に残る偉業を目まの当たりにし、武官出身のウィルムは自制心を失っていた。なんとしても後世に名を残したいという野心と欲望に囚とらわれてしまったのだ。

「……ペリウス。陛下からの返事はまだ来ないのか？」

　グロールの遺志をつぐため、ペリウスは恥を偲しのんでウィルムの臣となっていた。

「残念ですが、未だありません。おそらく、今回も黙殺されていることかと。今の陛下は金一粒でも欲しいところでしょう。我らだけ容よう赦しゃしてくださるとはとても思えません。むしろ、徹底的に搾り尽くすおつもりなのかもしれません」

「これ以上の負担は、我が州にはとても無理だ。いくら民を搾ったところで、もはや血しか出ないであろう。ないものはないのだからな！」

「はい。それは私もよく存じております」

「陛下は、この事態をどう考えているのか！　これでは我らに死ねと言っているに等しいではないか!!」

　激昂するウィルムを、ペリウスが冷たく見据える。

「恐れながら太守、私は遠征前に何度も申し上げました。我らの身の丈に合ったことを為すべきだと。だが、貴方は無理をされた。陛下に見限られるのを恐れてだ。これがその結果です。現在の惨状は、決断された貴方と、止められなかった我ら家臣の責任です」

「お前は、私が間違っていたというのか？　陛下に忠実に従った、この私が間違っていたと！」

「はい。そして、コインブラで起こったことは貴方が最も責任を負わなければなりません。貴方は望んでその地位を奪い取ったのだから、弱音を吐くことは決して許されませんぞ」

　ペリウスが静かに恫どう喝かつする。

「あのとき、大義は間違いなくアミル様にあった！　グロールは後先考えずに戦を仕掛けたのだから！　彼奴きゃつは民のためではなく、自尊心を守る為に攻め入ったのだ！　違うか、ペリウス!?」

「グロール様が選択を間違えられたのは確かです。あの戦で我々は大きな犠牲を支払うことになりました。我らは命を賭として止めるべきでした」

「そうであろうが！　私は正しい行いをしたまでのこと。それを奪い取ったなどと、どの口がほざくのだ！」

「……太守。苦しむ民にとっては、そんなことはどうでもよいのです。グロール様はすでに亡く、今は貴方が南コインブラの太守なのだから。どうか、民のために力を尽くして頂きたい。それができぬのであれば、今すぐその地位を退かれるが宜よろしいかと。ただし、楽隠居できるなどと思われますな」

　太守の地位を退けば、ウィルムに待つのは破滅のみ。アミルにより失政を追及されての死か、それとも民たちからの復ふく讐しゅうの刃やいばか。

「…………くっ」

　ウィルムは目を背そむける。反論できずに黙るしかない。ここでペリウスを無礼討ちすることも可能だが、それは自分の首を絞めることに繫つながる。ペリウスが有能であることは疑いない。ウィルムが太守になって気付かされたのは、使える人間の少なさだ。ウィルムに従った者のほとんどは、己の利益だけを追い求め、州のために力を尽くそうなどという者はいなかった。

　彼らを信じられなくなったウィルムは、早々に地位や権力を剝はく奪だつ。自分の身内を要職に就け始める。己の意に沿う政治を行うためには仕方なかったと自分を納得させるが、やっていることはあのグロールよりも酷ひどいという自覚があった。

「今更泣き言を吐くなど、我らには許されません。今はできることから手をつけ、一つずつ対処いたしましょう。まずは、疫病の拡大を阻止すべきです。栄養状態を回復させれば、更なる疫病の蔓延は防げます。遠征用に蓄えている物資を解放すべきです。そして、労役から民を解き放ち、税を下げるのです。時間稼ぎに過ぎませんが、応急処置にはなります」

「それは、できぬ」

「陛下の意に背くことを恐れていては、状況を回復させることなど不可能ですぞ。惨状は貴方も理解しておられるはずだ！」

　ペリウスの言葉は正しい。だが、できない。ウィルムの後ろ盾は、アミルの信任に他ならない。それを失えば、太守の地位を失うだろう。後あと釜がまはいくらでもいる。

「……駄目だ。やはり、それだけはできぬ。陛下の不興を買うわけにはいかぬ」

「…………」

　ペリウスが疲れ果てたように溜ため息いきを吐つく。金がなければどうしようもない。ウィルムを根気強く説得し、翻意を待つしかない。なんとしても、ウィルムの目を覚まさせなければならない。現実を直視させ、たとえ破滅しようとも民を救わせるのだ。何千、何万という命がそれで助かるならば、ウィルムとペリウスの命など安い物だ。

（ゲンブに、泣きっ面つらに蜂という言葉があったが、今がまさにそれであろうな）




　大陸との船団の往来が続く南コインブラ、リベルダムでは原因不明の疫病が発生。肉と臓ぞう腑ふを腐らせていくそれは『腐肉病』として恐れられた。健康な者ならば治癒力が追いつくのだが、不健康な者は回復することなく死んでいった。栄養状況が悪い南コインブラは被害が深刻だった。

「──失礼致します！　北コインブラ州より急使が参りました！」

「いつもの物資の催促ならば、ないと言って追い返せ。奴やつの愚痴と厚かましい要求はいい加減聞き飽きたわ！」

　ガディスからの使者は、そのすべてが物資の要求だ。北が苦しいのは分かっているが、どうすることもできない。そんな余裕があるならば、自らの州の復興に使うだろう。

「そうではありませんッ！　北コインブラ山岳地帯において反乱が勃ぼっ発ぱつしたとのこと！　赤輪軍を名乗り、ガディス様の居城エベールに向かい侵攻中！　至急救援を求むとのことですッ！」

「赤輪軍だと？　あの赤輪軍が、また現れたというのかッ!?」

　ウィルムは目を剝むく。かつて、アミルの策によって強引に引き起こされた反乱軍。グロールを破滅へと追いやった第一歩だ。奇くしくも同様の状況がウィルムにも訪れてしまった。しかも名前も同じ赤輪軍。これはなんの因果だろうか。

「反乱軍の規模は！　一体誰が率いているのか！」

　ペリウスが大声で問い質ただす。

「はっ！　赤輪軍大将はグロールの遺児エルガー・ルートウイング！　更に、一万を超える民衆が行動をともにしている模様！　その勢い凄まじく、とても止められぬと。彼らは北コインブラの兵を取り込み、日に日に勢力を増しているようです！」

「間違いなく、若君が、反乱軍を率いているのだな？」

　ペリウスの問いかけに、兵が頷うなずく。

　エルガーは今は亡きグロールの遺児。この三年の間は、北コインブラの屋敷で静かに暮らしていたはずだった。彼の面倒を見ていたのは、北コインブラ千人長シンシア・エードリッヒだ。何かを企たくらむことは、容易に考えられたこと。

　だが、ガディスはそれを見逃してしまった。精神を病み、気づくことができなかったのだろう。自室に籠りっきりだという話は、こちらにも流れていた。

「はっ、急使の話によると間違いないそうです！　赤輪に天てん秤びんの紋章を記し、旗印としているようです。コインブラを逆臣から奪還し、悪政から民を救うと号令をかけていると！」

「なんたることか。……太守、いかがいたしますか。反乱は止めねばなりませんが、我らも増援を送る余裕はとてもありませぬ。マドレスを手薄にすれば、反乱に同調する者が決起するやもしれません」

　ペリウスは疼うずき始めた己の本心をなんとか隠す。本当ならば、エルガーの下で戦いたい。今はウィルムに仕えているが、本心では唾だ棄きすべき相手だ。だが、武力で政治を覆すというやり方は、ペリウスにはできない。それがまかり通る世の中にしてはならないという信念がある。だから、今は南コインブラの臣として、マドレスの民のためにできることをする。

「至急ロイエを呼び出し、カナン街道の守りを固めさせよ。ガディスには悪いが、北コインブラの面倒は見れぬ。だが、放置もできぬだろう。陛下に、ただちに討伐軍を編成して寄越してくださるようにと、使いを出せ！」

　ウィルムが気力を振り絞り、指示を出す。頭を抱かかえたいところだが、州の最高指導者にはそれは許されない。

「はっ。ただちに手配いたします！」

　ペリウスが了解すると同時に、別の使者が飛び込んでくる。その顔はひどく青あお褪ざめ、身体からだが震えている。

「──た、大変です!!　一大事でございます!!」

「今度は何事だ！　落ち着いて己の任務を果たせ！」

「ゲ、ゲンブ州が帝国に対し独立を宣言、ロングストーム州に侵攻を開始！　時を同じくして、ギヴ、カームビズの両州も独立を宣言、ホルムズ州に侵攻！　すでに戦闘が始まっている模様!!」

「な、なんだと？」

　啞あ然ぜんとするペリウスを尻目に、使者は最後の言葉を吐き出した。

「リベリカ大陸北西部の三州が、ホルシード帝国に対し反旗を翻しましたッ!!」

「…………」

　それを聞いたウィルムは、書状を手から落としてしまった。再び乱世が訪れる。凄まじい嵐あらしとなり、この南コインブラも確実に巻き込まれる。力を失い倒れそうになる身体を兵に支えられながら、ウィルムは亡き主あるじの最期を思い出していた。

（帝国は、これからどうなるのだ。コインブラはどうなるのだ。そして、私は、どうなるというのだ。……もう、私には分からぬ）







　──赤輪軍本陣。

　エルガーにより率いられる赤輪軍は、様々な身分、出身の者が集まってできた軍隊である。その面めん子つは、旧コインブラ軍人、白しろ蟻あり党とう、ムンドノーヴォから亡命してきたイル教徒たち。そして半数以上を占めるのは北コインブラ出身の民兵である。

　怒りに燃える彼らの士気は高いが、錬度や武装の面では話にならない。統一された行動など期待することもできない。軍隊として機能しそうなのは、シンシア率いる兵と、白蟻党、イル教徒ぐらいである。

「エルガー様。目標としていた砦とりでは自ら門を開き、守備兵は我らの味方に加わりました。作戦は至って順調です！」

「そうか。決して、区別することなく扱うように。降くだったのならば、我らは目的をともにする仲間だ。惜しまずに食糧を与えてやれ」

「御ぎょ意い」

　エルガーは、奇怪な紋章の入った緑ローブを纏まとう男、イルヴァンに命じる。この男は、ムンドノーヴォ大陸に見切りをつけ、率先して亡命してきた男だ。大陸で弾圧され続けた彼らイル教徒は、ひたすら反撃の機会を待ち続けていた。今がそのときと判断したらしく、すべての財産、教徒を連れてコインブラへと亡命してきた。だが、先遣した教徒たちが奴隷階級に落とされたと知るや身を隠し、己を売り込む相手をひたすら探し続けていたというわけだ。

　そして、その相手に選ばれたのがエルガーである。財産と大陸に関する知識を与える代わりに、教徒の安全と布教の自由を確約させた。イルヴァンの娘イルムとエルガーの婚約がその証だ。イル教徒の数は千人程度だが、彼らのもたらした財産によって反乱軍は決起できたのだ。そして、大陸からもたらされた食糧〝キュロス芋いも〟と禁忌の植物〝咎草〟が、飢えに喘あえぐ北コインブラ人を救うことになった。

　エルガーは、いずれ禍根となることを承知で、布教の自由と咎草の栽培を認めた。問題があろうとも、それを受け入れざるを得ない台所事情だったのだ。

「──若君」

　本陣に入ってきたシンシアが、兜を取り、話しかけてくる。

「いい加減、若君はやめてくれ。私は赤輪軍の総大将なのだから。部下に軽く見られるようでは、全軍の士気に関わる」

「も、申し訳ありません」

　顔を赤くするシンシア。その忠誠は父グロールのときから変わりない。だが、苦しい生活でその顔はやつれている。

「それで、用件はなんだ」

「はっ、すべての兵になんとか武具を行き渡らせました。また、規律の遵守も伝え、破った者についてはみせしめとして処刑いたしました」

　反乱に参加するものには、ならず者や傭よう兵へい崩れも多数いる。彼らは戦いに慣れてはいるが、すぐに略奪に走る。だから、しっかりと制御するためにも規律は徹底させなければならない。

「それで構わない。かつての赤輪軍と同じ轍てつを踏めば、我らはすぐに見捨てられる。略奪する者に容赦はするな。一切の情けを掛けず厳しく処断せよ」

「はっ！」

「それと、斥候を放ち、エベール城から決して目を離さないようにするんだ。ガディスがやけを起こして、突撃してくる可能性がある。あれは、最近精神を病んでいるらしいからな。何をしてもおかしくない」

　エルガーは淡々と命じると、返事を待たずに席を立った。

「城への降伏勧告は、どういたしますか？」

「その必要は全くない。その気があれば、向こうから降ってくるであろう。当然だが、無条件降伏以外吞のむ気はない。すべては奴が招いた結果だ。命を以もって償わせる」

　エルガーは表情を変えずにシンシアに答える。

　父のグロールが死んだ後、エルガーはひたすら己の鍛錬に打ち込んだ。そして、怒りの感情を表に出すことをしなくなった。時が来るまで我慢することを決意したのだ。

　万が一にも反乱を疑われれば、ガディスによって討たれる可能性があった。己の本意を心の奥底に沈め、ひたすら機会を待ち続けた。闇討ちできる機会は何度かあったが、エルガーはそれもこらえた。それでは、ガディスしか仕留められない。

（……本当に、本当に長き屈辱の日々だった）

　アミルの遠征の不調、ガディスとウィルムの失政、イルヴァンたちイル教徒の合流、そしてゲンブとの協力関係の樹立。これらを満たすまで、エルガーはひたすら屈辱に耐えて生き続けた。エルガーの現在の年齢は十五歳。あの悲劇からたったの三年だ。だが、とてつもなく長かった。

　実際のところ、赤輪軍の反乱はゲンブに利用されているようなものだ。ゲンブはロングストーム州の奪還が目的であり、コインブラがどうなろうと知ったことではないはず。多少の支援によって、南から攻められることがなくなるのであればと、彼らは喜んで物資を送ってきた。コインブラで騒乱が起きている限り、ゲンブはロングストームのみに対象を絞ることができる。

　しかも、旗頭となるエルガーは十五の若造。壮年の太守シデンから見れば、ひよっこもいいところだろう。制御するのは容易たやすいと舐なめられている。能力、経験、器量、エルガー自身、すべての点でシデンに今は劣っていると自覚がある。

　それらをすべて承知の上で、エルガーは決起した。彼らがそうするように、こちらも最大限利用してやるつもりでいる。

（コインブラを奪還するためならば、私はどんなことでもする。そう決めたんだ）

　腹心には、平民出身のナッジや、白蟻党のドルカスといった面々を加えることで、グロールの復讐戦という臭いを消そうと心がけた。民は貴族同士の争いになど興味はない。己の怒りを分かってくれる相手に力を貸す。故に、自分は纏まとめ役に徹し、私心を捨てなければならない。

　決起をより確実なものとするために、イルヴァンの娘と婚約することすら頷いてみせた。すべては、コインブラ奪還のためだ。イル教徒からの信用を得るためには止むを得なかった。だが、その甲か斐いあって、決起に必要な物資は予想以上の速度で集まったのだ。

「間もなくです、父上、母上。コインブラを、逆臣どもから必ず取り返して見せます。……力を貸せとは言いません。どうか、見守っていてください」

　父と母、そしてウィラ島に流されたノエルの顔を思い浮かべた後、エルガーは軍務へと戻った。




「進めッ！　赤輪軍の同志たちよ！　悪逆の者どもから我らの故郷を取り戻すのだ!!　同胞の血を啜すすって生きる害虫どもを根絶やしにしろ!!」

『応ッ!!』

　──赤輪軍の大攻勢が始まった。蝗いなごのように広がり続けるそれは、北コインブラを一挙に席巻。抵抗した領主は即座に蹂じゅう躙りんされ首を討ち取られた。だが、かつての赤輪軍と異なり、大人しく降った者はなんの咎めもなく許された。同じコインブラ人から奪うことは厳禁とされ、それを破った者は、怨おん敵てきガディス、ウィルムと同罪として即座に処刑されていく。

　寄せ集めの軍隊だったが、なんとか規律を保つことには成功していた。それは、ドルカスやナッジたち平民出の指揮官の努力、そして最低限の食糧があったことが最大の理由であろう。人は限界まで餓えたときに、思考を失い獣となるのだ。

　北コインブラ太守のガディスは、反撃に打って出ることもなく、ひたすら居城に籠り続けた。近隣の州に援軍要請を送るも黙殺され、もはや打つ手はなくなった。家臣を遠ざけ、家族すらも近寄らせず、裏切りに脅える毎日を過ごす。

　そしていよいよ、赤輪軍は北コインブラ州都、エベール城にたどり着こうとしていた。防御はないも同然、一撃で落とすことが可能とエルガーたち首脳部は見ていた。

「エルガー様、いよいよですぞ。ここまでは問題ありません。民からの支持も得られております。我らは私欲での反乱ではなく、民たちの代弁者として受け入れられました」

「ああ。だが、本当に肝心なのはこれからであろう。南のウィルム、そして帝都のアミルがどう動くかだ」

「御意にございます。……ところでエルガー様」

「なんだ」

「ことがなった暁あかつきには、我々との約束をお忘れなきよう。ここは、我らの最後の居場所です。我らにはもはや逃げ場所も財産もありませぬ。それを失うぐらいならば、すべてを道連れに死を選ぶ覚悟にございます。どうか、我らイル教徒をお導きください」

　イルヴァンが僅わずかに興奮した様子を見せる。聞くところによれば、彼も厳しい弾圧を逃げ延び、地獄を味わってきたらしい。まだ四十だというのに、髪は抜け落ち、顔はやつれて老人のような外見だ。それだけ苦難の日々を送ってきたということ。この血を吐くような言葉は、噓ではあるまい。エルガーが約定を破れば、すべてのイル教徒が刃を向けてくるに違いない。彼らの信心の深さは、エルガーも認めるところだった。

「もちろん分かっている。前も言った通り、私は約束を破らない。我が友、ノエル・ヴォスハイトがそうであったようにな。お前たちを裏切ることは、絶対にない」

「……そのお言葉、心より安心致しました。無礼を申し上げたこと、どうかお許しください。私は心弱き人間、それ故、神の救いに縋すがって生きてまいりました。いや、我らイル教徒全員がそうでありましょう。人間を信じるということに、まだ慣れていないのです」

「構わん。疑いを抱いたならば、すぐに問いに来るが良い。私は噓偽いつわりを述べることはない。味方同士の疑心暗鬼は、何も生み出さないと知っているからな。イル教徒たちにも、心配は一切無用と伝えよ」

　エルガーはそう述べ、天幕を出る。この休息が終わり次第、エベールを包囲して総攻めが始まる。結局、ガディスは降伏の決断をしなかった。ならば、報いを受けさせるまで。

「エルガー様、大変ですッ！　エベール城の様子がなんだかおかしいんですッ!!」

　民兵たちの纏め役、槍やり遣いのナッジが大声とともに駆け込んでくる。元はいわゆるはみ出し者だったが、シンシアとドルカスの教育のお蔭かげで多少は矯きょう正せいされた。苦しいときでも常に明るく、誰が相手でも物もの怖おじしない性格で、民からの信頼も篤い。彼は民の代弁者として、常に遠慮なく本心を述べてくる。そんなナッジに、エルガーは武官ではなく文官の資質を見出している。民の心を摑つかむ才能というのは、中々得がたいもの。

「少し落ち着け、ナッジ。様子がおかしいとはどういうことだ？」

「す、すいません！　城の旗が、北コインブラのものじゃないんです！　あれは何かあったに違いありません！」

「なんだと？」

「もうすぐシンシア隊長も戻ってきて、詳しく報告されるかと思います！」

　ガディスの居城エベールには当然北コインブラの旗が揚がっているはず。紋章は、もちろんガディスのものだ。それがないということは何かが起こったということだ。

　エルガーはどこか心が浮き立つのを感じる。それを必死に抑えながら、ゆっくりと歩を進め始める。

　そして、馬を駆るシンシアが凄まじい速さで引き返してくると、慌てた様子で報告してくる。

「ほ、報告いたします！　北コインブラ州都、エベール城はすでに陥落しております!!　揚がる旗は二に槌ついの紋章！　ノエル・ヴォスハイトのものです!!」

「……ノエル、だと？」

「はい！」

「それは、それは本当に間違いないのか!?」

　エルガーが念を押す。

「間違いありません！　ノエルが帰ってきて、見事に城を陥落させたのです！　ご覧ください！　あの赤髪のお調子者、ノエルの奴に間違いありません！」
















　心から嬉うれしそうな笑みを見せるシンシア。エルガーは城が見える場所まで駆け、それを確認する。

　城の樓ろう閣かくには二槌の旗。城壁で勝かち鬨どきを上げている兵は、南コインブラの軍装だ。だが、彼らはコインブラ天秤旗を掲げてはいない。あるのは間違いなく二槌の旗、その隣にはこれも二対の銛もりの旗。どこの紋章かまでは分からない。

「どうやら、城は完全に征圧されているようですな。守備兵は白旗を揚げておりますが、一応警戒させておきましょう」

　冷静なイルヴァンの声。だが、エルガーの耳にはもはや何も入らない。

「ノエルが、あのノエルが、私との約束を守りに帰ってきてくれたのか」

「はっ。おそらく、ウィラ島の兵を纏めてやってきたのでしょう。あいつはなぜか人望がありますから。手勢で強襲し、落として見せたのかと」

　南コインブラからの援軍と偽り、城に入り込んだのかもしれない。ノエルならば、それぐらい簡単にやってのけるだろう。

「……シンシア。私は、まさに百人力を得た気分だ。そして本当に、嬉しく思う。ああ、父上がおられたら、きっと心から喜んだことだろうな」

　エルガーは、亡き父の顔を思い浮かべてしまった。後悔を顔に貼はり付けたまま、首を落とされたグロールのことを。目に、熱いものが込み上げてくる。だが、泣いてはいけない。指揮官の涙は、凶兆とされている。

「それは、本人に伝えるのが良いかと。さぁ、我らもエベールに乗り込みましょう！」

　シンシアが促すと、エルガーは目元を拭ぬぐって、強く頷いた。

「……ああ、そうだな。急いで向かうとしよう。──全軍、エベールに入城するぞ!!　北コインブラは解放されたのだ！」

『はっ！』

　兵たちから勝鬨が上がり始める。それを止める必要は何もない。喜びの声を上げる兵とともに、陥落したエベール城へと歩き始める。未完成のまま陥落した城を見上げる。太陽の陽ひ射ざしを浴びたノエルは、不機嫌な副官を気にも留めず、勝利のラッパを延々と吹き続けていた。
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　──北コインブラ州都エベール城。

　赤輪軍士官が立ち並ぶ謁見の間において、縄で拘束されたガディスが跪ひざまずかされている。その縄を握っているのはノエルだ。ガディスの顔には青あお痣あざがあり、抵抗の痕こん跡せきが見える。

　エルガーはノエルに声を掛けたくなる気持ちをこらえて、ガディスを睨にらみつける。コインブラの将の地位にありながら、父グロールを裏切った怨敵。ウィルム同様、幾ら憎んでも足りない相手だ。八つ裂きにしても飽き足らない。

「裏切り者に相応しい姿だな、ガディス。自決もせずみすみす醜態を晒さらすとは、腐った性根は太守になっても変わらないようだ」

「貴様、このような真似をしてただで済むと思っているのか？　自分が何をしでかしたのか、お前は理解しているのか!?」

「当たり前だ。悪政を敷く愚かな者たちから、コインブラ奪還を図る。それ以外に、何があるというんだ」

「ば、馬鹿なことを。グロール同様、貴様も愚か者だ！」

「父の名を出すな下郎が！　……貴様に大人しく仕えているとき、私がどれだけの屈辱を覚えていたか分かるか？　その場で喉のどを搔かき切りたくなったことも何度もある。いっそ死んだほうがマシだと思えるほど、屈辱と汚泥に塗まみれた日々だった。──それをこらえたのも、すべてはこの日を迎えるためだ」

「す、すぐに他の州から討伐軍が来る！　貴様らはお終しまいだ！　お前の父同様、逆賊として死ぬことになるのだ！　だ、だが、今ならば、まだ慈悲もあろう。分かったなら、剣を捨て大人しく降伏しろ！」

　必死に虚勢を張るガディス。だが、その身体は小刻みに震えている。将だった頃の威厳、容よう貌ぼうは見る影もない。完全に自信を失った瘦やせ衰えた老人がいるのみ。今考えていることは、いかにして助かるかということだけだろう。

　エルガーは侮ぶ蔑べつの色を浮かべた後、一笑に付す。

「あまり笑わせるな、ガディス。貴様の当てにしている援軍など来ない。いや、来れないと言ったほうがいいか」

「な、何を言っている」

「今、この大陸で何が起きているか知っているか？　耄もう碌ろくしたお前ではそこまで気は回らないか」

　エルガーは沸き立つ怒りを押さえ、あえてガディスにコインブラの状況を教えてやることにした。絶望を与えるためにだ。

　ゲンブ、ギヴ、カームビズの三州が独立を宣言し帝国に戦を仕掛けたこと。ガディスが頼みとしているバハール軍、そしてホルンに滞在している黒こく陽よう騎きは動けないこと。当然帝都から援軍がやって来ることもない。そして、南コインブラには動けるだけの余裕などない。

　つまり、お前は見捨てられたのだと、エルガーは冷たく切り捨てた。

「──そ、そんな馬鹿なことが。強大な帝国に対し、反旗を翻すなどとても信じられぬ！」

「だがすべて事実だ。お前が苦境にあったのがその証拠ではないか。今の帝国には、荒れ果てたこの地に兵を向ける余裕などないということだ」

　エルガーが言い切ると、ガディスは愕がく然ぜんと肩を落とす。

「失礼します！」

　騒がしい足音とともに、謁見の間へナッジが現れる。シンシア、ドルカスと、城の征圧任務に当たっていた。賊には降伏しないと、一部が抵抗する構えを見せていたためだ。彼らは、以前の赤輪軍の悪行を覚えているのだろう。

　ゆえに、ナッジたちには、できる限り説得で投降させるよう命令を与えた。余計な血を流す必要はもうない。ガディスに忠誠を誓う者など、北コインブラにいないことは分かっているのだから。説明すれば、誤解は解けるという確信があった。

「エルガー様。抵抗していた兵たちが、我らの傘さん下かに入ると誓いました！　辛いのは向こうも同じだったみたいで、話が早かったですよ！　人間、話せば分かるもんですね！」

「よくやったな、ナッジ。後は、この裏切り者の処分だけだ」

「……お願いがあります、エルガー様。こいつの処刑は、俺にやらせてください。この糞くそ野郎のせいで、俺の親父や弟はッ！」

　ナッジが腰の剣に手を掛けると、ガディスは顔を青あお褪ざめさせて逃げ出そうとする。だが縄で拘束されているため、哀あわれな醜しゅう態たいを晒すことしかできない。

「気持ちは分かるが、少し待てナッジ。……ノエル、お前の意見を聞きたい。お前は、この裏切り者をどうすべきだと思う？」

　エルガーは問いかけた。先ほどから、何か言いたそうな表情をノエルが浮かべていたからだ。

　会話をするのは本当に久しぶりとなる。マドレス港での別れから三年は過ぎただろうか。自分は成長し、ノエルも背が高くなった。ノエルの、何か悪戯いたずらを考えていそうな特徴的な表情が、少女の面影を残している。

「あれ、すぐに処刑するんじゃないの？」

「そのつもりだったが、何か考えがあるなら聞かせてくれ。赤輪軍のためになる選択を、私はしたい。お前も、考えがあったから生け捕りにしたのだろう？」

　ノエルが慈悲を掛けて生かしておいたとは考えにくい。だから、何かしら利用価値があるのではないかと思ったのだ。

「許せないならとっとと殺したほうがいいと思う。でも、今は生かしておいたほうが、次の役には立つかな」

「おい、ふざけんな！　こんな奴生かしておいたってなんの意味もない！　まさか、仲間に加えようってんじゃないだろうな!?」

　激昂するナッジ。今にも剣を抜き放たんばかりの勢いだ。

「そうじゃなくて。若君が死ぬほど憎んでる相手を許したなら、降伏しようか悩んでる人は安心するでしょ？　ガディスとウィルムの裏切りはコインブラの人なら皆知ってる。そんな人間が許されたなら、きっと自分も大丈夫だって思うはず。だから、殺さない方法も一応あるってこと。でも、どうするかは若君に任せるね」

　ノエルが鉄槌を弄いじりながら説明する。次というのは、南コインブラを攻めるときだ。どちらにつくか悩んでいる領主、兵たちの説得にこれほど効果的な材料はない。ガディスでさえ許されたのだから、きっと自分も助かると判断するに違いない。

　問題は、エルガーの感情がそれを許そうとはしない点だ。一刻も早く首を叩たたき落としたい。そしてその首を父と母の墓前に捧げたい。そのために、自分は今まで屈辱に耐えてきた。この北コインブラの人間も同じ思いのはず。──だが。

「ガディスよ。一族郎党皆殺しにされるのと、私の駒として死ぬまで働くのと、貴様はどちらがいい？」

「……エルガー様。わ、私を、許してくださるとおっしゃるのですか？　グロール様を裏切った、この私を」

「私に従うと誓うのならばな」

「──お、おお、神よ！」

「命と引き換えに、お前は恥辱に塗れた日々を送ることになるだろう。だが、お前と一族は処刑はしない。いつか、汚名を返上できる日が来るかもしれない。それを踏まえた上で、答えろ。お前に決めさせてやる」

「こ、今後は、若君、いや、エルガー様のために働きます！　命を懸けて働くと誓います！　ですから、どうか、どうか命ばかりはお助けを！」

「……そうか。よく分かった。だが、しばらくは蟄ちっ居きょを命じる。当然だが地位も剝はく奪だつする。これからについては、私の指示を待て。よからぬ動きを見せた瞬間、貴様の首だけでなく、一族の命もないと思え！」

「は、ははっ！　ありがとうございます！」

　縄につながれたまま、ガディスは平伏した。身体を震わせ、目には安あん堵どの涙を浮かべながら。




「俺は全然納得いかねぇ！　あの糞野郎を生かしたなんて知ったら、皆怒り狂うぜ！　あの野郎の裏切りで、前の戦いのときに何人死んだと思ってるんですか!!　ここらの連中は、心底ぶっ殺してやりたいって思ってたんですよ!?」

「それを説得するのがお前の役目だ。任せるぞ、ナッジ」

「エルガー様!!　俺が納得できないことを説得できる訳がないでしょう!!　あんまり無茶を言わないでくださいよ！」

　エルガーは思わず頷きそうになり、苦笑する。自分の本心も彼らと同じだ。だからナッジを説得できそうな材料が思い浮かばない。

「良いか、ナッジ。我らには余計な戦いをしている暇はないし、その余力もない。それは、分かるな？」

「そ、それは分かりますが！　だからってあんな屑を許すなんて！」

「怒りをこらえるだけで死人が減るのならば、それが最善手ということだ。それに、奴と一族の地位は剝奪し、領地はすべて没収する。蓄えた財産は民へとすべて配らせる。再起を図るなど、二度とできぬようにな。これならば、説得材料になるのではないか？」

　許してやるというよりは、殺すのを保留しているのに近い状態だが、それを正直にナッジに教えるつもりはない。隠し事のできない性格だからだ。

　何より、本当にガディスを八つ裂きにしたいのは、誰でもない自分である。だが、勝利のためならば一旦復讐の刃をしまうことぐらいはなんでもない。骨の髄ずいまで利用し尽くしてやるつもりだ。

「……それなら仕方ありませんが。でも、本当は納得してませんからね。ったく、俺が一番乗りだったなら、問答無用で首を刎はねてやったのに！　それもこれも、この赤毛女のせいだ！　俺たちが来る前に殺しておけってんだ！」

　ナッジがノエルを指差す。向けられたノエルは、なんのことか分からんとすっとぼけている。

「あはは、本当だよね」

「お前のことだ！」

「えーっと、誰のことかな？」

「赤毛はお前しかいないだろうが!!　いきなり城を陥落させちまいやがって！　いや、それは別にいいんだけど、なんか納得いかねぇ！」

　憤りのぶつけ場所がないナッジが、頭を搔かき毟むしっている。直情的な性格のため他人と衝突しやすいが、根は善人だ。後で反省して謝ることのできる度量もある。民たちもそれをよく分かっているようで、悪い評判は聞かない。何を考えているかが分かりやすいからだ。

「ナッジ、少し静かにしないか。城の者に余計な怯おびえを与えたくはない。諍いさかいを起こすような真似は控えろ」

「それは分かってますがね！　あー、ちょっと外行って頭冷やして来ます！」

　騒がしいナッジは一旦おいておき、エルガーはノエルに向き直る。相変わらずの見事な赤毛に、一瞬目を奪われる。

「本当に久しぶりだな、ノエル。たった三年だというのに、とても懐かしい気がする」

「うん、若君も久しぶり。元気そうで良かった！　ちょっと見ない間に、言葉遣いが偉そうになったね」

　全く遠慮のない言葉遣い。そしてシンシアと同じく、若君呼ばわりだ。だが、なぜか止める気はしない。むしろエルガー様と呼ばれるほうが、違和感がある。示しがつかないのは理解しているが。

「威厳を表すために必要なのだ。舐められては指揮官は務まらない。……それより、なぜここにいるんだ？」

「なぜって、約束を守りに来たんだよ」

「それは分かるが、どうやってこの城を落としたのだ」

「まずはゲンブ州にウィラ島の皆と上陸したの。それから、こっそり北コインブラに侵入した後、南部の援軍を装って一気に城を征圧。城壁は作りかけで全然役に立ってないし。思ったより簡単に落とせちゃった」

　あははと笑うノエル。エルガーは相変わらずの調子に、思わず苦笑すると、手を差し出す。

「とにかく、よく帰ってきてくれた。だが、これからが本番なんだ。このまま力を貸してくれると嬉しいが」

「もちろんいいよ。頑張って取り返そうね！」

　差し出された手を、エルガーは強く握り締めた。あの頃とは、自分は大分変わってしまった。すでに婚約者もいる。もう引き返すことはできない。だが、ノエルの幸せそうな顔は相変わらず。それが近くにあるのであれば、それでいいと思う。

　自分の本心を隠し、エルガーは次の戦いに向け考えを切り替える。そう、次が肝心だ。

「あ、まだ、鉄槌持っててくれたんだ」

「私の宝物だからな。大事に使っている。お前のように、鉄槌で戦うことはできないが」

　エルガーは長剣と鉄槌を常に持ち歩いている。重くてかさばるが、なぜか力が湧わいて来る気がする。お守りのようなものだ。

「そっか。じゃあ、まだお揃いなんだね。私は使いすぎて、ちょっと欠けちゃったけど」

　ノエルは誤魔化すように笑みを浮かべる。だから、エルガーもつられて笑った。

　自分は変わってしまった。だが、ノエルは変わっていない。背は伸びたが、内面は昔のままだ。だから、それが嬉しかった。




　──エベール城、会議室。

　場にはエルガー、シンシア、イルヴァンといった赤輪軍首脳陣、そしてドルカス、ノエルなどの指揮官たちが参加している。

　新たに味方に加えた文官たちは、後始末に奔走している。彼らのほとんどが北部出身であり、ガディスとその縁者たちが一掃されたことでやる気を取り戻したようだ。

　ドルカスとシンシアはノエルに話しかけたくて仕方がないようだが、ひとまずこれからの方針を決めなくてはならない。エルガーは、後でゆっくり話してくれと前置きした後、話を切り出す。

「第一目標であったエベール陥落は達成できた。皆の働きに、心より感謝する。本当に、ありがとう」

　エルガーは皆を見回した後、頭を下げた。

「おめでとうございます、エルガー様！」

「赤輪軍の被害も少なく、民たちも我らを歓迎してくれております」

　ナッジ、シンシアが祝意を述べると、イルヴァンがそれに続く。

「エルガー様、まことにおめでとうございます。我らイル教徒も、心から祝福させていただきます」

「イルヴァン、お前たちの支援は忘れてはいない。いずれその働きに報いるつもりだ。教徒たちにもそう伝えよ」

「ありがたき幸せ。……エルガー様、鉄は熱い内に打てと申します。北コインブラの民たちに、我々の統治方針を示すべきと存じます」

　イルヴァンの進言に、エルガーも同意する。民たちは、新しい指導者が何をしてくれるのか、固かた唾ずを飲んで見守っているはずだ。それが期待に沿うものでなければ、評価は一瞬で翻る。民意というのは、そういうものだ。

「まずは鉱山で労役を課されている者たちの即時解放、そして税率の引き下げを行おうと思う。何か意見がある者はいるか？」

　率先して行うべきであり、すぐに実行できそうなものを述べる。それで時間を稼いでいる間に、状況を改善する政策を実行するのだ。これには時間が掛かり、何より難しいのも分かっている。一朝一夕でなんとかなるようならば、ガディスとて苦労はしていない。今日中にも、イルヴァンと文官たちを集め、限られた金と物資をどこにつぎ込むかを相談しなくてはならない。

　民の支持こそが、エルガーたち赤輪軍の命綱。エルガーは、民を強烈に惹き付ける力はないと自覚している。できることから着実に行い、民の信頼を損なわぬことが肝要だ。

「全く問題ありませぬ。それと、あの鉱山には、金はないと断定してしまったほうが宜しいでしょうな。あれに余計な労力を注ぐくらいならば、土地を耕したほうが遙かに有意義です。ただちに鉱山地帯に兵を派遣し、鉱夫たちを解放させましょう」

「その件は白蟻党にお任せを。あの辺りは俺たちが一番詳しい」

「ならばドルカスに一任する。それと、疫病に罹かかった者も働かされているという話だ。症状が重い者には咎とが草くさの配付を許可する」

「はっ！」

　咎草には病を治す効力はない。だが、鎮痛作用に優れる薬草だ。苦しんで死ぬよりは、安楽の内に死なせてやりたい。そう思い、エルガーは命令を与えた。

　赤輪軍は、咎草を裏で商人たちに流し、リベルダム、バハール、ホルムズといった敵対州相手に高値で取り引きさせている。疫病を予防する奇跡の薬草だと謳うたって。咎草は山岳地帯で栽培可能なため、赤輪軍の貴重な資金源となっていた。

　咎草には、陶酔感をもたらすという中毒性がある。瞬時にして多幸感を得ることができるが、長期にわたり服用すると確実に廃人化する。止めたくても、身体が咎草を求めるようになる。そして、いずれ死ぬ。肉体の変調に気付いたときにはもう助からない。恐らく、彼かの州では多くの者にその症状が出始めていることだろう。

　度を過ぎれば、薬は毒となるのだ。それを承知でエルガーは栽培し、大量に流した。イルヴァンから、地獄に落ちる覚悟はあるのかと何度も確認された上でだ。彼の大陸では禁忌の植物とされているらしく、イル教徒たちも手を出すことを控えている。

（死んだ後、魂がどうなろうと構わない。大事なのは、今なのだ）

　そう、大事なのはコインブラに暮らす者たち。それを救うためならば、他がどうなろうと知ったことではない。最初に奪っていったのは帝国の連中だ。

「次に考えるべきことは、我ら赤輪軍はいつ南コインブラに攻め入るべきかということだ。コインブラを統一しなければ、赤輪軍の勝利とはいえまい」

　エルガーの問いに、皆が沈黙して考え込む。気持ちとしては、勢いにのって攻めかかりたいところだが、民兵たちには疲れも見える。何より、足元がまだ固まっていない。順調に北コインブラを解放できたのだから、焦ることもない。武官、文官たちの考えは大体このようなものだろう。エルガーも内心ではそう考えている。

　約一名は、なぜ悩んでいるのか心底不思議そうな顔をしているが。

「エルガー様の仰おっしゃる通り、南北コインブラの統一は避けては通れぬ道です。ですが、最低でも三ヶ月は統治に専念すべきかと。我らは勢いだけでここまで進んでまいりました。故に、一度の敗戦が命取りとなります。ここは一旦足を止め、兵の訓練を徹底して行うべきです」

　シンシアの言葉に、居並ぶ武官たちが頷く。そして、文官を代表する形で、イルヴァンも続く。

「シンシア殿の意見に概ね同意ですが、私は半年は必要と存じます。この地はひどく荒れ、人々も疲れ果てております。幸いなことに季節は春、内政に専念すれば秋の実りがそれに応こたえてくれます。収穫を待ち、増強した力を以もって南へ攻め入るが得策かと。決して、慌ててはなりませぬ」

　シンシア、イルヴァンの慎重策に反論はあがらない。皆、納得した様子で頷いている。

「……ノエル、お前には別の意見があるようだが。私に遠慮は要らない、考えを率直に聞かせてくれ」

　エルガーが話を振ると、ノエルはにっこり笑って頷いた。

「確かに、準備を整えるのは大事だけど。そんなに待ってたら、相手も防御を固めちゃうよね。だから、行くなら今すぐがいいよ。今だったら、一突きするだけでマドレスは落とせるから」

　ノエルの言葉に、場がざわめく。

「……ノエル殿でしたか。失礼ながら、何を根拠にそう言われるのか。確かに、エベールは貴方の奇襲で落とせました。だが、南はそう上手くはいかぬはず。貴方の武勇は確かに素晴らしいが、それだけで戦に勝てると思われますな。今は、地盤を固めるときです」

　イルヴァンが反論すると、それに他の者も続こうとした。だが、それらすべてを遮り、エルガーが強い口調で述べる。

「──よく、分かった。私はノエルの意見を支持する。それで、兵はどれだけ必要なんだ」

「五千もあれば十分だよ。南の領主たちは脅せば、すぐに降伏してきそうだし。まともに戦えそうなのは、マドレスの兵くらいじゃないかな。ま、従わなければ、全部潰していくよ」

「よし、南コインブラ攻略は、お前に任せる。お前のやりたいようにやるといい。すべての責任は、私が取る」

「うん、分かった。──じゃなくて、分かりました！」

　ノエルが元気に敬礼する。エルガーが会議の終了を告げようとすると、イルヴァンが慌てて詰め寄ってくる。

「お、お待ちくださいエルガー様！　一体何を考えておられるのです！　急ぐことはないと、私とシンシア殿が説明申し上げたではないですか！　貴方の決断には、我ら赤輪軍全員の命がかかっているのですぞ!!」

「言われるまでもなく十分に理解している。だが、私の父は、ノエルの言葉を無視したため無残な最期を遂げた。だから、私はノエルの言葉を常に信じる。あの日から、そう決めているのだ」

「それは重々承知しておりますが、今は状況が異なります！　ノエル殿の言葉がいつも正しいとは限りますまい。一人の意見を重用するのでは、士気に影響を及ぼしますぞ！」

「お前たちを信用していないわけではない。ただ──」

「ただ？」

「……いや、なんでもない。だが、ノエルの言葉が間違いとも言い切れないだろう。敵の防備が薄い今こそ、最大の好機ともいえるはずだ」

「しかし、危険すぎます。ここで博打ばくちに出る必要は全くないのです。やはり私は賛成できません。第一、たった五千で落とせるとはとても思えません」

「イルヴァン。ノエルが今もバハール人に恐れられるのには、それなりのわけがある。それを、お前もすぐに理解するだろう。だから、ここは私を信じて従ってほしい」

「……御意」

　イルヴァンは引き下がると、もう何も言うことはなかった。ただ、ノエルを忌いま々いましげに睨にらみ付けていた。







　──エベール城、兵舎。

　赤い鎧を脱いだノエルは、腕を伸ばして休息していた。その横でリグレットも何やら書類をまとめている。

　そこに、二又槍を持ったドルカスと、しかめっ面のシンシアが現れる。それに気がつくと、ノエルは諸もろ手てを挙げて歓迎した。

「あ、シンシアにドルカスじゃない。久しぶりだね！　また会えて、本当に嬉しいな！」

「隊長、会いたかったですぜ!!　白蟻党の連中も外で喜んでますよ！」

「……三年ぶりになるか。相変わらず元気そうで何よりだ」

「ね、いきなりで驚いた？」

　得意気なノエルに、シンシアは苦笑する。

「当たり前だ。本当に、お前は風のように突然現れるな。神出鬼没とは、よくいったものだ」

「まぁ、私は悪鬼って評判だからね。それより、シンシアは疲れた顔してるね。少し瘦せたのかな？」

「本当に、色々あったのだ。少し前まで、北コインブラは地獄と呼ぶに相応しい状況だった」

「でも、無事で良かったよ。ずっとウィラ島で心配してたんだ。もちろん、ドルカスのこともね」

　そう言うと、ドルカスが目元を拭いながら、近寄ってくる。そして二又槍を丁重に手渡してきた。

「へへっ。アンタは、絶対に帰ってくると信じてたんだ。ほら、これはアンタが持つべき槍だろう」

「うん、どうもありがとう。やっぱり、この槍が落ち着くね。色々試したけど、他のはいまいちだったよ」

　ノエルは二又槍を確かめるように何度か握る。やはり、手に馴な染じむ。久々の再会に、槍も喜んでいるのだろうか。少しだけ熱を帯びている。

「隊長がいない間に、こっちも色々あったんです。話せばえらく長くなるんですがね」

　白髪頭を搔くドルカスの肩を、ノエルはばしばしと叩く。

「そういえば子供ができたんだって？　私、聞いちゃった！」

「な、なんでそんなことまで知ってるんです!?」

「あはは、カイに聞いちゃったんだ。ね、今度会わせてくれる？　どんな子なのかなぁ。早く一緒に遊べたらいいよね！」

　ノエルが片目を瞑つむると、ドルカスの顔が赤くなる。

「あ、ああ、実は娘ができちまって。そのうち、見てやってください」

「女の子なんだ！　それで、名前はなんていうの？」

「そいつは、会ったときのお楽しみって奴にしときましょうぜ」

　照れ隠しで鼻を搔くドルカス。

「ずるいなぁ。でも、そのほうが楽しみができていいかも」

「本当は名付け親になって欲しかったんですが。まぁ、隊長の名前にあやからせてもらいましたぜ」

　ドルカスがそこで言葉を切り、ノエルの後ろへと目を向ける。心底嫌そうに。

「……そんで、この糞くそ眼鏡めがねはまだ生きてやがったのか。あーあ、再会の嬉しさが半分になっちまったぜ。気を利かして姿を隠してろってんだ」

「三年経たっても全く変わらぬ下品な顔と口調。本当にがっかりだわ。崩落事故にあって死んだと思ってたのに」

「この糞アマッ！　てめぇこそ疫病で死んでりゃ良かったんだ！　ああそうか、性根が腐ってる奴は罹かからないのかもな」

「アンタは脳が腐ってるから、絶対に罹らないでしょうけど」

「ああっ!?」

　以前と同じ光景に、シンシアは思わず噴き出している。ノエルも見ているだけで楽しいので、気持ちはよく分かる。このやりとりは、なんだか落ち着く。本人たちはそうは思ってないだろうが。

「それで、ノエル」

「なに？」

「……なぜすぐに南に攻め入るなどと急進策を進言したんだ。言い方は悪いが、若君はお前を盲信してしまっているように見える。何か考えがあるなら、是非聞かせて欲しい。他の者を説得して、動揺を落ち着かせたいのだ。新参のお前への風当たりが強くならないとも限らない」

　真ま面じ目めな顔に戻ったシンシアが尋ねてくる。相変わらず苦労しているんだなぁとノエルは思った。だからノエルはいいよと言って、全部説明することにした。シンシアを苦しめる為に帰ってきた訳ではない。

「こっちの状況は当然苦しいけど、戦力はまとまってるよね。士気もそれなりに高いみたいだし」

「それはそうだ。ここを目指して進軍してきたのだからな。そして、復讐に燃える者も多い。……怒りや恨みは力になるからな」

「うん。逆に、南コインブラは、マドレスに守備兵がいるくらいで、今はほとんど分散しているはず。それが集まる前に一気にマドレスを落とすのが一番早いし、被害も少ないと思うな」

　確かに、こちらの地盤は脆もろく、一度の敗北が致命傷となるだろう。だが、脆いからこそ攻めるべきでもある。南は確実に動揺している。下手に安定してしまえば、攻めにくくなってしまう。今は、急戦策が最も効率の良い手段だ。それをやり遂げる自信が、ノエルにはある。

「……なるほど、お前の考えは分かった。だが、そんなに上手くいくのか？　確かに我らの士気は高いが、戦慣れしていない者ばかりだぞ。統率の取れた行動などまず無理だ」

「だから、先遣隊で勝負をつける。私とウィラ島の皆、白蟻党とシンシアの隊がいれば大丈夫かな。後ろの人たちは、数合わせみたいなもの。大きく見せるためのね。勝ってみせるから、なんの心配もいらないよ」

　ノエルは胸を張って自信を示した。今なら勝てる。長期戦になればなるほど、不確定要素が増えて分からなくなる。だから、今が良い。

「……えらく大きく出たな」

「だって、三年も時間があったからね。どうやってマドレスを落とすか、リグレットと一緒に考えまくったんだ。ね？」

「……まぁ、他にやることもなかったので。ウィルムの屑を潰すためなら、これに付き合うぐらいは我慢するわ」

　そっぽを向いて誤魔化すリグレット。エルガーが兵を密かに集め、決起の機会を狙っているという情報は、シデンから聞いていた。物資の援助などはゲンブが行っていたからだ。

　それを聞いたノエルは、エベールとマドレスを陥落させる方法を徹底的に考えることにしたのだ。暇そうなリグレットと一緒に。

　ノエルの見る限り、ウィルムとリグレットは思考法がよく似ている。嫌がるから言わないが、仮想敵としては最も最適だったのだ。他人を貶めようとする陰険さ、そして自己顕示欲が強い。自分の欲望のためならば、手段を選ばぬ性格。リグレットにはそれに卑屈というものまでくっついている。

　それでも、ノエルにとっては大事な友達である。リグレットが言うには違うそうなのだが、ノエルがそう思っているからそれで良いのだ。

　逆に、ウィルムには借りがあるので、必ず叩き潰す。これも大事なことだ。絶対に忘れてはいけない。

「大体のことは考えてあるよ。もう声が嗄かれ果てるまで延々とやり合ったから。だから、リグレットともいっぱい仲よくなれたんだけど」

「概ね合っていますが、最後だけは間違っています。貴方と仲よくなどなっていません。大きな勘違いです」

「えー、ひどいな。最後は一緒に釣りをしたり、泳いだりして遊んだのに」

「……うるさいわね。余計なことは言わないと約束したでしょうが！」

「……ちょっと待て。一体、お前たちはウィラ島で何をしていたんだ？　監視つきの軟禁状態にあると聞いていたのだが」

　呆あきれ顔のシンシア。ドルカスは愉快そうに笑っている。

「あはは、それは最初だけだよ。途中から皆と仲よくなってね。釣りをしたり、訓練したり、船に乗ったり、海賊をやっつけたり。色々あって面白かった！」

「か、海賊だと？」

　面食らうシンシア。

「うん。私が連れて来た中にも元海賊の人がいるよ。他にもこっそり抜け出してゲンブに行って美味しい物食べたり、ギヴに行って綺き麗れいな絵を見たり、カームビズに行って偉そうな人のお説教を聞いたり。実は結構忙しかったんだよね」

「……待て。だから、なんでそんなに自由に行動しているんだ！　お前は島流しにあっていたんだろうが！　どれだけ私が心配したと！」

「あはは。本当はすぐに連絡したかったんだけど、こっちに来て、もし見つかったら全部台無しになっちゃうし。ほら、私の噂うわさって結構流れてるじゃない。だからごめんね、シンシア」

「……もういい。お前が無事でいたならば、それでいいんだ」

「シンシアも無事で本当に良かった。それでこれからだけど、リグレットがこれでもかというほど粘着質に考え抜いたから、きっと上手くいくよ。色々考えたけど、短期決戦が一番だって結論になったし。……ね？」

　と、リグレットに話を振るが、全く聞いていないようだった。顔が少し紅潮し、目が潤んでいる。しかも、身体が小刻みに震えている。島にいるときも、たまにこういう症状に陥っていた。

「……ふふふっ、もうすぐ、もうすぐよ。今頃、あいつら慌てふためいているに違いないわ」

「あーあ。また始まっちゃった」

「……リグレット殿は、一体どうしたというのだ？」

「ん？　一種の発作みたいなものかな。そのうち治るから気にしないでいいよ」

　青白い顔でぶつぶつと独り言を呟いている。自分の世界に行ってしまったようだ。ドルカスは気味悪そうにそれを眺めている。

「ふふ、あの糞虫、こんな手勢で州都を落としてやったら、さぞ悔しがるでしょうねぇ。だって、マドレスは堅城だもの。それがこんな寄せ集めに短期間で落とされたらどんな顔をするのかしら。──ああ、本当に楽しみ。このときの為に、私は生きてきたようなものだもの。うふふふっ」

　リグレットが危険な笑いを浮かべる。ノエルにとってはいつものことなので、特に気にしない。大体十分もすれば帰ってくる。

　見ないことにしたらしいシンシアとドルカスは、とりあえず納得したようだった。

「とにかく、分かった。しっかりと考えた上ならば、問題はない。思いつきでないということを、確認したかっただけだからな。皆にも伝えておこう」

「ありがとう、シンシア」

　主張を押し通せば、反発を招くことをノエルは学んだ。今回も、きっとそうなのだろう。だから、ノエルはシンシアを頼りにするつもりだった。いらぬ敵てき愾がい心を緩和させておけば、余計な敵を作ることもない。

　一番心配だったのは、エルガーの説得に失敗した場合だったが、これもすんなりといってしまった。最悪、ウィラ島の手勢を率い、進軍しながら強引に味方を増やしていくことまで考えていたからだ。やっぱり、晴れの日は色々と上手くいくから素晴らしい。

「ここだけの話だけどね、南をすぐに攻めることにした最大の決め手があるんだけど、聞きたい？」

「あまり聞きたくない気もするが……」

「じゃあいいや。もう決まったことだしね」

「ちょっと待て。一応聞いておくことにする。……それで、その決め手とは一体なんなのだ」

　シンシアが真面目な顔をして、話を聞く姿勢をとる。ノエルは腰に手を当てて、自信満々に言ってのけた。

「もちろん、今日の天気が良かったからだよ。お日様の光を浴びてたら、よーし、今すぐ攻めに行こうって感じになっちゃった」

「この、大馬鹿者がッ！　あのときから全く成長していないではないか!!」

　シンシアの三年ぶりの拳げん骨こつが落ちてきた。瘦せてしまったシンシアの拳は、以前よりも軽く感じられてしまった。多分気のせいだけれど。ノエルは嬉しい気持ちと、悲しい気持ちが入り混じったよく分からない感じを覚えた。

　でも、皆、生きてて本当に良かった。これで、約束も守れる。一緒に遊んだり、騒いだり、戦ったりできる。三年間、ずっと我慢してきた甲か斐いがあった。

　ノエルは、二又槍の手触りを確かめながら、そんなことを思った。

「……ところで。お前は、背が伸びたみたいだな。それと、前よりもずっと女らしくなった」

「本当？　それはありがとう。えっと、シンシアは白髪が増えちゃったね」

　シンシアがなんだか泣きそうな顔をしていたので、ノエルは元気づけようと軽口を飛ばす。

「……ああ。北は酷ひどい状況だったからな。沢山の死も見てきた。この状況では、とてもすべてを救えなかった」

「えっと、本当は白髪なんて生えてないから、大丈夫。シンシアはまだまだ若いし綺麗だよ」

「ふふ、お世辞も上手くなったな。……コインブラを無事奪還できたら、お前に言わなくてはならないことがある。それまで、港での約束は待ってくれないだろうか」

「うん？　なんだかよく分からないけど、いいよ」

　辛つらそうなシンシア。ノエルはあえて気がつかないふりをした。シンシアは頭が固い。だから、ノエルに剣を向けたことをいまだに拘こだわっているのだろう。過ぎたことはもうどうでもよいのに。だが、今言っても聞き入れはしないだろう。だから、後回しとする。こういうことは急いでもあまり効果がないと、ノエルも勉強したのだ。

「……本当に、すまない。だが、今は、まだ戦わなければならないんだ」

「ね、ねぇ、元気だしなよ。ほら、お日様を浴びると、きっと元気になるよ。私もそうだったから！」

「……ああ、そうだな。晴れた日は、お前はいつも元気だった」

「この三年で、仲間もいっぱい増えたんだよ。紹介するから一緒に来て！　ついでにお日様の光を浴びに行こう！」

　ノエルはシンシアの服を摑つかむと、無理矢理外へと連れて行くことにした。シンシアはなんだか萎しおれているので、新鮮な水と日光が必要だろう。早速井戸に行って、水をぶっかけてやろうと心に決めた。

　実行したらやっぱり元気になった。ノエルの頭にはコブが一つできてしまったが。
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　エベール城を発ったノエル率いる五千の軍勢は、まずは都市ロックベルを陥落させることを目標とした。そこを落とせば、後はカナン街道を通ってマドレスを目指すのみだ。

　道中の村々や屯所にはあらかじめ使いを出し、抵抗しなければ何もしないと安全を保証した。兵を率いているのがノエルと知ると、ほとんどの者は恐れを抱き抵抗を諦めた。

　抵抗した領主がどうなったかは、先の戦で証明済みである。生きたまま火ひ炙あぶりにされてはたまらないと、服従の証として人質まで差し出してくる始末。リグレットの播まいた種が、ようやく実った瞬間だ。

　中には、剣を取って仲間に加わってくる物好きな連中もいた。志願してきた者すべてを受け入れ、ノエルは先へと進んでいく。

　その志願してきた物好きたちの中に、ノエルは懐かしい顔を見つけた。

「──あれ。誰かと思ったらミルトじゃない。こんなところで、何してるの？」

「……久しぶりだな。ここに来れば、会えると思ってさ。村の仲間と待ってたんだ」

「あはは、本当に久しぶりだよね。ね、元気にしてた？」

　ノエルが背中を勢いよく叩くと、ミルトがよろける。ミルトの背は三年分成長していたが、身体は前より瘦やせてしまっていた。

「……はは、あまり元気じゃないな。ずっと鉱山で働かされててな。赤輪軍のおかげで、ようやく解放されたんだ」

　北コインブラの村々は、税が出せないのなら労役を果たせと命じられ、若者を鉱山へと連れていかれてしまっていた。グロールがすでに見込みなしとして諦めた鉱山地帯、そう簡単に鉱脈が見つかる訳もない。終わりのない労働と崩落事故で、何人もの命が奪われていった。しかし逃げ出したところで、どうにもならない。村は村で貧困に喘あえいでいるのだから。まさに、ミルトたちは無間地獄の中にいたのだ。五体満足でいられただけでも、幸運といえる。

「そっか、それは大変だったね。でも、もう働かされなくて済むよ」

「ああ、本当にな。あの赤輪軍に助けられるってのも、何か変な話だけど。前みたいに略奪はしていないみたいだし、エルガー様は信じてもいいのかもしれない。だから、俺たちも参加しようと思ってここに来たんだ」

　精せい悍かんな顔つきになったミルトが、使い込んだ弓を持ち、弦を鳴らす。周りにいるのも、多分ゾイム村の面々だろう。なんとなく、見覚えがあるような気がする。

　ノエル隊の中にも、元ゾイム村の人間はいる。先の戦で、帰ることを拒否した者たちだ。彼らは白蟻党と行動をともにしていたらしく、ノエルのことを大喜びで迎えてくれた。軍楽隊を結成するために、練習を積んでおり、演奏は実に見事なものであった。

「うーん。でも、今度は死ぬかもしれないよ？　勢いだけで来たなら、止めたほうがいいと思うけど。死ぬときは一瞬だしね」

　ノエルは難色を示す。村で親切にしてくれたミルトには、死んでもらいたくはない。

「お前たちが来てくれなければ、あの鉱山で死んでいた。だから、この借りを返したいんだ。これから、南に攻め入るんだろう？　なら、いくらでも人手は要るはずだ。手伝わせてくれ」

　北コインブラを征圧した赤輪軍のもとには、このような義勇兵が大勢押しかけていた。

　彼らの思いは一つ。コインブラを南北に分割し、甘い蜜を吸っていた連中への復讐だ。特に、前の戦いで裏切ったガディスとウィルムに対する敵愾心は凄まじい。ガディスが敗れた今、すべての敵意はウィルムに向けられている。そうなるように、エルガーが配下を使って方々へ喧けん伝でんもしていた。

「でも、大事な妹のキャルはどうするの？　一人ぼっちになっちゃうじゃない」

「あいつはもう一人で大丈夫さ。俺がいなくても、村でしっかりと生活していたんだ」

「何言ってるの。そんなの絶対に駄目だよ」

　ノエルは強く言い切った。一人というのは、本当に寂しいものだ。仲間がいっぱい増えた今だからよく分かる。今、一人で当てもなく彷徨さまよっていた日々に戻ったらと考えると、実に恐ろしい。きっと耐えられず、死んでしまう。

「でも、俺は！」

「だって、一人は寂しいからね。キャルはきっと強がってるだけだと思うよ」

「俺たちはもう餓が鬼きじゃないんだ。いつまでも一緒にはいてやれない！」

「じゃあさ、ここに連れてくればいいよ。ちゃんと働いてくれれば、ご飯も出るし」

　反発するミルトに、ノエルは一つの案を提案してみることにした。ノエルも楽しくなるし、キャルも寂しくない。まさに一石二鳥だ。

「い、いや、流石さすがに戦いに巻き込むのは」

「大丈夫大丈夫。危なくなったら逃げちゃえばいいんだよ。そのときは、私が逃がしてあげるし。だから、ね？」

「う、うーん」

「嫌ならいいや。帰って、キャルと仲よく暮らせばいいよ。私もそれが一番だと思うし」

「……分かったよ。本当言うと、やっぱり一人にしておくのは不安だったんだ。後で迎えに行って来る」

「うん、それがいいよ。これで、また一緒に遊べるね！　それに、今度は上手くいくから大丈夫だよ」

　ノエルは笑うと、ミルトに手を差し出した。傷だらけの手をしたミルトが、それを握り返してくる。

「お前は、いや、ノエル隊長は本当に変わらないな。前より背は伸びたみたいだけど」

「あはは、ミルトは老けたよね」

「せめて大人になったと言ってくれ。キャルも大きくなったんだ。あいつ、お前から貰った絵本、まだ大事に持ってるぞ」

「それは会うのが楽しみだね！」




　しばらくして、ゾイム村に戻ったミルトはキャルを連れて来た。再会を存分に楽しんだ後、リグレットの手伝いとしてキャルをつけてやることにした。軍にいる以上、何か仕事をしなければご飯は食べられないのだ。いわゆる雑用係であるが、危険は少ない。

　リグレットが忙しい忙しいと、わざと聞こえるように言ってくるので、気を利かせてあげたのだ。仕事を教える手間が増えて、逆に仕事が増えたと大いに文句を言われたが、ノエルは全く気にしないことにした。

「あの、ノエル姉さん。……リグレットさん、なんだか怒ってるみたいなんですけど」

「いつもあんな感じだよ。性格はイマイチだけど、慣れれば大丈夫。意外と面白いところもあるし。だから、色々と頑張ってね」

　ノエルはキャルの肩を優しく叩いた。横に立つリグレットが、眼鏡を光らせながら偉そうに腰に手を当てている。未いまだにコインブラ憲兵服を身につけている。好かれる憲兵などいないので、人を嫌でも遠ざける。それを分かった上で身につけているのだろう。

「田舎者の小娘だろうが赤毛の馬鹿者だろうが、タダ飯を食わせる気はないわ。飢え死にしたくなかったら、精々頑張りなさい。私は無能な人間は大嫌いだから、そのつもりで」

「ね、面白いでしょう」

「あ、あはは」

　久しぶりに会ったキャルの笑顔は引き攣つっていた。慣れるまでは大変だとは思うが、何事も経験である。

　それにしても仲間がたくさん増えたなと、ノエルは思う。

　今ノエルと行動をともにしている五千人の仲間には、さまざまな人間たちがいる。

　ノエルが島流しにされていたウィラ島の若者たち、そこを襲いに来ていた元海賊、島にいた衛兵たち。そして、おなじみの白蟻党。ノエルが百人長だった頃に部下だったコインブラ軍残党。あとは赤輪軍の民兵と、今仲間に加わったゾイム村の狩人たち。特徴的な陣じん笠がさを被っているゲンブの足軽まで参加している。カイが気を利かせて派遣してくれたのだ。

（仲間は増えたし、世界もすごく広がった気がするよ）

　島流しにあっている間、ノエルは色々な州へ足を延ばしていた。島には身代わりを置き、監視兵はノエルに通じていたので、大体なんとかなった。

　シデンの手配により、ゲンブからギヴ、そしてカームビズまで足を延ばし、色々な偉い人と話をした。どの州も状況は苦しいようで、いかにこれを打破するかで頭を悩ませていた。そのために、シデンを含む太守たちがノエルのことを利用しようとしているのはすぐに分かった。だが、ノエルはそれに乗ることにした。エルガーたちもこの計画に乗っているということが分かったからだ。

　捨て駒になるつもりは全くないが、目的のために協力できるなら仲間になれる。しかも、シデンは色々と親切にしてくれた。お礼をする気も少しはあった。

　だから、ゲンブ州がロングストームに攻め込んだとき、ノエルはウィラ島の兵を連れて、エルガーのもとに向かうことに決めたのだ。エルガー、シンシアとの約束を果たし、更に色々と便べん宜ぎを図ってくれたシデンに借りを返すことができる。

　シデンは、他にも何か企んでいるようであったが、悪いことではなさそうだったので放っておいた。カイが何やら神妙な顔つきだったのが気になったが、何度聞いても口を割ることはなかった。ゲンブ人は武勇に優れるだけではなく、死ぬほど頑固なのだ。

「……しかし、変われば変わるものだな。あれほど民から支持を受けていたウィルム将軍──いや、ウィルムが、まさかここまで憎まれるようになるとは」

　ノエルが色々なことを考えていると、隣のシンシアが暗い表情で呟く。

「簡単なことだよ。何か嫌なことがあったとき、それを押し付ける相手が欲しくなるでしょ。全部お前が悪いんだってね。そんなとき格好の的があれば、誰であろうとそれに向かって石を投げつける。人間なんて、そんなもんだよ」

「……分かったようなことを言うようになったな。どうやら、背が伸びただけではなく、内面も成長したらしい」

　小さく頷き感心するシンシア。ノエルは得意気に胸を張った。そして、眼鏡をつけて知性も強調して見せた。これをつければ説得力二倍である。

「この三年間、沢山勉強したからね。面白いことも、つまらないことも、面倒くさいことも。何事も、重要なのはバランスなんだよね」

「……うーむ。分かったような、いまいち分からないような」

「簡単に言うと、いつも晴れていても困るってこと。だから、嫌いな雨も、少しだけ私は我慢するようにしたんだ」

　晴れの日もあれば、雨の日もある。どっちにもならない曇りの日も。晴れだと気分が良いからといって毎日続けば、土地が枯れてしまう。逆に、雨ばかり続けば作物が腐ってしまう。つまり、バランスが大事である。

　ノエルとしては、晴れが七、雨が三の割合がベストである。晴れの日には土地を耕し、雨の日には不ふ貞て寝ねする。それだけで、世の中上手く回りそうではないか。

「確かにそうだが、なんだか至極当たり前のことのような気もするな」

　シンシアが苦笑する。

　だが、その当たり前ができなかったから、世の中苦しいのではないだろうか。

　他所よその大陸に攻め入ったり、自分だけぜいたくをしようとするから、色々なバランスが崩れる。一番不可解なのは、それを分かっているだろうに、未だに遠征や散財を続けていることだ。リグレット曰いわく、地位の高い人間には面めん子つがあるそうなので、仕方がないらしい。

「まぁそうなんだけど。でもさ、雨を我慢できるようになったのはすごいでしょ」

　雨が降ると苛いら々いらするのは変わらないが、顔に出すのはやめた。そのつもりだった。だが、島の子供たちからは、雨の日は顔が引き攣っていて面白いと言われてしまった。一応舌打ちしておいた。

「別にすごくはないが、お前個人で考えるとすごいのかもしれん」

「つまり、島の上にも三年ってやつだね」

「全く意味が分からないぞ」

　ノエルはあることを思い出し、周囲をきょろきょろと見渡す。

「そうだ、あの壊れかけの要よう塞さいってまだあるのかな。ちょっと行ってみる？」

　シンシアと出会った要塞跡。なんだか見に行ってみたくなった。今はどうなっているのかとても興味がある。遊んでいる時間はないが、気になって仕方がない。

「まだあるだろうが、そんな時間はないぞ。第一、あんな廃はい墟きょに行ってどうする気だ」

「想い出に浸るとか、ちょっとだけ探検するとか。やることは色々あると思うけど」

　眼鏡を触りつつ、策を打ち明けるように語るノエル。シンシアは前のように呆れた表情を見せてくれた。ノエルが好きな顔だ。困った奴だと思いつつも、しっかり教育してやろうというお節介な顔。そこには、どこか優しさのようなものを感じられるから。

　そういったことを見つけられるようになったことも、この三年間の修業の成果である。

「だから、遊んでいる場合じゃないだろう！　これから私たちはロックベルに攻め入るんだ。もっと緊張感を──」

　そこに、騎乗した伝令が駆け込んできた。

「ノエル様！　ロックベルが門を開け降伏いたしました！　このまま街にお入りください！」

「うん、分かった。すぐ皆にも伝えてあげて。あと、マドレス方面には気をつけるよう、ドルカスに警戒させておいて。ないと思うけど、奇襲してくる可能性も一応あるから」

「了解しました！」

　馬首を巡らせ、ロックベル降伏と大声で叫びながらドルカスの隊へ向かっていく伝令。シンシアは動転している様子で、いきなりノエルに摑みかかってきた。

「お、おい、どういうことだ！　まだ一合も交えていないというのに降伏してくるなど！　しかも、あそこはウィルムの縁者が領主だったはずだ！」

　もちろんノエルも状況を把握していた。まともにやり合えば、少なくない被害が出ることも分かっていた。だから、さっさと降伏させることにした。死を前にすれば、自分の地位や立場など考えなくなる人間もいる。リグレットが縁者の性質を把握してくれていたおかげでもある。

「リグレットに頼んで、使者としてロックベルに行ってもらってたんだ。手段は好きにしていいから、とにかく降伏させてって。どうやら上手くいったみたいだね」

「リ、リグレット殿に？」

「うん。島にいる間に、舌打ちに更にキレは出たんだけどさ。それだけじゃなくて、上手に脅迫する術すべを身につけたみたい。相手の弱みを握ることに、全精力をつぎ込めるようになったんだ。だから、前より更に陰険になってるよ」

「…………そ、そうか」

　完全に引いているシンシア。ノエルも独り言をぶつぶつ呟くリグレットの側にはあまり近寄りたくない。けれど、ちょっかいを出すのに遠慮をしたことはない。一々反応が面白いので、癖になる。

　そういえば、前にリグレットを褒めてあげたことがある。『性根は全然変わらないけれど、前よりも黒い輝きが増したね』と。そうしたら、会心の舌打ちを頂いた。そんな感じで仲よくやっていたのである。

「私って、悪鬼とか言われてるでしょ。だから、降伏しないとそれはもうひどいことになるとか言って、脅したんじゃないかなぁ。有名になるのも考えものだよね」

　いつもの仕返しとばかりに、リグレットはノエルの悪評を広めることを趣味としている。行く先々で、悪鬼の武勇談やら怪しげな噂を広めていくのだ。それがいずれ大きな収穫を得ると信じていたのだろう。ノエルとしてはかなり迷惑だったのだが。いつも脅えられるというのも、結構疲れるのだ。それに、ウィラ島の皆は未だに悪鬼様としか呼んでくれない。親しみが籠っているのが救いではあるが、納得したわけではない。

「……なるほど。先の戦で、お前の武名はある意味伝説になっているからな」

「でも、悪鬼って可愛くないよねぇ。まぁ、余計な手間が省ければ、そんなことはどうでもいいんだけど」

　ノエルは笑った後、手で合図をすると、兵を率いて歩き始める。目指すはロックベルの街。復興はそんなに進んでいないだろう。再興する余裕があったとは思えないし、ウィルムにはその気もなかっただろう。皇帝の歓心を得る為に、人員と資源はほとんど遠征につぎ込んだと聞いていた。一応シンシアに確認してみる。

「街の中は、どうなってるの？」

「領主の館以外、ほとんど三年前のままだ。ウィルムは、皇帝アミルの暁光作戦に注力していた。邪魔な北部や困窮する者たちを切り捨ててな。結果は、ご覧の通りだ」

　他所の大陸に行きたいと思ったことはない。だけど、そこに住む人とは話をしてみたいかもしれない。話をすれば自分の世界が広がる気がする。そういえば、イルヴァンという大陸人がいたことを思い出す。折を見ていずれ話してみようと、ノエルは考えた。色々と面白い話が聞けそうである。

「私は前の戦いで偉くなりたいなぁって思ってたんだけど。偉くなるのも結構大変だね」

「偉くなれば、大きな責任を伴うことになる。それが指揮官というものだ」

「それもそうだけど、自分の選択一つで皆まで巻き込んじゃうし。本当に大変だよね。命を背負わなくちゃいけない」

「……すでに兵を率いている者が言う言葉ではないぞ。兵が不安に思うから、口に出すのは止めておけ」

　シンシアが頭を軽く小突いてきた。これも懐かしい感じだ。

「あはは、それもそうだね！」

「まったく」

「でもさ、偉くなれば、仲間がいっぱい増えるじゃない？　それって、とっても楽しいことだと思うよ。だから、やっぱり私は偉くなりたいなぁ。もっともっと偉くなりたい」

　ノエルはラッパを取り出すと、以前よりも上達した腕前を披露してやった。曲目はノエル隊進軍歌。何度も練習したウィラ島兵だけが、その旋律に合わせて歌い始める。だが、いつの間にか馴な染じみのコインブラ兵たちが演奏を始めだした。これには、流石のノエルも驚かされた。最後は、全員で歌いながら行進することができた。──リグレットのラッパは相変わらずだったが。

　二に槌ついの旗を高らかに掲げ、ノエルは降伏させた都市ロックベルへと入った。







　──南コインブラ州都、マドレス城。

　北コインブラ陥落の報が届いてから、僅わずか五日後。マドレス最後の防壁となるべきロックベルが、降伏したとの報しらせが飛び込んだ。

「なんたる恥晒さらしな連中だ！　一度も戦わずに敵に降くだるなど、それでもコインブラの軍人なのか！」

「太守、戦える兵はほとんど大陸に送り込んでしまいました。今いるのは、数は揃えたとはいえ新兵ばかり。軍人としての誇りなど、彼らにあるはずがありません」

　辛しん辣らつな言葉を吐くペリウス。ウィルムは怒りを籠めて睨にらみつける。自分に恨みと怒りを覚えているであろうペリウスを、あえて用いているのは、民や文官からの人望があるためだ。そして、その清廉潔白な性格から決して裏切らぬという確信がある。有能な人物を斬り捨てている余裕は、ウィルムにはない。

「ならば、裏切った兵どもには厳罰を与えると通達せよ。見せしめに、降伏した連中の妻子を殺しても構わぬ！　歯止めをかけねば、軍が崩壊するわ！」

「ロックベルの領主は太守の遠縁の方でございました。まさか、一合も交えず降伏するなど考えるはずがございませぬ。降伏した兵たちを責めるのであれば、太守の任命責任も免まぬかれませぬぞ。それでも構わないと仰るのですか？」

「……ぬう」

　ウィルムは返す言葉が見つからない。かつての反乱時に、領主バレル・ルートウイングは賊の手にかかり死亡していた。そのロックベルの領主に縁者を任命したのは、他ならぬウィルムである。

　南コインブラの太守の座を獲得したウィルムは、地盤を固めるため、将軍には息子のロイエを任命、近隣の主要都市には縁者を配置するようにしていた。一いち蓮れん托たく生しょうの立場のため、裏切ることはないと判断したのだ。だが、その期待は容易たやすく裏切られた。命を惜しんで、こうも簡単に屈するとは思っていなかった。

「いずれにせよ、これでは各砦、都市の防衛も期待できませぬ。ロイエ将軍を街道防衛から呼び戻し、マドレスにて籠ろう城じょうするが最善かと」

「ここに籠って、いずこかの援軍を待てと言うのか？　賊を目前にしながら、ただ守りを固めていろと」

「他に、何かお考えがおありでしょうか？」

「…………」

　あまりにも弱気な戦略だが、討って出るのはリスクが大きすぎることは理解できる。信頼できる指揮官は自分とロイエぐらいしかいない。必然的に自ら出陣することになるが、マドレスを空にするのは論外である。となると、籠城策しか残されていない。

　遠征に注力するあまり、信頼できる人間の育成を怠っていたツケが回ってきている。ウィルムは、今更ながら歯は嚙がみする。

（武官と文官の育成、州を富ませ、兵を強くする。政治の基本を見失っていたとは。私の目は、いつから曇っていたのだ？）

　グロールを裏切ると決める前までは、確かに州だけのことを考えていたはずだ。いかに、民を豊かにし、故郷を富ませていくか。だが、野心が芽生えてからは、ただそれだけを考えて謀略を巡らせることに必死になっていた。念願叶い、太守に上り詰めてからはもはや民の幸福など考えもしていなかった。

「……この上は、止むを得んか」

「はい。幸い、マドレスは先の戦にも巻き込まれておらず、堅けん牢ろうな防御は健在です。海から物資を引き入れれば、長期戦にも十分に耐えられます。時間を稼げば、反乱軍は自壊する可能性もあります」

「よし、籠城策を取る。バハールには援軍要請、リベルダムには、海上より物資を寄越すように使者を送れ。渋るようならば、次はお前の番だと脅しても構わん！」

「承知いたしました」

　短く答え、ペリウスが下がろうとする。ウィルムは、その背中に声をかける。

「……暫しばし待て、ペリウス。お前は、赤輪軍に加わりたいとは思わないのか」

「それは、どういう意味でしょうか？」

「とぼけるでない。亡き主君の子が、その仇かたきを討とうと立ち上がったのだぞ。お前はグロールに忠誠を誓っていたはずだ。そのお前が、賊どもに特別な感情を抱かないわけがなかろう」

　縁者でさえ裏切って降伏した。グロールを殺し、太守を奪ったウィルムをペリウスが許しているわけがない。性格上、裏切るとは思えないが、胸中に疑心が生まれ始めてしまった。

「私は、武力を用いて打開するというやり方に納得がいかないのです。力で脅して、自らの正義を通す。これが当たり前の世の中になれば、それはまさに地獄でしょう。……今がまさにそうなのでしょうが。ゆえに、私は剣を持たぬのです。それはこれからも変わりませぬ。たとえ、誰が相手であろうとも」

　世の指導者には決して理解されないであろうペリウスの考え。だが、この男は皇帝を相手にしても諫かん言げんしたことだろう。たとえ死ぬことになったとしても。

「……そうか」

「ただし、心の奥底では、貴方を殺して若君に首を届けたい欲望がございます。それを、理性で必死に押さえつけているだけのこと。まことに申し訳ありませんが、二度と同じことを聞かれませぬようお願い申し上げます。……感情に捕らわれれば、何をするのか分からぬのが人間なのです」

「……あ、ああ、分かった」

　敵意の籠ったペリウスの視線に耐え切れず、ウィルムは目を逸そらした。

（……こんなはずではなかったのだ。最初は、すべて上手く行っていた。だが、なぜこうなったのだ。一体何が悪かった？）

　ウィルムが賭かけた、大陸遠征は当初は順調だった。資源や貴金属も続々と届けられ、最後は大陸人までやってきた。新州ヴェルダンとの貿易も開始された。南コインブラには人が戻り、財政は潤い始めていた。民の支持も集まり、グロールよりもウィルムこそが太守に相応しいと、ようやく皆が認め始めていたのだ。

　それが急に一転した。大陸での攻勢が止まり、徐々に劣勢に陥っていった。欠けた器に水を注ぐが如ごとく、人と金だけが遠征計画に費やされ、気付けば後戻りできる状況ではなくなっていた。今さら中止などすれば、アミルの不興を買い、さらには己の判断が過ちだったと認めねばならなくなる。力で地位を奪い取ったウィルムには、それだけはできなかった。

　北のガディスは更に酷い状況で、毎日援助を願う使者がやってくる。助けてやる余裕はこちらにもなかった。だから見捨てた。それが、現在の状況を招いているのかもしれない。

（太守の悪政、赤輪軍の決起、ロックベルの陥落──。まさか、歴史は、繰り返すとでもいうのか）

　ウィルムの脳裏に、グロールの死に際が過ぎる。腹心であった自分に裏切られ、兵や民からは罵ば倒とうされ、絶望の中で死んでいった。なぜかその姿に、自分を投影してしまう。

　兵の話によれば、敵の一団を率いているのは二槌の旗を掲げるノエル・ヴォスハイトであるということ。いつの間にかウィラ島から脱出し、エルガーと合流していたようだ。監視役につけていたリグレットは、恐らく殺されたのだろう。だが、悲しいなどという感情は全く浮かんでこない。同情心も全くない。

「最後までなんの役にも立たぬ女であった。監視すら碌ろくにできんとはな。……しかしノエルめ、どこまでも私の邪魔をする。あのとき始末しておけば、面倒なことにはならなかったものを！」

　ウィルムは、ノエルを常に疎うとましく思っていた。だからノエルの暴走を阻止し、最後には讒ざん言げんを用いて更こう迭てつにも成功した。恐れることなど何もないはずだった。

　だが、あれは窮地を常に生き延びてきた。そして、再びウィルムの前に立ちはだかってきたのだ。言い知れぬ不安が、ウィルムの全身を包み込む。

「──くっ！」

　背後に気配を感じ、振り向く。当然、何もいない。だが、そこに、何かがいたような気がしてならない。小さな黒い人影だっただろうか。まるで、子供がからかうように物陰へ隠れたかのような、そんな錯覚を覚える。

「馬鹿馬鹿しいッ！　私はコインブラの将だった男だ。それにくらべ、赤輪軍を率いるのはグロールの小こ倅せがれに、悪鬼とは名ばかりの小娘に過ぎぬ。私が負ける訳がない。寄せ集めの軍勢など、一度崩せば脆もろいもの。我が手により必ず崩壊させてみせるわ！」

　ウィルムは自分に言い聞かせるように、声を張り上げる。そうしなければ、精神が挫くじけそうになる。

（……いずれは援軍もくる。このマドレスならば、それまでもたせることは容易。敵の攻勢をいかにいなすかが肝要となろう。すべては我が手腕にかかっている）

　バハールには、アミルの腹心で武勇に優れるバルザックが代官として配置されている。彼は現宰相ミルズから戦車兵を譲り受け、機動力で近隣の州に睨みを利かせる役目を負っていた。ということは、この反乱も必ず耳に入っているはず。使者を出す必要もなく、準備は整い出立しているはず。彼も自分と同じ歴戦の武人だ。判断には信頼が置ける。

　現在、マドレスには守備兵五千がいる。そして、街道を守っていたロイエも五千。更に近隣都市、砦からすべて搔き集めれば総勢二万にはなるだろう。報告によれば、赤輪軍は一万程度らしい。マドレス城下を荒らされるのは避けられないが、身の破滅だけは免れられる。乱を鎮圧した暁には、裏切り者を粛清し、失政の責任はガディスに擦なすり付ければ良い。死人に口なしだ。

（エルガーの小こ童わっぱめが。調子に乗れるのも今だけだ。勢いだけでは戦には勝てぬということを、このウィルムが教えてやる。そして、黄泉よみにいる父の元へ送ってくれようぞ！）

　ウィルムは湧き上がる恐れを振り払うかのように、指揮杖じょうを床に叩きつけた。
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　ロックベルを発ったノエル隊は、カナン街道を西進し一路マドレスを目指す。周辺から更に義勇兵が集まってきたため、その数は六千にまで膨れ上がっている。

　勇敢な貴族が自らの兵を率いて無謀にも突撃してくるという事態もあったが、ノエルは軽々と打ち破った。さからう貴族は、リグレットの指示により火炙りの刑に処された。

「立場が逆になるっていうのも、なんか変な感じだよね」

「ああ。まさか、慣れ親しんだマドレスを攻めることになろうとはな」

　そう、この進路はかつてリスティヒが率いた赤輪軍と同じなのだ。異なるのは、南コインブラ軍が迎撃に現れなかったことか。勢いに乗る赤輪軍と、正面から戦うのは分が悪いとウィルムが判断したのかもしれない。マドレスで籠城し、援軍を待って挟撃を図るのが狙いだろう。

　攻城戦においては、兵の数が同数ならば守備側が圧倒的に有利だ。ひたすら守っていれば、バハールやリベルダムからの援軍も見込める。城下の民の犠牲は避けられないが、指揮官としては正しい判断だ。

「ウィルムはやっぱり籠城の構えだって。リグレットの言った通りだったね」

「当たり前です。あの卑怯な男が討って出るなどという博打をするわけがありません。むしろ、民を人間の盾にすることだって厭いとわないでしょうね」

「……それは言いすぎではないのか。ウィルム将軍──いや、ウィルムは敵とはいえ、太守なのだ。自らの民にそのような仕打ちをするはずが」

「はぁ。シンシア様、敵に敬称をつける癖は改めたらどうなんです？　あれは憎むべき敵なんですから。ああ、身内の私に遠慮されなくても結構ですよ。嫌われるのは慣れてますので」

　リグレットが嫌味を交えてシンシアに注意する。一言、二言多い癖は相変わらず直っていない。ノエルは面白く聞いているが、敬遠する人が多いのは当然だ。ウィラ島の人たちは、そういう性格なのだろうと一応受け入れてくれたが、積極的に近づくことは見合わせていた。これでも少しだけ棘とげが取れたのだが、皆は全くそう思わないらしい。ドルカスなどは『前と変わってねぇどころか、悪化してやがる！』と声を大にして叫んでいた。

「……ああ、すまない。リグレット殿の言う通り、ウィルムは憎むべき敵だ。以後気をつけるようにする」

「ええ、それでいいんです。なに、心配はいりません。あらゆる事態に備えてありますから。あの辺へん鄙ぴな島でひたすら考え抜きましたので」

　リグレットが口元を歪めて眼鏡を持ち上げる。

「私とリグレットで兵棋演習をやってたんだよ。えっと、千回ぐらいやったっけ」

「千二百五十七回です。ちなみに、貴方がイカサマをした回数は百二十四回ですね」

「あれはイカサマじゃなくて、突発事態だよ。戦っているときに、大地震や雷の雨が降るとか竜巻が起こるとか、そういうこともあるかなーって」

「そんなに都合よく起こるわけないでしょうが、この馬鹿ッ！」

　と一蹴してしまうのがリグレットの弱点でもある。何か不測の事態が起こったときに動転して対処できないのだ。それを直そうとしてあげたのだが残念ながら上手くいかなかった。人間、そう簡単には変われないということである。

「あはは、また怒ってる。指揮官が怒るとろくなことがないんじゃなかったっけ？」

「アンタが怒らせているんでしょうが！」

「こんな感じで、いっぱいやり合ってたんだ」

　ノエルとリグレットは、いかにしてコインブラを奪還するか考えていた。特にリグレットは、この三年間みっちりと考えて考えて考え抜いていた。ノエルが釣りや泳ぎや漁など遊びに忙しくしていたときも、リグレットは負の感情丸出しでひたすら机に向かっていたほどだ。

　北コインブラをいかに落とすか。万が一落とせなかった場合の対処はどうする。落とせた場合、南コインブラにはいつ攻め入るべきか。討って出てきた場合、籠城してきた場合、城を放棄して逃げ出した場合。それぞれどのように対処するのが最善か。ゲンブ州からもたらされる情報をもとに、随時計画に修正を加えていく。

　ちなみに、ウィルムが討って出てきた場合は、わざと負けて引き込んだ後、海上から奇襲を仕掛けて城を奪い取るつもりだった。ウィラ島の皆は、出番がなくなったと残念がっていた。

　ノエルにとっては、攻略法を考えるのは楽しい遊びの一つだったが、リグレットはそうではなかったようだ。目元にくまをつくり、髪はぼさぼさ、時折奇声を上げながら深夜まで考え抜いていた。すべては、憎むべき父──ウィルムへの復讐のためにである。

　たまたま目が覚めてしまったときのこと、リグレットの寝ずの頑張りを讃えて盛大に拍手してあげたのだが、凄まじい舌打ちを頂いた。悪鬼顔負けの形相であった。

「……ウィラ島にいたお前たちがそこまで考えていたとは。赤輪軍の方針は、ほとんど若君とイルヴァン殿が計画を練り上げたものでな。……ただ剣を振るうだけだった自分が恥ずかしくなる」

「役割分担も大事だよ。皆が考えて勝手に行動するようになったら、軍がバラバラになっちゃうでしょ」

「確かにと納得しかけたが、お前が言うな。いつも自分で考えて勝手に行動しているではないか」

「あはは、私はいいんだよ。一番大事なのは勝つことだからね」

　ノエルは舌を出して誤魔化した。すると、シンシアが小突くフリをして、小声で話しかけてくる。

「ところで、リグレット殿とはどうなんだ？　少しだけ、明るくなったようにも思えるが」

「友達じゃないけど、大事な友達なんだ。いないとなんだか物足りないし。かけがえのない副官だね」

「……そうか。よく分からないが、良かったな」

　シンシアが呟くと、隣でわざとらしい咳払いが聞こえる。聞き耳を立てていたらしいリグレットだった。

「くだらないことを言っていないで、シンシア様に今後の方針を説明されたらどうです」

「それもそうだね。えーと、マドレスは力攻めで短期間で落とすよ。じゃなきゃ急襲の意味がないしね」

「……それは、流石に無理があるだろう。マドレスに籠っている敵は少なく見積もっても五千はいる。各地から兵を募っているから、更に増えているはずだ。多分、一万は下るまい。それに引き換え、我らは六千だ」

「数だけなら不利だよね。それでも城に籠ったってことは、こちらと正面きって戦いたくないんだよ。士気なんてないようなものかもね」

　ノエルは密偵からの報告で、大体の状況は摑んでいる。熟練の兵は遠征でこの地にはいない。即席で数だけは揃えたのかもしれないが、劣勢に追い込めばすぐに瓦が解かいするだろう。頭さえ取れば、後はいてもいなくても同じようなものだ。

「そうは言っても、マドレスは二つの壁に囲まれた堅城だ。城下町を囲む外壁を突破しても、本城を囲む内壁が備わっている。港があるから、兵ひょう糧ろう攻めも通用しない。無策で攻めかかれば、こちらの被害は凄まじいぞ」

　シンシアが懸念を示すと、リグレットが鼻で笑う。さすがのシンシアも怒ったようで、顔を赤くして睨みつけている。

「何がおかしいのかリグレット殿！　私は事実を話しているつもりだが！」

「そんなこと、今更説明されるまでもなく分かっていますよ。私も一応、コインブラの軍人だったので。どこぞの白髪猿じゃあるまいし、しっかりと考えているに決まっているでしょう」

「リグレットは性根が捻ねじれてるからね。相手の弱みを見つけるのが本当に得意なんだ。だから心配いらないよ」

　ノエルは褒めてあげたが、舌打ちで返されてしまった。リグレットが咳払いをして話し始める。

「……ゴホン。馬鹿のことはさておき。すでに手は打ってあります。我々がマドレスに到着すると同時に、策は発動するでしょう」

「策、だと？　もう、何かやってあるというのか」

「それは見てからのお楽しみってやつだね。ヒントは、ドルカスと白蟻党がいないことかな。うーん、皆、一体どうしたんだろうね。もしかして、散歩かな？」

　きょろきょろと周囲を見回してから、棒読み口調でおどけてみせる。

「さっき、お前が警戒に出したのでは──」

「敵を騙だますには、まず味方からってね。それじゃ、マドレスに向かおうか！」

　ノエルは兵から旗を借りると、馬の上で元気に振りかざした。ノエル隊行軍歌が聞こえてくる。

　もう皆覚えてしまったようだ。ノエルもそれに合わせて口ずさむ。

　天気も良いし、実に良い感じである。







　──南コインブラ州都、マドレス城前。

　城壁に沿って南コインブラ兵が隙すき間まなく立ち並び、こちらに向かい弓を向け構えている。普通ならば、投石機、攻こう城じょう櫓やぐら、破は城じょう槌つちを用意して攻めかかるのだろうが、そんなことはしない。時間もかかるし、住民たちに犠牲も出る。後のことを考えると、速攻で落としておきたい。リグレットと一致した考えだった。

「策があるのは分かったが、どうするつもりだ？　まさか、今から投石機を用意する気では──」

「まぁ、見ててよ。シンシアもきっと驚くよ！」

　突撃陣形を敷いた六千の赤輪軍、その前方に単騎で躍り出るノエル。全員の目が集中する。すでに敵弓の射程内。敵の指揮官が剣を掲げて、発射する態勢を整える。

　ノエルは馬上から二槌の旗を地面に突き立て、突撃ラッパを全力で吹き鳴らした。

　──その瞬間。南方面の城壁が轟ごう音おんとともに吹き飛んだ。そして、城壁内から吹き鳴らされる突撃ラッパ。城壁には、二槌の旗が揚がり、雄お叫たけびを上げた兵士たちが、弓兵に襲い掛かる。

「な、何事だ、城壁が吹き飛んだぞ!?」

「よし、早速突入しよう。リグレット、全軍に合図を」

「言われなくても分かってるわよ！」

　リグレットが突撃ラッパを吹き鳴らす。敵同様呆ぼう然ぜんとしていた兵たちが、慌てて命令にしたがい進軍を開始していく。

「ま、まさか、今のはドルカスと白蟻党の仕し業わざか!?」

「そういうことだね。ほら、ウィルムは兵を搔かき集めて城に籠ったって言ってたでしょ。そのときに、潜り込ませたんだよ」

「潜り込ませた？」

「こっちも寄せ集めだけど、それは相手も同じ。いきなり兵が増えたら、誰が敵か見抜くなんてまず無理だもんね。多分、こっちにも密偵はいるんだろうけど、失うものはあちらのほうが大きいかな？」

　ノエルは陽動のため城門に一隊を進め、崩壊した南城壁には主力を突撃させる。城壁にいた弓兵たちは、内部からの攻撃で混乱状態にある。今なら、城門に圧力を掛けられる。無理攻めではなく、相手の目を逸そらすためだ。守備兵すべてを南城壁に配置されては、なんの意味もない。

「こんな秘策を用意していたとは。し、しかし、城壁は一体どうやって？」

「燃焼石っていう鉱石をいっぱい使ったんだ。鉱山の崩落事故の原因なんだけど。後で見せてあげるよ」

「そうか、前はこれでカルナスを……」

「でも、二度は通用しないかな。多分、こんなに上手くいくのはこれで終わり。だけど、出し惜しみしてても仕方ないもんね。──さ、私たちも行こうよ」

「そうだな。よし、進軍するぞ！」

　ノエルとシンシアも、手勢を連れて南城壁から突入を開始した。リグレットはその場に留とどまり、あるものの設置にとりかかる。コインブラにおけるノエルの悪評の源、火炙りの処刑台である。それを百個、城に見せ付けるように設置し、大きな薪たきぎに火をつける。

　これを目撃してしまった城兵たちはたちまち動揺し、雪崩なだれをうって潰かい走そうし始めた。指揮官ですら剣を投げ捨て我先にと逃げていく。

　先の戦いにおいて、ノエルは最後までバハール軍に抵抗を見せた。そして、グロールを裏切り攻撃を仕掛けてきた貴族連中を、大量に火炙りで処刑している。その話は尾ひれがついて、コインブラだけでなく近隣の州にまで流れていた。コインブラの悪鬼は、かつての恨みを忘れず、復讐のときをウィラ島で待ち続けていると信じられていたのだ。

　その悪鬼が、いきなり目の前に現れ、しかも処刑台まで用意してみせた。次に火炙りにされるのは、お前らだという脅しの効果は覿てき面めんであった。

「やめて欲しいって言っても、聞かないんだよね。絶対に有用な策だって」

「……敵兵が本物の悪鬼を見たような顔をして逃げていったな。驚くほど、効果抜群のようだ」

「楽に勝てるのはいいけど、本当に複雑な気分なんだよね。私は城壁を吹き飛ばすだけで良かったと思うんだけど」

　何が嫌かというと、子供たちが脅えてしまって、遊んでくれるようになるまで時間がかかるということだ。近づいただけで泣き叫ばれるというのは、中々こたえるものである。

「まぁ、いいではないか。お前も言っていただろう。要は勝てば良いのだ」

「他人事だと思って」

　ノエルが膨れていると、剣けん戟げき鳴り響く城下から、部下を率いたドルカスが豪快に笑いながら近づいてきた。

「隊長、上手くいきましたぜ！　本当に景気よくぶっとびましたッ！　まさに気分爽そう快かい、大爽快って奴で！」

「親方ときたら、在庫の燃焼石半分以上つかっちまって。俺は後で困るって言ったんですがね」

「失敗でもしたら白蟻党の名折れだろうが！　任された仕事は絶対に成し遂げる、それが職人魂ってやつだろう！」

　ふんぞり返るドルカス、ノエルは手を叩いて褒め称える。

「大手て柄がらだね、ドルカス。後で手作りの勲章をあげる！」

「へへっ、ありがとうございます！　あ、できましたら、ゲンブの酒もちょいと頂けたら」

「もちろんいいよ。ドルカスや皆のために取ってあるから。後で大宴会だね！」

「ありがとうございます！　よーし、野郎ども！　一気に城下を征圧するぞ！」

『応!!』







　マドレスの内側から猛攻を加え、ノエルは城門を奪取。城外の兵を城下へと入れることに成功した。城下町にある教会に本陣を移し、散発的に抵抗を見せる守備兵の征圧に掛かった。住民たちは戦いに巻き込まれることを恐れ、住居に籠ったままだ。避難しようにも、彼らに行く場所はない。ノエルは全住民の安全を保証するとともに、一切の略奪の厳禁を命じた。

　ノエルの攻勢は止まらない。隊列を整えさせると、港と本城へ向け進軍を開始した。

　──が、流石に一撃では落ちなかった。確かに勢いはあるのだが、守りを固める敵を崩せるほどではない。味方兵の顔には疲労も目立つようになってきた。ドルカスは燃焼石で、本城を吹き飛ばすことを提案してきたが、ノエルは却下した。

「同じ戦いで、同じ手は使わない。逆にそれを利用する手もあるけれど、今回はやらない。それに、燃焼石がもったいないもんね」

　まだ在庫はあるとはいえ、本城を囲む内壁を吹き飛ばすとなれば相当の量が必要となる。今後の戦い、一番重要な戦いに備えてとっておきたい。それに、あれは若君とシンシアの大事な城。家のようなものだ。できれば、形をとどめたまま占領したい。

　とはいえ、どうしても無理なら、盛大に吹き飛ばすしかない。綺麗さっぱり、後腐れなくだ。城内の人間も皆殺しにしてしまおう。ウィルムに近しい人間がほとんどだろうから、あまり気にすることもない。

「しかし、あの様子じゃ本城を落とすにはかなりかかりそうです。ウィルムの野郎、守りをがちがちに固めてやがる。まともに攻めたら死人の山ですぜ」

「うーん、戦争だから仕方がないんだけど。でも、無駄な犠牲は少なくしたいよね。最低でも港は落とせると思ったんだけど」

　ノエルの計算では、すでに征圧できているはずだった。いくら練り上げても、実戦では計画通りに進まないものだと改めて認識した。

　現在はシンシア率いる隊が攻勢を掛けているが、敵がかなりの抵抗を見せている。狭い通路に障壁を築き、少ない兵で効率的に守っているのだ。兵糧、そしてリベルダムの援軍が来るかもしれない大事な軍港。なんとしても死守したいのだろう。だからこそ攻め落としたいのだが。

「私がちょっと行って落としてこようか。力攻めすれば犠牲は増えるかもしれないけど、時間稼ぎには付き合ってられないし」

　戦えば死人が出るのは止むを得ない。できるだけ減らすのは当然だが、恐れるあまり目的を達成できなければ意味がない。指揮官に必要なのは、最小限の犠牲、最大の効率で目的を達成すること。

　死んでいった兵の命、遺志はすべて背負っていくつもりだ。だから、できる限り前に出て行きたい。当たり前だが、死ぬつもりはない。

「貴方は一応指揮官なんですから、あまりほいほい動かないでください。目障りなんで」

　リグレットがしゃしゃり出てきた。さっきまで外にいたのに、いつの間にか中に来ていたらしい。

「でも、時間を掛けてるとまずいんだよ」

「それはもちろんです。時間を掛けすぎればバハールからの援軍が到着します。それに、追い詰めすぎると、ウィルムは何をするか分かりません」

「あの臆病者が何をするってんだ。脅えて城に籠ってるだけじゃねぇか」

「もしこのまま攻勢を掛けて、バハールの援軍が来る前に落ちると判断したら。あの糞くそ虫むしは確実に城下に火を放ってくるわよ。多分、密偵を赤輪軍に忍び込ませてるはず。住民を装っている可能性もある。で、阿あ鼻び叫きょう喚かんの大混乱に乗じて逃げだすっていう寸法ね。運よく私たちが焼け死んでくれれば万々歳」

「まさか、そこまではしねぇだろう！　てめぇんとこの民じゃねぇか！」

「なら、この首を賭けてもいいわよ白髪猿。私なら絶対にやるわ。私がやるということは、あの糞虫もやるってことよ」

「へっ、そいつはすげぇ説得力だな。思わず感服しちまったぜ。ぐぅの音も出ねぇや」

「それはどうもありがとう。有難くて涙が出そうよ」

　売り言葉に買い言葉。いつもの応酬が繰り広げられる。

「一応言っておくが、褒めてねぇからな。誤解されでもしたら、俺も気分が悪い」

「それも知ってるわ」

　軽けい蔑べつした視線を向けるドルカスに、口元を歪めて答えるリグレット。眼鏡がいい感じに輝いている。せっかくなので、ノエルも眼鏡を掛けてみた。リグレットが呆れたような視線を送ってくる。

「で、どうしますか。ノエル閣下。指揮官として、適切な命令をお与えくださいませ。今より偉くなりたいならですけどね」

「では、リグレット参謀。貴官の思うようにやりたまえ。何か考えがあるのだろう？　全責任は私が引き受けよう。このノエル・ヴォスハイト、逃げも隠れもせぬ」

　ノエルは偉そうにふんぞり返って指示を出した。言葉遣いは偉そうなのだが、本人がふざけているので、周囲の兵からは笑いが漏れる。中には、ノエル閣下万歳と叫んでいるお調子者もいた。

「ちょっと。馬鹿どもが調子に乗るからやめなさい！　これ以上の馬鹿はいらないのよ！」

「ひどいな。自分が最初に閣下って呼んだくせに」

　ノエルは遺い憾かんの意を表明しておいた。

「私はいいのよ。貴方みたいに馬鹿じゃないから」

「そうかなぁ」

　疑問を呈したノエルを、リグレットがきつく睨みつける。それを宥なだめるように、白蟻党の兵が話しかけてくる。

「あの、結局考えってなんなんです？　俺たちに協力できることがあれば喜んでお手伝いしますが。隊長のためならなんでもやりますよ！」

「ふん、残念ながら、今度はアンタたちの出番はなしよ。アイツと話せるのは私くらいでしょうからね」

　手を邪魔臭そうに振るリグレットに、ドルカスが口を挟む。

「……ああ？　アイツって誰のことだよ。まどろっこしい、とっとと教えやがれ」

「マドレスの港を守っているのは、南コインブラ将軍のロイエ・グランブル。一応、私の弟にあたる人間ね。まぁ、因縁の相手ってことよ」







　──その日の深夜。マドレス港。

　ロイエは夜も守備に就く兵に声をかけながら、即席で作られた天幕へと向かう。この港を守るのは、ロイエが将軍になってから手塩にかけて育てた兵たちだ。装備も充実させ、十分な報酬も与えている。州の状況は非常に苦しかったが、もしものときに備え精鋭を作り出したのだ。大陸に送り込もうとする父を説得し、留まらせたのもロイエである。いずれ、確実に反乱が起こることが分かっていたからだ。

「……しかし、堅城を誇るマドレスがたった一日で外壁を破られるとは。コインブラの恥辱の歴史に、新たな一ページを加えてしまったということか。父上もさぞ怒り狂っていることだろうな」

　ロイエは自じ嘲ちょうする。こんなはずではなかったのだ。グロールさえ排除すれば、コインブラはよくなるはずだった。だが、現実はどうだ。あの頃よりも悲惨ではないか。見返りの少ない遠征に人と金を取られ、残ったのは荒れ果てた領地ばかり。しかも、帰還した兵たちから疫病が蔓まん延えん。貧しい者たちを中心に、大きな被害を受けている。栄養状態が悪いものほど、死にやすい。裕福な貴族はほとんどが死に至らないため、住民たちの憎悪は著しく悪化した。

（……シンシア殿は、きっと若君とともに赤輪軍にいるのであろうな）

　ロイエは、騎士道精神に溢れる女騎士を思い浮かべる。幼おさな馴な染じみの彼女は、ロイエの誘いを断り、あえて貧しい北コインブラへと赴任した。エルガーの世話をするためである。裏切り者に仕えるという恥を押し殺したのは、亡き主あるじグロールへの恩を返すためだったのだろう。彼女は自分の道を選び、歩いている。

　それに比べ、ロイエはひたすら父ウィルムの言いなりに動いてきた。そうしなければ、リグレットのように見捨てられる。見捨てられれば、今の地位を失ってしまう。だから、そうしてきたのだ。輝かしい未来を手に入れるためならば、自分を押し殺すぐらい訳はない。そう思ってきた。

（だが、結果はこれだ。この惨さん憺たんたる有様が、本当に私の望んだ未来だったというのか？）

　ロイエは苦戦を伝えてくる報告書を握り潰すと、乱暴に投げ捨てた。

　そこに、困惑した表情を浮かべた部下が入ってくる。

「失礼します、ロイエ様。……その、お客人がお見えになっておられますが」

「この非常時に客だと？　お前は何を言っているのだ。状況を考えろ！」

「しかし、すでに話は通っているからとおっしゃられて。……お客人というのは、その、リグレット様でございます」

「姉上だと？　まさか──」

　その言葉の途中で、コインブラ憲兵服に身を包んだリグレットが遠慮なしに入り込んでくる。相変わらずの不機嫌そうな表情。肌は色白、目元には黒いくま。鋭い目つきが、人を刺す。陰湿な性質は全く変わっていないようだった。

「久しぶりね、ロイエ。ああ、今は将軍なんだっけ？」

「これは姉上、まさか生きていらっしゃったとは。父上からは、悪鬼が脱走した折に殺されたと聞かされておりましたが」

「アンタたちの没落を見ないで死ねる訳がないでしょう？」

「本当に、相変わらずなようだ。しかし貴方と面会の約束を交わした覚えは全くありません。私は忙しいので、今すぐにお引き取り願いたい」

　ロイエが外を指差すが、リグレットは鼻で笑うのみだ。

「約束なんてどうでもいいじゃない。いい？　姉の言うことは常に正しいのよ。アンタはいつまでたっても私の下なの。それは未来永えい劫ごう変わらない」

「ははは、その鼻もちならない性格も相変わらずだ。人の癇かんに障ることばかり仰られる」

「アンタこそ、まだアイツの操り人形のままみたいね。ねぇ、人形の生活は楽しい？」

「その糸を切られて、ウィラ島に捨てられた方に言われたくはありませんな。私はこうして将の地位を手に入れたのです。無論、満足していますよ」

　ロイエの言葉に、リグレットは余裕の笑みを浮かべる。

「ふふふ、私は捨てられたんじゃなく、機会を窺っていただけよ。だからこうして、ここに帰ってきた。そして、馬鹿なアンタたちを追い詰めているって訳」

「島での優雅な暮らしには飽きられたのですか？　悪鬼と幸せに暮らしていたのでしょう。二人で一生籠っていれば宜しいものを」

「……うるさいわね。あの馬鹿のことはどうでもいいのよ」

「今の姉上は、悪鬼の子分というわけですか。ははは、実に愉快です。貴方には、グランブル家の者としての誇りはないのですか？」

　嘲あざけるロイエ、それに鼻を鳴らすだけで答えるリグレット。その態度が一々苛いら々いらさせる。その余裕綽しゃく々しゃくの顔を全力で殴ってやりたくなる。今なら、ウィルムがリグレットを遠ざけた気持ちも分かるというものだ。

「ふふ、誇りなんていらないわ。アンタたち、そして私を馬鹿にした奴等らを見返すことができるなら、悪魔にだって魂を売ってやるわ」

「悪魔ではなく、悪鬼でしょう。貴方のご主人様は」

「……うるさいわね。だから、あの馬鹿のことはどうでもいいのよ」

「その馬鹿に付き従っているのはなぜですか？　この愚弟、実に興味があります」

「あれは馬鹿でお調子者でお節介で餓鬼だけど、話が分かる。それに、実行する力も持っている。どこぞの糞虫どもよりも、遙かにマシなことだけは確かね」

　リグレットが真剣な顔で言い切った。ロイエは少し驚く。ここまではっきりと言い切る姉の姿を見たのは初めてだったからだ。

「……それで、ご用件はなんです。まさか、帰還の挨あい拶さつに来てくださった訳ではないでしょう。それとも、こちらに味方してくれるとでも言うのですかな？」

「ふふっ、私の話は簡単よ、ロイエ。グランブル家の者を助けたいなら、私たちに内通しなさい」

「何を馬鹿なことを。私はこの南コインブラの将軍なのです。冗談も休み休み言って頂きたい。今斬きり捨てなかったのは、貴方に情けを掛けたに過ぎないのですよ？」

　ロイエが一蹴しようとすると、リグレットが見下した視線を送ってくる。懐かしく思える侮蔑の視線だ。負の感情を露あらわにすることに関しては、彼女に並ぶ者はいないかもしれない。

「中々笑わせてくれるじゃない。将軍なんて名前だけでしょうが。実権はウィルムがすべて握っているんでしょ？　だから、アンタはこれだけの兵しか指揮できないのよ。コインブラ軍を統括すべき将軍のくせにね。本当に情けないわねぇ」

「…………」

　リグレットの言葉は正しい。ロイエは将軍になったが、万の兵など率いたことはない。精々、三千程度である。軍事も内政も父が行い、ロイエは言われたことをただ実行するだけ。もちろん、この状況を打破するため、ペリウスと相談して意見したこともある。聞き入れられたことはほとんどなかったが。

「アンタが裏切るしか、グランブル家を残す手はないわ。ウィルムには当然死んでもらうけど」

「何を言われても無駄だ。父上を裏切るなどありえない。そのようなことは絶対にできぬ!!」

「今のままだと、アイツに連座して全員処刑することになる。当然、降伏した奴も含めてね。外に作った処刑台で盛大に焼き殺してあげる。アンタたちを憎んでいる者は大喜びするでしょうねぇ。知ってる？　グランブル家の人間がどれだけ恨まれてるか。あの怨えん嗟さの声を聞いたら、きっと発狂するんじゃないかしら」

　リグレットが歌うように罵ば倒とうする。

「貴方もグランブル家の一員だろうに！」

「追い出しておいて勝手に仲間に入れないでちょうだい。私はグランブルなんて家は捨てちゃったのよ。もういらないでしょ、こんなもの。裏切り者の象徴じゃない」

　その言葉にロイエは絶句するしかない。もはやグランブルの名に価値などないと、リグレットはいとも簡単に言い放ったのだ。それは貴族としての地位を捨てることと同義。かつての姉からは想像できない。どれだけ父に責められようとも、家を出ようとはしなかったし、できなかった。それだけ、貴族としての地位は重い。

「本音を言えば、アンタが断ることを望んでいるのよ。そうすれば糞虫どもを皆殺しにできるでしょう？　処刑の指揮はもちろん私が執とるわ。全員簡単に死ねると思うなよ？　私を見下したグランブルの縁者どもは全員覚えている。絶対に一人も逃さないわ。老若男女、赤子に至るまで皆殺しよ」

　リグレットが狂気を孕はらんだ笑みを浮かべる。おそらく本気だろう。いや、間違いなくこの女はやる。ロイエが断ることを望んでいるのがひしひしと伝わってくる。それなのに、わざわざこのような誘いをかけてきたのは、恨み骨髄の自分とウィルムに屈辱と恥辱を与えるためだ。ロイエが受ければ、手柄にもつながる。

　いっそここで斬り殺すかとも思うが、それは同時にグランブル家が根絶やしにされるということでもある。いずれにせよ、リグレットの願いは達成される。

「私が、ここで貴方を捕らえるとは考えないのですか？　私がその気になれば、貴方を殺すこともできる」

「本当に馬鹿ねぇ。命が惜しけりゃこんなとこに来ないわ。私を殺せば、あの悪鬼が絶対に復讐をしてくれる。それは間違いない。私が死んでもお前たちを道連れにできるのなら、なんの問題もないわ。流れる血の量が楽しみねぇ」

　リグレットは身体からだを震わせて愉快そうに笑っている。愉悦と狂気が混ざり合った目で。今の言葉に偽りがないということが、ロイエには分かってしまった。ここでリグレットを殺せば、悪鬼の手により恐ろしい災厄が降りかかるだろう。

「……我々が降伏し、この港を明け渡せば宜しいのか？　それで、本当に、一族の者を助けてもらえるのか？」

「それだけじゃ全然足りないわ。助かりたかったら、怒りに燃える民を説得できるだけの働きをしないとね。そうじゃなきゃ、とても許されないわよ。だって、アンタは憎むべきウィルムの愛息なんだからさ」

「……姉上。私に、一体何をしろと仰るのか」

「よく聞きなさい、私の可愛い弟。──マドレス本城に入り、太守のウィルムを捕らえて無血開城させろ。それが条件よ。こちらに矢の一本でも放てば、約束は反ほ故ご。カルナス城塞の悪夢をここで再現してやる」

　笑みを完全に消し、顔を近づけて脅迫してくる。ロイエはその迫力に思わず震えが走ったが、即座に拒絶する。
















「じょ、冗談ではない！　そのような卑劣なこと、この私にできるわけがッ！」

「できるわよ。アンタは裏切り者の息子じゃない。簡単簡単。もしやらないなら、糞虫ともども皆殺しにするだけ。猶ゆう予よは今から、明日の正午まで。それまでは、弟想いのこの姉が、本城までの道を開けておいてあげるわ。私の寛大な処置に感謝してちょうだい」

「……で、できない！　将の地位にある私が、降伏するだけでなく、父を捕らえて差し出すなど!!　そんな不忠なことをできるわけがないッ！」

　首を激しく横に振るが、リグレットは逃避を許さない。ロイエの髪を乱暴に摑むと、上から歪んだ笑みを向けてくる。

「よく考えなさいよ、ロイエ。明日の午後には、総攻めが始まるの。あの悪鬼に情けなんてものはない。城にいる者は全員皆殺し。悪鬼の機嫌を損ねるのだから、もしかしたら城下まで焼き尽くされちゃうかも。それを、アンタがちょっと頑張るだけで助けられる。間違いなく貴方は英雄よ。嗚呼ああ、なんて素晴らしいのかしら。自慢の弟を持てて、私も鼻が高いわぁ」

　早口で捲まくし立てるリグレット。白々しい言葉がロイエに突き刺さる。

「あ、姉上ッ！」

「ま、私はどっちでもいいわ。時間は少ないけど、よぉく考えなさい。それが大人への第一歩でしょう？」

　リグレットは言いたいことは言ったとロイエを解放すると、踵きびすを返して天幕を出ようとする。

「……姉上。さぞかし、ご気分が宜しいのでしょうな。貴方を見下していた我らを、ようやく見返すことができるのだから！」

「──ええ！　本当に、本当に生きてて良かったわ！　今、私は最高に幸せよ!!」

　勢いよく振り返ると、リグレットは心から幸せそうに、そして満面の笑みを浮かべた。







　翌朝。マドレス本城がなんの前触れもなく開門した。

　白旗を掲げ、武装を解除した兵たちが門より現れる。マドレス本城の天てん秤びん旗は降ろされ、赤輪軍旗と二槌の旗が掲げられる。武器を捨て降伏するという証あかしだ。

　困惑する赤輪軍の兵を搔き分け、リグレットがノエルを伴い入城した。誇らしげに、胸を張りながら。リグレットの復讐が成った瞬間でもある。白蟻党がラッパと銅ど鑼らを盛大に鳴らすと、ようやく兵たちは勝利を認識することができた。

　攻城開始から僅か二日──。

　南コインブラ州都マドレスは陥落。太守のウィルムは捕らえられた。マドレスの住民たちは、ウィルムの悪政から解放されたことに喜び、赤輪軍の勝利を祝い、大いに騒ぎ始めた。

　ノエルはつまらなそうな目で、それを眺めた後、マドレス城内へと入っていった。
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　マドレス征圧後、三日ほど遅れてエルガー率いる赤輪軍が悠々と入城した。大勢の民やコインブラ兵たちの歓声に迎えられてだ。

　ウィルムの悪政に比べれば、まだグロールのほうがマシだという思いが強かったのだろう。そのグロールの息子であるならば、自分たちに非道なことはするまいと。だから民たちは列を組み、老若男女が万歳を叫びながら歓迎した。

　エルガーはやりきれない思いをこらえつつ、それに手を振って応える。

「……イルヴァン。今、私が何を考えているか分かるか？」

「御意。我らも大陸から追いやられた身にございます。人の心とは、うつろいやすいもの故」

「この恥知らずな者どもは、拍手と歓声で父の死を祝福していたのだ。私は、あの光景を決して忘れることはない。こいつらの頭には、一切残っていないのだろうがな」

　エルガーが顔を歪ゆがめる。

「心中、痛いほどお察し致します。しかし、彼らも日々を生きるために必死なのです。どの大陸においても、それは変わりませぬ。早まった真似まねだけはなさいますな」

「……ああ、分かっている。もう二度とは言わない。ただの愚痴だ」

　エルガーは疲れたように溜息を吐いた後、作った笑みを浮かべた。




　そして謁えっ見けんの間。玉座に座るエルガー、その両隣にはイルヴァンとノエルが控える。左で列をなすのは赤輪軍の者たち、シンシア、リグレット、ナッジなどだ。

　右列にはエルガーに仕えることを選んだ武官や文官たちが立ち並ぶ。降伏してきた者にはロイエやペリウスなどがいる。他にもエルガーからすると懐かしい顔ぶれが揃っている。彼らがどのような思いでここにいるのかは、知る由もない。

　シンシア、リグレットを除けば、南北出身者が左右で対たい峙じする形となっている。案の定、敵意の混じった視線が行き交っている。

（この三年で、南北の溝は更に深まってしまった。なんとか融和させていかなければならないが。父上も、さぞ苦労されたのであろうな）

　亡き父・グロールの苦悩を思い、エルガーは目の前に跪ひざまずかされている裏切り者を見下ろす。

　縄で厳重に拘束され、兵によって槍やりで押さえ込まれているのは、先の太守ウィルム・グランブル。歯は軋ぎしりをしながらエルガー、そしてロイエとリグレットを射殺さんばかりに睨みつけている。この状況に至っても、反抗する気力はまだ残っているらしい。

「久しぶりだな、ウィルム。息災そうで何よりだ」

「エルガー！　貴様、情けで生かしておいてやったというのに、その恩を仇あだで返すか！」

「お前に恩を受けた覚えは欠片かけらもないな」

「黙れ！　貴様らは帝国に逆らう賊軍になったのだぞ！」

「まったく。裏切り者の分際でどの口が言うのかしら。面つらの皮の厚さだけは天下無双ねぇ。悲しいかな、実力は伴ってないみたいだけど。ほら、負け犬らしく跪きなさいな」

　リグレットが進み出て、ウィルムの背中を強烈に蹴けり付ける。呻うめき声を上げながらウィルムが前に倒れ込む。その拍子に顔を打ち付けたようで、口からは血が流れている。

「ぐッ！　リ、リグレット!!」

「ねぇ、敗軍の将になった気分はどう？」

「黙れ！　憲兵の役目を放棄するに飽き足らず、父を見捨て悪鬼に魂を売るとは！　その罪、万死に値するぞッ!!」

「うふふ、アンタを陥れるためなら、なんだろうが売り渡してやるわよ。これが最後だからもっと喚わめいていいのよ？　喚けば喚くほど、その見苦しい最後が歴史に残るんだもの」

「──き、貴様という奴はッ！」

「それにしても、たったの二日でマドレスを落とされるなんて。あの、堅牢を誇るマドレスがたったの二日！　前代未聞、驚天動地の出来事じゃない。まさに無能の証明よねぇ」

「だ、黙れ黙れッ!!　裏切り者さえいなければ、こんなことにはならなかった！」

「自分の足元が見えてなかったという何よりの証じゃない。そんなことでよくも将や太守なんてやっていられたわね。ウィルムの名は愚将の象徴として、未来永劫名を残すことになるわ。嗚呼ああ、〝元〟娘として死ぬほど恥ずかしいわぁ。ねぇ、少しでも恥を知っているなら、今すぐ舌を嚙かんで自決しなさいよ。──ほら、早く死ね」

　リグレットがたたみかけるように罵声を浴びせつける。ウィルムは血管が切れそうなほどに怒りを露あらわにしている。

「お、おのれっ！　どこまで私を愚弄するつもりだ!!」

「そうそう、それよ。私が見たかったのはその無様な顔よ！　──ああ、幸せすぎて、もう死んでしまいそう！」

　リグレットが口元を押さえて、込み上げてくる笑いをこらえている。しばらくそうして震えた後、ノエルへと向き直った。

「うふふ、幸福も度を過ぎると、身体の毒になるみたいね。ねぇ、知ってました、ノエル隊長？」

「私は知らないけれど。えーと、なんか皆引いてるから、その顔はやめたほうがいいんじゃないかな」

「うふふふッ！　そんなこと、もうどうでもいいのよ。ねぇ見て、この糞虫の悔しそうな顔ッ！　本当に、たまらないわ。記念に絵に残しておきたいくらい！　誰か、城下に行って絵師を呼んできてくれないかしら！　そうだ、これが最後になるんだから、アンタも何か言ってあげなさいよ」

　ノエルが窘たしなめようとするが、リグレットの滑らかすぎる口は止まらない。強引に前へと押し出されたロイエは、顔を逸らし、口を真一文字にしている。

「……ち、父上」

「ロイエ、なぜこのような小童に尻尾を振った！　自分が何をしたのか分かっているのか!?」

「……私は」

「お前を待つのも、私と同じ破滅なのだぞ！　なぜそこまで考えが至らぬのだ！」

　激げき昂こうするウィルムに、ロイエはようやく視線を合わせる。

「……すべて承知の上です。しかし、この国のために、私はできるだけのことをしたかった。最後にたとえ身を滅ぼすとしても。それが私にできる唯一の贖しょく罪ざいです」

「この戯たわけ者がッ！　ここでこやつらに屈すれば、いたずらに争いを広げることになるとなぜ分からんのだ！　これで戦が終わるとでも思っているのか!!」

「……コインブラをこの状況に導いたのは貴方です、父上。かつての太守グロール様は、少なくとも民のことを考えておられました。貴方は、欲望に溺れて足元が見えなくなっていた。我らの言葉に一切耳を貸さず、無謀な遠征にのめり込み、残されたのがこの惨状です」

「私は私欲に囚とらわれてなどおらん！　遠征はいずれ軌道に乗り、必ず我らに富をもたらしてくれた！」

「私にはそうは思えません」

「第一、帝国が──アミル陛下がこのまま黙って見ていると思うか？　すぐにでも大規模な討伐軍がやって来るだろう。結局、お前らがしたのは戦せん禍かを呼び寄せただけだ！　救いようのない愚か者どもがッ！」

　激しく言い募るウィルム。エルガーが手で合図すると、槍そう兵へいがウィルムの身体を再び押しつける。

「いい加減に口を慎め。お前は敗者なのだから」

「くっ！」

　恥辱で顔を赤らめるウィルムに、エルガーは告げる。

「ウィルム、貴様の罪は真に許し難い。アミルの愚かな計画に同調し、民に背負いきれぬ重税と労役を負わせた罪。軍備の増強にかまけて疫病と飢餓の蔓まん延えんを放置し、為政者としての義務を果たさなかった罪。こうなったのもすべて自業自得だ。このうえは潔く罪を受け入れるがよい」

「小童が！　貴様がやりたいのは、グロールの復讐だけであろうが！　そんなことで国を治められると思うか！」

「お前に言われてはお終いだろうな。父、そして民の期待を裏切って座り続けた太守の椅子は、居心地がよかったか？」

「──私は太守になるために裏切ったのではない！　た、民のために」

「愚かなガディスはお前に騙されたようなものだ。だから、あれには生きることだけは許してやった。生きて民の恨みの的になってもらうという大事な仕事が残されているからな。──だがお前には死んでもらう。その血を以もって民の怒りを鎮め、統一コインブラの礎いしずえとなるがよい」

　北部は貧しく、復興までにはかなりの時間が掛かる。それまでには、民の不満を向ける生いけ贄にえが必要だ。ガディスには骨の髄までコインブラの役に立ってもらう。

　だが、ウィルムは殺す。絶対に殺す。この男を生かしておいては、反乱が終結したことにならない。

　ウィルムの血を以て、南北コインブラは統合され、赤輪軍の乱は終了するのだ。何よりも、腹心の身でありながら父を裏切ったこの男を、生かしておける訳がない。絶対に殺す。

「ま、待てッ。いや、しばし待たれよ！　私は万の兵を率いたこともある。来きたるべき帝国との戦いでも、必ず役に立つはず。私を殺せば、貴方の反乱は、父の復讐だったと見み做なされるだけですぞ！」

　口調を丁重なものに変えて、一転して命いのち乞ごいを始めるウィルム。なんとしても助かろうという意図が透けて見える。

　その哀れな様を見て、周囲の兵、家臣たちが苦笑する。これが、かつてのコインブラの将、そして太守まで上り詰めた男の末路なのだ。

「だからなんだと言うのだ。貴様の戯言や命乞いなど、聞きたくもない」

「私もガディス同様、生かしてお使いくだされ！　私とてコインブラのことを思っての行動だった。ただ、不幸にも道が違っただけのこと。どうか、冷静にお考えください。私を殺すのは、いつでもできるはずだ！」

「だから、今殺すと言っているのではないか。なんの問題があるのだ？」

「わ、若君！」

「黙れ下郎がッ！　仮にも太守の地位にあった者が見苦しい！　三年前のあの日、我が父は潔く死を受け入れたぞ。お前も少しは見習うがよい！　この罪人をさっさと刑場へ連れて行け!!」

　エルガーが合図すると、槍そう兵へいが強引に立たせる。もう顔が見たくないどころか、声も聞きたくない。本当ならば、一族全員皆殺しにしたいところだ。

　だが、そうすればリグレットも連座することになる。だから、ウィルムだけに留める。これが復讐ではないという証のために。

「ま、待て！　どうかお待ちください！　私はリベルダムの太守とも誼よしみを結んでいる。生かす価値はあるはず！　若君、ここはコインブラのため、私を用いるのです。私を活かせば、統治は円滑に行えますぞ！　恨みは何も生み出しません。そう、寛容こそが太守に必要な能力なのだ！　人を活かさなければ、コインブラの復興など──」

　もがいて必死に抵抗するウィルムに、ノエルが近づいて話しかける。

「ねぇ、もう諦めなよ。多分、このマドレスに貴方の味方は一人もいないから。人間、諦めも肝心だよ」

「だ、黙れ悪鬼が！　若君、私はコインブラのために働いたのです！　太陽神に誓って言える！　私欲でグロール様を裏切ったわけではない！　ええい離せッ、私は、汚名を背負ったまま死ぬ訳にはいかないのだ！」

「ここまで見苦しいと、逆に清すが々すがしいね。ちょっとだけ面白い」

　ノエルが誰にも聞こえないように軽口を漏らした。

　実をいえば、ロイエと一緒にリグレットの部下にしたら面白いかなとも考えたのだが、その考えはすぐに打ち消した。

　上手くいくはずがない。むしろ周りに不幸をもたらすことになる。ウィルムはここで確実に殺すべきである。

「離せ、愚か者どもがッ！　私は太守なのだぞ！　こんな真似をして後でどうなるか分かっているのか!!　私に触るなッ！」

　ウィルムは最後まで騒いで抵抗したが、槍兵に数回殴打された後、無理矢理に外へ連れ出されていった。

　エルガーたちもその後に続く。

　処刑は、グロールと同じくマドレスの大広場にて執行される。民たちにはウィルムを処刑すると告げていたため、あのときと同様に大勢が見物に押し寄せてくる。首を断頭台へと載せられたウィルムに、民たちが石を投げつけひたすら罵倒する。何も変わっていない光景に、エルガーは思わず絶望しそうになる。

　執行人はノエルだ。

　流石に鉄槌で頭を砕くのは野蛮すぎるということで、エルガーが愛用の剣を渡してある。長剣はいまいち慣れないようで、何回か宙で振り回し確認を行っている。それを見た民たちが、赤髪の悪鬼だとどよめいた後、歓声をあげる。敵にすると恐ろしいが、味方ならば心強いことこの上ないのだろう。
















　エルガーは最後の言葉をウィルムにかけるために、断頭台へ近づいた。

「他のグランブル家の者たちは、逆らわなければ手は出さない。安心して死ね」

「……まさか、グロールと同じ末路を辿る羽目になろうとは。くくっ、私は、どこで間違ったのだろうか。もしや、グロール様を裏切ったのは、間違いだったとでもいうのか？　アミル様に賭かけたのは間違いだったと」

「…………」

　エルガーは無言で罪人を見下ろし続ける。

「私には輝かしい栄光が待っていたはずだった。確かに、太陽の輝きが見えたのだ。それが、なぜこうなったのだ？」

「さぁ、どうしてなんだろうね。ただ、運が悪かっただけかもしれないよ。世の中、そんなもんだから仕方ないね」

　上段で剣を構えたノエルの言葉に、ようやく観念したらしいウィルムが苦笑する。

「……運か。やはり、お前は、敵対せずに取り込んでおくべきだったのだろうな。まさか、ここまで私の邪魔をするとは。本当に、最後まで目障りな小娘であったわ」

「あはは、最初から私のこと嫌ってたもんね。全然話もしてないのに、ひどいよね」

「嫌な予感がしたからだ。お前が私を破滅に追い込む、そんな予感がした。だから、さっさと排除して殺しておきたかった」

「そっか。実はね、私も貴方の頭をずっとかち割りたかったんだ。いつも私の邪魔をしたり悪口を言うし。とっとと殺しておけば、もっと上手くいっていたかなって」

「くくっ、ははは！　お互い、考えていたことは同じだったわけか。そして、最後に勝ったのはお前だ」

　そう言うと、ウィルムが両目を閉じる。

「ノエル、そろそろいいだろう」

「そうだね。じゃ、殺すね」

「……若君。このようなことを言える立場ではありませんが、どうか、コインブラを──」

「ノエル、やれッ！」

　エルガーの命令と同時に、ノエルの剣がウィルムの首を断ち切った。血ち飛沫しぶきが上がり、前に置かれた桶おけに、ごろんと転がり落ちる。主を裏切り、太守の座を摑つかんだ男の哀れな最期だ。

『売ばい国こく奴どが死んだぞ！』

『エルガー様万歳！』

『グロール様万歳！』

『我らのコインブラ万歳、万歳!!』

　空虚な歓声がエルガーの耳に入ってくる。実に不快だが、態度に示してはならない。民たちは新しき指導者に期待している。決して感情を露わにしてはいけない。

（……復讐は、終わったのだ。ガディスは屈服させ、ウィルムは殺した。裏切り者は、もういない）

　エルガーは、思ったよりも嬉しくないことに気がついた。もっと何か、万感の思いが込み上げて来るかと思ったが、そんなことはなかった。観衆たちは堰せきを切ったかのように喚いて喜びを露わにしている。その勢いが増すにつれ、エルガーは暗あん澹たんとした思いがつのっていく。

　ノエルに目を向けると、剣を振るって血ち糊のりを払っている。

「これで、父上は喜んでくれただろうか。母上は安らかに眠ってくれるだろうか。……本当に、良かったのだろうか」

「この人だけは殺さなきゃ皆納得しなかった。もし生かしておいたら、絶対によからぬことをしでかしてたよ。私の宝物全部賭けてもいいかな」

　ノエルが差し出した剣を受け取り、そのまま鞘さやへと納める。

「……ああ、そうだな。お前の言う通りだ」

「それにほら、まだまだやることはあるよ。頑張らなきゃいけないのはこれからだよね」

　ノエルが背中をぽんと叩いてくる。エルガーは頷くと、城へと向かい歩き出す。

　途中、ロイエ、リグレットとすれ違った。ロイエは天を仰あおいで、感情を押し殺している。それと対照的に、リグレットは涙を流しながら幸福そうに笑っていた。







　ウィルムの処刑を見届け、再び会議室に集った面々。やるべきことはたくさんある。だが、何から手をつけていくべきか。

「コインブラの領主たちの動向はどうか。不穏な動きはあるか？」

「表立って反抗する動きを見せる者はございませぬ。地位を保証してやれば、抵抗はいたしますまい。領地を持つウィルムの縁者に関しても、一旦は見逃すべきかと存じます。体制が整い次第、首を挿すげ替えましょう」

「よし、調整についてはイルヴァンに任せる。ペリウスと相談の上、適切に処遇していくように。不満を述べるようならば、ウィルムと同じ末路を辿ると脅しておけ」

「御意」

　コインブラ征圧の報せは、すぐに全土に広がっていくだろう。今後どうなるか分からぬゆえ、態度を保留する者は多いだろうが、抵抗すれば兵を向けられる。帝国への忠誠を見せて、果敢に戦うような貴族はそうはいない。領地を安堵してやれば、とりあえずは大人しくしているはずだ。

「エルガー様、赤輪軍の目標はひとまず達成できました。村に戻す者は戻し、働き手を増やすのが先決です。その上で、軍を再編いたしましょう」

「北部には代官を置き、内政に専念させるべきです。できれば、北部の事情に通じている者が宜しいかと」

　イルヴァンに続き、投降したペリウスが意見を述べる。エルガーは南コインブラの武官、文官をそのまま採用することにしている。粛しゅく清せいなどという無駄なことをしている暇も余裕もない。使える者は擦すり切れるまで使い潰つぶす。そうでなければ、コインブラを破滅から救うことなどできない。落ち着き次第、改めて人材は集めていくつもりだ。

「よし、防衛に必要な人間を残し、民兵たちに関しては村に戻すように。赤輪軍は解散することになるが、その魂は旗印として永遠に残り続ける。イルヴァン、彼らにはできるかぎりの報酬を渡し、当面は暮らせるようにするんだ」

　統一コインブラの紋章は、コインブラの天秤と赤輪が重なったもの。悪政を敷いた暴君を討ち払ったという象徴となるのだ。

「御意」

「若君、いえ、エルガー様。一つだけお聞かせください。なぜ、そのような多額の資金を、赤輪軍がもっているのでしょうか？　北部は貧しい土地、そのような収入を得られるわけがありません。一体、如何いかにして？」

「いずれ、お前にも報せるつもりだ。だが、まだ話すことはできない。目の前に民を救える金がある、今はそれで良いのではないか？」

　言葉を濁したエルガーに、疑念を抱きつつもペリウスは引き下がった。確かに、今はそうするしかないのだから。

「分かりました。しかし、落ち着き次第、必ずお聞かせください。コインブラの復興こそ、我らの使命。グロール様も、それを望んでおられるはずです」

「……ああ、分かっている」

　エルガーは生返事をすることしかできなかった。実態を知れば、ペリウスは確実に激げき昂こうする。エルガーが敵対州に咎とが草くさを流して得た利益なのだから。他州の民を不幸に陥れて得た金と同じこと。清せい廉れんなペリウスの理解を得るには時間が必要だ。

　それに、今咎草を捨てる余裕はない。すでに、貴重な収入源となってしまっている。咎草の栽培で利益を得ている農民も納得するまい。イルヴァンの、言葉が頭に過よぎる。

『咎草は禁忌の植物。用いた者と作り出した者に、安らぎと苦しみを与えます。最後に待ちうけるのは、地獄かもしれませぬ。その覚悟が、本当におありか？』

　イルヴァンとイル教徒は、種と栽培方法は伝授してくれたが、栽培には一切手を貸そうとしない。手を出した者がどうなるか、骨身に染みて分かっているようだった。使用するだけではなく、栽培した者にも害をもたらすと分かっているのだ。

　事実、エルガーはこれを手放せない。それは、末期の咎草中毒者と同じことではないだろうか。

（……いずれ、なんとかしなければ。だが、今はまだ駄目だ。金がなければ、復興を成し遂げることなど不可能だ）

　エルガーは、一瞬だけ過ぎった破滅の光景を追い払うように、次の指示を出す。

「北部の代官はナッジ、お前に任せる。補佐には慣れた者をつける故、精一杯励むように！」

「へっ。お、俺ですか!?」

「そうだ。文官たちの言葉をよく聞き、民たちのためにできることをやれば良い。お前ならば、北部の民たちも何かが変わると信じてくれるはずだ。もちろん、できるだけの支援も行っていく」

　逡しゅん巡じゅんするナッジだが、エルガーが本気だと知ると今までにない真剣な顔で頷いた。苦難の道だが、彼ならやり遂げるだろう。

　本当ならばペリウス辺りが適任だが、南部出身者のため反発が強い。かといって、ガディスの下にいた武官に任せる訳にはいかない。

「コインブラ南部については、税率を下げ、困窮している者に施しを行えば現状の不満は抑えられるでしょう。無理な徴兵がないと分かれば、彼らが反乱を起こすこともありますまい」

「よし。それについてはペリウス、お前が担当せよ。南部の状況は、お前が最も詳しいはずだ。思う通りにやって構わない」

「畏かしこまりました」

「……ところでエルガー様。州都を二つ陥落させた以上、南北コインブラの統一はなったと言えると思います。今後、エルガー様はどのような立場で、民や兵を纏まとめていくおつもりでしょうか」

　エルガーの今後の地位について、イルヴァンは聞いているのだ。

　今までは赤輪軍総大将と名乗っていたが、今後はそういうわけにはいかない。王として君臨するのか、それとも新たな体制を作るのか。

「しばらくは、統一コインブラ国の代表として統治を行う。これからについては、我々を支援してくれたゲンブ公などと相談して決めねばならない。恐らく、反旗を翻した者と共同で帝国に対峙していく方針になるだろう。故に、彼らも独立は宣言したが、王国の樹立などは未いまだ宣言していないのだ」

　無論、帝国の傘さん下かに収まるつもりなどない。もはやヴァルデッカ家の一員などとは毛ほども思っていない。だが、国王になりたいという気持ちもない。

　決起前に、ゲンブの使者からは腹案をある程度は聞いている。いずれにせよ、コインブラ奪還が上手く行かなければすべては皮算用となる。先のことまで詳しく打ち合わせている余裕はこちらもなかった。ここまで早くことが終わるとは思っていなかったこともある。主導権はゲンブに持っていかれるのだろうが、それも仕方ないとエルガーは考えている。

「承知いたしました。では、ゲンブのシデン様に使者を派遣し、コインブラの奪還、そして統一がなったことを報告致しましょう。おそらく、彼らの戦いも佳境を迎えているはず」

　ゲンブはロングストーム州奪還のため、凄まじい猛攻を加えていると報せが入っている。孤立無援のロングストームは為す術なく、各砦や都市が陥落し、すでに州都まで追い詰められているそうだ。逆に、ギヴ、カームビズは劣勢のようだが、こちらは詳しい情報が入っていない。

「えっと、ちょっといいかな！」

「なんだ、ノエル」

「うん、大事なことを忘れているんじゃないかと思って！」

　先ほどから何かを言いたそうだったノエルが、手を上げて話に割り込んできた。至急の用件であると強調するようにその場で全力で足踏みをしている。あまりに子供っぽいので、笑みが零こぼれそうになるがこらえる。

「こ、こらノエル、止めないか！　失礼だぞ！」

「でも急がないと！　ね、これって急いでるように見える？」

「ええいうるさい！　その足踏みを止めろと言っているんだ、この馬鹿者！」

　シンシアの怒声とノエルの言い訳。とても懐かしく思えるが、感傷に浸っている場合ではない。

「そんなに慌ててどうしたというのだ。意見があるならば遠慮なく言ってくれ」

「うん。また私に兵五千貸して欲しいんだ。ちょっと行って、バハール軍を叩いてくるから。ウィルムの援軍に来ているはずだったでしょう」

　シンシアに強制的に足踏みを止められたノエルが提案してくる。その気楽さはちょっと散歩に行って来る程度にしか見えない。

「お待ちください、ノエル殿！　マドレスが落ちウィルムが処刑された以上、目的を失った彼らはすでに撤退しているはず。それに、斥せっ候こうを出し状況を調査してからでも遅くはありません。こちらから手を出して、余計な戦いをする必要はありませぬ。何より、連戦続きで兵は疲れているのですぞ！」

　イルヴァンが声を荒らげて懸念を表明する。エルガーもその意見には賛成だが。

「バハールの人は勇敢って評判でしょ。だから、絶対こっちに向かってるよ。一戦もせずに帰るなんてありえない。あわよくば、どっかの街を攻め落として橋きょう頭とう堡ほにするつもりかも。そうさせないためにも、有利な場所で迎撃するのが良いと思う」

　空振りに終わっても、それはそれで構わないと、ノエルは続けた。

「ならば、我らイル教徒が主力となり迎え撃ちましょう。兵は私にお預けください。何より、ノエル殿の隊は、マドレス攻略で最も疲弊しております！」

　イルヴァンが身振りをつけて強調する。そして、こちらに訴えるような視線を送ってくる。言いたいことは分かる。ノエルに活躍させすぎると、統一コインブラ内で軋あつ轢れきが生まれるということだ。ノエルの指揮の下、北コインブラ州都エベール、更に南コインブラ州都マドレスを一手に落としてしまったのだ。飛び入りの新参だが、戦果は誰よりも勝っている。民、兵たちからの評価も、ノエルが圧倒的なものだ。エルガーよりも指導者に相応しいのではないかなどと、兵が裏で話していることも知っている。

　だから、バランスをとるためにも、自分を行かせろとイルヴァンは言っているのだ。これ以上は見逃すことはできないと。

「全然疲れてないから大丈夫だよ。皆、お日様を浴びれば元気になるし」

「失礼なことを申すようですが、貴方に決定権はありませぬ。エルガー様、貴方が統一コインブラの指導者なのです。すべての決定権は、貴方にあります。ノエル殿でも私でもありません。どうか、正しきご判断をお示しください！」

　イルヴァンが強く促すと、エルガーは決断した。

「分かった。今回も、すべてノエルに任せる。必要な物資、兵を連れて行け。他に注意すべきことはあるか？」

「エ、エルガー様ッ！」

「えっとね。リベルダムの海軍が近づいてるかもしれないから、一応警戒したほうがいいよ。こっちは脅しに過ぎないと思うけど。試しにロイエに任せてみればどうかな」

「……ロイエにか？　それは、流石に危険ではないのか？」

　エルガーがロイエに視線を向ける。裏切るかもしれぬと言葉には出さないが、父を殺されたのだからそう考えてもおかしくはない。

「大丈夫だよ。裏切れるような状況じゃないし。それに、船の扱いには長たけてるみたいだから。きっと、名誉を回復する為に必死に働くと思うよ。ここで疑って使わないなら、使える場所なんてどこにもないよ」

　確かに、父を裏切りこちらに差し出してみせたロイエが、今更リベルダムに降くだるとは考えにくい。そんなことをすれば、せっかく助かった一族の者を皆殺しにされる。エルガーへの忠誠心はないだろうが、義務は確実に果たすであろう。何より、ロイエの率いる兵はほぼ無傷である。

「なるほど、理に適っている。すべてお前の言う通りにするとしよう。それで、出陣はいつにするつもりだ？」

「明日、陽が昇ると同時にここを出ようかな。迎え撃ちたい場所があるんだ」

「よく分かった。これで我らの方針は決定した。バハール軍迎撃にはノエル、リベルダム海軍にはロイエを向かわせる。──会議は以上で終了とする！　各自、全力を尽くして統一コインブラのために働いてくれ！」

『はっ！』




　皆が退出していき、会議室にはエルガーとイルヴァンだけが残された。イルヴァンの目には、怒りと不審がありありと浮かんでいる。

「エルガー様。なぜ、ノエル殿の意見をあれほどまで重用なされるのです!?」

「……何か問題があるのか？」

「ノエル殿を誰よりも信頼されているということは、私もよく存じております。何度もお話を伺うかがいました故。しかし、公私の区別は必要です。兵たちの中には、ノエル殿こそ指導者に相応しいと公言する者までいる有様。立場をはっきりさせなければ、統一コインブラの統治は上手くいきませんぞ！」

「それは、ノエルが信用ならないと言っているのか？」

「そうではありません。ノエル殿の代わりに、私を重用しろと言っているのでもありません。家臣たちの功績のバランスをとらなければならぬと申し上げております。確かに、ノエル殿は並ぶ者のない猛将なのでしょう。しかし、一人を贔屓ひいきし続ければ他の者が面白くありません。それが積もれば、エルガー様に叛はん意いを持つ者も現れるでしょう。コインブラの紋章である天秤が如ごとく、人の上に立つ者には公平な判断が求められまする」

　エルガーは、それはよく分かっていると頷く。ノエルの意見をそのまま採用したとき、不満そうな武官、文官がいたのは分かっていた。そのほとんどが、南コインブラで仕えていた者たち。北部の平民出身のノエルが相変わらず気に入らないのだろう。未だにそんなことに引き摺ずられているのかとも思うが、長い歴史の積み重ねは、一朝一夕で改まるものではない。そういった者たちを纏め、少しずつ改善していく能力こそが、統一コインブラの指導者には求められる。

　──だが。

「それでも、私はノエルに任せる。我が父グロールは、ウィルムの讒ざん言げんによりノエルを遠ざけ、その結果死に追いやられた。私はその轍てつを踏む気は全くない」

「私が私欲から讒言をしていると仰せですか！　我らイル教徒、貴方に財産、技術、そして命すらも捧げたではありませんか。今更我らの忠誠を疑われるのですか！」

「疑ってなどいない。私はお前を頼りにしているし、これから大いに報いていくつもりでもいる。だが、ノエルを排除するつもりも全くない。ノエルの行動を遮るつもりも一切ない」

「……エルガー様、なぜそこまで拘こだわられるのです。是非、お聞かせいただきたい」

「あいつの言葉に従って滅ぶのならば本望だからだ。お前たちに愛想をつかされ、寝首を搔かれたとしても構わない。私の命は、かつてノエルによって救われたもの。彼女を信じた結果、何が起ころうとも悔いはない。そのときは、喜んで運命を受け入れよう」

　エルガーは、これ以上の反論は許さぬとばかりに強く断言した。

　民たちが太陽神を、イルヴァンがイル教の神を信仰するように、エルガーも信じているだけだ。自分を救い、父を見捨てず最後まで戦い続けてくれた女のことを。かつて交わした約束を忘れず、再び帰ってきてくれたノエル・ヴォスハイトのことを。
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　マドレスでの会議が終わった後、イルヴァンはある人物を貴き賓ひん室しつに招くために使いを出した。招いた人物とは、コインブラの若き英雄ノエル・ヴォスハイトだ。

　征圧したばかりということもあり、城内は非常に騒々しい。武官、文官たちも新たな任務に向けて忙せわしなく動いている。その一方、貴賓室を利用するような人間は一人も存在しない。客人を招くために作られたこの区画は、他とは異なり人の気配がほとんどない。イルヴァンの行動に気付いている者は皆無といっていいだろう。

　イルヴァンは貴賓室の周囲に武装した教徒を配置、更に手練の暗殺者を天井裏に控えさせた。その数は三十人。邪魔できる者は誰もいない。

（エルガー様のノエルへの妄信は、我らにとって危険すぎる。気乗りはしないが、話次第ではあの娘には消えてもらわねばならぬ）

　始末するならば、今が最大の好機なのだ。城は混乱の最さ中なかにあり、今ならばウィルム残党の仕し業わざに見せかけることもできる。逆に、この機を逃しては二度と手出しできなくなるだろう。かなり危険な橋を渡ることになるが、死人に口なしだ。

　とはいえ、ことが露見して誅ちゅう殺さつされる危険もある。だが、主導権を握られて磨すり潰つぶされるくらいならば、動いてから死ぬほうがマシだ。待ち続けて破滅することだけはしない。博打に勝ち続けるくらいでなければ、イル教が再び勢力を伸ばすなど不可能だからだ。

　エルガーには、イルヴァンの娘のイルムを婚約者として認めさせている。大人しい娘で、イルヴァンの命令には忠実だ。政略結婚の材料として不足はない。何より、敬けい虔けんなイル教徒である。現在の苦しい立場を十分に理解している。幸い、エルガーとの関係も比較的良好のようだ。ノエルが現れるまでは至って順調だったのだ。

　見る限り、エルガーがノエルに特別な感情を抱いているのは間違いない。万が一約束が破られ、ノエルが正室として迎えられるようなことになれば、いずれは破滅に追いやられる。厄介な異教徒の自分たちは確実に切り捨てられる。

　この大陸においてイル教徒はエルガー以外に後ろ盾はなく、逃げる土地もない。持ちうる財はすべてエルガーに投資した。決起の準備を整える為に、少なくない犠牲も出している。この地で生存権を確立するため、イルヴァンは若き指導者にすべてを賭けたのだ。それがようやく日の目を見ようというときに、横から奪われるなど冗談ではない。

（幾ら武勇に優れているとはいえ、不意を突けば必ず殺せる。どんな英雄であろうが人間には変わりないのだから）

　自分の力を過信しているのか、それともただの馬鹿なのかは分からないが、ノエルは招きに無警戒で応じてきた。大陸の美味い酒があるから、良ければご一緒に如何いかがかと誘いをかけただけでだ。断られた場合は、エルガーの件で内密に話したいことがあるとでも言って、日中に誘おびき出すつもりであった。それすらも断られた場合は、すでにこちらを危険視している証左。実力行使に出る覚悟はあった。

（いずれにせよ、まだ実行するかは決まっていない。できれば穏便にすませたいものだが）

　イル教徒の命綱は、新しく樹立された統一コインブラでの発言力を維持すること。そうでなければ、太陽神教が大多数を占めるこの地において、少数派の自分たちは軽く吞み込まれてしまう。故に、酒をあおっている目の前の小娘、将来の政敵になりかねないノエル・ヴォスハイトの真意を見極める必要があった。

「……ノエル殿、お気に召されましたでしょうか」

「うん、これ本当に美味しいね。こっちの変な果物もすごく美味しいし！」

「その酒はベルタワインと申します。マドレスのワインも中々の美味ですが、大陸のものもまた違う趣があるでしょう。そして、緑の果物はベルタメロンにございます。濃厚な甘味と芳ほう醇じゅんな香りで、とろけるような舌触りが特徴です」

「うーん、あっちの大陸には色んなものがあるんだね。ちょっとだけ興味が湧わいたかも。でも、遊びに行くにはちょっと遠いかな」

　首を傾かしげながら、ノエルはスプーンでぱくぱくと食べていく。それを一気に流し込むように、ベルタワインを口に含む。貴族のマナーなどといったものは存在しないようだった。

「その二つを合わせれば、庶民が数年は暮らしていけるだけの価値となります。それほどに希少な品々なのですよ」

「そうなんだ」

「ですが、ここまで気に入っていただけたのなら、我らも苦労して持ち込んだ甲斐があるというもの。何しろ、貴方はコインブラの英雄であらせられる」

「んー、私がコインブラの英雄？」

「謙けん遜そんなされますな。民の声をお聞きになられませんでしたかな？　暴君ウィルムを打ち倒した英雄と皆が褒め称えていたではありませんか。話を聞けば、皇帝アミルも貴方の武勇を恐れたという。これは是非ともお近づきになりたいと思い、お招きしたというわけです」

「そっか。すごいものを食べさせてくれてありがとう。イルヴァンは良い人なんだね」

　ノエルのあまりに邪気のない顔に、イルヴァンの毒が徐々に抜かれていくような気がする。もう少し言葉による牽けん制せいがあると気張っていたのに、実に肩透かしの気分である。

　思わず苦笑した後、本題に入る準備を窺うことにする。話を遠まわしに投げかけても、理解されないような気がしたからだ。

「ははは、私が良い人かどうかは分かりかねます。しかし、上に立つということはそれだけ責任を抱えるということです。私の肩にはすべてのイル教徒の命がかかっております。故に、武勇名高いノエル殿と親睦を深めたいと考えたのです。彼らのためならば、私は労力を惜しみませんぞ」

「そっか。私も仲間のためなら頑張れるし、そういうものかもね」

　ノエルがワインを飲み干したのを見計らい、イルヴァンは本題を切り出すことにする。まだこの娘の性格は摑みきれていない。見み目め麗うるわしいのは確かだが、淑しゅく女じょと呼ぶにはほど遠い振る舞い。軍人として見るならば剛ごう毅きと表すこともできるだろう。実際に、兵を率いて城を陥落させているのだから、腕も立つのだろう。だが、その内面は子供、精神的には未熟と評するのが妥当だ。

　エルガーが惹かれるのも少しは理解できた。汚い物ばかり見せ付けられてきた少年にとっては、ノエルの純粋さはとても好ましく映ったに違いない。

　だが、政敵として立ちはだかるのであれば、たとえ子供でも容赦はできない。イルヴァンは、左手にグラスを持つ。これが落ちたときが、ノエルの命が潰ついえるときだ。暗殺や隠いん蔽ぺいといった工作は、イル教徒たちの得意中の得意。この技術を駆使してここまで生き延びてきたのだ。

「実は、こんな夜分に貴方をお呼び立てしたのは、ノエル殿の真意をお聞きしたかったからです」

「私の真意？　何が聞きたいのかな？」

「──率直にお尋ねいたします。ノエル殿は、我らイル教徒をどう思われますかな？」

「えっとね。若君が頼りにしている仲間、そして私の味方でもある。イルヴァンは美味しいものをくれた良い人、って感じかな」

　特に緊張や警戒をしている様子はない。目の前にいるのが将来の政敵になりうるということすら認識していないようだ。

「これはありがとうございます。私も、ノエル殿のような心強い仲間ができて嬉しく思っておりますぞ」

「あはは、私も大陸の人と話せて嬉しいかな。お互い良いこと尽くめだね」

「……では、もう一つだけお聞かせください。エルガー様と、我が娘、イルムの婚約についてはいかがお考えでしょうか。私の見る限りでは、エルガー様は貴方に特別な感情を抱いているようです。もしかすると、貴方も、と思いまして。もちろん、余計なお節介というのは分かっております。しかし、結婚というのは真に愛し合う者同士が結ばれるべきもの。不幸な行き違いがあってはいけません」

　イルヴァンは、わざと試すような口調で問いかける。これで怒りの感情でも見せてくれれば分かりやすい。ノエルは、確実に敵対するだろう。女の嫉妬とは恐ろしいもの。時には国を滅ぼすようなことも行う。

　この婚約については、赤輪軍のときから異論が出ていることは知っている。コインブラ旧臣たち、特にシンシアあたりが反発していたことも。後の災い、火種になりかねないと何度も再考を求めていたようだ。

　それでも彼女を除かなかったのは、障害になるとは思えなかったからだ。無骨で兵からの信頼も厚い女騎士。だが、政治力には欠けている。婚約が実現したことが何よりの証拠だ。シンシアは他人を強引に引き込むということができないのだろう。政敵を潰すのであれば、数を集めて意見するのが最も効果的だ。イルヴァンが逆の立場ならば、絶対に婚約など認めさせなかった。

　イルヴァンは、これからコインブラで勢力を伸ばし、イル教徒たちの生存圏拡大を目指さなくてはならない。イル教の布教活動も積極的に行い、信頼できる味方も増やしていく必要がある。エルガーという強力な後ろ盾のもとにだ。

　お互いに利用し合うという利害だけの関係だが、それだけが投資した理由ではない。イルヴァンはエルガーの将来性に賭けたのだ。幼くして地獄を見たあの少年は、何がなんでも生き抜いて、目的を達成するという気概と執念がある。後は経験と知識さえ積んでいけば、立派な指導者となることだろう。

「ノエル殿は如何にお考えか、是非お聞かせ頂きたい」

「若君が結婚するって話は、シンシアから聞いたよ。新しい家族ができるってことだよね。うん、幸せになれるといいよね。──あ、結婚式には呼んでね？　私、結婚式なんて一度も出たことないから、近くで見てみたいんだ。美味しい料理に、楽しい音楽でお祝いするんでしょう？」

「そ、そうですな。こちらの婚礼がどのようなものかは存じませんが、我らの大陸では盛大に祝福を致します」

「そっかそっか。うん、本当に楽しみだね！」

　笑いながら、メロンを完食するノエル。赤髪を搔かき上げると、美味しかったーと一息ついている。

　そこからは、嫉妬も敵意も一切感じられない。友の結婚を聞き、素直に祝っているようにしか思えない。これがすべて演技だとしたら、大した曲くせ者ものである。

　イルヴァンは、更に一歩踏み込むことにした。問題なのは、政敵として立ちはだかるつもりがあるのかということ。取り込めるならば、それはそれで構わない。

「……ノエル殿。この荒れたコインブラを、豊かにしたいと願う気持ちは同じはず。今後は、より一層協力を深めていきたいのですが。貴方の武勇、我らイル教徒の持つ大陸の知恵。二つが合わされば、コインブラに必ずや良い結果をもたらすとは思いませんか？」

「ね、ムンドノーヴォ大陸って、なんかすごいものがいっぱいあるんでしょ？」

　問いには答えず、逆に疑問をぶつけてくるノエル。

「え、ええ。まぁ、こちらにはないものも多数ありますが」

「魔法を使う人がいるって本当？」

「……こちらでは笑い話に過ぎませんが、彼かの地に、そう呼ばれる者たちが実際にいるのは確かです」

　イルヴァンは正直に話してやる。知られたところで問題はない。こちらでは、魔法が実在するなど誰も信じないし証明もできない。理由は分からないが、このリベリカ大陸では行使できないのだ。イル教徒の魔術師も完全に無力になってしまった。魔法で自分たちを売り込むことも考えていたので痛手ではあったが、ムンドノーヴォ大陸由来の知識や技術、物資でなんとかここまでやってきた。

「すごいなぁ。もしかして、空も飛べるの？」

　目を輝かせるノエル。イルヴァンを、お伽とぎ噺ばなしに出てくるような魔法使いとでも思っているのかもしれない。自分は魔法を使えないと前置きした上で説明してやる。

「空は飛べませんが、炎を出したり、水を出したりはできますな」

「あ、私も炎を出せる槍なら持ってるよ！　今度見せてあげるね！」

　上機嫌に笑うノエル。イルヴァンもそれは楽しみですと愛想笑いを浮かべる。最後まで拍子抜けの交渉だったが、これはこれで良い結果と言えるだろう。イルヴァンは内心ほくそ笑んだ。

「うーん、それにしても魔法かぁ。私も勉強すれば使えるようになったりして」

「そ、それはどうでしょう」

　魔法を扱うには生まれ持っての才能がなければならない。後天的に身につけることは不可能なのだ。

「別に行きたくないって思ってたけど、ちょっと考え直しちゃいそうだね。あ、これから協力していこうっていうのはいいと思う。仲間同士、一緒に頑張っていこうね！」

　ノエルが果汁でべとべとになった手で握手を求めてきたので、イルヴァンは丁寧に手を拭いてやった後、それに応じる。なんだか本当に子供を相手にしているようで、精神の疲労が増しているのを感じる。外見を見る限り十代後半、あるいは二十歳を迎えているぐらいなのだが。精神年齢が幼すぎる。

（……よく分からないが、警戒が必要な相手ではないらしい。それならそれで良い結果だろう。無駄な血を流さずに済む）

「実に有意義な会話ができましたな。そうだ、ノエル殿と我らイル教徒の友好の証あかしとして、何か差し上げたいと思うのですが。ノエル殿は、何か欲しいものはありますかな？　金、希少な酒、貴金属、宝石、大陸の芸術品など。ご希望のものを揃えることができます。遠慮なく仰って頂きたい」

　あまりにも無茶な要求でないかぎりは受けることができる。若い男が欲しいというのならば、生いけ贄にえとして差し出すこともできる。〝もの〟で釣れる人間は、非常に御ぎょしやすくて助かる。厄介なのは、意地や義理などといったことを重んじて動かない連中だ。

「えっとね。大陸の珍しい玩具おもちゃが欲しいかなぁ。できればシンシアやリグレットと遊べるようなのがいいかな」

「…………は？」

「大陸には珍しいものがいっぱいあるんでしょ？　あっちの子供たちが、どんなもので遊んでるのか知りたいな」

「……な、なるほど。え、ええ、もちろん、ありますとも。後ほど、見繕ってお持ちいたします」

　思わず動揺してしまったが、イルヴァンは即座に了承する。これは予想以上の成果を得ることができた。子供の玩具を渡すだけで、すべてが上手くいったのだ。余計な投資は全くなく、見返りだけが大きかった。ノエルが政敵になることはまずない。

　そして、分かったことがある。この娘は、やはり馬鹿なのだ。精神が子供のまま、生まれ持った武力だけで生き抜いてきた。そうせざるを得なかったのだろうが。エベールやマドレスを陥落させた策を授けたのは、恐らくリグレット。あれが英雄の知恵袋だ。

　それならば全く問題ない。リグレットはグランブル家の娘というだけで、蹴けり落とす材料は十分。邪魔になり次第、流言を撒まくだけで死に追い込める。調べた限りでは、兵や民からの評判も著しく悪い。

　イルヴァンの思おも惑わくも知らず、ノエルは鼻歌交じりに立ち上がって、吞のん気きに部屋を後にしていく。その後姿を一いち瞥べつし、イルヴァンは席に着く。合図を送る筈はずだったグラスにワインを注ぎ、勝利の美酒に浸る。

（いつもこういってくれると、実に助かるのだが。我らを見放した神が、ようやく手を差し伸べてくれたのかもしれんな）

「──ねぇ」

　笑いを漏らそうとしたそのとき、背後からいきなり声をかけられた。

　あまりのことに、思わず呼吸が止まる。心臓が激しく脈打つ。

「……ノ、ノエル、殿？」

「私を殺したいなら、後三百人は用意したほうがいいよ。三十人じゃ全然足りないから。相打ち覚悟で一気に押し込んで、纏めて焼き殺すのがいいかな。やるなら骨まで燃やすぐらいじゃないと、全員道連れにしちゃうかも」

「──な、何を」

「あはは、イルヴァンは良い人だから、今回は見逃してあげるね。特別に、今回だけ。仲間を殺すのはやっぱり気が重いし。それじゃあ、次からは気をつけてね？」

　ノエルは笑いながらイルヴァンの緑のローブを優しく撫なでた後、ゆっくりと扉を閉めて立ち去っていった。だが、その目が決して笑っていなかったことにイルヴァンは気付いてしまった。

　呼吸が激しく乱れる。血の気が引いているのが分かる。身体の震え、流れる汗が止まらない。手にしていたグラスから、ワインが血飛沫のように零れていく。

　天井裏に潜ひそませていた暗殺者が、静かに現れる。そして、周囲に配置していた教徒たちも入ってくる。皆、顔色は一様に青白い。

「……イルヴァン様。あの者、我らに気付いておりました。間違いありません。常に、こちらを見ているかのようでした。そ、それに、背後に気配が」

「わ、私たちもです。誰もいないはずなのに、背後に妙な気配が常にあったのです。我らは金縛りにあったかの如く、動くことができず」

「……もしも、私が合図をしていたら？」

「確実に全員殺されていたでしょう。……イルヴァン様、あれは化物です。我らを破滅へと追いやった化物が、この地にもいたのです！」

「──おお、神よッ！」

「…………なんということだ」

　イルヴァンはよろめきながら、卓に両手をつく。自分はなんという恐ろしいことをしていたのか。危うく化物の逆げき鱗りんに触れてしまうところだった。今生きているのは、ただの幸運に過ぎない。

「……今後、ノエルの監視はどういたしますか？　監視を続行すれば、いつ気紛れで殺されてもおかしくありません」

「……イルヴァン様。今は、危険な行動は避けるべきかと」

　ひどく脅えた様子の暗殺者たち。今まで順調だと思っていた監視が、すべて見抜かれていたのだ。その首筋に、死神の鎌をつきつけられているのと変わらない。イル教徒は死は恐れていない、だが、恐怖という感情は限界を超えれば抑えるのは難しい。火に触れれば熱い、氷に触れれば冷たい。それと同じことだ。限度を超えれば、理性は吹き飛ぶ。

「中止だ。すべて中止させよ。今後、アレには絶対に手を出すな。間違っても、敵対したと取られるような行為をするな。……いいな？」

「は、はい、承知しました」

「幸いにも、アレは我らを敵視することはないだろう。我らのことなど、歯し牙がにもかけていないのだ。アレが何をしたいのかは分からんが、その前に立ちはだからなければ、巻き込まれることはあるまい。邪魔さえしなければ、大丈夫なはずだ」

　希望的観測を抱きつつ、イルヴァンはそう判断した。エルガーに恋愛感情を持っている訳でもなさそうだ。どんな野望があるかは分からないが、コインブラを立て直したいという気持ちはあるらしい。とにかく、巻き込まれないことが重要だ。

　ノエルは、今回だけは見逃すと言った。恐らく事実だろう。次はない。

「アレは、間違いなく化物だ。我らイル教徒を破滅へと追い込んだ化物と同類。そして、大陸に死を撒き散らした、あの化物と同類なのだ。いいな、絶対に手を出すな。化物に、手を出してはならぬッ」

　イルヴァンは強く言い切った。他の教徒たちも、恐れを隠そうともせずに頷いた。

　この世界には、〝化物〟がいる。そう呼ぶことしかできない、恐るべき者たちが確かに存在するのだ。大陸にしかいないと思った化物は、こちらにもいたのだ。

　その脅威を、イルヴァンは幼き頃にこの目で見たことがある。決して手を出してはいけないこともだ。星教会を牛耳り、覇権に手を掛けていた父は、禍まが々まがしい化物と相対したために破滅して悲惨な最期を遂げた。その余波を受けて、イルヴァンたちの一派は大陸で異端と見み做なされてしまった。

　そして異端宣告を受けたイル教徒を執しつ拗ように追いかけてきたのは、また別の化物だった。死神の如き鎌を備えた審問官の手に掛かり、再起を誓い身を潜めていた兄たちや親族は皆殺された。抵抗した教徒たちも全員殺された。幼きイルヴァンだけが幸運にも生き残ることができた。だから、化物の恐怖は身に染みて分かっている。アレには絶対に手を出してはいけないのだ。

（なんにせよ、私は助かった。助かった、助かったのだ。化物と相対したというのに、幸運にもまた助かったのだ！　──ああ、神よッ！）

　紙一重で命を拾ったイルヴァンは、再び神がくれた慈悲に心から感謝を捧げた。







　ノエルは自室で心底不機嫌そうな顔をしているリグレットと、イルヴァンから贈られた玩具で遊んでいた。覆面で顔を隠した男が、あれからすぐに届けてくれたのだった。しかも丁寧に遊び方まで教えてくれた。今度イルヴァンにちゃんとお礼を言おうとノエルは決めた。

　これは『星塔』という名の立体型の玩具だそうだ。大小様々な部品で、複雑な構成で高く組み上げられた塔。そこから、順番に抜いていき、崩してしまったほうが負け。一つから三つまで抜いて良い。相手を不利な立場に追いやっていくのが肝だが、返されれば自分の首を絞めることにも繫がる。いずれにせよ、崩壊は避けられないのが塔の運命。覆面の男は『我々の成し遂げた偉業を忠実に再現したものです』と、どことなく暗い顔で語っていた。

「まだかなまだかなー。あー、なんだか眠くなってきちゃったよ」

　大あくびするノエル。本当は全然眠くない。が、相手を苛々させることもこのゲームでは重要だ。案の定、リグレットのこめかみには青筋が走った。次にしかければとどめになりそうだが、あえてここで止めておく。

「……うるさいわね。気が散るから少し黙ってなさい！」

「御意」

　ついイルヴァンの真似をしてしまった。これでとどめになってしまうかもしれない。

「黙ってろって言ったでしょ！」

　舌打ちするリグレット。指がプルプル震えている。ウィルムの死のことはもうどうでもいいようで、いつもの調子に戻っていた。今はロイエをいかにしてイビり抜くか考えているようだった。自分の直属にしてこれでもかと虐いじめるつもりらしい。

　残念ながら、それは叶わないのだが。エルガーは、リグレットの下につけるつもりは全くないようだった。わざわざ望んで軍内に不協和音を作り出す人間もそうはいないだろう。

　ちなみに、『幸せを手に入れたのなら、別に引退してもいいよ。今までお疲れ様』と親切心から言ってあげたら、今までで一番の舌打ちを頂いた。どうやらまだまだ一緒に遊んでくれるらしい。ノエルは嬉しかったので、お礼を言ったら怒られてしまった。怒られたけど、こうして遊んでくれるので、ノエルとしては手放せない友人の一人である。

　それはともかく、リグレットの手が動かなくなってしまった。プルプルはしなくなったが、今度は部品に手をかけたまま微動だにしないのだ。これでは永遠に終わりが来ない。

「ふ、ふふ。集中すれば、こんなもの──」

「さてと、明日も早いから、これから十秒制限をつけるね。十秒、九秒──」

「ちょ、ちょっと、いきなり卑ひ怯きょうな──」

　慌てたリグレットが部品を引き抜くと、塔は勢いよく崩れていった。派手な音を立てて部品が散乱する。決着だ。

「はい、リグレットの負け。それじゃ、負け犬さんは片付けをよろしくね！」

　勝ったノエルは伸びをした後、素早く寝巻きに着替えていく。ぐぬぬと呻うめくリグレットは放置して。ベッドに飛び乗って寝転がると、ひんやりとした感触がとても気持ちよかった。

「あー、布団が気持ち良いなぁ。すぐ眠れそう」

　どうやら、イルヴァンの頭はかち割らなくて済みそうである。エルガーとはこれからも仲よくしていきたいのに、義理の父となる人間を殺したりしたら、怒るかもしれない。あれだけ脅してやれば、普通ならば手を出してこないだろう。それでも同じことを繰り返したら、次は遠慮はしない。イルヴァンと仕掛けてきたイル教徒は全員殺す。

「うーん、ちょっと甘かったかな？」

「おい。いきなり時間制限なんて卑怯な真似をして、何が甘かったよ！　この悪鬼！」

「あはは、リグレットは本当に面白いね」

「うるさいッ！」

　乱暴に片付けをするリグレットを眺めながら、ノエルはゆっくりと瞼まぶたを閉じた。次はシンシアや、エルガーと遊びたいものである。だが、皆忙しいので、遊んでくれるかは分からない。偉くなると、自分の時間が減るのは仕方ないのだろう。

（私はどこまで偉くなれるのかな。もし将軍になれたら、格好よくなれるかな？）

　将軍の鎧と立派な勲章を身につけ、偉そうにふんぞり返る自分の姿を想像してみた。陰険なウィルムの顔が浮かんでしまったので、ちょっとイマイチだった。では大将軍ではどうだろうかと想像すると、なぜかシンシアの小言と拳げん骨こつが飛んできたので、ノエルはさっさと眠ることにした。

　夢の中でもリグレットが悔しそうに呻うめいていたので、一応慰めてあげた。
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　ノエルは五千の兵を連れて、意気揚々とマドレスを出発した。疲れの見える者、怪我を負っている者は別働隊として編成し、カナン街道の途中で、とある任務に取り掛からせる。ノエル率いる本隊四千は、あえて街道を使わずに目的地を目指す。作戦概要は、今朝方全指揮官に指示したばかり。情報が漏れる心配はまずないだろう。

　別働隊の指揮官にはリグレットを当てた。戦闘経験が浅いミルトのような者もそちらに分けてある。この作戦を島で一緒に考えたのはリグレットなので、何が重要かは十分に分かっているはず。ノエルはリグレットを信用し、ドルカスの反対を押し切って別働隊を任せることにした。

「それにしても、大胆な作戦を立てたものだな」

「でも結構効くと思うよ。失敗しても敵の足止めにはなるし、来なければそのまま引き返せば良いだけ。どちらに転んでも、私たちは損をしない。だから、会議で押し切ったんだ」

「エルガー様は、お前を心より信頼しているようだからな。正直、イルヴァン殿の反対を押し切るとは考えていなかった」

「話が早くて助かるよね。本当は若君とも遊んだりしたいんだけど、なんか忙しそうだし。だったら、私もできることをやるだけかなって」

　ノエルはエルガー、そしてシンシアとの約束を果たすために帰ってきた。今、それが叶かなっているといえるだろう。戦いが終わって、コインブラが豊かになれば、皆楽しく暮らせる。そうすれば、きっとノエルも楽しくなる。

「……この作戦も、ウィラ島で練り上げたものか？」

「そうだよ。紙いっぱいに色んな状況を書いて、それにどう対処するかを一個ずつ考えていったんだ。ちなみに、今の状況はかなり良い感じ。最悪は、マドレスを落とせないまま黒こく陽よう騎きがやって来ることだったから。そうなったら、どこかに隠れて撹かく乱らん戦法しかなかったね」

　実際は、そこまで追い詰められたらコインブラを一旦捨てて、ゲンブに合流するのが正解と考えていた。挟撃されるほどの劣勢を覆くつがえすのは、ノエルがどれだけ頑張ろうとも無理だ。

　三年前の戦いで、自分一人でできることとできないことを、正確に判断することの重要さを知った。死ぬのが自分だけならばよい。しかし、皆の命も背負っているのだから無責任なことはできない。だから、よく考えるのだ。

（とはいえ、一番の問題は全然片付いてないんだけどね。うーん、本当にどうしようかなぁ）

　ノエルが悩んでいるのは黒陽騎への対処方法だ。どうやれば勝てるか、リグレットと一緒に考えて考えて考え抜いた。だが、良い案が思いつかない。正面から当たるのは最大の愚策だ。兵をいくら並べても、あの突破力では一撃で潰かい走そうに追い込まれてしまう。

　不意を突いて奇襲しようにも相手は騎兵、簡単に対応されてしまう。では馬ば防ぼう柵さくや塹ざん壕ごうを強固に築いて待ち受ければとも思うが、そんな場所にわざわざ来るとも考えにくい。それでなんとかなるなら、黒陽騎は大陸で打ち破られているはずだ。

　やはり引き込んで包囲し、大打撃を与えるのが一番だと思うのだが、それをどうやるかが難しい。

（本当に困ったなぁ。油断してくれそうな相手じゃないし）

　あの赤髪のファリドが一番の問題なのだ。あれに勝てるイメージが全く湧かない。三年前の一騎打ちで、あいつの動きは全く見えなかった。恐らく、今戦ったとしても同じことの繰り返しになる。何か対策を打って勝負に臨まなければ、勝ちは見込めない。

　ノエルは島で遊びまわりながら、頭の片隅でいつも考え続けていた。ここに至り、靄もやのようなものが、ようやく形になり始めているのだが。

　いずれにせよ、早い段階でファリドは殺さなければならない。暁あかつき強化兵たちが増強されたという噂は聞いている。時間をおけば、彼らは経験を積み、知識を身につけて強くなる。第二、第三の黒陽騎が現れる前に、指揮官のファリドを殺す必要がある。

　あれを殺せば、統率は確実に乱れるだろう。忠誠ではなく、力で強引に押さえつけているような傾向がある。以前、レベッカとかいう黒陽騎に殴られたとき、間近で見ているのでよく覚えている。群れの長を仕留めれば、獣たちは自分勝手に動くに違いない。最終的には、暁計画の根元まで断ち切りたいところだ。

「黒陽騎か。恐らく、このままいけば再びやり合うことになるだろう。実に厄介かつ危険な相手だ。正面から戦うことだけは避けたいところだな」

「ま、そのときは私に任せてよ。私が、なんとかするから」

「……私ももちろん協力するぞ。次は絶対に打ち倒してみせる」

「うん、ありがとう。その気持ちだけもらっておくね」

　ノエルははっきりと、そして明確に拒絶の意を表した。きっと、シンシアは一撃で殺される。集団で囲んでも、散々やられた後に悠々と逃げられてしまうだろう。大事な友達や仲間を無駄に死なせる訳にはいかない。だから、自分は一生懸命考える。あらゆる手段を用い、必要最小限の犠牲を以もって、あれを始末する。だから、あれを殺すのは自分でなければならない。それが、命を背負って戦う指揮官の役目だ。

　シンシアはどうにも納得いかない様子だったので、ノエルは強引に話を変えることにした。

「ところでさ、イル教のイルヴァンって良い人だよね。目つきは怖いけど、色んなこと知ってるし」

「……イルヴァン殿だと？　何かあったのか？」

　眉まゆを顰ひそめるシンシア。話を変えるために話題に出したのだが、藪やぶ蛇へびだったらしい。なんだか怒られるような気がしたのですぐに誤魔化す。

「ううん、ただそう思っただけ！」

「なぜ目を逸そらす。そういえば、今朝方イルヴァン殿に礼を言っていたな。あれはどういうことだ？」

「あはは、なんだろうね。よく覚えてない──」

「誤魔化すな」

　食いついたら離さない女、それがシンシアだ。頑固なのは前と変わらない。別に隠すようなことでもないので、正直に話すことにする。戦う前に疲れてしまうのはまずい。

「今朝のは昨日のお礼をしただけ。お酒とメロンをご馳走になって、そのうえ玩具までもらっちゃったから」

「一体いつのことだ。ほとんど私と一緒だったのだから、そんな時間はなかっただろう」

「うん、大事な話があるって真夜中に呼び出されたんだ。そのときにね」

「ちょっと待て！　まさか、お前そんな誘いに乗って、一人でほいほいと行ったのか!?」

　シンシアが怒鳴り声をあげたので、ノエルは耳を押さえた。

「味方なんだから、別に警戒する必要はないでしょ」

「……なんという無用心な。確かに、イルヴァン殿の力と知識は我らにとっては欠かせぬ。だが、あまり信用しすぎるな。彼らは彼らで思惑を持っているのだから」

「どういうこと？」

「彼らの目的は、イル教の布教、そして自分たちの居場所を確保することだ。後々、災いをもたらすことになるかもしれない。すでにその兆候は出始めているんだ」

　シンシアが険しい顔つきをする。恐らく、彼らがもたらしたという咎とが草くさのことであろう。ノエルも資金源については聞いている。なんでも、大量に服用することで、偽いつわりの幸福に浸れるらしい。

　そんなものには全く興味はないが、痛みを紛らわせるという効能は便利だ。怪我などの苦痛をなくせるのであれば、それに越したことはない。他にも有用な使い方もありそうだ。しっかりと管理して、使い方さえ間違えなければなんの問題もないと思うのだが、そういう訳にもいかないのだろう。人間とは、そういうものだから。

　ドルカスの話では、北部で栽培している者たちの中にも、中毒にかかる人間が頻出しているらしい。咎草を作って売ることで金を得て、自ら服用することで偽りの幸福に浸る。そして、いずれ死に至る。止めさせようにも、もうどうにもならないそうだ。

（身体に悪いと分かっていても、止められない。僅かな至福の後に、耐え難い苦痛が待つから、咎草かぁ）

　ならば、とっとと燃やして処分してしまえば良いのだが、利権が絡んでいる為そうもいかないとのこと。政治というのは、やはり難しい。自分ならば、多少の反発は覚悟の上で徹底的に焼却する。もしくは、使用を厳しく制限する法を設けるか。敵だけでなく、味方に被害が及んでいるのだから当たり前の話だ。そのうち、エルガーに言ってみようかとも思う。禁忌だの天罰だのを信じるつもりは全くない。なんとなくだが、あれを持ち続けることは、よくない気がする。

「……どうしたんだ、急に黙り込んで」

「いや、ちょっと考え事をね。それじゃあ、用済みになったらイル教徒たちは全員殺しちゃうのかな？」

　搾るだけ搾ってポイ。非常に分かりやすいが、その選択は良い結果を生まない気がする。他の人間に、次は自分ではないかという恐怖を与えることになる。ノエルの悪評は抑止力となっているが、こちらの場合は、多分叛はん意いをばら撒くだけだろう。

「い、いや。そこまでするとは言ってない。だが、気を抜きすぎるなと言っているんだ。我らの目があるかぎり、彼らも無茶はできない。それが抑止力となり、良い方向に向かっていけばそれで良いのだ」

「うんうん、前向きでいいと思うな。人間、明るくいかないとね！」

「……それで、本当に何もなかったのか？　真夜中に呼び出すなどどうも腑に落ちないのだが」

　疑いは全く晴れていないようだ。しかし、実際に何もなかったのだから仕方がない。

「うん、大丈夫だったよ。一緒にコインブラを豊かにしていこうねって、楽しくお話ししただけ」

「……そうか。まぁ、それならば良いのだが」

　そう言った後、暫しばし沈黙が訪れる。隊は順調に進んでいる。ノエルとシンシアは歩兵に合わせて馬を走らせている。先行しすぎても意味はない。

　しばらくして、意を決したようにシンシアがこちらを向いた。そして、いきなり下馬して背筋を伸ばす。

「ノエル」

「な、何かな？」

「ずっと言おうと思っていたんだが、機会がなかった。コインブラを奪還できた今だからこそ、言わせてくれ」

「う、うん」

　何か果たし合いでも申し込んできそうな雰囲気だったので、ノエルはちょっとだけ緊張してしまった。

「ボルボの街では、本当にすまなかった。友に剣を向けるなど、決して許されぬこと。お前の信頼を裏切る行為だった。コインブラ奪還、そして統一がなった以上、ここでどのような報いも受けるつもりだ」

　頭を深々と下げて謝罪するシンシア。このまま首を落としてくれと言わんばかりだ。ノエルは慌てて下馬し、その肩に手を乗せる。

「いいよ、そんなことしなくて。全然怒ってないから。あのとき止めてくれなかったら、私もどうなってたか分からないし。今、こうして皆が一緒ならそれでいいじゃない」

「しかし、お前だけが島流しなどという罰をッ！」

「島での生活は楽しかったんだよ。本当に楽しくて、あっと言う間だった。だから、もう気にしないでいいよ！」

　ノエルが強引にシンシアの身体を戻すと、その目が赤くなっていた。それについてはからかおうという気分にならなかったので、そっとしておく。気になったり、知りたいからといって、なんでも聞けばいいというものではない。そう勉強した。

　他の兵に見られたりしたら気まずいかなと思ったので、そっとハンカチを差し出す。

「ほら、これで顔を拭ふくといいよ」

「ああ、本当に、すまない」

「あそこにいる間、沢山遊んだり、色々勉強したり、ゆっくり考えることができたんだよ。……それに、あの島で、探していた何かを見つけた気もするんだ」

「……もしかして、お前がずっと探し求めていた、幸せになる方法か？」

「それに近いかな。幸せの尻尾しっぽを、ようやく見つけたような気がするんだ」

「答えが何なのか、教えてもらってもいいのか？」

「あはは、それは駄目だよ。間違ってたら恥ずかしいし。だから、まだ誰にも言わない」

　ノエルは誤魔化し笑いを浮かべる。今は誰にも言わない。幸せ手帳にはちゃんと書いてある。もし、私に何かあっても大丈夫なように。そうなったら、きっとリグレットあたりが漁あさって皆に伝えてくれることだろう。

　そういえば、コインブラ、そしてウィラ島で暮らしているうちに、人に幸せになる方法について聞かなくなっていた。いつからだったかは自分もよく分からない。

「……そうか。だが、見つかってよかったな」

「ありがとう、シンシア。きっと、いつか教えてあげるよ。若君にも教えてあげないといけないし。リグレットは……まぁ、気が向いたらかな。馬鹿にされちゃいそうだしね」

　実は素直に教えるつもりはない。意地悪をするわけじゃなく、そのほうが面白いからだ。これが幸せになる方法です、では全然面白くない。

「それは光栄だ。あー、なんだ。こんな言葉でしか感謝を言い表せない、自分が恥ずかしい」

「あはは。そんなに改まられても、もうなんもでないよ？　ゲンブのお土産は皆に配っちゃったからね」

　ノエルとシンシアは笑い合った後、再び馬に乗った。ずっと硬かったシンシアの表情もいくらか楽になっているようだ。今日のこのときまで、あの日のことを引き摺ずっていたのだろう。ノエルが刑死していたら、後を追っていたに違いない。本当に、不器用なんだなと、ノエルは思った。

　でも、それがシンシアの生き方なのだ。







　──コインブラ領、バハールとの州境付近。

　バハール州代官にして、将軍の地位にもあるバルザックは、兵を止めて今後の方針について軍議を開いていた。

「密偵からの報告によると、マドレスは僅か二日で陥落し、ウィルムは処刑されたとのこと。今から向かっても手遅れかと思われます」

「なんとも情けない話だ。かつての主と同じ末路を遂げるとはな」

　バルザックは苦虫を嚙み潰したような表情を浮かべる。

「閣下。ここは一旦引き返し、改めて討伐軍を編成いたしましょう。我らはマドレス救援の指示は受けておりますが、陥落させよとの命令は受けておりません。この兵力で短期に落とすのは、些いささか無理があるかと」

　参謀たちが慎重な意見を述べる。今率いているのは、騎兵が千騎、戦車が千両。それに乗る兵が三千、そして歩兵隊六千の合わせて一万の軍勢だ。

　戦車隊は、ホルシード帝国宰相となったミルズより譲りうけたもの。文官最高位に就いたミルズが、兵を率いて前線に出ることはもうないからだ。コインブラ、ゲンブ、ギヴなどに睨にらみを利かせるため、バハールに全車両が配置されている。

　本来ならかなりの兵力だが、マドレス城を落とすには些か心こころ許もとない。攻城兵器の類たぐいはなく、敵が守備に徹すればマドレスはまず落ちないだろう。つまり、奪還は不可能だ。

「しかし、このまま何もせずに引き返すことはできぬ。コインブラを占領した逆賊どもの士気を挫くじくためにも、一度打撃を与えておきたい」

　バルザックが強く断言する。子供の遣いではないのだ、間に合いませんでしたで済む話ではない。次に繫つなげる手段を考え、一刻も早くコインブラを奪還するのだ。皇帝アミルは、大陸遠征のことで心を砕いている最中。余計なことに力をとらせたくはない。

（アミル様は本当によくやっておられる。ただ、流れが悪かっただけのこと）

　今は歯車が嚙かみ合っていないだけで、いずれは元に戻るだろう。アミルにはそれだけの才能がある。現に、大陸のヴェルダン州は未いまだ健在。敵を跳ね除のけつつ領土を拡大している。

　そうだというのに、僅かな停滞を大げさに喧けん伝でんしている人間たちがいる。短期でしかものを見られない連中の不安を搔き立て、反帝国感情を煽あおっているのだ。その主犯は、ゲンブ州領主のシデンに他ならない。奴が裏で策を巡らせ、ゲンブ、ギヴ、カームビズを独立へと走らせた。その手管はコインブラまで伸びていたようだ。

（先の戦いの折、グロールとともにあやつも始末しておくべきであった。いや、あやつこそが最大の火種だったのだ。遠征前に、無用な混乱を防ごうとしたことが裏目に出たか）

「我らは偉大なる皇帝陛下のため、コインブラ奪還に向けて全身全霊で尽くさねばならぬ。騎兵と戦車隊を先行させ、都市ロックベルを攻略させようと思う」

　城を落とすのは無理でも、一都市ぐらいならば十分な戦力である。ここを落とし、コインブラに楔くさびを打ち込んでおきたい。

「それはお待ちくださいませ。この先には道が狭く険しいヤヴィツ峠が控えております。歩兵を先行させ、警戒しながらでなければ、危険すぎるかと」

「無論、それは承知している。故にあらかじめ斥候を出し、ヤヴィツ峠とカナン街道の状況を探らせているところだ」

「そうとは知らず、出すぎたことを申しました。謝罪いたします」

「全く以もって構わん。考えを巡らせて意見をするのが貴官ら参謀の職務。今まで通り、遠慮せずに申すが良い」

　バルザックはそう述べ、参謀たちと方針について更に論じ合う。意見も大体出尽くした後、ようやく斥候が帰還した。

「任務ご苦労。状況は如何いかがであったか？」

「はっ、報告いたします！　統一コインブラを名乗る逆賊どもは、カナン街道の中ほどで馬ば防ぼう柵さく、乱らん杭ぐいの設置を開始しております」

「我らの騎兵と戦車を恐れているようですな」

「しかしながら、作業は捗はかどっていない様子でした。あの不慣れな様を見る限り、作業に当たっているのは急きゅう遽きょ駆り出された民たちかと」

「……ふむ」

　バルザックは顎あごを擦こすり、考える。

「ヤヴィツ峠についてはどうであったか？」

「峠道に敵勢は見当たりませんでした。ですが峠全域を調べるには時間が足りず。もうしばらくお待ち頂ければ」

「いや、峠で陣を構えられていなければそれで良い」

　少数の伏兵は覚悟している。戦車を活用すれば被害も抑えられる。狭い峠道で柵や乱杭を築かれていれば厄介だったが、杞き憂ゆうのようだ。そこまで手を回す余裕がないのだろう。

「地元の狩人の話によると、兵の大半はマドレス周囲に集められているようです」

「……どうやら、州都を最優先で固めているようですな。カナン街道の中ほどで、我らを待ち受けるつもりでしょう」

「閣下、報告を聞く限りでは、ヤヴィツを抜けることは可能と存じます。相手もコインブラを征圧したばかりで、軍をすぐには動かせぬはず。急襲するならば今が最大の好機かと」

　参謀が慎重策を取り消し、積極策を申し出る。バルザックも同じ意見だ。むしろ、時間をかけて馬防柵の設置を許すほうが、後々面倒なことになる。輜し重ちょう隊や攻城兵器などは、街道を使わなければ移動に時間と労力が掛かりすぎる。マドレスを落とすためには、カナン街道の征圧は欠かせない。

「よし、騎兵と戦車隊を先行させるぞ。前線指揮は私が行う。歩兵は輜重隊を護衛しつつ、後に続け」

「恐れながら、将軍が先を行かれる必要はないのでは？　他の者に任せても問題はありませぬ」

「いや、今は臨機応変の指揮が求められる。後方で吞のん気きに構えていられる余裕はない。老いたりとはいえ、これでもバハールの騎士。若い連中に後れをとるつもりはないぞ」

　バルザックが言い切ると、反論は一切なくなった。参謀たちは敬礼の後、早速準備に取りかかり始める。これからは時間が勝負になる。相手が防備を完成させる前に襲撃し、作業に当たる兵を撃破。更にロックベルを占領し後続を待つ。困難かもしれないが、熟練のバハール騎兵にならできる。戦車隊には新兵も多いが、騎兵は古参兵で揃えられた精鋭部隊。バルザックは彼らの武力と勇敢さを心から信じているのだ。




　夜の闇に紛れて、バルザック率いる騎兵隊、その後に戦車隊が列を為してヤヴィツ峠を進んでいく。昼夜を問わず強行し、まずは街道で作業中の敵勢を蹴け散ちらさなければならない。

（月明かりが差しているのは助かるが……。それにしても、静かすぎるな）

　山の木々から漏れてくる鳥の鳴き声が不気味だ。まだ夏は過ぎていないというのに、些か肌寒く感じる。

　何か嫌な予感がして、参謀に確認する。

「敵の伏兵の気配はないか？」

「現在のところ異状はありません」

「そうか。何かあったら、すぐに報告するのだ。急がねばならんが、不意を突かれて被害を出してはなんの意味もない」

「はっ！」

　バルザックは左右に高々とそして深く生い茂る木々に、目を凝らす。

　最も危険なのは今なのだ。

　もちろん、備えはしてある。万が一襲い掛かられたら、下馬して戦車を盾にして戦うよう指示はしてある。四千の兵が一丸となって戦えば、少数の伏兵ならば軽く跳ね返せる。だからこそ、バルザックは危険を伴う夜間に移動しての急襲策を実行に移した。

「……やはり、これは静かすぎる」

　バルザックは、先ほどの比ではない程の違和感を覚えていた。何が原因かは分からない。敵兵の姿は未だ見当たらない。なんの問題もないはず。参謀たちの様子には変わりはない。

　背筋に冷や汗が流れ落ちる。長年の経験が、自分に何度も警告してくる。今すぐに引き返せと。

（だが、なんの確証もなく引き返す事などできるわけがない。我らはバハール騎兵。その名を汚すようなことはできぬ）

　指揮官が臆病風に吹かれていると悟られてはならない。バルザックは恐怖を振り払うように、前方に掲げられる三剣旗を見る。松明たいまつの明かりに照らされて、バハールの誇りが揚々とたなびいている。

「閣下！　先の道が、切り倒された木々で塞がれております。行軍に差し支えますので、除去にとりかかってよろしいでしょうか？」

「よし、全軍を一旦待機させる。前方の兵は除去作業にかかれ！」

　バルザックが命令すると、敬礼して兵が駆け出していく。先ほどの報告にはなかったことだ。おそらく、時間稼ぎのつもりなのだろうが、無駄なこと。精々一時間程度しか稼ぐことはできない。やるならば落石で完全に塞ぐべきだ。だが、そんなことをすれば、州境付近の領土との連携が途絶える。妨害が中途半端になったのはそのためだろう。

「赤輪軍などと民の代弁者を名乗った以上、領土を見捨てることはできないということか。我らにとっては好都合だったがな」

　──バルザックが一瞬気を抜いたそのとき。前方に夥おびただしい数の火矢が殺到し、悲鳴が峠に木霊こだまする。

「て、敵襲!!　コインブラの伏兵です！」

「やはり虫どもが潜ひそんでいたか！　全員、下馬して戦車を盾にしろ！　相手は少数、落ち着いて対処すれば問題はない!!」

　バルザックの号令で、全員が統率の取れた動きを見せる。素早く戦車の陰に隠れ、馬を座らせ被害を最小限に留める。敵の居場所が分かり次第、そこに兵を向かわせて殲せん滅めつする手て筈はずとなっている。

　──だが。

「か、閣下！　せ、戦車がッ！」

　参謀が顔を強こわ張ばらせて驚きょう愕がくの声をあげる。火矢が地面、いや、岩のようなものに刺さった瞬間、凄まじい音を立てて炸さく裂れつしたのだ。余波を受けた戦車は引っくり返り、下敷きになった兵たちは身動きをしない。

『た、ただの火矢じゃないのか!?　一体、なんだってんだよッ！』

『おい、地面に何か埋まってるぞ！』

『敵襲ッ！　敵襲ッ!!』

　更に火矢が殺到した後、猛々しいラッパの音とともに、敵勢が怒声を上げて高台から駆け下りてくる。敵勢は凄まじい混乱状態にあるバハール兵に襲い掛かり、戦車に対しては壺のような物体を投げ込んでいく。その数秒後、戦車から光が逬ほとばしり、悲鳴と爆音があがる。

「一体何が起きている！　なぜ頑強を誇る戦車があれほど容易たやすく破壊されるのだ!?」

「わ、分かりませんが、ここは危険です！　今はお下がりください！　後続と合流し態勢を立て直しましょう！　これでは戦いになりませぬ！」

「よし、全員、一旦退ひくぞ!!　態勢を整え、反撃に移る!!」

　バルザックが号令を掛けて退こうとしたとき、後方の崖上から大量の丸太が雪崩なだれをうって転がり落ちてくる。後ろの隊列から悲鳴が木霊する。木々に偽装して準備させていた罠か。闇夜では見分けなどつくわけがない。

　下敷きになった者たちは助けを求めて必死に足あ搔がくが、そこに火矢が打ち込まれる。炎は凄まじい勢いで燃え盛る。丸太にも油が染み込ませてあるのだろうか。炎の壁が夜の空目掛けて、盛大に立ちはだかる。前後を塞がれ、退路はない。

「──な、なんたることだ」

　バルザックは思わず絶句する。完全に死地へと追い込まれてしまった。

『うぎゃああああああッッ!!』

『だ、誰か、た、助けてくれ！　あ、熱いッ！　火、火がッ！』

『バ、バルザック様!!　お、お助けください！』

　兵の助けを呼ぶ声。炎の明かりで、こちらを見下ろす敵勢の旗が確認できるようになった。見覚えのある、二に槌ついの紋章旗。ノエル・ヴォスハイトのもの。カルナス城じょう塞さいを焼き払い、兵を煉れん獄ごくに陥れた炎の悪鬼だ。

「──あれは、あの旗は、悪鬼ノエル・ヴォスハイトか!!　いつウィラ島から帰ってきていたのだ!?」

　敵が連戦で疲弊している軍勢だからこそ、バルザックは強気の選択をした。敵にノエルがいると分かっていれば、急襲策など取らなかった。あれは、以前もここでアミルを討ち取らんと奇襲を目もく論ろんだことがある。

「閣下！　馬と戦車を捨て、山中に逃げ込みましょう！　このままでは焼け死ぬだけです！　闇に紛れてしまえば、これ以上の追撃を受けることもありません！」

「口くち惜おしいが止むを得ん！　敵は恐るべき悪鬼、この状態ではとても戦えぬわ！　今は犠牲を最小限に抑える！」

「──撤収、撤収だ!!　馬は捨てて山中に入るんだ！　急げ！」

「死に損ないの悪鬼めがッ!!　だが、この借りはいずれ返して──」

　怒りと恥辱で剣を握り締めていたバルザックの言葉が、突如止まる。

「……閣下？」

　それを不審に思った参謀たちがその顔を見ると──。

「ひ、ひいっ!!」

「か、閣下！　閣下ッ!!」

　バルザックの眉み間けんに、燃え盛る火の矢が深々と突き刺さっていた。鏃やじりは重厚な兜を貫き、赤いものが絶え間なく流れ出ている。両目を大きく見開いたまま、バルザックは絶命していた。

　参謀たちは慌てて眉間の矢を抜こうとする。だが、助けようとした参謀たちにも、喉のど下もと目掛けて火矢が打ち込まれる。次々に悲鳴が上がり、屍しかばねが重なっていく。




「矢がなくなるまで打ち続けて。降伏するつもりもないみたいだし」

「了解です！」
















　ノエルは容赦なく火矢を打ち込ませる。戦車の残ざん骸がいに、敵が潜んでいるのを先ほど確認した。ここまで来て余計な犠牲を出す必要はない。矢がもったいないが、後で作れば良いだけの話だ。だが、燃焼石は本当に残りが僅かだ。これ以上は無む闇やみに使えない。採掘しようにも、そちらに手を回している時間がなかった。後で補充させたいが、その時間を帝国が与えてくれるかどうか。

　幸い、戦車に奇襲を仕掛けたドルカス隊にはほとんど損害は出ていない。混戦覚悟の夜襲だったので、これは僥ぎょう倖こうといえるだろう。

　一方、最高指揮官を失ったバルザックの騎兵隊、戦車隊の四千は、最後まで混乱状態から立ち直ることはなかった。山中に逃げ込んだ者はほとんどが助かったが、その場で戦うことを選んだ者は焼死するか、射ぬかれて死ぬこととなった。

「隊長、そろそろいいんじゃないですか？　この通り、敵将の首も拾ってきましたぜ。名前は分かりませんがね」

　ドルカスが、指揮を執るシンシアと夢中で矢を打ち込んでいたノエルに兜首を見せてくる。

「これが敵将？」

「こ、これはバルザックだぞ！　まさか、前線に出ていたとは！」

「シンシア、その人知ってるの？」

「知ってるのも何も、バルザックはバハール将軍にして代官も務めている男だ！　つまり、バハール最高指揮官を討ち取ったということ、これは大手柄だぞ！」

　シンシアが興奮しているが、ノエルは気にせず弓に矢を番つがえる。適当な敵兵を殺そうとしたとき、嫌いやな音がして弦が切れてしまった。幸運な敵兵は剣を捨てて、両手を上げて降伏の意を示してきた。続けて他の敵兵も剣を捨てる。改めて殺す必要もないので、白蟻党に命じて捕縛させる。

「これだから、弓は駄目だよね。脆もろすぎるよ」

　ぽいっと投げ捨てるノエル。これは宝物ではないので、捨てることを惜しいとも思わない。

「かなり頑丈に作らせたんですがね。弦も特製の奴ですぜ。こりゃ、隊長の力がすごいってことでしょうな」

「うーん、となると相性の問題かな。一回の戦闘で確実に一つは駄目にしちゃうし。きっと弓は向いてないんだよ。次は銛もりでも投げることにしようかなっと」

　そう笑いながら、火矢を摑つかんで適当に放り投げた。途中で勢いがなくなり、ぽとりと落ちる。当たり前だが勢いが足りない。銛なら、そのまま戦車を貫きそうだ。でも、何本も放り投げていたら在庫がすぐに切れてしまうだろう。難しいところである。

「さて、そろそろ勝ち名乗りを揚げましょうや。どうやら、かなりの手柄のようですし」

「うん、そうだね。久しぶりに、元気にやろう！　──じゃあ、いくよ？」

　ノエルが大きく息を吸い込んだ。

「統一コインブラ軍ノエル・ヴォスハイト！　バハールの将バルザックを討ち取ったり!!　やったー!!」

　峠全域に響くように大声で叫んだ後、ノエルは高らかに二又槍を突き上げた。それにつられて、対とい面めんの山中に潜んで矢を撃ち込んでいた兵たちも大歓声を上げる。シンシアもいつの間にか拳を上げて喜んでいる。その顔には精気が戻っていたので、ノエルは嬉しくなった。

「流石はノエル隊長だ！　白蟻党は一生ついていきますぜ！」

「ウィラ島の誇りだ！　悪鬼様ばんざーい！」

「おいてめぇ、何をしゃしゃり出てきてんだ！　ノエル隊長はうちらの隊長だ！　新参の余所よそ者ものはすっ込んでろ!!」

「うるせぇ！　付き合いなら俺たちのほうが長いぜ！　お前らが引っ込んでろってんだ！」

「ああ!?　俺たちは三年前から隊長の部下なんだぞ？　そのふざけた顔ぶっとばされてぇか！」

「一年も一緒にいなかったくせに吠ほえてんじゃねぇぞ！　元海賊の力思い知らせてやらぁ！」

　喧嘩を始めた兵たちを見かねて、ようやくドルカスが制止に入る。戦闘中だったら全員懲罰を与えるところだが、もう終わっているので特に問題はない。元気がよくていいことだと、ノエルは満足そうに頷いておいた。

「さて、これからどうする？　敵の後続は撤退を始めたようだが。追撃は──」

「それは、やめておこうか。少し疲れちゃったし。敵も偉い将軍を討ち取られちゃったんだから、当分は動けないだろうしね。戦果は十分じゃないかな？」

　ノエルが得意気に笑うと、シンシアも賛成だと頷いた。

「お前らしからぬ冷静な判断だ。本当に成長したな」

　だが、ノエルは少し考えた後、意見を撤回することにした。

「やっぱりちょっとだけ追いかけようか。なんとなく、攻めどきな気がしてきちゃった」

「おい、褒めた途端に意見を撤回するな！」

「いいからいいから。私の旗を掲げて、ちょっと脅かしに行こうよ。上手くいけば、恐怖心を植えつけられるかも。リグレットじゃないけど、この積み重ねが後で効いてくると思うな」

　ノエルはバルザックの首を二又槍に括くくりつけて追撃を仕掛けることにした。連戦の兵たちも、勝利の興奮でまだ十分に動けそうである。ノエルはドルカスにラッパを吹かせた後、突撃の号令を下した。

「全軍突撃するよ！　徹底的に追撃し、コインブラ軍の強さを思い知らせてやれ！　敵は殺し、物資は奪い取れ!!」

『応ッ!!』

　すでに敵には戦意がなく、ノエルの二槌旗と指揮官の末路を見てしまったバハール兵たちは一気に潰走した。大して敵に打撃は与えられなかったが、輜重隊の物資を手に入れることができてしまった。

「大戦果だけど、リグレットが後で文句を言ってきそうかな」

「ここまで戦果を挙げるとは思わなかっただろうからな」

「へへっ、あの陰険女にはいい薬ですぜ。最近図に乗ってるみたいで、うるさいったらありゃしねぇ！」

「あれでも、少しは明るくなったんだよ。よく見ると違いが分かるんだけど」

「そりゃ隊長、目が悪くなった証拠ですぜ。いつもの眼鏡をかけたほうが宜しいかと」

「やっぱりそうかな？　どれどれ、ちょっと掛けてみるね」

　ノエルは眼鏡を取り出し、得意気にくいっと上げて見せた。ドルカスはうんうんと満足そうに頷いた。シンシアは呆れた表情を浮かべている。

「流石に古くなってきたようだし、今度、新しい眼鏡を買ってやろうか？」

「いやいや、これがいいんだよ。さーて、そろそろ帰ろうか！　若君やイルヴァンたちも、こんなに沢山のお土産を持って帰れば喜ぶよね！　立派な馬もこんなにいっぱいいるし！」

　ノエルは主を失った荷駄隊の馬に抱きついた。騎兵を育てるのは簡単ではないが、馬は色々なことに使うことができる。最初に思い浮かんだのは、馬に乗っての散歩だが、用途については後でゆっくり考えれば良いだろう。しばらく、時間ができたのは間違いないのだから。

　しかし、最近は勝利が続いている。そのうち、負けることもあるかもしれないが、死ななければ問題はない。

　だが、偉くなったらそんなことを言っていられないときもあるだろう。ノエルは、自分だけでなく沢山の仲間の命を背負ってしまっている。かつて降伏したときよりも、ずっと多い。見捨てることはもうできない。

（偉くなると、仲間が増えていいこともあるけど、色々と大変だ。でも、一人で寂しく死ぬよりはいいのかな。それに、毎日本当に楽しいし）

　穴の中で、名前すら持つことができずに雨に打たれて死ぬことを考えれば、どんな状況でも天国のようなものだ。もしも死んでしまったとしても、今度は一人ではない。皆も一緒だ。一生懸命やった後であれば、笑って死んでいけるかもしれない。もちろん、そのときにならないとどんな顔なのかは分からないし、確認しようもないが。

　ノエルはそんなことを考えながら、馬の背中に飛び乗った。
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　──ホルシード帝国、帝都フィルーズ。

　会議室では、皇帝アミル、宰相ミルズ、武官、文官たちが列席し、懸案事項について議論が交わされていた。議案は、リベリカ大陸における反乱への対処、ムンドノーヴォ大陸遠征、そして、極限までの人体の強化を図るという天陽計画の是非についてだ。

「いやぁ。天陽計画の開始には反対意見が多いようですねぇ」

「……ミルズ様。恐れながら申し上げます。そのような莫大な金、資源、人員が一体どこに存在するのでしょうか。ヴェルダンへの派兵を増強するだけでも、財政は困窮しているのが現状なのです」

「これはこれは異いなことを仰られる。いいですか？　なければ作り出す、あるいは搾り出せばいいのですよ。例えばコインブラを御覧なさい。ないないと喚わめいていたくせに、我々帝国に歯向かう元気はありました。まだまだやり方が手て緩ぬるい証拠でしょう」

　どこまで本気か分からないミルズが、おどけながら手を上げてみせる。

「彼らは死の寸前まで追い詰められたために、反乱を起こしたのです。もはや搾れるものなど、血しかありますまい。……陛下、これ以上の軍備増強はいかがなものかと」

「私も同意見です。いっそのこと、多額の軍事予算についても見直してはいかがでしょうか」

　慎重策を述べた文官たちに、武官から異論が挟まれる。

「馬ば鹿かなことを申すな。それでは、ヴェルダン州の維持が危うくなるぞ。今は成功が見込めぬ新計画よりも、現行の暁計画に全力を注ぐべきだ」

「これ以上ムンドノーヴォ大陸にこだわっていれば、本当に取り返しがつかなくなりますぞ。この上はヴェルダン州の放棄も考えるべきです。足元が揺らいでは、新たな領土を獲得しても意味はないでしょう」

「何をぬかすか！　そんなことをすれば、今まで流した血がすべて無駄になるではないか！　我らは必ず勝利するのだ！」

「貴官はいつも剛ごう毅きなことを言われるが、状況は苦しくなるばかりではありませんか！」

「文官ごときが私を愚ぐ弄ろうするかッ!!」

　武官と文官たちが怒声を上げて応酬を繰り広げるが、意見が纏まとまることはない。いつもと変わらぬ光景である。

「まぁまぁ少し落ち着きましょう。まずは反乱を直ちに鎮圧することが肝要です。その上で、彼らから血の一滴に至るまで搾り取ってしまえばよろしい。彼らの尊い犠牲を以もって、ムンドノーヴォ大陸での支配圏を広げます。そこから大量に物資を搾取し、帝国を豊かにすれば良いのです」

　ミルズの言葉に一同が沈黙する。アミルは特に反応を示すことはない。現在の方針は維持するということだ。遠征の中止など最初から頭にない。

「……ミルズ。天陽計画も良いが、第二次暁あかつき計画についてはどうなっているのだ。詳細を知らせよ」

「はい、追加分についてはすでに作業は完了しております。現在は大陸から連れて来た子供を第三次に向けて育成中でございます。その中から、イキの良いのを天陽計画に転属させたいと考えております」

「そうか。予定数が作られるのであれば問題はない」

「アミル様の力になりたいと、ベフナム様は非常に乗り気でいらっしゃいましたよ。天陽計画が成功すれば、経費はより安く、肉体は更に増強されます。しかも忠誠心を与えるための時間が半分になるとのこと。まさに良いこと尽くめというやつですねぇ」

「流石は父上といったところか。私も負けてはおられぬな」

　アミルは小さく頷き、表面上は感謝を表しておく。

　現行の暁計画は、皇帝の地位を退いたベフナムが指揮を執とっている。それと並行して、ひたすら教会の研究所に籠り、狂った実験を繰り返している。その行動を名目上統括しているのがミルズだ。ベフナムが勝手をしないようにするための監視役である。

　強化処置を施された人間たちは育成所へと送られ、厳しい訓練と教育という名の洗脳が行われることになる。この躾しつけに手間取っているのが現状の課題である。時間を削減できるのであれば、長期的に見れば利益のほうが大きくなる。

（父上がここまで強化兵に関する計画を私物化していたのは、少々想定外だった。太陽帝の秘法を隠し持っているという噂もあるが。……案外、事実なのかもしれんな）

　苦境を脱するためにも暁計画に全力を注ぎたいのだが、研究所についてはアミルの手が届かない。ベフナムが計画の詳細をこちらへ回そうとしないためだ。使者を送っても干渉無用とはね付けられる。アミルが皇帝の座に就いた現在ですら、黎れい明めい、暁の全容については理解できていない。

　監視役に就けているミルズも深入りできてはいないらしい。研究所の周囲は、ベフナムの息が掛かった強化兵たちにより固められている。襲撃して研究成果を奪取するのは非常に難しいだろう。

　ミルズの話では、現在はベフナムなくしては暁計画の実行は不可能とのこと。計画に必須となる〝何か〟を肌身離さず持っているらしい。下手に手を出して雲隠れ、あるいは破壊されでもしたら元も子もない。

（やはり、父上には早めに〝病死〟してもらうべきだったか。だが、父上はすでに老齢。いずれは私がすべてを受け継ぐ。ここまできたら、慌てても意味はあるまい）

　アミルとしては、ベフナムに余計な口を出されるよりは、研究所に籠っていてもらったほうが有難いと思っていた。流石に、即位直後に殺すのはあからさますぎると思ったのだ。ベフナムに忠誠を誓う人間から無用な反感を買いかねない。

「父上が指揮を執る以上、天陽計画の成功は間違いないだろう。資金と物資はなんとかしよう。必要な人員は、大陸から更に連行する。エルナーズに連絡し、至急手配させよ」

「ははっ」

　アミルは命令を下した後、眉間を手でほぐす。遠征は予想以上に難航している。本来ならば、第二次遠征で大陸北東部を征圧している予定だったからだ。まさか、暁計画の兵を加えた部隊が撃退されるとは思っていなかった。それほどまでに、敵も本腰を入れてきたということ。あとは、どちらが先に音を上げるかの勝負だ。

　彼かの大陸を支配する星教会は、独自の兵力、領土は大して持っていないことが分かっている。神の権威を以もって、領主たちを名目上支配しているに過ぎないのだ。だからこそ、現在支配下にあるヴェルダン州は容易く落とすことができた。大陸南東部は信仰心が薄いらしく、領主たちは利害で動く者が多い。アミルにとっては非常に動きやすい地域であった。

（ヴェルダン州の領土を広げつつ、強化兵を増産し送り込む。国内は一刻も早く反乱を抑える必要がある。みせしめのためにも、今回は徹底的な懲罰を与えねばなるまい）

　ギヴ、カームビズの反乱には、ファリド率いる黒陽騎と十万の軍勢を当てた。現在、ファリドはホルムズ州境で戦闘に入っている。優勢との報告が入っているので、まもなくカームビズに攻め入ることだろう。

　ゲンブが奪還を図っているロングストームには、東部地帯から援軍三万を向かわせる算段だ。州都陥落前にたどり着けば、長期戦にもち込むぐらいはできるはずだ。

　コインブラで決起した赤輪軍は端はなから相手にしていない。だが、バハールのバルザックには、危急のときは援軍に向かうように伝えてはある。

　たかが平民に何ができるというのかという思いは強い。第一、南北コインブラには合わせて五万の兵がいる。鎮圧するには十分な戦力である。小火はすぐに搔かき消えるであろう。厄介なのは、ゲンブのみだ。

　一部の家臣から上がっている、遠征中止などは絶対にありえない。そんなことをすれば、皇帝の権威は一気に低下する。すべての投資が無駄になる。それは最大最悪の愚策だ。

　今やるべきは、彼かの大陸を更に混乱の坩る堝つぼに陥れること。すでに工作は始まっており、大陸各地に反教会の火種を植え付けてある。それが炎を纏い業ごう火かになるのも時間の問題。アミルはそれが焼け爛ただれるのを待ち、刃を突き入れれば良い。

　アミルは小さく息を吐いた後、本日の会議を終了すべく口を開いた。

「余の考えは纏まった。のちほど追って指示を出すゆえ──」

　と、そこに扉をノックする音が響く。会議中は、危急のときではないかぎり入室は禁止されている。つまり、何かが起こったということ。

「入れ」

「失礼致します！」

　近衛兵が入室し、敬礼する。アミルは苛つきをこらえつつ、先を促す。

「一体何事か」

「はっ！　北コインブラ、及び南コインブラが反乱軍の手に落ちました！　敵指揮官はエルガー・ルートウイングとのことです！」

「にわかには信じられぬ話だ。ウィルムにガディスは一体何をやっていたのだ。まさか子供と農民如ごときにしてやられたのか？」

　アミルは心底呆れ果てる。赤輪軍が攻勢を掛け始めたという情報は入っていた。だが、まさかこの短期間で陥落させられるとは思っていなかった。これではバルザックの援軍など間に合うはずもない。たかが平民にしてやられるなど、軍人の恥さらしである。

「はっ。その、それが……」

「なんだ、早く言え」

「は、はい。赤輪軍には、ウィラ島から脱出したノエルの姿があったそうです。裏切りが続出し、反乱軍の勢いまさに怒ど濤とうの如ごとしであったと」

　ノエル。悪鬼、ノエル・ヴォスハイト。アミルが許し、ウィラ島に流したあの小娘。その武勇を見込んで何度も勧誘したが、断り続けた愚かで頑固な女。それが、再び牙きばを剝むき、かつての恨みを晴らさんと立ち上がったらしい。

「本当に馬鹿な女だ。時勢を読むことが最後までできぬとはな。バルザックに連絡し、コインブラ領に兵を向かわせるように伝えよ。このような事態に備え、バハールには精鋭を配置してある。帝都からも討伐の兵を向けるゆえ、先に仕掛けて勢いを削がせるのだ」

　アミルの命令に、うろたえる近衛兵。

「何をしている。余の命令が聞こえなかったのか？」

「……バ、バルザック将軍は」

「バルザック将軍がどうかなされたのですか？　実に気になりますねぇ。さぁ、早く言ってください」

　ミルズが催促すると、近衛兵が目から涙を零こぼしながら叫ぶ。

「バルザック将軍は、南コインブラ州、ヤヴィツ峠において戦死なされました！　将軍を討ち取ったのは、反乱軍ノエル・ヴォスハイト！」

「……バルザックが、死んだ、だと？」

　アミルは目を見開く。

「マドレスの救援に向かうため騎兵と戦車隊を率いて先行されましたが、そこへ敵の奇襲を受けた模様です！　バハール兵の死傷者は千を超えております！」

　会議室が悲痛の声でどよめく。バルザックの戦死はそれだけ重い意味を持つ。彼は将軍というだけではなく、代官という立場でもあった。それが反乱軍、しかもかつてバハールを苦しめた悪鬼に討ち取られたとあっては、敵はいやでも勢いづく。

「失礼致します！　バハール西部の都市ラルドーにて、バハール解放戦線を名乗る者どもが反乱を起こしました！　現在、賊どもは都市トルドに向かい進軍中ですッ！」

　会議室に走り込んできた兵が、危急を告げる。

「……解放戦線」

　以前より不穏な動きがあったバハール西部。バルザックの死を好機と見て動いたのだろう。帝国に支配される前の栄光を取り戻そうという歴史の遺物、敗北を受け入れられない愚者の集まりだ。今まで寛大な姿勢で臨んでいたのが仇あだになった。アミルは今までの慈悲が、この事態を招いたかと僅かに後悔する。やはり、徹底的に粛しゅく清せいを行うべきだったのだ。

「陛下、これは一大事ですぞ！」

「どうさないますか、陛下！」

　アミルは動揺を心の奥底に沈め、いつもの表情で命令を下した。自分は、リベリカ大陸の覇者なのだ。敗北は絶対にない。あってはならない。

「東部で準備中の三万の兵をバハールに派遣し、ただちに防衛に当たらせよ」

「それでは、ロングストームが持ちこたえられませぬ！」

「ロングストームの将兵、民、物資は一時的にホルムズへ退避させよ。そもそも、彼の州はゲンブ監視のために設立されたもの。土地自体に大した価値はないのだ。他が落ち着き次第、改めて奪還すれば良い」

　ゲンブはかつての領土を取り戻すべく執念を燃やしているが、アミルから見ればそれほど価値のある州ではない。状況を考えても、突出する形になってしまったロングストームを守るのは至難の業だ。

「しょ、承知いたしました」

「ファリドと黒陽騎は、ホルムズ防衛に必要な戦力を残し、時機を見計らってバハールへ向かうよう伝えるのだ」

「しかしながら、ギヴ、カームビズの両州は如何いかがなされますか？　攻勢をかけ、間もなく敵領に雪崩なだれ込むと元帥から報告が参っております」

「あのような惰弱な州はいつでも落とせる。それよりも、大陸の要であるバハールは絶対に失うわけにはいかない。悪鬼を止めるには、再び黒陽騎の力が必要になるだろう。ただちに態勢を整え、逆賊を根絶やしにするのだ。今回は、全員撫なで斬ぎりにしてかまわん！　加担した者は一族郎党皆殺しにせよ！」

「ははっ！」

　アミルは忙せわしなく動き始めた部下たちを眺めながら、唇を嚙かみ締める。バハールが落ちれば、帝国の将兵、民に確実に動揺が走る。特に帝都の兵はバハール出身の者が多い。ギヴとカームビズは目め障ざわり極まりないが、解放戦線などという賊を放置しておくわけにはいかない。何より面倒なのはゲンブだ。ロングストームは残念だが見捨てるしかない。バハールを防衛線とし、態勢を整えて一つずつ潰していく。

（ノエルめ、まさか助けてやった恩を仇あだで返すとはな。解放戦線ともども首を刎はね、バルザックの墓前に捧げてくれる！）

　静かな怒りに震えるアミルに、相も変わらず柔和な表情のミルズが近づいてくる。

「陛下。一つだけ、試してみたいことがあるのですが」

「なんだ。遠慮なく申してみよ」

「ありがとうございます。実は、コインブラとゲンブを引き離す策をちょっと試してみようかと。失敗して元々、上手くいけば丸まる儲もうけというやつですねぇ」

「……離間の策か」

　アミルはしばらく考えた後、ニヤリと口元を歪める。

「面白いかもしれん。お前の好きにやってみるが良い」

「有難き幸せ。この、帝国宰相ミルズにお任せあれ」







　──コインブラ州、マドレス城。

　城下では、バハール軍を完膚なきまでに打ち破ったノエル隊を、民たちが狂喜乱舞で出迎える。民たちが憎んでいるのは、自分たちから税を搾り取っていたウィルム、そして遠征を繰り返すアミルに向けられている。つまり、皇帝の故郷の軍勢を打ち破ったノエルは、完全無欠の英雄なのだ。

　まるで皇帝を出迎えるかのような人混みを潜くぐり抜け、ノエルは表情を変えずにマドレス城内へと入っていった。手には、〝あるもの〟を持ったまま。

「すっかり英雄だな。もう、コインブラでお前の名前を知らぬ者はいないだろう」

「別にどうでもいいよ。負ければすぐにいなくなる人たちだし。大事なのは、苦しいときに一緒にいてくれる人。だから、前の戦いで最後まで一緒だった皆は、私の大事な仲間なんだ」

　謁えっ見けんの間では、エルガーが嬉しそうな顔で出迎えた。隣のイルヴァンはどこか青あお褪ざめた表情だ。

「本当によくやってくれた。お前の働きで、統一コインブラは新たな出発を無事迎えることができる」

「はっ、ありがとうございます！」

　ノエルは恭うやうやしく跪ひざまずき、敬意を示す。親しき仲にも礼儀あり。ゲンブで習った言葉だ。友達を困らせたくなかったら、自分も努力しなければならない。

「北のエベール、そしてこのマドレスを陥落させ、更にバハール代官バルザックまで討ち取ったのだ。コインブラの英雄と呼ぶことになんの問題もない。私としてはその働きに応こたえ、お前に将軍の地位を与えようと思ったのだが……」

　エルガーはそこで言葉を止める。

　もしかしたら将軍になれるのかなと思っていたノエルは、ちょっとがっかりした。偉くなれば、自分の考えで行動しても、前のように邪魔されない。仲間ももっと増える。

　イルヴァンが止めたのだろうかと思って視線を向けると、私は全く知らないと、首をぶんぶんと横に振っている。街で見かけた首振り人形の玩具みたいで面白かった。どうやら本当に違うみたいだった。

「実は、ゲンブのシデン殿より、お前を要職に就けるのは待って欲しいと強い要求があったのだ。本来ならば干渉される謂いわれはないのだが、彼には助けてもらった借りがある。そして、お前にとっても悪い話ではないとのこと。だから、昇進の話はしばし延期とさせてくれないか？」

「はい、分かりました！」

　元気に返事をすると、エルガーは少しだけ微笑む。そしてすぐに無表情に戻る。

「それでは、ノエル。こちらへ来い。これから招かれざる客を呼ばねばならない。私の側で、お前の意見を是非聞かせて欲しい」

「はい！」

　ノエルは布に包まれた手土産を後ろ手に持ったまま、エルガーの横に移動する。丁度イルヴァンの対になるように。つまり、この二人は同じぐらいの立場にあると宣言しているということになる。ノエルがイルヴァンに手を振って笑いかけると、彼は引き攣つった笑みを浮かべて固まってしまった。

「それでは、気は進まないが特使殿を呼べ。リベルダムからの招かれざる客人をな」




　衛兵が、一人の男を引き連れて戻ってくる。かつて、グロールの元を訪れたリベルダムの使者、グリエルだった。厭いやらしい笑みを浮かべると、恭しく片かた膝ひざをつき礼をする。

「エルガー様、おひさしゅうございます。いやはや、ご立派になられました。此こ度たびの勝利、心よりお祝い申し上げますぞ」

「その言葉、一応有難く受け取っておこう。だが、貴公は帝国に仕えるリベルダム州の人間だ。残念なことに、私とは敵同士になるな」

「ははは、そう結論を急ぐことはございませんぞ。……それにしても、勇敢だったお父上によく似ておられます。今のお姿を見られたら、さぞかし喜ばれたことでしょう」

「グリエル殿、余計な言葉は聞きたくない。先に言っておくが、私は貴公のことを全く信用していない。父はそなたたちの言葉に乗せられ破滅したのだからな。私は、それを忘れたことは一度もない」

　エルガーは怒りを露あらわにしながらも、語気を荒らげることだけはなんとかこらえる。

　それを見たグリエルは、自分のペースに持ち込めたことを確信する。交渉においては百戦錬磨の自信を持っている。怒らせて、感情を混乱させたところで、急所を抉えぐる。グリエルはこの手でグロールを罠に引き込んだ。

　エルガーは指導者としてまだまだ経験が浅い上に、甘やかされてきた小僧に過ぎない。今は指導者の地位にいるが、お飾りのようなもの。赤子の手を捻ひねるより容易い任務である。

「いやはや手厳しいお言葉です。しかし、今日はかつての非礼をお詫わびしようと、素晴らしい手て土産をお持ちいたしました。きっと、喜んでいただけるものかと」

「……何を持ってきたというのだ」

　訝いぶかしがるエルガー。グリエルは懐から一通の書状を取り出す。

「貴方の叔父上、皇帝アミル様からの書状にございます」

「貴公は私を馬鹿にしにきたのかッ!!　アミルは我が父の仇かたきではないかッ！」

「先ほども申しましたが、ことを急いてはいけません。まずはご確認ください。どなたか、この書状をエルガー様にお渡しいただけますでしょうか」

　イルヴァンが進み出て、グリエルから書状を受け取る。皇帝の印が押された書状。エルガーが中身を読めと、イルヴァンに目で合図する。

　イルヴァンが封を解き、一同に聞こえるように書状を読み上げる。

　──コインブラにおける窮状は聞いていた。此度の行いは、民たちの声に押された義挙であると心得ている。本来、コインブラの太守の座にはヴァルデッカの者が就くのが正当である。不幸な諍いさかいはあったが、それは今まさに正すことができると認識している。ホルシード帝国四代皇帝、アミル・ヴァルデッカが告げる。南北コインブラの統一を認め、民の代弁者たるエルガー・ルートウイングをその太守に任命する。また、これを受領次第、エルガーはヴァルデッカ姓を名乗ることを許可する。これはグロールにも適用され、彼かの者の名誉は直ちに回復されるであろう。

「……この私を、太守にするだと？」

「はい。率直に申し上げれば、和平の申し出にございます。そして、これからはともに歩んでいきたいと仰おおせでした。先の戦のこと、陛下は常にお心を痛めておられました。……いかがでございましょうか。悪くない条件だと思いますが」

「…………」

　両目を閉じ考え込むエルガー。

「貴方の後ろ盾であるゲンブは確かに強い。しかし、かつて太陽帝の前に無残に敗北したことを忘れてはいけません。此度も、ファリド元帥率いる黒陽騎が出向けば、同じ結果を辿ることでしょう。これ以上の戦は貴方に大義はありません。ただの復讐に過ぎなくなる。違いますかな？」

「確かに。グリエル殿の話にも、一理あるのかもしれない」

　エルガーは目を開き、興味を示したような表情を浮かべた。

「流石はエルガー様です。今重要なことは、民を安らげ、国を豊かにすることです。人の上に立つ者は、私心を捨てねばなりませぬ。恨みを捨てて再び帝国に属し、内政に専念するべきです。さすれば、貴方は偉大なコインブラの太守として名を残し、お父上もまた名誉を回復されることでしょう！」

　グリエルは演技ぶった身振りとともに断言した。

「グリエル殿の話はとてもよく分かった。実に、素晴らしい内容だと思う。イルヴァン、お前はどう思った？」

「はっ。我らはエルガー様が選んだ道をともに進むのみ。どうかお心のままにお進みください」

　イルヴァンは回答を保留した。ここは自分の出番ではないと理解しているのだ。

「そうか。では、我が友ノエルよ。グリエル殿の話をどう思ったか」

　こっそりと眼鏡をつけていたノエルが、笑顔を作る。エルガーはその変わりように噴き出しそうになったが、なんとかこらえる。

「私もとても素晴らしい話だと思いました。──百害あって一利なしの笑い話です！　グリエル殿の言う通りにすれば、再び破滅への道を進めることでしょう！」

「い、いきなり何を仰られるのか！」

　グリエルが声を荒らげると、ノエルは眼鏡をくいっと直して格好つける。そして、リグレットの真似をする。

「いい？　誰がどう見ても帝国は落ち目、落陽なの。子供じみた野望を抱いて他所の大陸に手を出して、足元を疎かにする愚かな皇帝だし。そんな人間に太守の地位を安堵されたって、なんの保証にもならないでしょう？」

「無礼ではありませんか!!」

　グリエルは交渉の基本を忘れて怒鳴っていた。あまりに目の前の女の言い様が癇に障ったからだ。自分を虫のように見下す目、耳に障る口調。どうしてもこらえることができなかった。一度線を越えてしまえば、もう戻ることはできない。グリエルはしまったと思いつつも、謝罪することができなかった。

「リベルダムも余裕がないことくらい知っているのよ。だから皇帝にご褒美をもらいたくて、わざわざお遣いにきたんでしょう？」

「ち、違う！　私は平和のために──」

「噓ばっかり。だって、貴方のところも疫病やらなんやらで落ち目だものねぇ。あはは、皇帝の犬なのは三年前と全然変わらないみたい。ほら、いつもみたいに尻尾を振ってみなさいよ」

　ケタケタとノエルが笑ってやると、エルガーたちもそれに合わせて笑う。グリエルは怒りで震えている。ついでに、誰の真似をされているか分かっているリグレットも怒っている。

「この逆賊どもがッ！　貴様らなど、帝国が本気を出せばひとたまりもないのだぞ！」

「あらあら。その逆賊を太守として認め、しかも偉大なヴァルデッカ家に戻そうとしてたの？　皇帝陛下は本当に頭が悪いのね。そんなところに戻るなんて、やっぱり有り得ないわ。エルガー様、そんな書状は燃やしてしまったほうが宜しいかと」

「イルヴァン、跡形もなく燃やしてしまえ。心底目障りだ」

「御意」

　イルヴァンが蠟ろう燭そくの炎にかざして書状を焼き尽くす。あっと言う間に灰になり、風に吹かれて姿を搔き消した。

「こ、後悔なされますな！　いずれは、お父上と同じ末路を辿ることになりますぞ！」

「それはこちらの台詞だ。必ず報いを与えるとアミルに伝えておけ！」

「エルガー様、遠路はるばる来てくれたグリエル殿を手ぶらで帰すのもどうかと思います。お土産を渡してもよろしいでしょうか」

「それは構わないが。一体何を渡すつもりだ」

「それは見てからのお楽しみ！」

　ノエルが足元に置いてあった包みを取ると、グリエル目掛けて放り投げる。グリエルがつい受け取ってしまうと、その勢いで布がはらりと落ちた。

　──それは、人間の首だった。

「ひ、ひいっ!!」

「私が討ち取ったバルザック将軍の首。偉大な皇帝陛下に届けてあげてくれる？　きっと喜ぶから」

「ノエル、些か奮発しすぎではないか？」

「そうですか？」

　とぼけたエルガーに、ノエルも悪乗りする。一方のグリエルは腰を抜かして立ち上がることができない。

「だが、偉大な叔父上への挨拶代わりには丁度良いかもしれんな。さて、これ以上話すこともないだろう。──衛兵、特使殿がお帰りだ。その首ともども城から叩き出せ!!」

「はっ！」




　グリエルが強引に連れ出された後、エルガーは全員に告げる。

「もとより、あのような話を受ける訳がない。感情を抜きにしても、帝国に戻るなど有り得ない。再び搾取されるだけだ」

「……戦になるでしょうが、再び地獄に戻るよりはマシでしょうな。降りかかる火の粉は、払わねばなりません」

　ペリウスが同意する。先ほどまで黙っていたのは、これが芝居だと見抜いていたからだ。もとより、この状況で帝国に戻るなど悪手の中の悪手である。他の州が鎮圧され次第、確実に滅ぼされるだろう。

「エルガー様、今回の件は断られることを見越して使者を送ってきたと見るべきです。民の安あん寧ねいな生活よりも、父の復讐を優先したと悪評を立てるためにです。工作任務を帯びた密偵が、すでに潜り込んでいるかと」

　イルヴァンが険しい顔で懸念を示す。

「では、どうするのが最善だと思うか」

「無視をすれば、相手の術中に嵌はまるのと同じこと。ならば、正直に民に打ち明けてしまうべきです。高札を各都市に立て、今回の一件を大々的に知らしめましょう。民は疲れ、戦に嫌悪を示しているのは確かです。ですが、搾取される日々に戻ることも彼らは望んでおりますまい。帝国の和平の申し出を、断腸の思いで蹴ったという印象を与えてしまえば問題ありません」

　地獄を抜け出すために民たちは赤輪軍に参加して剣を取ったのだ。次の戦を回避するために再び地獄に戻るというのでは、なんのために立ち上がったのか分からなくなる。

　だが、疲れている民たちが目先のことに囚とらわれる可能性もある。だから、しっかりと対処をしなければならない。

「よし、この件の対処はイルヴァンにすべて任せる」

「御意」

　イルヴァンが一礼して下がるのを見届け、エルガーは口を開く。

「我らは勝利を得たが、ともに立ち向かったゲンブ、ギヴ、カームビズといった同胞は今も帝国軍と戦っている。コインブラが疲弊しているのは事実だが、ただ見ているだけでは、再び帝国の侵攻を受けるかもしれない。そもそも、ゲンブなどの支援がなければ、決起も覚おぼ束つかなかったのだから。その恩は忘れてはならない」

　異論はあがらない。苦戦するギヴ、カームビズが陥落すれば、次に兵を向けられるのはコインブラの可能性が高い。征圧したばかりで、まだ防備の態勢を整えるにはほど遠いからだ。

「──そこでだ。帝国に対し共同で対抗する策を話し合う、〝諸しょ侯こう会議〟が開かれることに決まった。決定したのはつい先日、諸君らには黙っていてすまなかった。だが、万一にも漏れるようなことがあってはならなかったからだ」

　エルガーが告げると、一同が「おおっ」とどよめく。ばらばらに戦っていた各州が協力体制を敷くことができれば、ホルシード帝国と正面から戦えるだけの戦力が数の上は整う。帝国はすでにムンドノーヴォ大陸にも手を伸ばしているため、必然的に戦力は分散されている。状況は一気に拮きっ抗こうするだろう。

　興奮した武官の一人が声を上げる。

「エルガー様、その会議は、いつ行われるのでしょうか！」

「十日後、ゲンブ州のフレスノーと呼ばれる都市でだ。帝国に反旗を翻した、または翻そうとする者が一堂に会することになる。この大陸の歴史を変えるものになるかもしれない」

　エルガーは些か緊張した面おも持もちで述べた。この話をゲンブの使者から聞かされたとき、エルガーは身体からだの震えが止まらなかった。自分のような若輩者に、各諸侯と肩を並べるだけの器量があるのか分からなかったからだ。

　だが、今はできると信じる。自分には多くの仲間がいる。ノエルも来てくれた。皆のためにも、重圧に押し潰されないよう気張らなければならない。

「イルヴァン、そしてノエル。お前たちにも来てもらう。イルヴァンには大陸人としての知恵を借りたい。そして、ノエルはゲンブ公直じき々じきの御指名だ。決して忘れたり、寝坊することのないように」

「御意にございます。後世の歴史に残るであろう会議に参加させていただけるとは、このイルヴァン、光栄の至りです」

「はい、分かりました」

　感極まるイルヴァンとは対照的に、空返事をするノエル。

「ノエル、出発の日に寝坊しないと口に出して約束してくれ。興味のないことだと、わざと忘れる悪癖がお前にはある」

「……前向きに頑張れるように精一杯努力はするつもりです」

　ノエルが視線を逸らした。いつの間にか後ろにいたシンシアに、顔ごと視線を強引に戻される。

「エルガー様。私が確実に叩き起こしますので、この者に関してはお任せください」

「い、いいよ。一人で起きられるし」

「ならばエルガー様の前で約束しろ。寝坊せずにしっかり起きると！」

「…………あはは」

　眼鏡のずり落ちたノエルがなんとも情けない顔をしたので、一同に笑いが漏れる。エルガーの感じていた重圧も、なんだか霧散していくような気がした。よくも悪くも緊張感の欠片もない。

「全く、本当に変わらないな。では、シンシアも護衛に付き合ってもらうとしよう。諸君、これからが重要だ。より一層の働きに期待する！」

『はっ！』

　敬礼した後、ノエルはそそくさと逃げ出そうとして、シンシアに強烈な拳げん骨こつをもらう羽目になった。

　これにはエルガーも笑いをこらえることができなかった。
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　ゲンブ州、フレスノーへの出発前。ノエルはリグレットとドルカスたちから見送りを受けていた。リグレットはドルカスに引き摺ずられて無理矢理に連れてこられたらしい。残念ながら、今回彼らは留守番だ。

「で、お土産は何がいいかな。ゲンブには珍しいものがいっぱいあるんだよ。美味しいものもたくさん！」

「ははっ、俺はなんでも構いませんぜ。それより、無事のお帰りを願ってますぜ」

「私はくだらないもの以外ならなんでもいいですよ。まぁ、マドレス攻略時の私の働きを見ていたなら、相当のものを頂けるとは思いますが」

　リグレットが天にも昇りそうなぐらいの得意気な顔をしている。一方、それを見たドルカスはあからさまに嫌な顔をした。

「えっとね、じゃあ魚の干物でいいかな。焼いても美味しいし、お酒にもすごく合うんだよ。あー、思い出しただけで涎よだれが」

　ノエルが口元を拭ぬぐうフリをすると、ドルカスが嬉しそうに頷く。

「へへっ、そいつはいいですねぇ。できたらでいいんですが、ゲンブの酒でもまた買ってきていただければ。いやー、ありゃ病みつきになりますぜ」

　手で杯を作り、酒を注ぐ仕草をするドルカス。

「分かった、一番いいのを買ってくるよ。皆、この前は頑張ったもんね」

「ふん、私は食い物や酒に釣られるほど安い女じゃないの。馬鹿馬鹿しい」

　不機嫌そうに舌打ちするリグレット。しかしリグレットと一緒にゲンブに行ったとき、出された食事を残さず食べていたのをノエルはちゃんと見ている。自分用として、島にお土産で買って帰ったのもしっかりと見ていた。隠しているつもりなのだろうが、バレバレである。

　ちなみに、ゲンブとウィラ島では料理の味付けにかなりの差がある。ゲンブは穏やかな味付けで、ウィラ島は香辛料が大量に使われた刺激的な味が多い。両方とも美味しいが、リグレットはゲンブの料理が気に入ったようだ。

「そっか。それじゃあリグレットは、なんにもなしでいいね。せっかくなのに残念！」

「……まぁ、どうしてもと言うならもらってあげないこともありません。余ったりしたらもったいないですからね」

「そう？　じゃ、千匹くらい買ってくればいいかな？」

「ば、馬鹿じゃないの！　一人でそんなに食べられるわけないでしょうが！」

「あはは、全部リグレットにあげるとは言ってないよ。頑張った兵たちへのお土産にね。指揮官たるもの、ここぞというときは奮発しなきゃ。そうでしょう、リグレット参謀殿？」

　ノエルが指でつんつんとリグレットの鼻を突いてやる。リグレットは顔を真っ赤にしてそれを振り払った。相変わらず反応が面白い。おかげで島にいる三年間は全く退屈しなかった。きっとこれからもそうだろう。

「……隊長。言おうか言うまいか悩んでたんですがね。この三年の間に、少しばかり性格が悪くなったんじゃないですか？」

「えー、そうかなぁ？」

「間違いありませんぜ。この俺の鼻は誤魔化されません。どうも、隊長の近くから陰険な臭いがちらほら漂ってやがります。早く洗い流したほうがいいですぜ」

「うーん、誰かに似ちゃったのかも。一体誰なのかなぁ。なんだか心配になってきちゃった」

「へへっ、心配はいりません！　隊長が出かけている間に、原因を探しておきますぜ！」

　ノエルがとぼけると、ドルカスも乗ってくる。リグレットはキレのある舌打ちを残して、さっさと城に戻ってしまった。

「ま、冗談はさておき、本当に気をつけてくださいよ。全員、隊長の帰りを首を長くして待ってますぜ！」

『隊長、いってらっしゃい！』

『悪鬼様、どうか気張ってくだせぇ！』

「うん、じゃあ行ってくるね！　コインブラのことは任せたから！」

　ノエルは見送りの者たちに手を振ると、馬に飛び乗ってエルガーのもとに向かった。







　ゲンブの州都から少し東に行ったところに、城じょう塞さい都市フレスノーはある。緊急時において、州都の盾となるために設計された堅固な拠点だ。ある程度は自給自足もできるため、長期戦にも耐えられる。前大戦時に陥落した要塞を、ゲンブ太守シデンが改めて作り直したものだ。来るべき独立の日に備えて。

　ゲンブは、この数日の間でロングストーム州を完全に征圧することに成功している。彼の地は、元々ゲンブ人が多い土地柄。ロングストーム兵からは内通者が続出し、戦闘を優位に進めることができた。

　ロングストームの太守は早々に抵抗を諦め、戦力をホルムズへ後退させたため、大した抵抗もなく占領することに成功。シデンは、太守就任以来の悲願であった、ゲンブ旧領の奪還を遂に達成したのだった。

　その報を聞いたゲンブの民たちは戦勝に沸わき立ち、各都市や村落はお祭り騒ぎである。兵の戦意も向上し、帝国軍など蹴散らしてやると皆が意気を上げている状況だ。

　だが、このフレスノーだけは剣けん吞のんな雰囲気に包まれていた。得物を持った衛兵が隙間なく門、通路を埋め尽くし、城主の館周辺は虫一匹すら入れないほどの警護態勢が取られている。都市の周辺は常に巡回兵が往来し、不測の事態に備えている。実際、帝国の密偵らしき者たちが数名捕らえられており、厳しい拷問に掛けられている。

　それも当然で、今フレスノーにはホルシード帝国に対して反旗を翻した指導者たちが集っているのだ。今後の大陸の歴史を左右するであろう重要な会議が、これから行われる。帝国からすれば、なんとしても妨害、あるいは一網打尽にしたいところであった。

　ゲンブ武官たちの働きにより襲撃計画は未然に阻止されたが、なおも厳戒態勢は続いている。

　──非常に緊迫した空気の中、諸侯会議は始まった。

　館の会議室には円卓が置かれ、重々しい雰囲気に包まれている。各指導者の側そばでは参謀が書類と筆を持ち、付き従う護衛は常に剣に手をあて周囲の動向に目を光らせている。

　参加した面々は次の通りである。ゲンブからはシデン、参謀のハクセキ。統一コインブラからはエルガー、ノエル、イルヴァン、そして護衛のシンシア。ギヴ、カームビズの太守も側近を連れて参加している。そして、バハール解放戦線を率いるバーンズ。よく日焼けしたその赤黒い顔は、一同の中でも一ひと際きわ目立っていた。




　ノエルは会議なんてさっさと終わらせて、ゲンブのお土産を探しにいこうとしていたのだが、そうはいかなかった。意志を統一するための話し合いは延々と続き、すでに三日目に突入している。間にもちろん休憩や睡眠時間は挟まるが、それ以外はこの会議室に完全に閉じ込められている。

　ノエルからすると拷問に等しい状態だ。初日に挨拶してから一言も発言していない。自分がいる必要性を何も感じない。それでも我慢しているのは、エルガーが一生懸命頑張っているからである。

　だが何事にも限界というものはある。

（……まずい。また眠くなってきた。でも寝たら怒られるし。なんで一々こんなに話が長いんだろう）

　分かりきったことでも、一々確認するのがこの会議のルールのようだ。議事進行はシデン。要点を纏めるのは上手いのだが、他の面子の話がくどいせいで、会議は順調に長引いている。隣のエルガーは、背筋を真っすぐに伸ばし、相変わらず緊張しているのが見て取れる。イルヴァンはこういった場に慣れているらしく、時折エルガーに分かりやすく説明しており、師匠と弟子のような雰囲気さえあった。

（ちょっと散歩に行ったりしたら、怒られるだろうなぁ）

　本当に退屈してきたノエルは、大きな欠伸をしようとした瞬間に、シンシアに背中を抓つねられてしまった。背後に恐ろしい鬼がいることをうっかり忘れていた。集中力が切れてきた証拠でもある。

　シンシアは護衛役なので、席にはついていない。ほとんど立ちっぱなしだというのに、文句を一つも漏もらさない。自分も見習わなくてはと思い、背筋を伸ばし真面目に聞き入るフリをした。

　──三十秒で眠くなった。




　諸侯会議は様々な懸案事項について話し合われ、侃かん々かん諤がく々がくの様子を見せながら牛歩で進んでいく。帝国への敵てき愾がい心、憎悪については共通している。足を引っ張ってやろうと考える者はこの場にはいない。だが、後々不利にならないためにも、綿密に確認しなければならない。だから必要以上に時間がかかる。流石のシデンも実際は辟易しているのだが、それを顔に出すことはない。

「それでは、怨おん敵てきホルシード帝国に対し、各州──いや、各国が一致団結して当たるための運命共同体、〝リベリカ連邦〟を樹立するということでよろしいですな？」

『異議なし！』

　シデンの問いに、指導者たちが声を揃えて答える。三日目にしてようやく最重要の議題が決着した瞬間だ。本来なら半日で終わりそうな話だが、利権などの調整に難航したのが原因である。

　連邦樹立にあたり、ゲンブ州、コインブラ州などとされている地域は、独立を宣言した上でそのまま国家に格上げ。連邦参加国は相互防衛を絶対遵守し、攻めて来る者にはすべての国が団結して当たることが義務付けられた。つまり、連邦の樹立宣言と同時に、ホルシード帝国に対し宣戦が布告されることになる。

　各国はリベリカ連邦という枠組みに入ることになるが、権力は現在の指導者がそのまま保持する。ただし、指導者の呼称は太守から国主へと変わる。連邦全体の方針や重要事項については、諸侯会議を開催し意志を統一する。意見が割れた場合は、多数決により決定される。

　あえて帝国統一以前の王政としなかったのは、身内同士での争いを助長しかねないという配慮からだ。役職が国主になっただけで、実際は同じなのだが、国王陛下などと崇あがめられているうちに、自らこそが大陸の支配者に相応しいと思い込む可能性もある。

　各国指導者が馬鹿馬鹿しいと一いっ蹴しゅうできなかったのは、過去実際に起こったことで証明済みだからである。ゲンブとギヴは、真にくだらない理由で戦にまで発展した歴史がある。もちろんコインブラも他人事ではない。

「それでは、連邦を象徴する統一旗については、民と太陽を表す赤白の二色旗と致しますぞ。これならば手間も掛からずすぐに用意できる。異論はありませんかな？」

「それで良いと思う。金が足りないのはどこも同じだ。敵味方が識別できれば、取りあえずは構わんだろう」

「私もそれで問題ありません」

「わ、私もです」

　エルガーが緊張しながら最後に賛成の意を表す。連邦旗は、赤白が縦で分けられた単純なものが採用された。白は人民、赤は太陽の象徴。空に輝く太陽は、皇帝の私欲のためではなく、すべての人民を等しく照らすということを表したもの。

　──名目は立派だが、実際は経費削減が重視されただけである。各国は今までの遠征費の負担、今日に至るまでの戦いで財政は厳しい。意匠に拘こだわっている余裕は一切ない。

「大陸については、星教会に親善大使を派遣します。こちらでの状況を細かく説明し、敵対を避けましょう。イルヴァン殿の話によれば、向こうも余裕がある状況ではないとのこと。共通の敵を持つ同士、話が纏まとまる可能性は高い」

　イルヴァンから、大陸の情勢についての説明を受けた一同は、ひとまず誼よしみを通じるべきという意見で一致した。下手に帝国と和平でも結ばれてしまうのはまずい。こちらの状況をしっかりと説明し、共に横暴な帝国に当たるべしと訴えるのだ。最悪なのは、復讐に燃える大陸軍が、連邦領へと逆に侵攻をかけてくることだ。それだけは絶対に避けなければならない。

「帝国に疲弊を強しいるためにも、アミルには遠征を続けてもらっていたほうが都合が良い。星教会の指導者の信頼を得るために、帝国船団の妨害くらいはしても良いかもしれません。脅しをかけるだけでも、帝国船団からしたらたまったものではありますまい」

「なるほど。それは実に良い考えですな」

「他にも、色々とできることがあるかもしれん。労力は少なく見返りは大きく、これが我らカームビズの流儀だからな」

　大陸について意見を述べ合う指導者たち。悠長な進行にいよいよ我慢の限界が来た者が、声を荒らげる。

「──失礼ッ!!　大変申し訳ないが、いい加減本題に移って頂きたい！　今日で三日目、流石に我慢の限界というものだ!!　はっきり言わせてもらうが、旗や他所の大陸のことなどどうでも良いのだッ！」

「バーンズ殿、少し落ち着かれよ」

「落ち着いてなどいられるか!!　今このときも、我ら解放戦線は帝国の猛攻を受けているんだぞ！　連邦国主の方々には、是非とも援軍の派遣をお願いしたい！　私はそのために戦いを抜け出しここまで来たのですッ！」

　バハール解放戦線のバーンズが、円卓を叩たたきつけて主張する。悠長な会議に憤ふん懣まんやるかたなく、今にも暴れだしそうな勢いである。だが、バーンズの激しい勢いとは異なり、バハール軍との戦いで解放戦線は極めて劣勢に追い込まれている。

　バルザックがコインブラで戦死したのを好機と見て、解放戦線はバハール西部の都市ラルドーを占拠して挙兵した。バハール州ではほとんどの者がアミルに忠誠を誓っているが、それでも不満分子は生まれるもの。彼らは不満を抱く人間を長い時間をかけて集め、ひたすら刃を隠し、時機を待ち続けていた。時にはアミルの小細工に従って、かつてのコインブラに偽りの内通をしたこともある。

　決起した解放戦線は、ラルドー周辺は征圧できたものの、肝心の州都ベスタにはたどりつくことができなかった。予想より早く敵の増援が現れたために、ベスタへの足がかりとなる都市トルド攻略に失敗。その後はジリジリと兵と勢力圏を削られ、ついには本拠地ラルドーまで追い詰められていた。ここで挽回できなければ、全滅あるのみ。バーンズは、解放戦線の命運をこの会議に賭かけていた。故に、必死になるのも当然であった。

「バーンズ殿が焦る気持ちはよく分かる。私も、苦境にある連邦の同胞を助けたいという想いを心より抱いております。ですが、増援については少々お待ちいただきたい。連邦の各国には、我らギヴを真っ先に援助していただきたいのです。このままではギヴ領を滅茶苦茶にされてしまう。今ある領土の保持こそ、連邦にとって優先すべき命題ではありませんかな？」

「何を言われる！　貴公は我ら解放戦線を見捨てるおつもりなのか！」

「そうは言っておりません。ただ、優先順位があると言っているのです」

「ギヴ如ごときがたわけたことを申すな！　最も歴史あるカームビズの救援こそ最優先であろう！　我らはファリドの黒こく陽よう騎きとまともにやり合わされているのだぞ！　一体どれだけの被害が出たと思っている!!」

「それは暴言にございましょう。ギヴとてファリド麾き下かの兵がやって来ております。苦しいのは自分だけと思われないことですな！」

「貴様は誰に口を利いているのだ！　かつては我らの属国だった分際で！　自分の立場を弁わきまえんか！」

「今は同じ連邦の同胞のはず。今は今、昔は昔という話ではありませんでしたかな！」

　ギヴとカームビズの国主が睨み合う。帝国に支配を受ける前は、宗主国と従属国という間柄であった。そのため、両者は本来疎遠な関係なのだが、厳しい税や労役を強制してきた帝国への敵対感情は同じ。だからこそかつての諍いを棚上げして手を結び、ともに隣接するホルムズ州へと攻め込んだ。

　だが、両国ともに戦いの知識はあっても経験がなかった。指揮官から兵にいたるまで、実戦というものを知らなかったのだ。待ち構えてひたすら防備を固める守備兵を破ることができず。挙句には帝国一の精鋭、ファリド元帥率いる黒陽騎までやって来た。平野での戦いで大敗を喫した後はひたすら潰走。今では国境を破られ、領土を逆に侵攻されている。

　帝国への一斉決起の結果、勝利を勝ち得たのはゲンブとコインブラのみ。他の国は苦境に陥っていた。主導権を握り、各国からの協力と援助をなんとか引き出したい、これが諸侯会議における国主たちの本心である。

「まずは落ち着かれよ、各おの々おの方。仲間同士で憎しみ合えば帝国を利するのみ。かつての我らはその隙を太陽帝に衝つかれて敗北、惨めな屈服を余儀なくされたことをもうお忘れかッ！」

　シデンが一喝すると、場が静寂に包まれる。それをゆっくりと見回した後、息を吐いてから再び話し始める。

「皆様方の苦境、このシデン、よく理解しているつもりです。今こそ好機と見て檄げきを飛ばした手前、責任を痛感しておるのです。……そこで、かねてより内々に提案していたことではありますが、指揮官に強い裁量を持たせた軍事組織──総督府を設立したいと考えております」

「……総督府。シデン殿、本気で作るおつもりだったのか」

　国主たちが顔を見合わせる。確かに話には出ていたが、誰も本気で作るとは思っていなかった。そもそも、連邦樹立ですら夢物語であったのだから。詳細まで考えていたのは、決起の段取りを整えたシデンくらいであろう。ギヴ、カームビズは自らのことで精一杯であり、コインブラなどは国を奪い返さなければならなかったのだから。

「無論、真剣に考えておりました。連邦の最前線で帝国と戦う使命を帯びた者たちです。各国の精鋭をここに集めなくてはなりません」

「……先ほども言いましたが、我らに余裕はないのですぞ。出せる兵力は極めて限られる。そもそも、誰にその兵を任せて、一体どこに向かわせるおつもりなのか。それを聞かぬ限りは、一兵たりとも出せませんな」

　ギヴの国主が疑問を呈す。自分たちを助けてくれるなら、喜んで兵は出そう。だが、他国を救うためだけに人を出せと言うのならばお断りだ。それはカームビズ、解放戦線も同じ。コインブラのエルガーだけは、静かにただ顔を顰しかめている。

「それは当然のこと。これからすべて説明いたします。まず、被害の少ない我がゲンブが主力となり、総督府の設立に尽力するつもりです。そして、総督府はバハールの都市ラルドーに本部を置き、解放戦線のバーンズ殿を支援させます。当面は、西バハールの独立を目標とする所存です」

「ま、待たれよシデン殿！　支配圏を確立できていない地域に、貴重な戦力を派遣されるおつもりか！　我らを見捨てようとは、貴公は何を考えて──」

「我が話を最後まで聞かれよッ!!」

　激げき昂こうして立ち上がるギヴ国主を、鋭く制する。シデンの気迫の籠った視線に竦すくんでしまい、大人しく座らざるを得ない。

「私とて黒陽騎の脅威は十分に承知しています。それを承知で、なぜバハールに戦力を向かわせるか。大陸の中心であるバハールを脅かせば、アミルは絶対に黒陽騎をそちらへと向けるからだ。これは断言しても良い」

「……そう断言できる理由を聞かせてもらいたい。我らは脅威を前にしているのだ。根拠がなければ納得できぬ」

「落ち着いて考えれば至極簡単な話。バハールは皇帝アミルの故郷です。アミルが頼りにする帝都の兵の殆どは、バハール人から構成されております。地理を見ても、万が一バハールを失おうものなら、帝国領に楔くさびが打ち込まれる格好となります。この要衝は帝国の戦略上、絶対に失うわけにはいかない。つまり、そこを鋭く衝けば、ギヴ、カームビズが現在受けている脅威は減ることになる」

「……なるほど」

「……確かに、言われてみればその通りですな。頭に血が上りそこまで考えが至らず、本当に申し訳ない」

「私も戦には不慣れ故、そこまで考えが及ばなかった。シデン殿、そして各々方、声を荒らげてしまったこと心から謝罪する」

　ギヴ国主が素直に謝罪すると、カームビズ国主も続く。

「我らはともに帝国と戦う同胞です。そのようなこと、一々お気にされますな」

「お心遣い、痛み入ります。それで、シデン殿。一体誰に総督府を任せられるおつもりか。ファリドと対たい峙じさせるのならば、かなりの猛も者さでなければ話になりませんぞ」

　円卓に座る一同が、固かた唾ずを飲んでそれを見守る。総督に選ばれた指導者は、確実に連邦の主導権を握ることになる。リベリカ連邦の〝顔〟になるのだ。強力な裁量権も約束されている。

　本来であれば、指導者たちは諸手を上げて引き受けようとするだろう。野心を持つ者ならば当然だ。だが、口を閉ざしたまま誰も動こうとはしない。

「念のためにお尋ねしますが、この中で我こそはという方はおられますかな？　総督になられた方には総督府の裁量権だけでなく、諸侯会議での投票権もお渡しすることになる。代わりに、大きな責任も背負っていただかねばなりませんが」

　連邦会議で多数決にもつれた場合の投票権は、主導権を握る上では喉から手が出るほど欲しいものだ。

　だが、総督を引き受けるということは、連邦の〝顔〟になるだけではなく、〝剣〟と〝盾〟にならなくてはならない。そして、すぐに待ち受けるのは帝国の元帥ファリドとの戦いだ。確実に激戦が待ち受けている。万が一敗北を喫すれば、全責任を押し付けられるだけではなく、命まで失いかねない。常に破滅がつきまとう役職だ。まともな神経では受けられない。

「……どうやら、おられないようですな」

　シデンが場を静かに見渡した後、確認する。場にいる人間は、このままシデンが引き受けるのだろうと判断した。ゲンブが総督府の兵の大半を出すならば、特に文句はない。何より、戦上手であり、ロングストームを短期に落としたという実績もある。これまでの段取りも整えた政治力も申し分ない。各国指導者も、今は仕方あるまいといった表情を浮かべる。勝たなければ話にならない。

「……では、僭せん越えつながら私の意見を申し上げたい。私は、諸侯らと面識があり、武勇、指導力に優れ、なおかつバハール人が最も恐れを抱く人物こそが相応しいと考えます」

　その言葉を受け、場がざわめく。

「そ、それは一体？」

「ノエル・ヴォスハイト殿こそが、総督として最も相応しかろう。我らゲンブは、彼女を総督として推薦する」

「……は、はははっ、シデン殿、冗談もほどほどに」

「そ、そうですぞ。いくらなんでも無茶が──」

　ギヴとカームビズの国主が思わず嘲あざけろうとするが、慌てて口を塞ふさぐ。反射的に反対しようとしてしまったが、むしろ適任なのかもしれないと判断したからだ。

「──なぜ彼女が相応しいのか、皆様方もご存知だろうが、あえて説明させていただく。総督府は設立され次第、ただちにバハールとの戦の矢や面おもてに立つことになる。彼女は先のコインブラとバハールの戦争に参加、黒陽騎と戦った経験がある。そして、今回の決起においては、北コインブラのエベール、南コインブラのマドレスを陥落させ、更にはバハール代官にして将軍のバルザックの首級くびをあげている。武勇と統率力はもちろん、民からの評判も申し分ない。これほどの適任者が他にいるとは思えぬのです」

　シデンの言葉に、複雑な表情を浮かべる国主たち。武力はあるのかもしれないが、騎士とはいえ平民出の娘が自分たちと同等の立場に上がることに納得がいかないのだ。だが、そんなことを言っていられる場合でもない。

「……シデン殿が推す理由は分かりましたが。彼女は女の身、果たして大軍を率いることができましょうか」

「これは異いなことを。鬼に歳や性別など関係ありますまい。何より、大事なのは結果です。彼女は見事に功をあげてきたではありませんか」

「そ、それは、そうですが」

「しかし、皆様方が心配だという気持ちも分かります。故に、各国から目付役を派遣することにいたしましょうぞ」

「う、うーむ。それならば私としては問題はないが──」

「我ら解放戦線は全く問題ありません。悪鬼ノエル殿の噂は、バハールの隅々まで広がっている。敵は確実に震え上がるでしょう。援軍を頂けるのであれば、実に頼もしい」

　バーンズが強く頷く。悪鬼の恐ろしさを身を以もって知っている一人だ。かつてバハール軍として参戦した際に、ノエルの戦いぶりを目撃していた。

「先ほどから黙っておられるようだが、エルガー殿はいかにお考えか。ノエル殿は、コインブラの臣だ。貴公の同意がなければ、無理強いはできますまい」

　シデンの問いかけに、途中からこの事態を予測していたエルガーは更に苦悩する。

「……わ、私は」

　本音を言えば、大反対だ。絶対に嫌であると声を大にして叫びたい。なぜコインブラ最強の武人であるノエルを手放さなくてはならないのだ。ノエルは疑いようもなくコインブラの臣である。将軍として、コインブラをともに立て直してもらいたい。そして、一緒に国を豊かにしていきたい。それが国の幸せにつながると、エルガーは思っていた。

　だが、シデンの言葉も理解できる。連邦の同胞が敗退し、滅亡に追い込まれれば、いずれ火の手はコインブラにも及ぶ。再び四方を敵に囲まれて父と同じ最期を迎えるかもしれない。それは最も避けなければならないこと。

（私は、どうすれば良いんだ。ここでノエルを手放して、本当に良いのか？　もう、二度と帰ってこないかもしれないのに）

　手放したくないのは、ただコインブラのためだけではない。私情が多分に含まれていることを自覚している。そして、それがもう許されないということも。自分には、イルムという婚約者がいるのだ。今更破棄などできるわけもない。何かが起こることは、もうないのだ。

　すでに、ノエルは自分の為に十分働いてくれた。約束はコインブラを奪還したことで果たされたのだ。後は、幸せになる方法をともに探すということ。それは、連邦の為に自分とノエルが働くことでも成し遂げられるはず。

　そう、自分を納得させようと言い聞かせる。湧き上がる感情を抑える為に。

（一緒にいれば、私はノエルを特別扱いしてしまう。分かっていても、止めることはできないだろう）

　エルガーがノエルを重用しすぎることで、家臣たちの間に波紋を生んでいるのは分かっている。事情を察したペリウスがやんわりと釘くぎを刺しにも来ている。後始末で忙しい今は何も起こっていないが、今後とも続いていくとは限らない。限度を超えれば、天てん秤びんは簡単に壊れてしまうのだ。この状況が、いずれノエルに不幸をもたらすのではないかという予感がある。

　だから、エルガーは自分を強引に納得させた。

「…………ノエル」

「はい？」

　眠そうに目を擦こすっているノエルに、静かに声をかける。

　目が多少赤い以外は、いつもと変わらぬノエルの表情。感情が零こぼれそうになるが、必死にこらえる。自分はコインブラの指導者なのだ。私心は捨てなければならない。民の為に尽くし、働き、死ななければならない。

「お前ならば、この大任、立派に成し遂げられると思うが、どう思う」

　絶対に手放したくない、手放すべきではない宝を、連邦に委ゆだねる決断。後で、死ぬ程後悔することを覚悟した上で。

「……うーん。でも、若君のために働くって約束はどうなるの？」

「連邦のために働くことは、コインブラ、そして私のためにもなるんだ。我らはリベリカ連邦の民となるのだから。それは、お前が総督の座に就いても、変わることはないよ」

「うーん」

　ノエルはまだ悩んでいる。それだけでもエルガーには嬉しかった。

「お前はコインブラのために、十分に働いてくれた。亡き父、そして私の二代にわたってだ。お前が幸福になりたいと今も思っているならば、この大任を引き受けるべきだと、私は思う」

　エルガーが強く言い切ると、ノエルはようやく頷いた。

「うん、分かった。それじゃあ、総督を引き受けるよ」

　ノエルが軽く返事をしたので、エルガーは思わず笑ってしまった。やはり、緊張感の欠片かけらもない。今まで苦悩していたのが馬鹿らしくなるほどである。どんな地位についても、彼女が変わることはないのだろう。少しだけ羨ましく思えた。

　一方、これではたまらないといった様子で、顔を顰しかめたシデンが口を挟んでくる。

「……少々待たれよ、ノエル殿。総督を引き受ける前に、我らと約束していただきたい。リベリカ連邦のため、そして民のために力を尽くすと。貴公が、仲間を大事にするように、我らの民のことも守っていただきたいのだ」

「うん、分かった」

　ノエルは頷いたが、シデンは納得しない。ノエルの性格と癖を見抜いているからだ。守る気がない、どうでもよいことについては、『うん、分かった』と言って軽く流す。カイに調べさせたところ、貴方の話は分かったけど、特に守る気はありません、という意味とのことらしい。聞こえているということと同義なのだと。

　それを思い出したシデンは、頭痛をこらえながらもう一度念を押す。

「それでは全く足りぬ。約束すると、はっきりと口に出して宣言していただきたい。これは大事なことだ。決して誤魔化される訳にはいかぬ」

「シデン殿、そこまでしなくてもよいのでは？」

「いや、これは是が非でもやらなくてはなりません。この者には、絶対に必要な儀式。今後の禍根を断つためにも、釘を刺さねばならぬのです」

　ノエルとの交流で何回か痛い目に遭っていたシデンは、念には念を入れる。

　ノエルは三分ほど腕を組んで悩んだ後、渋々といった様子で宣言した。

「──私が総督の地位にある間、リベリカ連邦で暮らす民のために力を尽くし、また、守っていけるように頑張ることを約束します」

　ノエルは片手を掲げて、凄まじい棒読み口調で約束した。それを聞いた一同はとてつもない不安にかられたが、もうどうしようもない。気を取り直したシデンが場を上手く纏めたため、指導者たちは不安に押し潰つぶされることだけはなかった。

　──こうして、三日間に及んだフレスノー諸侯会議は終了した。




『我々四ヵ国及びバハール解放戦線は、リベリカ連邦の樹立を宣言する。同時に、連邦人民を長年にわたり虐しいたげ、不当に搾取し続けたホルシード帝国に対して宣戦を布告する。また、連邦は対帝国の尖せん兵ぺいとなる総督府の設立を発表する。初代総督にはノエル・ヴォスハイトが就任する』

　連邦に属する各国には大々的な触れと高札が出された。

　リベリカ連邦の樹立と、ホルシード帝国に対しての宣戦布告。そして、最も喧けん伝でんされたのは、初代連邦総督に平民出身のノエル・ヴォスハイトが就任したことだ。皇帝アミル、及び帝国の州にもこの情報はただちに届けられた。

　連邦民は驚愕とともに、平民上がりの新たな英雄の誕生を喜びを以もって迎え、帝国民は、恐るべき悪鬼の復活に心から脅威を覚えたのだった。




　ノエル本人はというと、シデンが予あらかじめ用意しておいた総督の鎧とマントを身につけてご機嫌だった。連邦旗と同じ赤を基調とした鎧、そして白いマントには二に槌ついの紋章が描かれている。鎧には戦いの役には立ちそうにない装飾が何個もついているが、これはこれで格好良い。ノエルは新たな宝物の誕生を喜んだ。その勢いで、城壁へと駆け上り、フレスノーの住民の歓喜と祝福の声に両手を上げて応えたのであった。

「私がリベリカ連邦の総督かぁ。なんだか、すごい偉くなった気がする。ね、大将軍と、どっちがすごいかな？」

　自分の領地はないが、偉いことには変わりない。色々と自分で決めることもできるらしい。何か失敗すれば、すぐに降ろされてしまいそうだが、そうならないように頑張れば良い。ノエルは前向きに考えた。

　これだけ偉くなれば、皆も喜んでいることだろう。いつ生まれたのかはさっぱり分からないので、ならば、今日を自分の誕生日にしても良いくらいだ。それぐらい嬉しいのだ。

「お、お前が、連邦軍の初代総督。……私は夢でも見ているのだろうか」

「なら確かめてあげようか？」

　ノエルが笑いながら拳を固めたので、シンシアは慌てて拒否する。本気とは思わないが、いつもの拳げん骨こつの仕返しを企んでいる可能性もある。

「い、いや、大丈夫だ。ちょっとだけ、眩暈がしただけだ。うむ、何も問題ない」

「そう？　でも、皆驚くだろうなぁ。帰るのが楽しみだね！」

「……本当に、大丈夫なのだろうか」

「きっと大丈夫だよ。ほら、空を見てよ。すごい綺麗な夕焼けだよ！」

　ノエルが指を差した方角を眺める。真っ赤に焼ける太陽が、山へと落ちていくところであった。だが、シンシアは別のものに目を囚われてしまった。凜りんとした顔で、夕焼けを見つめるノエルにだ。城壁に片足をかけ、得意気に腰に手を当てているだけだが、いつもとは別人のように見えてしまった。

　全身に赤光を浴び、燃えるような赤髪を風に靡なびかせるその姿は、まるで御お伽とぎ噺ばなしに出てくる英雄のようであった。
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　ノエルが一旦マドレスに帰還すると、城には統一コインブラの赤輪天秤旗と、樹立が宣言されたばかりのリベリカ連邦旗が掲げられていた。今後、コインブラは連邦の一員として再建を目指していくことになる。もちろん、帝国からの反撃にも備えなければならない。まだまだ前途は多難だ。

　そして、ノエルたちを出迎えたのはマドレスの民とコインブラ兵たちである。国主のエルガー、そして噂の新総督の姿を見ようと、皆が列を為して待ち受けていた。

　彼らの先頭で待っていたのは、誇らしげな表情のドルカスたち。その胸には総督の一番の部下と、汚い字で書かれた勲章が掛かっている。ノエルがあげたものではないので、自分たちで勝手に作ってしまったらしい。

「ノエル隊長、いや総督閣下！　総督就任の話を聞いたときは、驚いて腰を抜かすかと思いましたぜ。本当におめでとうございます！」

「うん、ありがとう！」

「総督になっても俺たちの隊長なのは変わらねぇ。白蟻党ともども、これからも宜しくお願いしますぜ！」

「もちろんだよ！　あ、お土産を買ってきたから、皆に配ってあげて。もちろんお酒もあるよ」

「へへ、ありがとうございます！　野郎ども、総督閣下からの差し入れだぞ！　有難く受け取りやがれ!!」

『ノエル総督、ありがとうございます！』

『ノエル総督万歳！』

『悪鬼様万歳！』

　ウィラ島兵は何がなんでも悪鬼と呼びたいらしい。なんだかもうどうでもよくなってきたので、好きにすればいいと思っている。

　──と、ノエルはせっかくなので新しい連邦式の敬礼で応えることにしてみた。会議で決まったばかりなので、初のお披露目である。背筋を正し、右手を斜めにして側頭部に当てる。

「ん？　総督、それはいったいなんです？」

「新しい敬礼だよ。もう私たちは連邦軍だからね。帝国式敬礼は廃止して、これからはこっちに変わるんだって。皆、そんなに大事じゃないけどちゃんと覚えるようにね」

「そりゃまた急な話で。でも分かりましたぜ。野郎ども、ノエル総督閣下に敬礼だ！」

　ドルカスが大声で号令すると、全員がノエルに向かって敬礼してきた。一糸乱れぬ行動は、中々に壮観な光景だった。個性溢れる面々なのに、統率はしっかり取れている。

「うん、ばっちりだね。文句なし！」

「へへ、ありがとうございます！」

「それじゃ、また後でね」

「兵舎の大食堂でお待ちしてますぜ。今日は朝まで祝しゅく宴えんだ！」

　ドルカスたちに騒がしく見送られ、民たちにもみくちゃにされ、偉そうな人たちに散々祝福の言葉を掛けられ、数え切れないほどの握手をさせられた後、ノエルはようやく城までたどり着くことができた。いつの間にか後ろにいたシンシアも、心なしかげっそりとした顔をしている。

「あー、本当に疲れた！」

「……うむ、私も同意見だ。皆からの期待は痛いほど感じられたが、あの勢いに囲まれるのは流石に疲れる」

「これから大宴会だけど、シンシアはどうする？」

「報告書を纏めた後に顔を出すつもりだ。私も、これまで戦ってくれた兵たちを労ねぎらいたいからな」

「そっか。それじゃあ、また後でね！」

「ああ、分かった。……いや、分かりました、ノエル総督閣下」

　シンシアが言葉を正してきたので、ノエルは心底嫌な顔をした。

「いつも通りでいいよ。なんか、すごく変な感じだし」

「しかしだな。お前は総督になったのだから」

「いいからいいから。無理すると、白髪と小皺が増えるよ」

　一瞬、鋭い目つきで睨まれたが、シンシアは溜息を吐いてから小さく頷いた。

　最近、リグレットに感化されてきたのか、余計な一言で怒られることが多くなってきた気がする。小皺云うん々ぬんは余計であった。少し気をつけようとノエルは自分を戒いましめておく。多分すぐに忘れるが。

「お前がそう言うのであれば、いつも通りにさせてもらう。実はな、コインブラからの目付役には、私が任命されることが決まった。つまり、お前の教育係はこれからも続くということだ」

「それは大変だね。きっと苦労するよ」

「お前が言うな。総督に相応しい言葉遣いと礼儀を覚えてもらうぞ。無論、軍務を疎おろそかにすることも許されない」

「うへー。これ以上忙しいのは勘弁だよ」

　ノエルは舌を出し、お手上げの姿勢を見せた。

「……ぷっ。総督ともあろう者が情けない声を出すな」

　シンシアが噴き出したので、ノエルも一緒に笑う。やはり、このほうが落ち着く。

　ノエルが総督に就任することが決定した後、後付けで様々な制約がかけられることが決まっていた。自由放任で大軍を任せてくれるほど甘くはないらしい。

　軍事行動を起こす場合は、緊急時を除き必ず各国主に連絡すること。また、総督として不適格と諸しょ侯こう会議が判断した場合、ノエルは即座に総督の任を解かれる。この決定に背いた場合、ノエルの身柄は強制的に拘束される。

　また、助言と監視が任務の〝目付衆〟が総督府に配置される。各国から数人が派遣され、ノエルの行動を逐一本国に報告することが義務付けられている。

　この目付衆には大きな権限が与えられた。目付け衆は解任動議を発動する権限を持ち、ノエルに不穏な動きがあった場合、過半数の賛成で総督を解任することができる。

　実はこの発動権をノエル自身も持っている。書類にこっそりと付け足しておいたのだ。飽きたり、面倒くさくなったら、自分から解任動議を発動するつもりだ。

　なぜこんな小細工をしたかというと、『辞めたいときはどうすれば良い？』と吞気にシデンに尋ねたら、物すごく怖い目で睨まれたからである。シデンを怒らせると、陰険な嫌がらせをしてくるので注意が必要だ。ご飯の量が減ったり、おやつがなくなったり、面倒な仕事を大量に押しつけてくる。今度は総督になってしまったので、しばらくは逃げられない。実に危険である。




　ノエルは武官、文官たちから再び沢山のお祝いの言葉を貰った後、兵舎に向かうために一人でのんびりと歩き出す。今の服装は、ゲンブで用意してくれた赤を基調とした軍服だ。上下が赤で揃っているのでかなり目立つ。

　でも大きな勲章がついているし、太陽みたいに明るくて格好良い。赤毛に赤服とかぶってしまったが、特に不満はない。今は、髪もしっかり後ろで纏まとめているので、このままどこぞの式典に参加しても問題ないとシンシアからお墨付きを頂いている。鏡を見ると、確かに立派な軍人が映っていた。なんだか別人みたいだったので、にへらと笑ってみたら、やっぱりノエルだった。他の皆も、うんうんと頷いているから間違いない。人間、役職や服装だけで変わるのならば苦労はないのである。

（総督らしくキリッとしていたいけど、ずっと表情を作るのは疲れるから止めておこうっと。無理はよくないしね）

　そんなことを考えながら、酒瓶片手に欠伸をしながら歩いていると、壁に寄りかかっているリグレットを発見した。相変わらずの憲兵服で、余計な人間を近づけさせまいという邪気を放っている。こちらを見つけると眼鏡を素早く直し、背筋を正して敬礼をしてきた。

「お帰りなさい、ノエル総督閣下」

「うむ、ご苦労。私がいない間、城の様子はどうだったか」

「はい、全く問題ありません」

「そうか、それは重畳だ。任務ご苦労だった、本日は下がってよし！」

　ノエルがそのまま敬礼して通り過ぎようとすると、後ろから服を思い切り摑つかまれた。このまま放置でも面白いかなと思ったら、やっぱり駄目だったようだ。

「ちょっと待ちなさいッ！　私は用があるから、わざわざこんなところで待っていたのよ。一体、いつまで待たせるのよ、この馬鹿！」

「そんなこと言われても、聞いてないし」

「言ってないわよ！　だからなんだってのよ！」

「あはは。すごい無茶苦茶だよね」

　ノエルが思わず苦笑すると、歯は軋ぎしりしながらリグレットが胸元を摑み上げてくる。殴られることはないと思うが、一応回避する準備はしておく。下手に反撃したら、重傷を負わせてしまうかもしれないから注意する。

「──というかね、おかしいじゃない。なんでいきなり総督になってるのよアンタは！　理解不能よ!!　本当に全然さっぱり意味が分からないわッ！」

　発狂したかのように地団太を乱れ踏んで舌打ちするリグレット。なんだか面倒くさくなってきたとノエルが思っていると、やっぱり絡んできた。

「白髪猿に散々自慢された私の気持ちが分かるかしら。コインブラの将軍を飛び越して、リベリカ連邦の初代総督ですって？　邪悪な帝国に対抗するための偉大な英雄の誕生！　平民出身のくせに、どうしてそんなことができるのよ！」

「どうしてって言われても」

「畜生畜生畜生ッ！　本当に納得できない！」

「えーと、なんで怒ってるのかな？　私は、何か悪いことをしたのかな？」

　ようやく胸元を解放されたノエルが、リグレットの肩を撫なでようとすると、強く払いのけられた。

「うるさい！　ただの嫉妬よ！」

「そっか」

「なんでアンタばっかりこんな良い目に遭うのよ！　私とアンタで何がそんなに違うってのよ！　生まれながらの才能の違いってやつ？　これが神の思し召しとでも言うのかよっ、糞っ、糞っ！」

「えーと、もしよかったらだけど代わる？　シデンにお願いすれば、なんとかなるかも」

　多分ならない。ほいほい代われないことぐらいノエルにも分かるが、他に慰め方が思いつかない。

「この馬鹿ッ！　そんなことできるわけないでしょうが！　もっとよく考えてから喋れ、この赤毛頭ッ！　いや、考えた上でわざと私を怒らせてるのかしら！　あー、本当に腹立たしい！」

　リグレットがやってられないと言わんばかりに、眼鏡を床に叩きつけた。意外と丈夫なようで、皹ひびは入っていない。

「私はどうしたらいいのかな。私が謝るのも、なんか変だよね」

　リグレットは大きく息を吸って吐いた後、語気を抑えて冷静な仮面をかぶった。口元がひくついているが。

「もちろんです。これはただの八つ当たりですから。偉大な英雄様に愚痴を零したらすっきりしました。……本当に申し訳ありませんでした。以後気をつけます」

「うん。はい、これ。壊れてないみたいだから、良かったね」

　ノエルは眼鏡を拾って渡してやった。リグレットは何事もなかったかのように、それをつける。

「……本当は、嬉しい気持ちがないこともないんですよ。一応、貴方は私の知人に当たります。その中から、連邦を象徴する英雄が誕生するなんて考えてもいませんでした。同じ女として誇らしい気持ちも、少しぐらいはあるんです。ほんの少しだけですが」

　邪気の抜けた透き通った目。こんな表情は初めてだったので、ノエルは少しだけ驚いた。

「あはは。今日はえらく素直なんだね。いつもそうなら、もっと友達が増えると思うけど」

「今日だけですよ。また明日になれば、陰険眼鏡の捻ひねくれ女に戻ります。それより、説教したいことがあるのでちょっと来てくれませんか？」

「総督に説教しようだなんて、リグレットは偉いね。でも今日は気分が乗らないのでまた今度──」

　長説教のシンシア病が感染したのかもしれない。ノエルがすかさず逃げ出そうとしたが、肩を強く摑まれてしまった。

「いいからちょっと来てください！」

　リグレットは周囲を注意深く見回した後、ノエルの腕を摑んで歩き始めた。そのまま、使用人の使っていると思われる倉庫へと連れ込むと、今までにない真剣な表情で問いかけてくる。その目には、決意と覚悟のようなものがありありと浮かんでいる。

「いきなりの無礼、申し訳ありません。ですが、絶対に誰にも聞かれたくなかったもので」

「それはいいけど。こんな人気のない場所で、一体何かな？」

「貴方の本心を聞かせてもらうためです」

「私の、本心？」

「はい。貴方は各国の指導者から、武勇と功績を認められて総督に就任し、連邦の旗印となりました。これはまさに偉業と呼べるでしょう」

「うん、まぁそうなのかな」

　ノエルも一応同意する。うぬぼれるつもりはないが、自慢できる事柄ではあるだろう。今までの歴史を振り返っても、これほどまでに出世した平民出身の人間はいないはずだ。

　当然ながら、自分が総督を任された理由をノエルは理解している。指導者たちは、平民層からの支持を集めたいのだ。そして、現在の後ろ盾が、エルガーだけというのも好条件なのだろう。若いエルガーには、ノエルを使って何かを企めるほどの政治力はないと、シデンに判断されたのだ。

　そして、失敗したときに切り捨て易い。帝国との決戦に敗れでもすれば、ノエルはたちまち更こう迭てつされるだろう。自らの領地を持たないので、敗戦の責任を押し付けやすい。各国への影響を最小限に留めることができる。その後は第二の英雄が作り出され、新たな総督が就任することになるのだろう。

　それを承知でノエルは受けた。偉くなりたかったから。

「貴方は各国の指導者と堂々とわたり合える地位に就いたのです。各国から精兵が集められますので、おそらく五万程度は指揮できるようになるでしょう」

「うん」

「これは、一国の軍事力に相当する兵力です。諸侯への連絡が必要とはいえ、貴方の一存でこの大軍を動かすことができる。……私が何を言いたいか、お分かりになりますか？」

　顔を近づけてくるリグレット。ノエルは視線を合わせるが、それに答えることはしない。

「…………」

「……貴方は、上手く立ち回れば大陸の覇者になれる可能性がある。武力、統率力、運の良さ、何より、覇者としての器があると私は思っています。こんなことは、言われなくてもとっくに気付いているでしょうが。貴方は馬鹿ですが、先を見て手を打つことができますから」

　目にギラギラとした野心を浮かべるリグレット。

「…………」

　ノエルは何も答えない。際どいどころではなく、非常に危険な内容だ。少なくとも、総督の側近が喋ってよいことではない。

「貴方は兵たちから信頼を得られる奇妙な特性がある。かつて、大陸を制覇した太陽帝ベルギスも、同じような資質を持っていたそうです。出身を問わず、誰彼をもいつの間にか惹き付けてしまう資質。彼の元で働く兵は、皆忠誠を誓い、死を恐れずにただ前へ、前へと進んだといいます。その圧倒的な力を以て、ベルギスは大陸を制覇したのです。……貴方は、それを再現できる可能性がある」

「…………」

　ノエルは周囲の気配を探る。幸い、誰もいない。誰かに聞かれていたら、その口を封じなくてはいけなかった。リグレットのためにだ。

「貴方がその気になれば、エルガー様率いるコインブラは間違いなくこちら側につくでしょう。機を見て、第三勢力を立ち上げれば、大陸の情勢は拮きっ抗こうします。いえ、させてみせます。……一度だけお伺いします。連邦、そして帝国を踏み台にして、大陸を制覇するという野望を、貴方は持っていますか？　もし、あるのでしたら、私も覚悟を持ってこれから動いていきます」

「……ちょっとだけ、待ってくれるかな。考えるから」

　リグレットの顔は至って真剣だ。だから、ノエルも真面目に考えることにする。覇者になるという野望があるかないかで言えば、全然ない。だが、偉くなりたいと思ってはいた。だから総督になったのだ。偉くなるということを突き詰めれば、大陸の支配者が頂点になるのだろう。それ以上の高みはない。他にあるとすれば、アミルのように外に打って出ることだが、ノエルにはそんな野心は欠片もない。

（……うーん、第三勢力かぁ。でもそんなに上手くいくかな？）

　実現できるかどうかと言われれば、難しいと言わざるを得ない。だが、客観的に見て二割程度の可能性はあるのかもしれない。まず、帝国を会戦で打ち負かした後、近辺の勢力を取り込み第三勢力として独立する。あるいは、シデンを暗殺し傀かい儡らい政権を立ててゲンブを乗っ取っても良い。リグレットのいう奇妙な特性とやらが本当ならば、実現の可能性は更に高くなる。

（これがただの遊びだったら、何も気にせずやるんだけどね）

　兵棋演習なら喜んで挑戦していただろう。世界が混沌としてとても面白そうだ。だがこれは遊びじゃない。ノエルの仲間や友達がいっぱい犠牲となる。シデンは底意地が悪いが、別に嫌いではない。他の国主も、死ぬほど偉そうだけど話してみると結構面白い人間たちだった。

　リグレットの提案に乗ることは、血塗られた選択になる。自分が楽しいかではなく、皆の命を背負う者として考えなければならない。

　いずれにせよ、それに至るまでの道のりは辛いものになるのは間違いない。戦いはいつまでも続くだろう。リグレットの言葉通り、エルガーやシンシアがこちらについてくれる可能性は高い。だが、シデンやカイとは決別することになる。自国に戻っていく兵も多いはず。何より、ノエルに従う者は沢山死ぬことになる。怪しげな特性とやらで、喜んで死んでいかれたとしても、全然嬉しくない。そんなのは嫌だ。遊んだり騒げる仲間が減ってしまう。

　数多あまたの屍しかばねの山を乗り越えた末、ようやく栄光の座を摑んだとして、その場所に本当に幸せは待っているのだろうか。

（多分、何もないんだろうな。そんな気がする）

　根拠はないが、そう思う。今までの皇帝を見れば、予想はできる。彼らにとっての幸福は、大陸の支配者になった段階で達成されてしまっている。

　現状維持では満足できないのが人間だ。だから、皇帝アミルは次なる幸福を求めて、無謀な大陸遠征に乗り出した。皇帝ベフナムは自分たちを実験材料にして、人間の次の段階を作り出そうなどという狂った夢にのめり込んだ。自分の幸福のために、敵味方問わず不幸をばら撒くその有様は、果たして〝幸せ〟なのだろうか。そうではないだろう。きっと、訳の分からない焦燥感だけが身を包むに違いない。

　自分はそうなりたくはない。あの糞みたいな場所で死んでいった者たち。その仲間を増やすなんて嫌だった。ノエルはそうならないと思っていても、頂点に行ってしまえば変わってしまうかもしれない。だから、変わりたくない。このままがいい。

「私は、これ以上上り詰めるつもりはないよ。私は、大陸の覇者になんかなりたくない」

「なぜです。歴史を自分の手で動かしたいとは思わないのですか？　誰にでもできることではないんですよ？」

　執しつ拗ように問いかけてくるリグレット。翻意を促したいのか、確認したいだけなのかは分からない。

「得るものより、失うもののほうが多そうだから。簡単な計算だよね。それと、このことは二度と聞かないようにね」

　ノエルは口に人差し指を当て、ここだけの話にするようにと強く念を押す。

「…………」

「総督でも十分偉いと思うよ。ほら、この軍服なんてすごい格好良いし。何より、皆私のことを閣下って呼ぶんだよ。あはは、本当すごいよね」

　ノエルが早口で捲まくし立てると、リグレットは深い溜息を吐ついた後、舌打ちしてからいつもの陰険な表情に戻った。

「……何よ。色々な計画を考えていた私が馬鹿みたいじゃない。アンタが覇道を行くかもしれないから、色々と段取りを考えてやったのに。殆ど寝ずに考えていたのよ？　全部無駄骨じゃないの」

「あはは、じゃあその計画はさっさと忘れちゃったほうがいいよ。未練が残っていても良いことなんてないしね！」

「言われなくても、後で酒を浴びるほど飲んで頭を真っ白にするわ。あーあ、本当に馬鹿な女ね。せっかく大陸の頂点に立つ権利を得たっていうのに」

「頂点に立って沢山領土や財産を持っても、そんなに良いことなんてないと思うよ。色々とやることや考えることも増えちゃうし。第一、広すぎると掃除が大変だよ！」

「この赤毛頭！　家と国を一緒にするんじゃないっての！　あーもういい、声が枯れそう。今日は沢山食って飲んで不貞寝するわ。余計なことは全部忘れる！」

　リグレットが、ノエルの持つ酒瓶を奪い取ってラッパ飲みをする。憲兵服に、酒が零れて染み込んでいく。

「じゃあ、急いで兵舎に戻ろうか。お酒と干物が届いてると思うから。これから皆で大騒ぎしようよ」

「はいはい。喜んでお付き合いしますよ、ノエル総督閣下」

「うむ、それじゃあ行くとしようか、リグレット参謀」

　ノエルがおどけると、リグレットが鬱うっ陶とうしそうに舌打ちする。残念ながらキレがいまいちだった。




　兵舎の大食堂に行くと、すでに祝宴は始まっていた。皆楽しそうに酒を酌み交わし、顔を赤くして連邦の未来について語っている。今だけは、難航するコインブラの復興作業から解放されているようだった。

　彼らはノエルが到着したことに気付くと、拍手で出迎えてくれた。もう一度仕切りなおすため、乾杯の音頭を取るように言われる。

「いいかてめぇら！　我らが敬愛するノエル総督閣下が乾杯の音頭を取ってくださるぞ！　ありがたく静聴するように！　うるさくしやがったら顔面ぶっ飛ばすからな！」

「親方が一番うるせぇじゃねぇか！」

「総督が見えねぇからひっ込みやがれ！　むさくるしい！」

「ひっ込めひっ込め！」

　浴びせられる罵声をものともせず、ドルカスは酒瓶を掲げる。

「うるせぇ！　俺はいいんだ馬鹿野郎どもが！　おら、そこの陰険女もとっとと座れ！」

「チッ、相変わらずうるさいわね白髪猿が！　言われなくても座るわよ！　──どきなさい、邪魔よ！」

「ああッ!?　後から来ておいて何様なんだよ！」

「何よ。私に文句でもあるわけ？」

　白蟻党とリグレットがしばらくやり合う。ノエルが制止のために手を打ち鳴らすと、場はようやく静かになった。

「えーと、この度リベリカ連邦の初代総督になりました、ノエル・ヴォスハイトです」

　ノエルが皆の前に立ち、挨拶を述べると、大歓声に包まれる。それを見て、ノエルは穏やかに笑う。

「お祝いしてくれて、どうもありがとう。こんなにいっぱい仲間ができて、私もすごく嬉しいな」

「隊長！　おめでとうございます！」

　歓声を浴びながら、ノエルは一応真面目に話そうと決意する。もしかしたら、二度とこんな機会はないかもしれない。だから、伝えるべきことは伝えなくてはならない。

「これはとっても大事なことだから、よく聞いて欲しいんだ。私は、準備が整い次第バハール西部に向かい、総督府を設立する。そして、帝国軍との最前線で戦うことになる。それは、帝国最精鋭と呼ばれる黒陽騎ともう一度戦うことになるということ。それだけじゃなく、きっと多くの敵と、長い間戦い続けなくちゃいけない。それが、総督の仕事だからね」

　ノエルの言葉にじっと聞き入る兵士たち。はやし立てる声は完全に消えている。

「私は全力で頑張るつもりでいる。それが、総督になるときの約束だから。でも、私だけでは勝てない。一人では、できることに限界があるって分かったから」

　ノエルはそこで一度言葉を切り、そして続ける。

「でも、皆と一緒なら、相手が誰であっても最後まで戦えると思う。だから、私と一緒に最後まで戦って欲しいんだ。これは命令じゃなくてお願い。でも、自分には無理だと思ったらついてこなくてもいい。これは戦争だから、沢山の戦死者が出る。私の命令に従うんじゃなく、自分で考えて自分で決めて欲しい。今日はお祝いの宴うたげであると同時に、お別れの宴でもあるんだ」

　ノエルがそう言うと、ドルカスが即座に立ち上がる。

「俺は隊長についていくと決めてるぜ！　何があろうと、誰が相手だろうとな！　だが、お前たちには強制しない。鉱山と同じように、てめぇの頭で考えて決めろ！　決めた後に文句言いやがったら蹴けり飛ばしてやるから、そのつもりでいろ!!」

「何を今更。俺たちの居場所は隊長と親方がいる場所だっての」

「俺たちは悪鬼様と最後まで戦うと決めてるんだ。どこまでもついていくぜ！」

「お、俺もだッ！　もう途中で帰ったりしない！　自分の土地は、自分の手で守るんだ！」

　白蟻党、ウィラ島兵、そしてミルトも立ち上がった。それに続けとばかりに、全員が続々と立ち上がる。リグレット、それにシンシア、エルガーの姿もいつの間にかあった。

　多分、勢いだけの者も大勢いるだろう。士気というのはそういうものだ。でも、ノエルは嬉しかった。ついてきて欲しいとお願いして、それに是と答えてくれたから。ならば、今はそれで良いと思った。

「そっか。皆、本当に仕方ないね。沢山死ぬって言ってるのに。帰ってもいいよって言ってるのに」

「へへっ、いつも一番に前線に出張ってる隊長がそれを言いますか？」

　ドルカスの言葉に、ノエルは照れ隠しに鼻を搔かく。

「うん。私はせっかちだからね」

「それじゃ、せっかちついでに、乾杯をお願いしますぜ。もう、喉がカラカラで待ちきれねぇ」

　ドルカスが、グラスに酒を注いでくれる。

「分かった。──皆、乾杯の準備は良い？」

「いつでもいいですぜ！」

「よーし。それじゃ、ここにいる皆と、連邦の仲間たちに乾杯!!」

『ノエル総督閣下に乾杯！　リベリカ連邦万歳！』

　乾杯の合図とともに、先ほど以上の喧けん騒そうが兵舎を包む。エルガーは酔った女の兵たちにもみくちゃにされ、慌てたシンシアに引き剝がされる。ドルカスはリグレットに酒瓶を投げつけられて怒り狂っている。ミルトとキャルは、勢いに飲まれながらもちびちびと酒を飲んでいる。ペリウス、ロイエは部屋の隅のほうでしみじみとやっている。いつの間に来たのか分からないイルヴァンとイルムの親おや娘こ、そしてイル教徒たちは、奇妙な祝詞のりとを唱えながら酒を酌み交わしている。きっと、今日はマドレス中がこんな感じなのだろう。

（色んな国から、色んな人が集まって、賑やかに騒いでる。世界がこんな風になったら、もっと楽しくなるのかなぁ）

　地位、国、人種、宗教の壁を乗り越えて、皆が仲間として楽しくやっていけたなら。それはとても難しいのだろうが、目の前にあるのはノエルが考える光景そのものだ。少しずつなら、もしかしたらできるのかもしれない。

　そんなことを考えると、ノエルは楽しくなった。そして、兵たちの輪に勢いよく飛び込んでいったのだった。
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　ノエルは出発準備を終えると、エルガーに別れの挨拶を告げることにした。永遠の別れではないが、会える機会は減るだろう。約束は果たされ、今度は一緒に連邦を盛り立てていこうというものに変わった。それでも大事な友達であることは変わらない。

「それじゃ、若君。元気でね」

「ノエルも、健闘を祈っている。何かあれば、すぐに連絡をくれ。どこにいようとも、必ず助けに駆けつける」

「あはは、それは私の役目だよ。結婚式、きっと出席するから。絶対に呼んでね」

「……イルムも、お前と話したいと言っていたよ。武勇伝を聞きたいそうだ」

「いつか友達になれるかな？　まだ一度も会ったことないから、気になってたんだけど」

「あいつは大人しい性格だが、リグレットでさえ親しくなれたお前なら大丈夫だろう。……式には、是非来てくれ」

　エルガーが何か言いたそうな表情を浮かべるが、すぐにいつもの表情に戻る。常に国と民のことを考えているという真しん摯しなものに。眉み間けんには皺しわが寄り、悩める少年という表現が最も相応しい。

「前から言おうと思ってたんだけど、そんな顔ばかりしていると、幸せが逃げていくよ？」

「私はまだまだ未熟者だ。これぐらい気を張っていなければ、人がついてこない」

「そのうち、心に余裕を持てるようになるよ。私もそうだったから。きっと、大丈夫」

「……ああ、そうだな。そうなれるように努力するさ」

　ノエルは、最後に一番心配だったことを告げることにした。

「えっと、咎とが草くさのことなんだけど。あれは時期を見てなんとかしたほうがいいよ。遅くなればなるほど、根が深くなる。使い方さえ間違えなければすごい薬だけど、あまり頼りすぎちゃ駄目だと思う」

　ノエルも、これからの戦いに備えて幾らか分けてもらっている。あくまでも薬としてだ。痛みを麻ま痺ひさせる効果は戦闘では非常に有効だろう。

「……ああ。お前の言う通りだ」

「色々な事情で無理なら、燃やしちゃったほうが良いと思う。なくなっちゃえば、もう頼れないし」

「……分かってはいるんだ。あれは、本当に危険なものだと。ペリウスにも同じ忠告をされた。だが、法で縛るのは、今も密造している手前難しい。それに、手放すほどの余裕はまだないんだ」

「やるときは呼んでくれれば手伝うから。だから、絶対に忘れないで」

「はは、お前も総督になって色々と大変だろうに。私のことを心配してくれて、ありがとう。嬉しく思う」

「別にいいよ。友達だもんね」

　ノエルが頭を撫でてあげると、エルガーは疲れた表情を浮かべて頷いた。泣きたいのを我慢しているような顔だった。島の子供なら、お菓子をあげれば喜んでくれるのだが、生あい憎にく手持ちがなかった。だから、ノエルには撫でてあげることしかできなかった。こういうときにどうすれば良いのか分からない、まだまだ勉強することは多い。







　マドレスを発ったノエル率いる総督府一行は、バハール西部の都市ラルドーに入ると、休む間もなく参戦した。

　都市に攻勢を掛けていたバハール軍に手勢で強襲をかけ、武勇に自信のありそうな敵将を一撃で突き殺した。敵勢が怯ひるんだところへ総攻撃を掛けて潰走させる。更に追撃を繰り返し、一挙に敵をトルド周辺まで追いやることに成功した。総督府の初陣としては華々しい戦果である。

「これ以上は皆が揃ってから。無理して取っても、すぐに引っくり返されたら意味はないしね」

　トルド攻略を主張する意見を退け、ノエルは深入りを避けた。確かにトルドは要衝だが、その後ろには州都ベスタが控えている。敵の主力がそこにいる以上、トルドを取ってもすぐに攻め込まれる。

　無駄な戦で疲弊するよりも、ラルドーの防備を固め、各国から送られてくる増援を待つほうが良いと判断したのだ。ベスタを狙うのは、総督府の兵力が充実してからである。

　何より、ノエルの前には確実に黒陽騎が立ちはだかるだろう。あれは、生かしておけない。生かしておけば、仲間がいっぱい死ぬ。だから、このバハールの地で必ず壊滅させる。

　ノエルは、決戦の地がトルドとラルドーの中間に広がる平原──アルトヴェール平原になると確信している。敵は必ずここで迎撃に出てくる。なだらかな草原が広がる地形で、大軍の展開が容易な上、最精鋭の黒陽騎の力を存分に発揮できるからだ。

　ここを迂う回かいする道もあるが、いずれはベスタで激突する羽目になる。敵の数を減らすだけでなく、連邦の力を示すためにもこの平原で帝国軍を打ち破らねばならない。戦の時期は秋の中頃、恐らく収穫を終えてからとなるだろう。

　一方のホルシード帝国も、ベスタに兵力を集結させていた。先遣隊を潰走に追い込まれたファリドは、ラルドー攻略を一時中断。トルドの防衛に注力するとともに、周辺から兵、物資を大量に搔かき集める。

　皇帝アミルがリベリカ連邦の樹立など認めるはずもなく、鎮圧に当たるための兵を急ぎ整え始めている。連邦を名乗る逆賊に加担した者は、身分にかかわらず三族を皆殺しにするという声明を出し、各州太守にはただちに逆賊を討ち帝国への忠誠を示せという檄を飛ばした。

　──リベリカ連邦とホルシード帝国。大陸中央の要所、バハールを巡る決戦のときが近づいていた。




　都市ラルドーに設置された総督府。ノエルは仲間たちを集めて、決戦に向けての会議を開いていた。

　参加しているのは、ドルカス、リグレットなどの直参の部下。目付衆としては、シンシアにカイ、ギヴやカームビズから派遣されてきた武官たち。そして、ミルトやキャルといった面々だ。

「味方は順調に集まってきてるね。そろそろ街がいっぱいになるんじゃない？」

「ああ。入りきれない者は、外で野営させている。幸い物資はあるから問題はないが、ずっとこのままというわけにもいくまい」

　シンシアの言葉に、ノエルも頷く。

「戦いが終わったら、兵にも農作業をしてもらおっか。働かざる者、食うべからず。ゲンブのことわざだっけ？」

「うむ、その通りだ。よく覚えておられる」

「いい言葉だよね。総督府の標語にしちゃおうか」

「閣下、お願いですから止めてください。我らが国主様よりお叱しかりを受けるのです」

　カームビズの武官が情けない声を出す。

「あはは、分かったよ。そんなに泣きそうな顔をしなくてもいいじゃない」

　いわゆる屯とん田でん制と呼ばれるもの、身体からだも鍛えられるし、食糧は増えるしで基本的には良いことばかり。ただし、地元民の許可を得ることが必要だ。彼らの財産ともいえる土地を長期にわたり借りるのだから。一応バーンズに許可は貰っているが、何はともあれ、勝たなければ話にならない。

　そう、根回しは重要だ。後で話すよりも、前もって了解を取っておくことが肝要。イルヴァンが上に立つためのアドバイスとして、簡単に教えてくれた。彼も色々と苦労してきたようだった。肩を叩いて慰めてあげたら、溜息を漏らして苦笑していた。リグレットが舌打ちの達人ならば、イルヴァンは溜息の達人である。そのうち秘訣を教えてもらおうと心に決めておいた。

「帝国はどのぐらい兵を集めてくるかな。密偵は放ってあるよね？」

「ええ、逐次情報を送るよう命じてあります。今の調子だと、確実に十万は揃えてくるでしょうぜ。無理矢理徴兵してくりゃ十五万はいくかもしれません」

「こちらは、総督府の兵が五万、統一コインブラから一万、ゲンブから二万、バハール解放戦線の一万が見込まれている。ギヴとカームビズは戦闘中のため、これ以上の増派は難しいだろう。つまり、連邦軍はおおよそ九万で戦わなくてはならない。数の上では、劣勢だ」

　シンシアが報告書を読み上げると、場の面々が深刻そうな表情を浮かべる。ノエルは大丈夫大丈夫と手を鳴らす。

「そんなに気にすることはないよ。大事なのは、前線での戦況だから。全員が同時に戦うわけじゃない。戦況が傾けば、後ろの兵が何人いようと、一気に潰走していくだけ。ま、それはこっちも同じなんだけど」

「ふむ、もしやノエル総督には何か策がおありか？　よければ、それがしにお聞かせ頂きたい。目付衆としての役目は果たさなくてはならぬ」

「あはは、そんな都合のいいものはないよ」

　ノエルがお手上げであると両手を上げると、場に溜息が漏れる。シンシアなどは、こめかみを押さえて首を振っている。自分たちも名案はないくせに、中々ひどい話である。だが、これも総督の宿命なのだと、ノエルは受け入れることにした。

「一応考えてはあるよ。これだけの大軍を、次の戦いまでに自在に動かすのは難しいと思うんだよね。皆、一生懸命訓練はしているけど、それだけじゃ戦いには勝てない。下手に巧く動こうとしたり、派手な奇策を使おうとすれば、絶対に隙ができる。それを見逃してくれるほど、黒陽騎は甘くない。だから、ここは正攻法、真正面からぶつかり合うのが正解だと思う」

「なるほど。確かに、その通りではあるが……。あの突破力を受け切れるだろうか」

「そこは工夫しないとね」

「馬ば防ぼう柵さくや乱らん杭ぐいを用いてなんとかこらえるしかないか」

　カイが腕組みをする。当然ノエルも色々と考えている。

「大事なのは、どこで攻勢を掛けるかの見極めかな。相手が先に仕掛けてきたら、跳ね返せなければ押し込まれる。当たり前のことだけどね」

　ノエルが意見を述べると、確かにといった声が聞こえてくる。特に反論はないようだった。決戦は、一ヶ月か、二ヶ月後くらいとなるだろう。それまでにできることはなんでもしておくつもりだ。

　当たり前だが、相手の行動には注意しなければならない。騎兵は機動力がある。いつ、何を仕掛けてきてもおかしくはない。最悪なのは、黒陽騎が突撃してきて味方が及び腰となり、そこに敵が大攻勢をかけてくることだ。一気に決着しかねない。

　一応、小規模での奇襲や、撹かく乱らん行動は行うつもりだが、本隊の戦いに影響を及ぼすことはできない。十万に近い兵がぶつかり合う戦は、今までとは全く異なるはずだ。ノエルも経験したことはないが、話によるとそういうものらしい。最後は士気と勢いが勝敗を分ける。及び腰になった兵が多いほうが徐々に押し負け、潰走に追い込まれる。その反応は全軍に連鎖し、雪崩なだれをうったように崩壊するだろう。被害はそれほどでなかったとしても、一度敗走した軍勢が持ち直すのは不可能だ。

「……とはいえ、できることはやっておかないとね。ドルカス、ちょっとお願いがあるんだけど」

「はっ！」

「白蟻党に、騎乗訓練をさせて。ある程度までで構わない。細かい技術なんてどうでもいいから、全力で逃げ切れる術だけ教え込むように。解放戦線の騎兵たちにも協力してもらうから」

「そりゃ構いませんが、俺たちが馬に乗ったところで黒陽騎とやり合うのは難しいですぜ。俺はともかく、白蟻党は元は鉱夫に過ぎません」

「あはは、そんなに無理はさせないから大丈夫だよ。ちょっと行って、戻ってくる練習だけしてくれればいい。格好よくいうと、投とう擲てき騎兵になってもらいたいんだ。これは、白蟻党にしかできない」

　ノエルはそう言って励ます。それだけでもかなり難しいが、燃焼石を使った投擲弾を使いこなせるのは彼らだけだ。練習で無駄にすることもできない。ここは白蟻党の経験を頼りにしたいところだった。

「へへ、そういうことなら分かりました。俺に全部お任せください。あの馬鹿どもに徹底的に叩き込んでやりますぜ！　もちろん俺も気合入れていくつもりです！」

　ドルカスが威勢よく返事をしたので、ノエルは満足そうに頷く。

「ありがとう、ドルカス。シンシアと他の人は、解放戦線の指揮官と密に連携を取れるようにして。これは大事なことなんだけど、出身が違うとかくだらない面子は捨てて、同じ連邦の兵として戦う意識を植え付けるように。それでも文句を言う兵がいたら、私の前に連れてくればいいよ」

「分かった。私に任せてくれ」

「承知しました！」

「本当にお願いね。味方の足の引っ張り合いで負けるのは嫌だから」

　ノエルが目を細めて告げると、武官たちは背筋を正して敬礼した。

「確かに、くだらぬことで諍いを起こしている連中がいるのは事実。徹底的に教育するから心配は無用だ。それに兵たちはやる気に満ち溢れ、士気は十分。後は統制と練度を高めるのみだ」

「うん。それじゃよろしくね、シンシア千人長」

「任せておけ、ノエル総督」

　基本的に、目付衆には敬語は不要と告げてある。そのほうがノエルがやりやすいからだ。まぁ、好きにやればいいのだが、シンシアに敬語を使われると背中が痒かゆくなる。「皆の前では流石にまずい」と渋るシンシアに、私の戦力低下につながるのでやめてくださいと言ったら、拳骨とともに了承してくれた。

「解放戦線のバーンズには流言工作をお願いしておいて。帝国の悪評をあちこちに流してもらおう。バハール独立の機運を高めてもらえば、私たちが不利になることはないからね。卑怯かもしれないけど、根回しは重要だから」

「はっ、お伝えしておきます！」

「……後、リグレットとカイには、ちょっとお願いしたいことがあるから残ってくれるかな。それじゃ、他の皆は解散。仕事にとりかかって」




　皆が職務に戻り、ノエル、リグレット、カイだけが会議室に残された。シンシアは話の内容が気になるようだったが、総督命令により追い出した。やはり偉くなると色々と便利である。

「……それで総督閣下。わざわざ人払いするなんて、一体何事かしら。連邦の英雄ともあろうお方が、よからぬことでも企んでいるのかしら？」

「それがしにできることならば、なんでも言ってくれ。汚れ仕事だろうと遠慮はいらぬぞ」

「うん、これは二人にしか頼めないことなんだ。きっと、二人は嫌って言うと思うけど、絶対に引き受けてもらう。だから、先に謝っておくね。すべての罪は私が引き受けるから」

　ノエルは謝罪した後で、ある頼みごとを二人に打ち明けた。その内容に、流石の両者も顔を強こわ張ばらせて難色を示す。反論しようとするカイに、実行しなければならない理由、見返りとして与えられる報酬を説明する。

　リグレットは、ノエルの言葉が本気で、絶対に撤回する気がないと分かると、渋々ながら頷いた。

　カイはそれでも反発を見せたが、最終的には頷いてくれた。ノエルの覚悟と決意が伝わったのかもしれない。
















　偉くなれば、多くの命を背負うことになる。絶対に死ぬと分かっている命令も下さなければならなくなる。それが最高指揮官の責任だ。だから、ノエルはそうしたのだ。最も犠牲を減らすことができ、勝ちを摑めるであろう策を準備する。

（仕方ないって言葉は、本当は好きじゃない。けれど、戦争だから仕方がない）




　総督府が戦支度を開始してから一ヶ月後、ノエルのもとに一通の手紙が届けられた。素性を隠した帝国の使者によるものだ。

　差出人は、ホルシード帝国元帥、ファリド・アライン。ノエルが最も厄介な敵と見做している、黒陽騎の指揮官だった。

　──内容を要約すると次の通り。

　ノエル閣下、リベリカ連邦総督の就任、心よりお祝い申し上げる。今は敵味方に分かれてはいるが、リベリカの民を思う気持ちに差はないと私は信じている。無む辜この民、そして兵たちの犠牲を避けるためにも、不幸な戦を回避する術がないか腹を割って話し合いたい。できうるならば、ノエル・ヴォスハイト総督閣下が来られることを強く願う。このリベリカ大陸の未来、そして我々の夢について語り合うことができればと思う。

　その後には、何やら余計な修飾文が並んでいる。ノエルはこの手紙を正直に仲間たちに見せ、その上で拒否すると告げた。

「今更会っても、どうにもならないし。だから、私は行かないことにする」

「……残念だが、それが賢明だろう。話し合いなどといって誘い出された挙句、騙し討ちされる可能性は高い。皇帝アミルは、我々の三族を殺すとまで告げているのだから。話し合いの余地などあるはずもない」

「うむ。戦を避けたいというのが本当かなど判断できぬし、もはや回避も不可能だろう。それがしもシンシア殿と同意見だ。行くべきではない」

　シンシアとカイがノエルの言葉に頷く。

「それだけじゃなく、またあらぬ疑いを掛けられる可能性もあるわ。敵に通じているなんて流言を放たれたら堪らないし。ねぇ、更迭経験者のノエル総督閣下」

「ありゃてめぇの親父の仕業だろうが！　何を他人事みたいに言ってやがる！」

「私はグランブル姓は捨てたの。だからもう無関係。第一、死んだ人間に興味はないわ。ただ、事実を言っただけよ」

「ったく、本当に薄情な野郎だぜ！」

　嚙かみ付き合うドルカスとリグレット。残念だが、今日はノエルもそれをからかう気力はない。考えることに集中したい。

「……とにかく、私は会わない。リグレットの言う通り、色々な問題が起こりそうだしね」

　更こう迭てつ経験者のノエルはそう断言した。自分の知らないところで噂というのは広がり、悪意を持つ者がいればそれを最大限まで利用してくる。そうなれば、ノエルにできることはない。また自分だけで戦わなければならなくなる。総督になったのだから、動き方もしっかり考える必要がある。ノエルが学んだことの一つ。

　だが、返事はするつもりだ。手紙には戦場で直接話をしたいとでも書き、後の布石とする。利用できるものはなんでも使う。

「……しかし、なんだか妙な手紙だな。後半なんかまるで恋文みたいじゃねぇか。マドレスで約束した件やら、親愛なるノエル閣下やら、今にも歌い出しそうな勢いを感じるぜ」

「ねぇ白髪頭、アンタ本当に馬鹿じゃないの。相手は帝国元帥、恐るべき黒陽騎の指揮官なのよ？」

「うるせぇな。俺は素直な感想を言っただけだ。男にはそういうもんが分かるんだよ。なぁ、カイ殿」

「むぅ、そう言われると、それがしもそう感じるような気がしないこともない。確かに、些か趣がある」

　同意するカイに、ドルカスは嬉しそうに手を叩く。

「そうだろそうだろ！　へへっ、男にだけ分かることもあるってこった！」

「あっそ。馬鹿馬鹿しい。脳筋どもだけで勝手に言ってなさいよ。はー、白髪猿の話を聞いて死ぬほど損したわ」

「へっ、どこぞの雌め狐ぎつねには一生分からねぇだろうよ。何せ、男ッ気が皆無みたいだからな。頼むから俺の部下に手を出すんじゃねーぞ？　あいつらを不幸にさせたくないからよ」

「ああ？　一回死ねッ！」

　ノエルもリグレットと同じで趣についてはよく分からなかった。だが、会って話をしたいという気持ちはとても伝わってきた。利害を超えて、自分に会いたいのだろう。でなければ、帝国軍元帥がこんな手紙を送ってくる理由はない。策略にしてはお粗末だ。

　だが、もう遅い。どうしようもない。黒陽騎は討ち取るべき敵。ファリドとは敵と味方に別れた以上、終わりなのだ。

　──戦争だから、仕方がない。
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　動乱続くリベリカ大陸が、ようやく収穫の秋を迎えた。だが、安息の日々はまだ訪れない。

　物資の補充を終えたホルシード帝国は、アミルの号令の下、総勢十二万を擁してバハール西部に向かい出陣した。バハール兵だけではなく、帝都、リベルダム、そして傘さん下かにある東部の州から兵を募っての出撃だ。これは、バハール解放戦線を壊滅させるだけの戦いではない。総督府を叩き潰し、そのまま反逆したコインブラを再び奪還するために揃えられた軍勢である。皇帝アミルは後方に陣取り、実際の指揮は元帥のファリド・アラインが行う。まさに、必勝を期した態勢だ。

　一方のリベリカ連邦も、ノエル・ヴォスハイト総督を総大将として出陣。アルトヴェール平原に陣を敷き、帝国軍を迎え撃つ態勢を取る。ゲンブからはシデン、統一コインブラからはエルガーが増援を引き連れて参陣。敵の脅威が緩和されたギヴ、カームビズからも兵が送られてきたため、当初の見込みよりも多い十万が揃う結果となった。

　帝国軍十二万、連邦軍十万。ホルシード帝国が大陸を統一して以来、最大規模の戦いが今まさに始まろうとしていた。

　──アルトヴェール会戦の幕開けである。




　前線での指揮を任せられたファリドは、南北にわたり延々と陣を張り巡らせると、まずは様子を見る構えを取った。対するノエルもそれに合わせて陣を展開。両軍が、平原上で見合う形となった。

　ノエルが最も恐れていた、初手での黒陽騎の強襲はなかった。帝国も、いきなり博打をうつような危険は冒すことができなかったのだ。ファリドは出鼻を挫くじくべしと精鋭による奇襲を提案していたが、アミルにより却下された。虎の子である黒陽騎を、序盤で失うことを恐れたのだ。

　両指揮官は主力を温存し、小兵力を繰り出しての戦いを繰り返す。この陣構えになった以上、大軍を動かせば必ず隙すきができる。そこを衝かれて分断、あるいは突破されれば、致命傷となると理解しているからだ。

　剣が打ち合わされるように、両軍の小こ競ぜり合いは続く。右翼が兵を増強して攻める構えを見せれば、相手にもすぐに応援が駆けつけこれに対峙する。勢いに任せて先陣を撃破したところで、すぐに後詰の隊がその穴を埋め、押し返すのだ。小規模同士の戦いでは決着しない。

　ファリドが騎兵の機動力を活かしての兵糧庫襲撃を狙えば、連邦の伏兵が待ち構えてこれを迎撃。それを追撃して深追いすれば、待ち構えた帝国の弓兵が散々に打ち払う。両軍、一進一退の攻防が続く。

　正々堂々と潔く突撃すべきという愚直なゲンブ武官もいたが、ノエルは一蹴して持久戦を貫く。今は、先に動いたほうが、不利になる。しかも、帝国には機動力と突破力のある黒陽騎が控えている。今、こちらから手を出すなど絶対に有り得ない。

　ファリドも、強襲の誘惑をこらえるのに必死だった。黒陽騎と自分たちが一点を攻めれば、打ち崩すことができるという自信はある。だが、万が一にも罠が仕掛けられていたら。敵はあのノエル、何をしてくるか分からない。だから、兵たちの矢のような攻勢の催促にも頷くことができない。

　両軍の気力と体力の削り合いは、延々と続いていく。

　じりじりと削られていく消耗戦は、開戦から一ヶ月経っても続いていた。アミル、シデンなども流石に音を上げ打開策を練り始めたが、ファリドとノエルはまだ動かない。遠眼鏡で相手の動きを一日中観察し、兵の疲れ、士気などを綿密に調べる。

　時機が近いというのはお互いに感じていた。それを見極めるため、両者は集中力を限界まで高めて、敵陣を睨み続けている。




　──そして戦いが二ヶ月過ぎようとしたとき、ノエルは一転して先に動くことを決断した。準備していた策をいよいよ実行に移すときと判断したのだ。

「総督府本陣を最前線に移動させ、橋きょう頭とう堡ほとなる砦の構築に掛かる。本陣護衛、及び作業員はリグレットが人選したものを当たらせて。私の麾き下かの兵は、一時的に他の隊へ振り分ける」

　ノエルが何度目か分からない軍議の場で唐突にそう述べると、シデンとエルガーは驚きの声を上げる。

「何を馬鹿なことを言い出すのだ。対峙している状況での砦構築など聞いたことがない。無事に作業を終えたとしても、そんな砦に戦略的な意味など大してあるまい」

　狙いは単純、あえて隙を見せることで、敵に喰らいつかせるというもの。かつて大陸を制した太陽帝ベルギスが得意とした策でもある。砦自体には特に意味はない。完成させたところで、即席なので防御力には期待できない。

　敵も当然こちらの意図を見抜いてくるだろう。餌はノエル自身。敵が乗ってくるかどうか。

「それはそうだろうね」

「分かっているならば考え直せ。お前は、連邦の象徴たる総督府の長なのだ。万が一にも討ち取られれば、士気は瞬く間に低下しよう。挑発が目的ならば、別の手段もある」

　シデンの意見は正しい。が、それではこの膠こう着ちゃくを打破できない。敵が何かする前に、こちらが先手を取って主導権を握りたいのだ。ノエルは黒陽騎を最大の脅威と考えている。

「シデン殿の言う通りだ。ノエルが最前線に出向く必要はない！」

「だからこそ私が行かなくちゃ。美味うまい餌を用意しないと、血に慣れた獣は絶対に喰いつかないよ」

「お前の考えも理解できるが、失敗すれば全軍が崩壊しかねない。第一、黒陽騎が喰らいつくとは限るまい。私が帝国指揮官ならば、他の兵を犠牲にしてでも様子を探らせるだろう。虎の子たる黒陽騎の投入など絶対にさせない。……ノエル、ここは慎重に考えるのだ」

　シデンが執しつ拗ように諫いさめてくるが、ノエルは首を横に振る。

「大丈夫。私が動けば、絶対に黒陽騎は動く。そこで勝負をつける。今の総大将は私、これだけは絶対にやらせてもらう」

　いつになく強い口調で言い切るノエル。

　実のところ、似たような策をシデンも考えていた。ここまで危険度の高いものではなかったが、わざと隙を作るのも一つの手と考えてはいたのだ。

「たとえ誘おびき出しが成功したとしても、生なま半はん可かな伏兵が通じる相手ではないぞ。黒陽騎は恐るべき相手だ……それとも、何か策でもあるというのか？」

　シデンの懸念に、ノエルは深々と頷く。

「もちろん。厄介なファリドと黒陽騎のことは私に任せてくれればいい。総大将は私だしね。皆は、敵の様子をしっかり見て攻撃の機会を判断してほしい。敵に隙ができたら、何があろうと絶対に攻勢をしかけてね」

　ノエルは穏やかな口調で、だがはっきりと告げた。最初からノエルが最前線に赴き、敵を誘い込む手もあった。だが、いきなりでは味方の反発が大きいと判断して控えていたのだ。先ほどのシデンのように、なぜ危険を冒すのかという意見は必ず出る。そして、それでも自分の意見を押し通せば、味方同士の連携に亀き裂れつが走るかもしれない。先のコインブラ・バハール戦争でのことをノエルはまだ覚えている。人を納得させるには、それだけの根拠が必要なのだ。

　だからノエルは待った。体力と兵糧が削れるだけの消耗戦で、敵と味方の精神が限界ぎりぎりにまで達するのを。ノエルは敵だけではなく、味方も観察していた。そして、今が動くときだと判断した。

　味方が音を上げ始めたということは、敵もほぼ同じ状況である。その状況下でノエルが危険を冒して本陣を前に出し、これ見よがしに砦を築き始めれば、何かしらの動揺を与えることができる。

　そうすれば、ファリドは確実に動く。罠があると分かっていても、動かざるを得ない。これはノエルの挑発なのだから。放っておけば、臆病と誹そしりを受けるだけではなく、兵が失望して士気が下がる結果をもたらすだろう。

「そこまでの覚悟ならば、こちらも腹を決めざるを得まい。お前を総督に推薦したのは私なのだから」

「……ノエル」

　シデンとエルガーは渋々ながら納得したようだ。もう反論することはない。あとは、相手の選択次第だ。

　そして、更に念を押すために、ノエルはドルカスに命じる。

「ドルカス、投とう擲てき騎兵で敵の中央陣地に仕掛けて挑発を繰り返して。逃げられると確信できる距離からで構わない。絶対に無理はしないように」

「了解しました！　俺たち白蟻党にお任せを！　へへっ、どうやら一番美味しい仕事を貰ったようですな！」

「──ドルカス。もう一度言うけど、絶対に無理をするな。敵に痛打を与えるのが目的じゃなく、引っ張り出すのが狙いだからね。自分の仕事を、しっかりと理解するように」

「二度も言わなくても、しっかり分かってますよ！　俺にお任せください、総督閣下！」

　ノエルはドルカスの答えを聞いて頷きかけたが、なんだか嫌な予感がした。立てかけてある二又の槍やりに視線を向けると、その黒色がいつも以上に艶なまめかしい色を放っている気がする。

　ドルカスも、あの槍に触ったことがある。島に流される前にノエルが預けたからだ。嫌な予感がしたのはそのせいかもしれない。

　あの槍は宝物だが、よくないものであるのは間違いない。でも、持ち主を不幸にしたり、触った人間を死に至らしめることはないはずだ。現に触って火傷やけどをしたミルトも生きている。いずれにせよ、何かしら手を打っておく必要はあるかもしれない。







　──ファリドは頑として動かなかった。三日三晩、白蟻党の挑発を受けたが、ファリドは動くことを戒めたのだ。連邦軍は罵声を浴びせかけ、ラッパを吹き鳴らし、火と鉄片をばら撒く投擲弾を投げ込んできた。中央前線にいるレベッカたちは怒り狂っていたが、ファリドは待機を命じ続けた。

「なんで止めるんだよ！　あの糞野郎どもをぶち殺せば、アタシたちは勢いがつくじゃねぇか！　いつまで亀みたいに籠ってなきゃいけないんだ！　騎兵の本分は進撃にあるって兄貴も言ってたじゃないか!!」

「それが敵の狙いだからだ。わざわざ見え透いた誘いに乗る必要はない」

「納得いかない!!　大陸でもアタシたちは勝ち続けた！　あの雌めす鬼おにには一度勝ってるんだ。脅える必要なんかない！」

「隊列を乱すことは許さん。下がれ！」

「なんだよ畜生ッ！」

　レベッカは近くの椅子を蹴飛ばして、自陣へと戻っていく。それを苦々しく見送るが、彼女の気持ちも分からなくはない。焦じれているのは、他の兵も一緒だろう。敵はどうしてもこちらを動かしたいらしい。だからこそ、夜襲と見せかけて毎晩挑発行為を仕掛けてくる。戦闘本能だけが高められた暁強化兵、そして黒陽騎などは忍耐が限界に達しているようだ。

（……いつまでも眺めている訳にはいかないか。なんらかの対処をしなければ、こちらの士気が下がる）

　狙うのであれば、敵が油断したそのときだ。ノエルの砦構築をこのまま許すわけにもいかない。あんなものに意味はないが、見逃せば帝国の兵が及び腰となる。罠があるのは見え見えだ。阻止するだけならば、捨て駒覚悟で兵を向ければ良い。

　だが、ファリドはその判断を保留していた。アミルからは、適当な兵をさっさと向けてノエルの企みを阻はばめと催促が来ている。アミルからの命令を保留したのは、ファリドにとっては初めてのことだった。

（……陛下のお考えはよく理解できる。だけど、ノエルは、できれば僕の手で討ち取りたい。いや、その前にもう一度だけ話を──）

　ふと目を上げる。真っ赤に染まった空がそこにはあった。時刻はもう夕暮れだ。

　──そのとき、凄まじい爆音がファリドの耳まで届いてくる。そして、その後に続く悲鳴と、出撃を告げる角笛の音。

「何事だ！　私は攻撃命令は下していないぞ!!　一体どこの隊だ！」

「申し上げます！　レベッカ副将の隊が進撃を開始されたようです！　現在、敵騎兵隊に凄まじい勢いで追撃を仕掛けておられます！」

「馬鹿が、勝手な真似をッ！」

　ファリドは報告書を投げ捨てる。だが、とすぐに考えを改める。むしろ今が好機なのかもしれないと。敵が痺しびれを切らして、深入りしすぎた可能性もある。それならば、動くのは今しかない。

　ファリドは片目を閉じて、素早く考えを巡らせる。

　どうするのが良いか。何が帝国にとって、自分にとっての最善なのか。行くのであれば、ここで黒陽騎を投入し敵騎兵を追撃、ファリドの隊はノエル本陣を強襲する。万が一罠があったとしても、少数の伏兵ならば蹴散らすことができる。多勢だろうと、黒陽騎の突破力があれば生還は可能だ。

　──そして、

　何より。

（ノエルが、僕を誘っているんだ。これが、直接話せる最後の機会なのかもしれない。ならば、行くしかない）

　ファリドの思考に僅かに乱れが生じていた。精神的な疲労のせいか、それとも何か特別な感情のせいか。いずれにせよ、アミルの命令よりも、自分の意志を優先してしまった。奥底に眠っていたはずの、本来の自分が微かすかに現れてしまったのだ。

　今自分が仕掛ければ、彼女と直接相対することができる。いつもならばするはずのない選択。皇帝に忠実であれというもう一人の自分が、やめろ、罠だと激しく警鐘を鳴らす。アミルも黒陽騎の消耗は避けよと厳命していたではないか。指揮官たるもの、武勇と蛮勇を履き違えてはならない。

　だが、その警告を無視し、ファリドは誘いに乗ることを選んだ。ファリドの生涯で初めて、自分の意志で選んだのだ。
















「──よし、我らもレベッカ隊に続く！　目標は、連邦軍ノエル本陣！　黒陽騎出陣の角笛を鳴らせッ!!」

「はっ！　全員出撃だ！　逆賊どもを一人残らず踏み殺せ！」

『応ッ!!』

　重低音が鳴り響き、中央陣地から黒陽騎が出撃を開始。赤く染まる平原を勢いよく駆け抜け、遠目に確認できる建築途中の砦を目指す。まだまだ砦の形を為すにはほど遠く、木材などの物資が放置されている状態だ。これで騎兵を妨ぐことは絶対に不可能だ。

　ファリドは黒陽騎の中団に位置したまま、槍を握り締める。隊が掲げているのは帝国の太陽旗。目指すは紅白に分かれている連邦旗。その白地の部分が夕暮れで染まり、まるで赤一色のように見えてしまった。

『……ノエル様のもとへは、行かせない』

「邪魔だ!!」

　騎兵を遮ろうとする、連邦歩兵と接触する。敵の動きは疲れているのか非常に緩慢で、たちまちのうちに数十人を討ち取った。

「このまま進めっ！　目指すはノエルただ一人！　奴を討ち取れば、この戦いは勝ったも同然だ！　逆賊どもに黒陽騎の力を見せつけろ！」

『応ッ！』

　ファリドが鼓舞すると、全員が槍を掲げる。

　──遠くのほうで、爆音と共に火の手が上がるのが見えた。レベッカの向かった先だった。







　ノエル本陣。黒陽騎が向かってくるのを遠眼鏡で確認する。すでにこちらの歩兵と戦闘が始まっているようだ。後数分も経たずにここまでたどり着くことだろう。

「閣下、ドルカス様が重傷を負われました。投擲弾の巻き添えを受け、右足を失われたとのこと！」

「……生きてるの？」

「はい、ですがとても戦える状態ではありません。白蟻党の指揮はいかがなさいますか？」

「白蟻党のゴランに引き継がせて」

「はっ！」

　伝令が慌しく駆けて行く。

　ドルカスは、挑発が効果を為していないと判断したのだろう。だから夜が訪れる前に敵陣に向かい、危険と知りつつ深入りした。その甲斐あってか、敵の騎兵、そして黒陽騎を引っ張り出すことに成功した。

　きっと死ぬつもりだったのだろう。だから、ノエルはカイに頼んでゲンブ騎兵を援護につけてもらった。命が助かったことは幸運である。子供も生まれたのだから、ドルカスには生きていてもらわなければならない。父親の顔を覚えていないのは可哀相である。

　ノエルは手元にある二又の槍に視線を向ける。槍がドルカスの危険を教えてくれたのか、それとも槍の凶兆をノエルが見逃さなかったのが幸いしたのか。どちらなのかは分からない。

「閣下、敵勢が接近中です！」

「貴方はリグレットとカイに伝令を。ことが始まったら、絶対に容赦するなと厳命して。中途半端は、すべてが無駄になる。あとは、シデンと若君に任せるから」

　ノエルは立ち上がり、二又槍を手に取る。そして伝令に、身につけていた鉄槌を渡した。

「閣下。これは……」

「うん。少しでも身軽じゃないと、あれには勝てない。なくすのも嫌だし。だから、預かっておいてくれるかな？」

　ノエルは鉄槌の代わりに短剣を腰につけ、そして待ち構えた。空は真っ赤な夕焼け。だが、少しだけ滲んで見えたのは気のせいではないだろう。







　黒陽騎の一方的な蹂躙は続く。ファリドが馬上から槍を突き刺すと、連邦兵は口から血を吐き出して息絶える。あまりにも脆い。いくらこちらが精鋭揃いとはいえ、ここまで歯応えがないものだろうか。敵は、あの悪鬼ノエルの兵なのだ。ヤヴィツでの戦いより、弱体化している。

（おかしい。何か、仕掛けてくるな）

　ファリドの脳裏に嫌な予感が過ぎる。だが、攻勢が順調だというのに引き返すなど愚の骨頂。中途半端な攻撃は絶対に控えろと、あの場所で教わった。だから、それをファリドは守ることにした。何かあるなら食い破るのみだ。

　騎馬の群れが敵兵をなぎ倒して砦の内部に入り、ノエル本陣への攻勢を開始した。積まれた木材を防壁代わりに剣を振るう連邦兵に襲い掛かる。作りかけの砦、その中央に二槌の旗印が高らかに掲げられている。連邦軍総督、ノエルの天幕だ。その中から、ノエルがゆっくりと出てくる。顔には笑みを浮かべて。

「ノエル」

「絶対に来ると思ってた」

　ノエルは笑顔のまま、左手を上げた。

　──その瞬間。砦目掛けて夥おびただしい数の火矢が降り注いできた。ファリドは慌てて槍を回転させてそれを打ち落とす。黒陽騎もだ。これぐらいでやられるような者たちではない。犠牲になっているのは、むしろ連邦兵。その身体に火矢が突き刺さると、勢いよく燃え上がる。いや、燃え盛っている。人体を燃料として、炎の柱が次々と立っていく。それは砦の土台、物資などに燃え移り、更には死体にまで。これほどまでに飛び火の勢いが強いのは異常である。

「──な、何が起こった!?」

「や、やめろ、来るな、近づくな！」

　困惑するファリドの耳に、悲鳴を上げる黒陽騎の声が聞こえてくる。炎に巻かれた連邦兵が、笑みを浮かべながら、黒陽騎に抱きついている。油でも纏っているのか、炎は黒陽騎の髪、身体に容易たやすく燃え移り、炎の柱が出来上がった。

　その光景と同じものが、本陣のいたる場所で起こっている。馬は恐慌状態に陥り、主を地面へと落とし、それに向かって炎を纏った連邦兵が抱きつき、炎と化していく。ファリドが育て上げた精兵たちが、聞くに堪えない悲鳴を上げながら次々に死んでいく。

　気がつけば、砦を覆うように炎の円ができていた。砦の外枠と人間の死体を用いて築き上げた炎の壁。空にまで届かんばかりの勢いで、炎は燃え立っている。

「……なんなのだ、これは。ノエル、君は一体何を──」

「火計だよ。やっぱり、これが一番かなって」

「自らに火を掛けるなど、正気の沙さ汰たじゃない！」

「戦争に正気を求めるの？」

「そうじゃない。だが、これは明らかに間違っている。君は、自分の兵に死ねと命じたんだぞ！」

「うん、そうだよ。ね、なんで、皆が喜んで死んでいくのか、不思議でしょ？　そういう薬を使ったから、皆、痛みを忘れているんだ。多分、そっちにも出回っていると思うけど」

　アミルを悩ませている咎草のことだろう。帝国領で蔓延し、被害をもたらしている毒草だ。あれには、強い幻覚作用のほかに、痛みを忘れられる効果もあるようだが。痛覚が麻痺し、自傷行為に走り死に至った者もいる。

「それが指揮官のすることなのか。君は、君は自分の仲間を捨て駒にしたんだぞ？」

「私が指揮官だからだよ。戦えば死者が出るのは当たり前。これが成功すれば、最終的な犠牲は少なくなる。それに、この人たちは何もしなくても死んでいくんだから、同じことだよ」

「死んでいく、だと？」

「うん、もう臓ぞう腑ふが腐ってるからね。そうなったのは、貴方たちが大陸から持ち帰った疫病が原因。だから私は選択肢をあげた。私の策に協力してくれれば、残った家族の面倒を見るし、ヴォスハイト家の一員にしてあげるって。そうしたら、皆喜んで参加してくれたよ。あはは、私も最後にいっぱい家族が増えて嬉しかったかな」

　ノエルは降り注ぐ火の粉を払いながら、得意気な顔でそう述べた。外道の策と承知の上で用いたらしい。その顔には一切の迷いも後悔もない。

「……僕たちを陥れるために、死兵を大量に用意し、自らを囮おとりにしてこんな策を」

「黒陽騎も死兵みたいなものでしょ。だから、ずるいのはおあいこ。そして、ここは皆の命で作った火の輪の中心。私が考えた〝火輪の計〟。貴方たちを焼き殺すためだけに考えたんだ。獣は、火が一番の苦手でしょう？」

「──火輪」

　砦が炎の円を描き、人間の命を糧に激しく燃え上がっている。連邦兵と黒陽騎たちは焼死し、最後に残されたのは黎れい明めいの化物二人。

「後は、貴方と私が決着すればすべてが終わる。私はこのままでもいいんだけど、貴方はそういう訳にはいかないもんね」

　ノエルが二又の槍を向けてくる。我に返ったファリドも、槍を素早く構える。

　この炎は当分収まることはないだろう。恐らくは、カルナス城塞を焼き尽くした燃焼石と呼ばれるものが使われている。──いや、それだけではないのかもしれない。何か、別の力が加わっているようにすら思える。燃え盛る火の粉は、まるで死者の魂が彷徨っているかのようだ。

「──最初から、僕と相打ちするつもりだったのか？　この火の勢いでは、君も逃げ出すことはできないよ」

「友達に剣を向けるときは、自分も死ぬ覚悟がないと駄目なんだって教えてもらった。だから、私も貴方に付き合ってあげるよ。……本当に久しぶりだね、〝八番〟」

「は、ははっ。なんだ、分かっていたのか。それだったら、会ってくれても良かっただろうに。僕の手紙は見たんだろう、〝十三番〟？」

　ファリドは苦笑を漏らす。

「行かないって返事は出したじゃない」

　確かに返事は受け取っている。戦場で再会しようとも記されていた。思えば、これもノエルの誘いの一つだったのだろう。これしか、直接話す機会はないと、ファリドに植え付けるために。

「……それでも、僕は会いたかったんだ。もし、君が思い出してくれていたなら、他の道があったかもしれないじゃないか」

　実際には難しかっただろうが。いや、その場で拘束してしまえば、あるいは。そんなことを考えて、ファリドは苦笑する。だから、ノエルは来なかったのだと。

「本当にごめんね。私と貴方は友達だったけど、今は敵と味方だから。貴方は帝国で、私は連邦。交わることは絶対にない。そうでしょう、ファリド元帥」

　こうなることを避けたかった。だから、ファリドはウィラ島にいたノエルを何度も勧誘した。敵同士になることがないように。

「……どうして、こうなったんだろう」

「…………」

「こんなはずじゃなかった。本当は、皆が幸せになれるはずだったんだよ。だから、僕は一生懸命頑張った。なのに、皆、全然幸せそうじゃないんだ。なんでなんだろう」

　先生の言葉通りに、ファリドは頑張ってきた。皇帝の言葉に、間違いはないのだから。すべてが上手くいくはずだったのに。

　ノエルは困ったように微笑む。ファリドは懐かしいその顔を見て、思わず見とれてしまった。

「ファリドは帝国の元帥だもんね。あれからいっぱい頑張ったんだよね。本当にすごいと思う。皆も、喜んでるよ」

「……本当にそうかな？　皆、僕を恨んでるんじゃないかな。だって、僕だけがアミル様のもとで」

「大丈夫。皆怒ってないから。いっぱい頑張ったファリドをお祝いしてる」

「ははっ、君が言うと、なんだか本当に聞こえるな」

「だって、本当のことだからね。皆、私たちのことをずっと見てたと思うよ」

　ファリドは、その言葉に少しだけ気が楽になるのを感じる。ずっと心の奥底に潜んでいた罪悪感。自分だけが生き残ってしまったという負い目。もし、ノエルの言葉が本当だったならば、どれだけ救われるだろうか。

「……今まで、休まずに必死で駆け抜けてきた。アミル様に仕えることが、皆の幸せになると信じて。でも、あまり上手くいかなかった。僕は何を間違っていたんだろう。ノエル、君なら分かるのかな？」

　ファリドが表情を緩めると、ノエルもそれに応じて肩を竦すくめる。

「多分、目的は一緒だったと思う。でも、少し道が違っちゃっただけかな。きっと運が悪かったんだよ。だから、仕方がないね」

「……ああ、そうだね。本当に残念だけど、世界はこういうものだから」

　両目を閉じて、深々と息を吐いた後、殺気を籠めてノエルを睨みつける。彼女は槍を構えているが、まだ殺気はない。

「僕は、アミル様のために死ぬわけにはいかない。英雄の君さえいなくなれば、流れは帝国へ傾くだろう。ホルシード帝国のために、僕は勝つ」

「私も、ここで貴方を逃がすわけには、絶対にいかない。総督の代わりは他にもいるけど、貴方がいなくなれば帝国軍は総崩れになる。相打ちになっても、差し引きでは私の勝ちになる。──だから、貴方にはここで死んでもらう。リベリカ連邦の皆の幸せのために」

　煌こう々こうと燃え盛る煉れん獄ごくの中、ファリドとノエルは得物を構えて相対する。じりじりと灼しゃく熱ねつが肌を焦がしていくのを感じる。これ以上は身体がもたない。ファリドはかつての友、仲間、そして今の想い人を殺す決意を固める。

（僕は、負けられない。どうしても、負けられないんだ!!）

　ノエルを討ち取り、その首を持ってアミルのもとへ戻る。連邦の英雄、旗印のノエルが死ねば、連邦の士気は一気に下がる。そして、そこに全軍で突撃すれば一気に崩壊に追い込める。分岐点は、今まさにここにある。

「──行くよ、十三番ッ!!」

　近くで炎の塊が弾けたと同時に、ファリドは熱風を切り裂いて、一気にノエルへ駆け始めた。ノエルの動きは、完全に見切っている。逆に、ノエルには自分の動きを見ることができない。彼女の槍は自分には絶対に届かない。

　かつての練習試合のように、かつての一騎打ちのように。ファリドは、絶対に負けないのだ。

　後三歩で槍の射程に入る。ノエルは槍を構えたまま動かない。

　後二歩。ノエルは動かない。

　後一歩。ノエルは動かない。

　完全に射程に入った。不可解なことに、ノエルは自ら槍を手放した。今更投降する気なのだろうか。だが、すでに攻撃態勢に入っている。このままいくしかない。もう、止まることはできないのだ。

　──だが、本当に、それでいいのだろうか

「──ッッ!!」

　ファリドは雑念を断ち切ると、足を踏み切り身体を捻り、生涯で最高の突きを繰り出した。数多あまたの敵将を討ち取ってきた神速の突き。突き出した槍の先端は、獲物の身体を確かに抉えぐっている。血ち飛沫しぶきが周囲に飛び散る。

「……く、くうっ」

　口から血を吐く。身体が急に重くなり、足が震えだす。なぜか、手から力が抜けていく。脳に、焼けるような痛みが伝わってくる。

　自分の腹部を見ると、ノエルの左手が短剣を突き刺していた。それは鎧の隙間から深々と突き刺さっており、ファリドの臓器を抉っている。明らかに、致命傷だ。生命維持に必要な臓器が激しく損傷している。

　これは、かつて、ヤヴィツ峠で使ったファリドの戦法とよく似ている。違うのは、攻撃を受けるまで引き寄せて、渾身の一撃を相手に食らわせたこと。

　ファリドの槍は、ノエルの右肩部を抉っていた。彼女の赤い鎧と髪は血飛沫で染まっている。狙いは心臓だったはずなのに、なぜか逸れてしまった。どうしてだろうか。最後に、どうしようもなく甘い自分が出てしまったのかもしれない。

「……ノエル」

「ごめんね」

　ノエルの手が、ファリドの背中に回される。左手に握られている短刀が、更に体内を深く抉ってくる。確実に止めを刺す為にだ。

　抵抗しようと思えば、できた。道連れにするくらいの力は残っている。だが、それはしない。ファリドもノエルの背中に手を回し、抱きしめる。血に塗まみれた抱擁になってしまったが、なんとなく嬉しかった。

「……僕が、最後に、躊ちゅう躇ちょすると、分かってたんだね？」

「本当にごめんね。これしか思いつかなかった。まともに打ち合えば、私は、貴方に勝てないから。私より、貴方のほうが強いから」

「──は、ははっ。よ、よく言うよ、十三番」

　ファリドは、ノエルに覆いかぶさるようにして倒れた。そのまま転がると、二人はそこに並んで空を見上げる形になった。

「これが、あのときの、約束ってことかな」

「うん。苦手だけど、剣で勝負をつけようと思った。騙すようなことして、ごめんね」

　アミルのために剣を振るうという約束。そして、一緒に戦うという話。アミルの勝利のためではなく、敗北のために振るわれてしまった。完全な詭き弁べんだが、怒る気にはなれなかった。十三番ならば、仕方がない。そんな気がする。

「へ、変なところで、頑固なのは、相変わらずだね。そんなだから、先生たちに、いつも怒られたんだよ」

「そ、そうかな」

「そうだよ。君は、頑固だ」

　お互いに見合った後、苦笑する。

「これで、勝負は、引き分け、かな？」

　ノエルが息も絶え絶えに呟いてくる。炎の渦が、近寄っている。もう間もなく、二人を飲み込むことだろう。今考えると、先ほど長々と話してくれていたのも、時間稼ぎが目的だったのかもしれない。自分を確実に殺すためにだ。でも、今はどうでもよいことだ。最後に沢山話ができたのだから。このまま二人で死ぬのも、そんなに悪くない気もした。

「勝てる勝負を、拾えなかったから、僕の負けでいいよ。……君は、あの頃より、ずるくなったね。いや、強くなったと言うべきなのかな」

「色々、勉強したから。それに、色んな人とも話をした。楽しいことも、辛つらいことも経験した」

「そう、なんだ。本当に、君が羨ましいな。あのときから、ずっとそう思ってたんだけどね」

　ファリドは本心からそう告げた。勉強したことといえば、戦いに関することばかり。ノエルは本当に色々なことを勉強したのだろう。どうしたらそんなに自由に生きられるのだろうか。あの教会にいたときから、ノエルは自由だった。

「……やっぱり、焼け死ぬって、なんだか、熱そうだね。前も思ったけど」

「はは、き、君が仕掛けたくせに。それは、二回も火計に掛けられた僕の台詞だよ」

「そう、だったね。今は、ちょっとだけ、後悔してる、かな」

「はは、本当に君らしいや」

　ファリドは呆れたように笑った。血がノエルの顔に吹きかかる。

「……皆も、許してくれるかな。これで、全部、終わりになっちゃう、けど」

「大丈夫、まだ終わってないよ。全然、終わってない。……僕が、終わらせない」

　ファリドは気力を振り絞り、立ち上がった。ノエルの二又の槍を拾う。掌てのひらに灼熱が広がる。だが、すぐに何も感じなくなった。掛け声とともに、炎の壁に向かって全力で放り投げる。砦の外壁が砕け散り、僅かだが隙間が見えた。その先に、ノエルの名を叫ぶ女騎士が見える。

　ファリドはその方角を確かめた後、ノエルの手を引っ張り上げる。

「……何をする気？」

「あれは、君の友達だろう？　もう行きなよ。僕は、皆のところに、先に行っているから」

「駄目だよ、八番。私も──」

「さよならだ、十三番。いや、ノエル・ヴォスハイト総督。君がその職務から解放されたとき、また会えるといいね。それなら、もう帝国も連邦も関係ない」

　ファリドは最後の力、全生命力を振り絞り、ノエルを先ほどの方角へと投げつけた。投げるときにノエルの身体から嫌な音がしたが、それぐらいは我慢してもらおう。骨折してようが生きてさえいればどうでもいいではないか。そうすれば、皆の思いは受け継がれる。ファリドの思いも、きっと。

　少しだけ残念な気がするのは、死の寸前でやっと手に入れた宝物を手放してしまったからだろう。でも、それも良いかと自分を納得させることにする。

「なんだか、疲れたな。でも、苦しくないのは、なんでだろう」

　力を使い果たしたファリドは、その場にくずおれた。炎が身体を包むのが分かる。熱くて絶叫してもおかしくないのだが、特に何も感じない。最後だけは、少し運があったのだろう。ノエルを殺さずに済んで、本当に良かった。

　炎に包まれながら、夕闇に染まる空を見上げる。見上げたつもりになった。もう何も見えない。アミルへの謝罪が一瞬だけ頭を過ぎる。でも、今まで本当に頑張ったんだから、きっと許してくれるだろう。それに、何が正しかったのか、どうすべきだったのかは、今の自分にはもう判断できない。考えたくない。後悔したくないから。

「……火輪の計、か。ははっ、やっぱり、それはずるいよ。だって、そんなこと、僕は、習って──」

　炎に巻かれながら笑みを漏らす。最期にファリドの脳裏に過ぎったのは、嬉しそうに勝ち誇る、ノエルの満面の笑みだった。
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　ノエルの救出に成功したシンシアは、すぐに後退して軍医を呼んで治療に当たらせる。

　ノエルの右肩の怪我はかなり酷く、出血も激しい。おまけに火傷やけどもしている。だが、軍医の話では命は助かるだろうとのことだった。

　少し安あん堵どしたシンシアの腕が、いきなり摑まれる。意識が朦もう朧ろうとしているだろうノエルが話しかけてくる。

「ぜ、全軍に、攻撃命令を。好機は今しかない。すぐに、攻撃命令を──」

「分かっている。すでにシデン殿が前線の指揮を引き継いで攻勢を掛け始めた。諸しょ侯こうにエルガー様もだ。お前は黙って回復に努めていろ。ここまで来て死んだりしたら許さんぞ！」

「……うん、分かった」

「自分ごと火計に掛けるなど、無茶ばかりして。お前は一体何を考えているんだ！　なぜ私に黙ってこんな真似を!!」

「それより、ド、ドルカスは？」

「大丈夫だ！　いいから自分のことだけ考えていろ！」

「……ご、ごめんね」

　一言だけ呟いた後、ノエルは眠るように目を閉じた。体力の限界が来たのだろう。煤すすがついたその頰を、雫しずくがとめどなく伝っている。水に濡ぬらした布巾でそれを拭った後、シンシアは戦場へと視線を向けた。

　真っ赤な夕焼けが、戦場に照り付けている。赤旗を掲げた大軍が、平原を駆けていく。白布の部分は太陽の色を帯びて、赤に変化してしまっているのだ。赤き軍団が、赤に染まる草原を前へ、前へと進んでいく。

（……まるで、太陽の旗だな）

　──赤は太陽、白は人民。自らの血を流し、連邦旗は赤に染まった。ノエルがこの光景を見たら、果たして何を思うのだろうか。そんなことを考えてしまったシンシアは、一度息を吐き、再び指揮を執とる為に前線へと向かっていった。







　──戦場中央に突如として立ち上った煉獄に、バハール兵は、悪鬼の恐怖を思い出していた。そして、その後に連邦陣から沸き立つ声。連邦軍総督ノエルの生還、黒陽騎指揮官ファリド元帥を討ち取ったとの大歓声。

　事実、連邦本陣を強襲した黒陽騎はほとんど帰らず、人の焼ける臭いが風に乗って戦場を漂っていた。

　士気の上昇著しい連邦軍は、夜が訪れる前に総攻撃を開始。帝国軍も負けじと迎撃に当たるが、士気低下の影響は目に見えて現れていた。何より、己の右腕であり、最も信頼していたファリドの死は、皇帝アミルを激しく動揺させた。指揮系統の乱れにより、各将は連携が取れず、徐々に後退を始めていく。敵の勢いを止めることができない。傾いた流れを押し戻せる切り札を、アミルはすでに失っている。

　そして、遂に右翼の陣が突破され、連邦兵が側面から中央本陣を脅かし始めると、帝国兵は完全に恐慌状態に陥った。指揮官の戦死報告が次々と飛び込んでくる。ここに至り、アミルは敗北を悟る。

「……これまでのようだな。殿しんがりを残し、全軍を撤退させよ。トルド、ベスタは放棄。戦線を都市キャデルまで縮小する」

「し、しかしながら、陛下。それでは──」

　トルド、ベスタの放棄は、バハールの支配圏の大半を敵に渡すのと同義。都市キャデルは確かに防御は固いが、規模でいえばベスタとは比べ物にならない。

「ベスタには、これだけの軍勢を支えるほどの兵糧はない。何より、勢いづく敵を前に籠ったところで長くはもたぬ。ならば、ここは犠牲を最小限に抑えて後退し、ただちに立て直しを図るのが最善だ。……急ぎ伝令を出し、民、兵、物資、財宝、あらゆるものを運び出せ！　できる限り連邦に渡さぬようにせよ！」

「は、ははっ！」

　参謀が走り去ると、天幕の外に控えていた武官たちが慌しく動き始める。

「まさか、私がここまで完敗を喫するとはな。そうか、これが初の敗北ということか」

　アミルはそう呟いた後、力なく椅子に腰掛ける。今は、怒りを覚えるよりも、喪失感のほうが大きい。初めての完敗、そして、ファリドの戦死。アミルの精神を打ちのめすには十分だった。

「……ファリドは、なぜ敵の誘いに乗ったのだ」

　あれが敵の罠だったのはファリドも分かっていたはずだ。様子を見るのであれば、他の隊を行かせれば良かっただけの話だ。たとえ一部の黒陽騎が暴走したとしても、ファリドが突撃しなければ大した被害はなかったのだ。

　だが、ファリドは行った。自分の命めいに初めて背き、自らの意志で強襲を掛け、死んだ。アミルの心には空虚なものしか残っていない。

（ファリドは悪鬼と直接決着を付けたかったのだろうか。それももう分からぬ。奴の、最初で最後の命令違反となったか）

　そして、かつてアミルが見逃したノエル・ヴォスハイトはまだ生きている。あの悪鬼は連邦軍総督として、これからもアミルの前に立ちはだかり続けるだろう。それを打ち倒せるはずだった男は、もういない。

「──く、くくくっ！　なんということだ。余が、あのとき殺すことを決断していればッ。すべては、余の甘さが招いたことではないか!!」

　それだけではない。この敗北はすべて、自分の油断、慢心が生んだものだ。

　アミルは己の決断を心から悔やみ、唇から血が滲むほど嚙み締めた。湧き上がる恐怖を誤魔化すために。あの煉獄の悪鬼は、アミルの命を狙う為に戦場に立ち続けるであろう。アミルが死ぬまで、永遠にだ。




　連邦軍の指揮を引き継いだシデンは、追撃の手を緩めることなく、夜通しの強行軍で兵を進めた。降伏した者は全員命を助けると触れを出し、できる限り抵抗を少なくする働きかけも行う。無論、抵抗するものには容赦はしない。

　アルトヴェール平原で帝国が敗北したことを知ったトルド領主は、降伏勧告を受け入れて開城した。

　更にシデンはバーンズに依頼し、ベスタの調略を行わせる。返答は、一週間の猶予を貰えれば、無血開城を行うというものだった。シデンやバーンズたち連邦指導者はこれを受け入れた。

　そして約束の一週間後、連邦軍はベスタに入り、赤白二色の連邦旗を高らかに掲げた。その隣には、ノエルの二に槌つい旗きも揚がっている。

　このアルトヴェール会戦は大陸の勢力バランスを一変させた。リベリカ連邦はただの寄せ集めなどではなく、ホルシード帝国に匹敵する戦力を持つと、力で以もって証明して見せたのだ。それは同時に、帝国、そして皇帝アミルの権威が著しく低下したことを意味する。

　各帝国領で燻くすぶり始めた反乱分子に対処するため、アミルは連邦に停戦を持ちかけざるを得なくなる。偉大な皇帝が、反乱した逆賊に書状を送り、停戦を願い出たのだ。これは、リベリカ連邦を交渉相手として正式に認めるということ。それほどまでに、アミルは追い詰められていた。

　一方のリベリカ連邦も、戦が続いていたため疲弊していた。一挙に帝国を叩くべしという強硬な意見もあったが、勝利の立役者、重傷から回復したノエルが停戦を受け入れたほうが良いと意見を述べると、指導者たちもそれに同意せざるを得なかった。

　停戦交渉が纏まると、西バハールはバーンズを国主として連邦の一員に改めて加わることとなった。州都は先の会戦で無血開城させたベスタである。バーンズは同じバハール人であったため、新たに連邦に組み込まれた民たちもそれほど不満を見せることはなかった。

　召集された諸侯会議で、今後の方針について尋ねられたノエルは、当面の間、現状維持すべきと提案する。

「敵にはいてもらったほうが色々と便利だよ。憎む相手がいると、人間はやる気が出るでしょう？　敵がいなくなっても、勝手に作り出すんだから、帝国は残しておいたほうが良いよ」

　無理をして統一したところで、すぐにボロが出るに決まっている。現にその兆候はちらほらと見えるのだから。憎む矛先を用意して置いたほうが、今はやりやすい。

「しかし、追い詰められた者は何をするか分からない。我がゲンブには、窮きゅう鼠そ猫を嚙むという言葉がある。手を緩めず、一気に止めを刺すべきではないか？」

「そんな体力が果たしてあるかなぁ。帝国は私たちと停戦しても、あっちの大陸でずっと戦い続けなくちゃいけない。自分の招いたこととはいえ、本当に大変だよね」

「……しかし」

「大丈夫。ここは慌てず、ゆっくり行こうよ。まだまだ、先は長いんだから」

　シデンの懸念に、ノエルは大丈夫だと笑って自信を示した。

　今の連邦はひたすら国力回復に努めれば良い。もうこちらから大きな戦を仕掛ける必要はない。逆に、帝国は常に脅えていなくてはならない。各州の独立の機運の高まり、連邦の再侵攻、そして、ムンドノーヴォ大陸に築いてしまった新領土の防衛だ。難題は山積み、同情したくなるほどである。

　ノエルは、今後の連邦の方針として、独立を求める勢力の支援に徹すべきと提案した。帝国との戦いの矢や面おもてに立つ必要はない。その州の民が本当に独立を求める場合に限り、軍事支援を行うのだ。それはノエルの総督府が担当する。諸侯会議での議論は白熱したが、最終的にはノエルの意見が通った。ノエルの意見に、エルガー、シデン、バーンズが賛意を示したためだ。

　無理に今の帝国領を征圧したところで、連邦の利益にはならないとノエルは考えている。大陸を征圧したところで、新たな支配者の地位を巡って、連邦内で再び戦いが起こるだろう。ならば、このまま帝国には存在してもらったほうが都合が良い。当然ながら瀕死の状態でだ。

「……なるほど。不平、不満、恨みなどの負の感情、そして大陸の厄介事はすべて帝国に押し付けるわけか」

「今まで良い思いをしてきたんだし、それくらいは良いでしょ。あっちが反省して善政を敷いてくれれば、もしかしたら私たちと良い関係になれるかもしれない。そうしたら、リベリカ大陸には平和な世が訪れるかもしれないね」

　ノエルは絶対に無理だと分かった上で言った。彼らが善政を敷くためには、大陸遠征を諦めねばならない。だが、彼かの地を放棄すれば更に皇帝の権威が低下する上、星教会からの逆襲に脅えることになる。連邦は彼の地の指導者と一応の誼よしみを結んでいる。つまり、挟撃の形になってしまうのだ。それを避けるためにも、帝国はあの新領土を防壁として支え続けなければならない。それがどこまで続けられるかは知ったことではない。体力に限界を迎えた州は独立を図り、連邦はそれに協力して迎え入れるだけのこと。

　時間の経過により、状況は変化するであろうが、そのときはそのときで考えれば良い。

「ま、私たちは私たちで頑張ろうか。どこもかしこも、ボロボロだからね」

　諸侯会議を終えた後、ノエルは部下を連れて、戦死者たちの墓を建てた。こんな石碑に祈ったって意味はないのかもしれないが、彼らをずっと忘れないでいるための、証あかしのようなものだ。

　火輪の計で犠牲にした兵たちには、約束通りヴォスハイト姓を与えた。遺族の面倒はノエルがすべて見るつもりである。彼らはもう家族なのだから当たり前のことだ。

　ドルカスは命は無事だったが、右足を失ったため戦いに出るのはもう無理である。今度は後進の指導に当たるよう命じると、渋々ながらもこれを受け入れた。剣を取らなくても、仕事はいっぱいある。何より大事な仲間なのだ。生きていてくれて本当に良かったとノエルは思う。

　そして、体調が完全になったノエルは、やり残していたことを決着させることに決めた。あくせくと報告書に目を通すシンシアに、声を掛ける。

「ね、ちょっと行きたいところがあるんだけど」

「今は無理だ。人員の配置やら軍備予算の作成などやることが山積みだ。お前もたくさん仕事を抱えていただろう」

「忙しいのは分かってるけど、行かなくちゃ」

「駄目だ。気晴らしをしたい気持ちは分かるが、目付役として──」

「あれは終わらせないともっと駄目なんだ。怪我も完全に治ったし、早速行かなくちゃ！」

　ノエルは我わが儘ままを聞いてもらうことにした。絶対にやらなければならないと強く断言して。







　帝都フィルーズから少し離れた場所に、木々に覆われた教会がある。暁あかつき計画の下、捕虜、孤児、捨て子などを連れてきて強化兵としていた場所だ。

　だが、現在はかつての皇帝ベフナムの、狂った欲望を満たす為だけに存在する牢獄となっていた。そこでは、忌まわしい人体実験が今も行われている。

　狂気の実験が繰り返された結果、研究は一定の成果を挙げていた。ベフナムは人間の老化速度を低下させることに成功していたのだ。別の命を糧とすることで、自らの寿命を僅かに引き延ばす。大陸から連れてこられた者は、アミルですら知らぬうちにその多くが材料として費やされていた。人体を極限まで強化するという〝天陽計画〟はすべて虚言、ベフナムの不老不死を完成させる総仕上げの為であった。

　これほどまで上手く隠いん蔽ぺいすることができたのは、監視役たる宰相ミルズがベフナムに協力していたからだ。彼は元々太陽帝の残した遺産を調査し、手に入れたいという野望を持っていた。暁計画の成功によりそれが実在することを確信、ベフナムに取り入るために、宰相となってからはあらゆることを融通するようになった。最終的に、すべての成果を奪い取るためにだ。

「ミルズ様。成人男性の材料が尽きてしまいましたが、いかがいたしましょうか。適当な子供で代用しますか？」

「ああ、それならすぐに手配しますよ。大陸からいくらでも連れてこれますからねぇ。そのためにも、陛下には遠征を続けていただかなくては。フフ、精神が焼き切れるまであのお方には皇帝の座にいていただきますよ」

　不老不死は間もなく完成する。ベフナムには成果は渡さず、ミルズがそれを奪い取る。そして、機を見計らい選ばれた人間で帝国の実権を奪取。そのまま大陸を席巻すれば良い。慌てることは何もない。あの秘法が完成すれば、時間は無限にある。

「──ん？」

　ミルズの耳に、異音が入ってくる。下の階、教会の入り口あたりからだ。この教会は強固な壁で完全に覆われており、地下は五層にわたり実験棟が設けられている。警護には暁計画で製作された精鋭が配置されており、野盗がつけ入る隙すきは絶対にない。

「ミルズ様！　しゅ、襲撃です！　あ、あ、あ──」

「なんです。落ち着いて喋らないと、分かりませんよ」

「悪鬼が、悪鬼ノエルが──」

　兵士の頭が叩き割られる。脳のう漿しょうがミルズの顔に降りかかる。頭を失った兵がくずおれると、そこには赤の鎧を身につけた女、連邦軍総督ノエル・ヴォスハイトが口元を歪ゆがめて立ち尽くしていた。

　停戦交渉に立ち会ったミルズは、ノエルの顔を知っていた。あのときは連邦の指揮官に相応しい凜としたものだったが、今の表情は、獰どう猛もうな狼が獲物を前に舌なめずりしているかのようだった。手には、赤錆さびが目立つ鉄槌、そして鉄てつ釘くぎが何本も握られている。

「これはこれは。まさか、連邦の英雄たるノエル閣下がこのような場所にお越しとは。本来であれば盛大に歓迎しなければならないところでしょうが」

　驚きを押し殺しつつ、ミルズは柔和な表情を維持しようと努力する。

「別にいらないかな。すぐに終わるし」

「……事情はよく理解できませんが、連邦とは停戦協定が結ばれております。いずれにせよ、これは重大な協定違反となりますよ」

「心配はいらないよ。今、帝国領はどこも混乱しているでしょ。だから、潰すなら今しかないと思って。バレないように来たから、大丈夫だよ。せっかく停戦したんだし、しばらくは平和が続いたほうがいいよね」

「つ、潰すとは穏やかではありませんねぇ。第一、なぜ貴方がこの場所を知っているのですか。ここは、帝国でも限られた者しか知らぬはずだ！」

「ね、知りたい？」

「え、ええ」

「貴方には教えてあげない。だって、教えてもすぐいなくなるんだから、時間の無駄だもんね」

　ノエルは慌てて逃げようとしたミルズの首筋を捕らえ、床に押し倒す。抵抗しようと必死にもがくが、凄まじい力でミルズは身動きができない。

「どうせ、またろくでもない研究してたんでしょ？　続けられると皆迷惑するだろうし、ここで死んでもらうね」

「ま、待って、ちょっと待ってください！　こ、こ、ここの研究は、不老不死を実現するものなのです。いいですか？　完成はもう間近なのです。もちろん貴方にも成果を差し上げます！　だから、私を殺すのは待ってください！　それに私は帝国宰相なのです！　利用価値は大いにありますよ！」

「うーん、別にいらないかなぁ。ずっと生き続けるなんて、途中で飽きちゃったら地獄だし。それに、今は結構楽しいから、それだけで十分かな。後、貴方の力は別にいらないしね。性格の悪い人が二人もいたら、私も大変だよ」

　ノエルは笑いながら、ミルズの頭に鉄釘を押し当てる。

「や、やめろ。やめてくれ！　お、お願いだから殺さないで──」

「えいっ」

　掛け声とともに、ノエルは鉄釘を三本、ミルズの頭に一気に叩き込んだ。念のために、首の骨も折っておくことにした。ぴくぴく痙けい攣れんするミルズの身体を、窓から外に放り投げる。

　両手を叩いて埃を落としていると、シンシア、カイ、リグレット、そして白蟻党の兵たちがやってきた。

「総督。教会の征圧は完了しました。抵抗しやがった奴らは全員ぶっ殺しておきました」

　新たに白蟻党の指揮を受け継いだゴランが報告してくる。役職は親方代理だそうだ。まだ慣れていないようだが、仕事をこなそうと必死に努力している。

「結構強かったんじゃない？」

「腕っ節は確かに大したもんだが、動きが素人同然だ。毒刃をくれてやったら楽勝でした」

「流石は白蟻党だね」

「ありがとうございます！　ヘマでもしたらドルカスの親方にぶん殴られるんで」

　ノエルが肩を叩いて褒め称えた後、シンシアが話に入ってくる。

「ここがなんなのか、私にはさっぱり分からんが、どうもまともな施設ではなさそうだな。血の臭いが凄まじい」

「うん、すぐに燃やしたほうが良いよ。跡形もなく焼き尽くさなきゃね」

「それと、地下に五十人ほど子供が囚われていたが。彼らはどうする？」

「とりあえずトルドに連れて行って、それから自分で決めさせよう。街に残りたいって言ったら、私が面倒をみてもいいしね」

　ノエルの言葉にシンシアが目を丸くして驚く。リグレットはまた始まったと面倒くさそうに舌打ちした。子供の避難やその後の世話を手配するのは彼女の役目になるからだ。

「……珍しいな。お前がそんなことを言い出すとは」

「まぁ、ちょっとね。他には、何もなかった？」

「うむ。ノエル殿の話していた、黒い石というのは存在しなかった。それに、先帝ベフナムの姿もだ。まだ周囲を捜索させたほうがいいならば、兵を残していくが」

　カイの提案を、ノエルは少し天井を見上げて考えた後、遠慮しておくことにした。どうやら、もう問題はなさそうだから。

「ううん、それはいいや。もう大丈夫みたい」

「しかし、禍根になる恐れがあるならば、念入りに探したほうがよいのではないか？　それがしだけ残っても構わんが」

「大丈夫だってさ。皆、新しい玩具が来たって喜んでるから。それじゃ、燃焼石を仕掛けて、全部燃やしちゃおう。書類とか薬とか死体とか。この世に痕こん跡せきを残すことなく、綺麗さっぱり吹き飛ばそう！」

「そ、そこまでやるのか？　目立って、すぐに追っ手が掛かるぞ」

「うん、ごめんね。でも、皆に見てもらわなくちゃいけないから、盛大にやらないといけないんだ」

「それなら白蟻党にお任せを。俺たちが安全な場所に逃げた頃に吹き飛ぶように細工しますぜ。もちろん、効果は問題ありません。帝国のやつら、尻が吹っ飛ぶくらい驚くでしょうぜ」

「それは楽しみだね。それじゃ、準備して高台のほうに行こうか！」







　ノエルが教会を襲撃したのと同時に、地下に籠っていたベフナムは隠し通路を使って一人で逃げ出していた。万が一に備えるのは、当たり前のこと。ベフナムは誰よりも狡猾に、そして用心深くなることで皇帝の座を勝ち取ったのだから。

　息を切らせながら梯子を上り、井戸の蓋を開ける。ここは教会の裏手にある墓地へと通じる通路。表で待機しているであろう襲撃者は気付くことはない。

（何者か知らんが、ここに目をつけるとはな。まさか、アミルの手の者か？　そこまで愚かだったとは思いたくないが）

　追い詰められたアミルが、研究所を自らの手に収める為に実力を行使してきたのかもしれない。結果は失敗し、暁計画は完全に喪失することとなる。アミルの元には何も残らない。

　ベフナムは身内を真っ先に疑っていた。どちらにせよ、しばらくは身を隠す必要がある。そして、隠しておいた資金、物資を使って研究所を再建し、研究を続ける。すでにこの身体は老化を極端に遅らせることに成功している。恐らく寿命は三倍程度延びているだろう。これは幼児を用いた実験によるものだが。

　ベフナムの手には、不老不死を実現するための鍵、黒の秘石が握られている。太陽帝ベルギスの残した帝国の秘法──太陽の遺産。これさえあれば、ベフナムは再び支配者に返り咲くことができる。

「くくっ、連邦が支配圏を伸ばそうが、帝国が滅びようが一向に構わぬ。私さえ生きていれば、いくらでも再建できるからな。くくくっ、そう、大陸の支配者は後にも先にも私だけでいいのだ！」

　ベフナムが笑いながら墓地を抜けたところで、動きが止まる。いや、止められてしまった。何かが、足に絡まったようだ。植物かもしれない。

「糞ッ、なんだというのだ！」

　ベフナムが足元を見ると、肉片のこびりついた死体、その骨の見える腕が、足を摑んでいる。そこに群がる蛆うじ虫むしが、実に醜い。死体の眼孔は虚うつろで、何も映してはいない。悪臭が鼻を突く。

「な、なんだ！　なんなのだこいつはっ!!」

　それから逃れようと、必死に足を動かすが、死体の手をどうしても解ほどくことができない。止むを得ず手を使って引き剝はがそうとしたとき、黒の秘石を落としてしまった。慌ててそれを拾おうと身を屈かがめたとき、ぬかるんだ地中から無数の腕が這はい上がってくる。

「ひ、ひいいいっ!!」

　それらはベフナムの身体にまとわりつき、地中に引き摺ずり込もうとする。黒の秘石は、その中の骨の手によって、バラバラに粉砕されてしまった。ベフナムの野望がいともあっさり潰ついえた瞬間だ。だが、絶望はまだ終わらない。

　ケタケタと笑う子供の声が、ベフナムの脳に直接響いてくる。──遊ぼう、遊ぼう、遊ぼう、僕たち、私たちが飽きるまで、ずっと遊ぼう。お前にはその責任がある。その身を以もって罪を償え。自分の所業を思い知れ──と、ベフナムをからかい、そして鋭く弾劾する声が。

「ふ、ふざけるなっ！　化物どもめ、私は皇帝なのだ。私は皇帝なのだぞ！」

『元皇帝のくせに往生際が悪いな』

　一際低い声を放つ、生首。骨に抱えられて、それが喋りかけてくる。かつて人体実験に使ったフレッサーとかいう若者だった。非常に健康で、首だけになっても生きていたので記憶に残っている。最後は、ベフナムが薬の投与をやめたことで死に至った。そのときの脅える様子は、ベフナムの嗜し虐ぎゃく心しんを強く満たしてくれた。そのフレッサーが、今目の前にいる。ありえないが、現実にいる。

「違うッ！　お前たちのような亡者ではない！　わ、私は生きているんだ！」

『お前もこれからそうなるんだよ』

　そう言うと、朽くち果てた死体たちがベフナムを一気に地中へ引き摺り込んだ。他の小さな死体の群れは一度地上に出ると、教会が炎上するのを満足したかのように眺めた後で、自ら穴へと帰っていく。そして、再び静寂が訪れた。







　ノエルは教会を見下ろすことのできる高台で、炎が燃え盛るのを眺めていた。シンシアたちも同じだ。リグレットはこれからどう撤退するか頭を悩ませている。余計な邪魔者たちが五十人ほど増えてしまったからだ。

「あそこは、一体なんだったんだ？」

「ふふ、なんだろうね。でも、あれを潰せたことは連邦にとっていいことだと思うよ。総督として相応しい仕事を成し遂げたって感じかな」

「……言いたくないならば構わない。どう見ても、ろくな場所じゃなかったからな」

「そうだね。本当に糞みたいな場所だったよ」

　ノエルは大きく伸びをする。

「これから、どうするつもりだ。まだ、総督を続けていく気はあるのか？」

　シンシアは不安そうだ。ちょっと前にノエルが、飽きたら総督を辞めると発言して以来、元気がなかった。ちょっとした冗談だったのだが、効きすぎてしまったようだ。今更噓でしたなどと言ったら、顔を殴られそうなので誤魔化すことにした。

「まだまだやることはいっぱいあるからね。それに、新しい家族も五十人増えそうだし」

「まさか、またヴォスハイト家の人間を増やすつもりか！」

「いいじゃない。減るもんじゃないし。同じ姓の人が増えれば、家族が増えたみたいで楽しそう」

「そう言って、すでに千人を超えているらしいじゃないか。全員の名前を言えるのか？」

「もちろん。言ってあげようか？」

「いや、また今度にしてくれ。時間がないし、リグレット殿に睨まれる」

　言葉通り、リグレットがこちらを睨んでいた。舌打ちの音も聞こえる。

「……あーあ」

「どうしたんだ。妙な溜息なんかして。厄介事は燃え尽きたのだろう」

「私は、幸せを手に入れられたのかなって」

「英雄になったというのに、まだ手に入っていないのか？」

「よく分からないな。できれば、目に見える形で欲しかったんだけど」

「相変わらず無茶を言う」

　シンシアは苦笑する。

「でも、何が幸せなのかは完全に分かったから、後で手帳に書き加えておくことにしよう」

「おい、私にも教えてくれる約束だろう！」

「私が死んだら、宝箱の中を見て良いよ」

「不吉なことを言うな！」

　久々に拳骨を頂いてしまった。

「それじゃあ天気も良いし、総督府に帰ろっか！　きっと、皆首を長くして待ってるよ」

「上手く話を誤魔化したな」

「総督府には、性格の悪い人がいるからね！」

「ちょっと、それは私のこと？」

「リグレットなんて一言も言ってないけど」

「目がそう言ってるのよ。大体、なんで私がこんな苦労を！」

「うわー、陰険眼鏡が追いかけてくる！　皆、逃げろー！」

　ノエルは子供たちを連れて、森に手配されている荷馬車目掛けて走り出した。リグレットは顔を真っ赤にして追いかけてくる。それに続き、護衛しなければとカイ、シンシア、白蟻党の面々も駆け始めたのだった。







　この後、ノエルには多大な功績からバハール内で領土が与えられることとなった。個人ではなく、あくまでも総督領としてのものだが。元の領主は総督府の一員として迎えられることとなったので、特に諍いが起きることもなかった。

　総督府直轄領となった都市トルドを拠点として、帝国に睨みを利かせつつ、ノエルは遊びと仕事に全力を尽くした。

　再び起こった帝国との戦では先陣を切り、前線で戦って戦って戦い抜いた。当然、勝つこともあれば、負けることもある。沢山の仲間が死に、沢山の敵を殺し続けた。それでも、ノエルは皆の命を背負って、戦い続けたのだ。ノエルが総督の間、連邦は支配圏を伸ばすことはあっても、削られることはなかった。

『今ならば帝国を滅ぼし、我々が大陸の支配者になれる』などと、驕り始めた国主たちには脅し紛いの警告を与え、総督としての責務をしっかりと果たし続ける。支配者になったりしたら総督の仕事はもっと大変になるというのも少しはあったが、大陸全住民の命を背負うのは流石に無理だと音を上げたというのが本心だ。

　人間には、できることとできないことがある。それを見極めるのも大事なことである。だから、ノエルは仲間や友達を頼り、あまり無理をしなかった。

　補佐してくれるのは、いつもの面々。それに加えて、大量に増えたヴォスハイト家の者たち。ノエルは全員の名前を覚え、得意、不得意を把握し、適正な仕事を振り分けていった。もちろん、自分が楽をするためである。勝手に決めた誕生日には、総督の解任動議を自ら出して、シンシアに叱しかられることを恒例行事にすることを心がけていた。皆で騒いで楽しむことができるからだ。都市を挙げての大祝賀祭である。この日ばかりは、真面目な人間、陰険な人間も楽しく騒ぐ。

　もちろん、楽しいことや嬉しいことばかりではなく、悲しいこと、辛いことも沢山あった。幸福と不幸は表裏一体なのだ。それは天気と同じことである。自分にできるのは、できるだけ楽しい時間が多く過ごせるように頑張るだけだ。それでも、長い時間の間には、上手く行かないことはある。

　たとえば、コインブラ統一から十年後に起こってしまった咎とが人びとの乱だ。乱で戦傷を負ってしまったエルガーの早すぎる死、悲しみ癒えぬイルムの中毒死、その息子ノルンの国主就任。後見人にはイルヴァンと、ペリウスが就任した。

　エルガーの死に際、ノエルはその瘦やせ細った手を取り、最期を見届けることになった。エルガーは何かを必死に語りかけようとしていたが、それがなんだったのかは今も分からない。ノエルは形見として、鉄槌を受け取った。こんなことは望んでいなかったのに、宝物の鉄槌が戻ってきてしまった。二つの鉄槌を握り締め、ノエルは誰にも見られないように少しだけ泣いた。

　ノエルはエルガーの遺志を実行するため、徹底的な咎草の排除を開始した。製造に関わっていた民の抵抗は激しかったが、コインブラが自ら蒔いた種を、すべて刈り取ったのだ。その苛烈さは、まさに悪鬼さながらであったという。

　ドルカスも、咎人の乱の後、病に掛かり死んでしまった。右足の傷が影響したのかもしれない。だが、その死に顔には満足気なものが浮かんでいた。ドルカスはノエルに感謝の言葉を述べた後、やりきったという顔で逝ったのだ。だから、ノエルも笑ってそれを見送った。本当は悲しかったけれど、このほうが良いと思ったからだ。

　彼の娘は父の遺志を受け継ぎ、総督府にて懸命に働いている。一人前になったとき、ヴォスハイトの名をもらうのが夢だそうだ。




　ノエルの総督在任中、何度か帝国を滅ぼすことができる機会があった。すでに大陸の六割を制覇しているのだ。側近や目付衆の中にも、今こそ滅ぼし大陸に平和を取り戻すべしと訴える者も多かった。だが、ノエルはあえて見逃すことを強調し、決着を避ける方針を採り続けた。

　帝国を滅亡させたとしても、今度は連邦内部で争いが起こることが目に見えている。人間は敵を作り出さずにはいられない生き物である。これが、沢山の人間を見続けてきたノエルの結論だ。ならば、生かさず殺さず、帝国には仇かたき役やくとして存在し続けてもらえばよい。いずれ破綻するときは来るのだろうが、連邦民の〝平和〟な時間を長引かせることは自分がいる間はできる。それが総督を引き受けた際の約束だ。できることはやらなければならない。

「帝国を滅ぼし、連邦が大陸の支配者になったとして。本当に、平和はやってくるのかな」

　ノエルが自分の考えを国主たちに打ち明けると、これに正面から答えられる者はいなかった。現に歴史は何度も繰り返している。現在の優勢を維持しつつ、一種の拮抗状態を保つほうが利益が大きい。国主の中には、野心を隠していた者もいるが歴戦のノエルを敵に回すほどの度胸はない。総督府の軍勢は、今や連邦の主柱と呼べるほどの存在になっているのだから。




　連邦成立から十年後、繰り返されていた戦に仮初の終止符が打たれるときが訪れた。都市レーヴェにおいて、連邦、帝国間で平和条約が結ばれたのだ。連邦代表はノエルが、帝国側からは五代皇帝がそれぞれ条約を承認。この日を以て、長きにわたり続いた〝太陽戦争〟はひとまず終結した。

　帝国は大陸星教会との間でも停戦交渉を開始。教会側との交渉は難航するかに思われたが、賠償金の支払いにより長く続いた遠征は一応終結する。なぜ話が纏まとまったのかは簡単な話だ。すでに、帝国はほとんど大陸での影響力を失っている。ヴェルダン州は、現地の者により支配されている状態なのだ。帝国の遠征というよりは、単なる領土争いに陥っているのが現状である。

　再度の余計な介入を防ぎたい星教会、負の遺産を早く解消したい帝国の利害が一致しただけの話。大陸での戦いは、今も続いている。







　──リベリカ連邦の歴史を語るとき、最初に名前が挙がるのが初代総督ノエル・ヴォスハイトである。彼女の足跡は、ノエルが自称五十の誕生日を迎えたところで突如として終わりを迎える。公式に死亡が発表され、総督領にて大々的な葬儀が行われたのだ。

　なぜか死因は公にされることはなかった。巷ちまたで流れた噂としては、シンシアの子供と遊んでいる最中にうっかり足を滑らせ頭を打って死んだ、パンを喉のどに詰らせて死んだ、木の上で居眠り中に落下して死んだ、川辺で寝ていてなぜか溺おぼれて死んだ等々だ。中には本当の悪鬼となってしまったなどという話まで流れた。誰かに暗殺されたという噂うわさが出なかったのは、とても殺せそうな人間ではなかったからだろう。

　いや、実は死んでなどなく、どこかで今ものんびりと暮らしている、名を変えてムンドノーヴォ大陸に渡った、最後の約束を果たすため世界を渡る旅に出た、などという憶測も残されている。どれもこれもうそ臭い話ばかりだが、ノエルを慕う者たちの間では、まことしやかに囁かれ続けた。

　だが、いずれにせよ、ノエルはその日以来、表舞台から完全に姿を消したのだ。総督府、ノエルの自室には山のような宝物が残されており、その中でも厳重に封印された宝箱は一際人々の目を引いた。生前より、幸せになる方法は一番頑丈な箱にしまってあると皆に話していたからだ。そして、自分に何かあったら見ていいよとも言い残していた。

　残された者は、なんとかしてそれを見ようとしたが、どうしても開くことができなかった。鍵師を呼んでも不思議と開けることができない。破壊しようとすると、槌つちのほうが壊れてしまうほどの頑強さ。仕方なく、残された者たちはノエルの遺品としてそのまま管理することとし、現在はリベリカ連邦の至宝として、錆びた二本の鉄槌とともに厳重に保管されている。

　中に何が入っているのかは、シンシア・エードリッヒ総督補佐とリグレット・ヴォスハイト総督府憲兵長が貴重な証言を残している。

『あの中にはノエルが書き残した手帳が入っているんだ。幸せになる方法とやらが記されているらしいが、詳しくは分からない。いつか教えてくれるという約束だったのだがな。……まぁ、答えはあの世で尋ねることにしよう。私にも、答えが分かった気がするのだ』

『いい？　あれは馬鹿が遺したくだらない悪戯いたずらなの。気にするだけ無駄無駄。苦労して開けたってどうせ、〝はずれ〟とでも書いてあるに違いないのよ。……開ける方法が分かったらすぐに教えなさい。これは命令よ』

　いずれにせよ、ノエルという人物は多くの謎なぞを残してこの世を去った。彼女はどこの生まれだったのか、なぜあれほどの武勇を持っていたのか、なぜ兵たちから強い信頼を得ることができたのか、彼女の愛用していた二又槍は一体どこへ消えたのか、なぜ歳を取っても若々しい姿のままだったのか、最後はどのようにして死んだのか、遺体はどこに眠っているのか、なぜヴォスハイト家の人間を増やし続けたのか、そして、彼女は一体何を成し遂げたかったのだろうか。

　今なお歴史家たちは、数多く存在するヴォスハイト家の始祖、ノエル・ヴォスハイトの足跡を追い続けている。彼女には実の子供はいなかったが、ヴォスハイト姓を継ぐ者を、老若男女、人種を問わず一万人も残していった。

　彼らの子孫もまた、連邦のために戦う戦士として、総督府の歴史を紡ぎ続けている。

　それが、ノエル・ヴォスハイトの思いを繫ぐ唯一つの方法と信じて──。




「火輪を抱いた少女」（完）










　あとがき







　初めてあとがきを書くことになりました、七沢またりです。『火輪を抱いた少女』三巻までお買い上げいただきありがとうございました。

『死神を食べた少女』、『勇者、或いは化け物と呼ばれた少女』に続く、少女シリーズ三作目ということで、かなり気合を入れて書きました。おかげで、上中下の三部構成に。挿絵が一杯見れて、作者としては嬉しかったり。

　頭のネジがぶっとんでる主人公ばかり書いてきた気がしますが、一番寛かん容ようさ？　があるのがノエルだったのではないかと思います。前二作の人たちは、基本敵は皆殺しでしたので！　前二作が気になる方は是非書籍をご覧ください！（Ｗｅｂ版も電子書籍版もあります）




　作中にてあえて書かなかったことに、ちょっとだけ触れておこうと思います。

　ノエルの拾った火が出る二又槍。これは、死神、勇者、火輪世界に遺されたオーパーツ的なものです。道具自身が主を選びます。『死神を食べた少女』に出てきた鎌も同種のものです。基本的に良くないものなので、拾うときは覚悟を決めましょう。

　最後にちょっとだけ出てきたフレッサー君。覚えているでしょうか。ノエルの同村の若者です。バハールに逃げ込んだのですが拘束された挙句、ベフナムの手によって実験台になってしまいました。

　ドルカス、レベッカ。Ｗｅｂ版では死亡した人たちですが、本作では生き残りました。レベッカは、いつかどこかでまた出したいなぁとか思っていたり。そのときは、心を折られた状態ででてくることは間違いなし！　強気キャラが弱々しくなるのっていいですよね。

　箱の中身。これは色々説明したいのですが、触れるのも無粋なので止めておきます。ずるいですが、皆様のご想像にお任せいたします。それが正解です！




　ここからは謝辞にうつらせていただきます。素敵なイラストを描いてくださった流刑地アンドロメダ様、ありがとうございます。ノエルの魅力を最大まで引き出してくださいました。（私はリグレットも一押しです）

　そして、デザイナーの椿屋事務所様、校正に携わっていただいた東京出版サービスセンターの皆様、編集のＦ田様、ありがとうございました。

　最後に、本作品をお手に取っていただいた方々、またＷｅｂ版から応援して下さった方々、本当にありがとうございます。楽しんでいただければ嬉しく思います。




　少女シリーズは三部作で完結というわけでもないので、また頭のぶっとんだキャラを書いていると思います。まだまだ書きたいことはあるので、これからも精進していきます！
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